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　習慣形成は一般的に幼児期に形成されると言われているが，「食」の取り方や内容が変化する

20歳以前の高校時において学校給食用牛乳（学乳）を提供することは，その後の牛乳消費を支え

る要因になると考えられる．本研究では，高校時における学乳提供の効果について明らかにする

ために，学乳提供の有無による牛乳飲用量の比較を行った．また，順序ロジット分析を用いて大

学時の牛乳飲用量を規定する要因について分析することで，習慣形成の効果を計測した．学乳を

提供している「学乳高校」と提供していない「一般高校」の 1・3年生へのアンケートの結果，「まっ

たく飲まない」と回答した人の割合は，「一般高校」の場合 1年生から 3年生で 7％増加している

のに対し，「学乳高校」の場合 1％減少していた．順序ロジット分析においては，家庭での牛乳常

備状況や牛乳選好などに加え，高校時の牛乳飲用量が大学時の牛乳飲用量を規定する要因として

あげられた．

キーワード：牛乳消費量，習慣形成，高校生，学校牛乳，順序ロジット分析
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学校給食による牛乳飲用習慣形成の可能性

緒　言

　我が国における牛乳の消費量は，1994 年をピークに非

常にゆるやかではあるが減少傾向を示している．その背

景には，牛乳に代替する飲料が安価で手軽に購入できる

ようになってきたことや，「太る飲み物」としての印象

から，特に学校給食による牛乳飲用を終えた高校生以上

の 10代や 20代の若年層において敬遠されているといっ

た要因が存在している．また，牛乳自体の味や臭いなど

に抵抗を感じている消費者も多い（日本酪農乳業協会 

2005; 日本酪農乳業協会 2009）．一方で，牛乳に含まれ

ているカルシウムがもたらす健康効果は，認知やニーズ

が高いようであるが，それだけでは消費拡大に結び付い

ていないのが現状である．
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な習慣を形成しうるのか明確にはしていない．そこで，

本研究では，牛乳の消費拡大対策の一つとして高校時の

学乳提供による習慣形成に着目し，その後の消費にどの

ような影響を及ぼすのかを明らかにする．課題の接近方

法として，次の 2つの視点をあげる．1つ目は，学乳を

行っている高校と行っていない高校を対象とした，高校

生の牛乳消費量調査を行い，現状を把握する．2つ目は，

大学生を対象とした牛乳消費量調査を行い，高校時の飲

用量と比較することで習慣形成効果を測定する．以上か

ら，牛乳の消費拡大対策の一つとして，高校での学乳提

供の可能性について検討する．

学校給食による牛乳提供

　学乳は 1949 年にユニセフから脱脂粉乳の寄贈を受け，

ミルク給食が始まったことによる．その後，8大都市の

小学校児童に対してパン・ミルク・おかずのいわゆる「完

全給食」が導入され，1954 年には正しい食習慣や食行動

を身につけさせることを目的とした「学校給食法」が公

布された．これにより，全国の小学校に給食が提供され

ることとなった．1956 年には，学校給食法の適用範囲が

中学校へも拡大，夜間定時制高校でも給食が開始され，

現在の提供形態の基礎ができあがった．1957 年には，国

の補助で脱脂粉乳から牛乳へ徐々にシフトするように

なっていき，時代を経て様々な給食が実施されるように

なった．その間，学校給食業務は国・自治体から民間委

託へと変化したが，毎日給食で出される牛乳の多くは「学

校給食用牛乳供給事業」により国と地方公共団体からの

補助金を受けてきた（菊地 2007）．ただし，現在では助

成措置は縮小傾向にある．

　文部科学省の「学校給食実施状況調査－平成 21年度

結果の概要」によると，小学校，中学校，特別支援学校，

夜間定時制高校のうち，平成 21年度に学校給食を実施

している学校は全国で 32,400 校（実施率 94.3％）であっ

た．また，牛乳の供給量を時系列でみると，学乳の供給

量は 1985 年に 63 万 4,681t でピークを迎え，その後減

少している．生乳生産量に占める学乳の供給割合をみて

　丸山ら（2001）によると，畜産物購入量の変動を説明

するものとして，商品の価格と所得（予算）の他に，次

の 2つをあげている．1つは，消費者ニーズに合わせた

差別化商品の開発や普及である．近年の健康志向やダイ

エット志向を反映した商品は，メディアで取り上げられ

ると翌日から完売することも珍しくない．もう 1つは，

毎日繰り返し行われる食品の消費によって形成される消

費習慣である．丸山ら（2001）は，動学的需要関数（註 1）

を計測することで，子供の頃に繰り返し行われる牛乳消

費が習慣性を形成し，その後の牛乳消費量を規定する要

因となる「牛乳の習慣形成効果」が，全世帯平均で正で

あることを示しており，学校給食事業は子供の嗜好を通

した家族の習慣形成にも少なからず影響を与えているこ

とをアンケート調査から明らかにしている．

　習慣形成は，一般的に幼少期に形成されるのではない

かという意見がある．森（2000）によるコーホート分析

（註2）においても「幼児期や小学校の低学年頃に飲用習

慣が形成される」という意見に反するような結果は見ら

れていない．学校給食による食育の推進もこういった背

景が存在するからであると推察される．一方で，家庭と

学校給食における「食」が相互に作用し食習慣を形作っ

ているのであれば，一人暮らしが多くなる20歳以前の高

校時においても，小中学校に引き続き学校給食用牛乳（学

乳）を提供することが，その後の牛乳の消費を支える要

因になりえるのではないかと考える．厚生労働省の報告

においても，高校生の時期は身体の成長段階にあり，食

習慣の形成にも重要な時期とされている（厚生省保健医

療局地域保健・健康増進栄養課生活習慣病対策室 1999）．

　高校時の牛乳飲用を研究した論文としては，松下

（2004）がある．男子高校生の牛乳および清涼飲料に対

する飲用行動とその関連要因に関してアンケート調査を

実施し，牛乳飲用頻度を高める要因は，習慣や自宅での

常備状況であることを明らかにした．また，清涼飲料に

比べて健康や嗜好といった要因も抽出されており，これ

らの特徴をいかした栄養・食育の必要性を論じている．

当該研究は，高校生の牛乳飲用の起因を探ってはいるも

のの，高校時の牛乳飲用がその後の消費に結び付くよう
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も，近年は微減であるが減少し続けている（図 1）． 

以上のように，義務教育の中学校までは法律での規定が

あり，補助金などもあるが，全日制の高校に対しての学

校給食に関する法律や補助金はない．このような背景も

あり，学校給食を実施している全日制高校は全国でも数

校しか存在しないのである． 

材料および方法

　本研究のアンケート調査の対象は，学乳提供を行って

いる高校（以下，学乳高校）の 1・3年生，学乳提供の

ない高校（以下，一般高校）の 1・3年生，北海道内の

大学（以下，大学）の 3・4年生である．「学乳高校」と

「一般高校」でそれぞれ 1・3年生を選定したのは，1年

生から 3年生の牛乳飲用習慣の変化を，高校学校給食に

おける牛乳提供の有無で明らかにするためである．「学

乳高校」は北海道および群馬における 2校を，「一般高

校」は北海道における 2校を選択した．前者の「学乳高

校」のうち，北海道の高校は全校生徒 230名程度の公立

高校であり，男女比は半々である．元々地元出身の学生

が多く，農繁期の給食提供が求められたことから始まっ

た．群馬における高校は，全校生徒 800名程度の公立高

校で，工業を中心とした授業を行っているため，男子生

徒は女子生徒の 5倍近い．高校開校当時から完全給食が

実施されている．後者の「一般高校」では，十勝地方の

中心に位置する全校生徒数 900名程度，およびその近郊

に位置する全校生徒数 170名程度の高校を選択した．両

校とも男女比は約半分である．

　ただし，今回のアンケート調査では，「学乳高校」と

「一般高校」の 1・3年生は同一の人物を追跡したコーホー

ト調査ではない．また，調査対象者が高校卒業後にどの

程度牛乳飲用習慣が変化するのかについてはわからな

い．それを補完する意味で，「大学」をアンケート調査

対象に加えた．「大学」において，3・4年生を選定した

のは，高校卒業後 2～ 3年経過しており，高校の時とは

違う環境や，食習慣が定着していると考えられるからで

ある．

　アンケート調査は，高校に対しては集合調査法を，大

学に対しては留置調査法を用いた．調査は，2010 年の

11 月から 12月にかけて行っている．配布部数は 1,070

 

図 1．学校給食用牛乳（学乳）供給量の年次推移 

出所：学乳スクエア 2009 
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部で，回収率は 78.5％（841 部）であった．内訳は，学

乳高校で 364部，一般高校で 380部，大学で 97部である．

アンケート調査票の質問項目は，次の通りである．フェ

イス項目では，性別，学年のほかに，運動部やスポーツ

クラブへの参加の有無，家族や親戚の中に酪農家や乳業

関係者がいるかなどについて尋ねた．牛乳の飲用実態に

関する項目では，牛乳の好き嫌いや，一週間当たりの牛

乳飲用量のほかに，家庭の冷蔵庫での牛乳常備状況や，

今後の牛乳飲用意向などについて尋ねた．また，「大学」

特有の項目として，高校時の牛乳飲用量の他に住居形態

なども設定している．

　分析は，2点から成り立っている．1つ目は，家庭に

おける牛乳飲用量の比較を中心に行った．回答者には，

家庭における牛乳飲用量として，コップ 1杯を 200ml と

し，1週間に何杯飲んでいるかを尋ねている．2つ目は，「大

学」のデータを基に，順序ロジット分析により高校時と

現在（大学時）の牛乳飲用の関係を明らかにするととも

に，牛乳飲用に影響を与える要因について分析した．順

序ロジット分析とは，被説明変数に順序尺度を用いた分

析方法である．事後的に個人が選択する被説明変数にお

ける各段階の確率を求め，その選択がある判断（i）か

ら次の判断（i＋ 1）に変わる閾値を求める．この閾値

間の距離によって，選択肢間の親近性を判断するもので

ある（北村 2007）．本研究においては，大学生に現在の

牛乳飲用量を，①まったく飲まない，② 200 ～ 400 ml，

③ 600～ 800 ml 未満，④ 1,000 ml 以上の 4つのカテゴ

リに区分した．式は以下の通りである．

 

Y
�
� α � β

�
Sex

�
� β

�
Grade

�
� β

�
Live_alone

�
� β

�
Preference

�
� β

�
H_amount

�

� β
�
Refrigerator

�
� µ

�
 

 
i � 1, 2,� , n 

ここで，「Sex」は性別ダミー（男性＝1，女性＝0），「Grade」は学年ダミー（3 年生＝1，
4 年生＝0），「Live_alone」は一人暮らしダミー（一人暮らし＝1，寮・同居人あり＝0）で
ある．「Preference」は牛乳嗜好で「1．嫌い」，「2．どちらかといえば嫌い」，「3．どちら
かといえば好き」，「4．好き」の 4 段階評価，「H_amount」は高校時の牛乳飲用量で「1．
まったく飲まない」，「2．200～400 ml 未満」，「600～800 ml 未満」「1,000 ml 以上」の 4

段階評価，「Refrigerator」は家庭の冷蔵庫での牛乳常備状況で「1．まったく置いていない」，
「2．週に数日はある」，「3．月に数日はある」，「4．常にある」の 4 段階評価である． 
 

結果および考察 

1．牛乳飲用量の比較 

1-1．「一般高校」と「学乳高校」の比較 

 図 2 には，3 グループの家庭における 1 人 1 週間当たり平均牛乳飲用量を示した．アンケ
ートで尋ねたコップ換算の牛乳飲用量を「ml」に変換し，平均値を算出している．家庭に
おける平均牛乳飲用量は「一般高校」の 807 ml が一番多く，次いで「学乳高校」の 684 ml，
「大学」は 513 ml となった．男女別での平均牛乳飲用量をみると，「学乳高校」と「一般
高校」では男性の牛乳飲用量の方が多いが，「大学」での男性の牛乳飲用量の落ち込みは顕
著であり，女性の牛乳飲用量の方が多くなる．これらを日本酪農乳業協会（2009）のレポ
ートと比較すると，「一般高校」や「大学」における男性の牛乳飲用量は，同年代の牛乳飲
用量よりも少ないことがわかる．この原因としては，調査対象とした「一般高校」や「大
学」では，一人暮らしの割合が高く，自ら購入して飲用しようという意志が働きにくかっ
たためと推察される． 

以上の結果からは，「学乳高校」よりも「一般高校」の牛乳飲用量の方が多く，学乳の提
供が逆に牛乳嫌いを増長する要因となっている可能性もある．そこで，「学乳高校」での給
食における牛乳飲用量と家庭における牛乳飲用量についてクロス集計を行った．「学乳高校」
での給食における牛乳飲用量は，「1．毎日残さず飲んでいる」，「2．ときどき残すことがあ
る」，「3．ほとんど飲まない」，「4．まったく飲まない」の 4 段階で回答を得ている．結果
を表 1 に示した．表はχ2検定で有意差が確認されている．給食において「ほとんど飲まな
い」，「まったく飲まない」回答者が，家庭においても「まったく飲まない」場合は，牛乳
嫌いもしくは何らかの理由により飲めない回答群であると考えられる．この群が，全回答
者数に占める割合は約 16％であり，「一般高校」での「まったく飲まない」回答者割合（約
23％）と比較しても少ない数値である．また，表 1 からは，学乳での牛乳飲用量が多いほ
ど，家庭における牛乳飲用量も多い傾向にあることが読み取れる．したがって，「学乳高校」

　ここで，「Sex」は性別ダミー（男性＝ 1，女性＝ 0），

「Grade」は学年ダミー（3年生＝ 1，4年生＝ 0），「Live_

alone」は一人暮らしダミー（一人暮らし＝ 1，寮・同居

人あり＝0）である．「Preference」は牛乳嗜好で「1．嫌い」，

「2．どちらかといえば嫌い」，「3．どちらかといえば好き」，

「4．好き」の 4段階評価，「H_amount」は高校時の牛乳

飲用量で「1．まったく飲まない」，「2．200～ 400 ml 未

満」，「600～ 800 ml 未満」「1,000 ml 以上」の 4段階評価，

「Refrigerator」は家庭の冷蔵庫での牛乳常備状況で「1．

まったく置いていない」，「2．週に数日はある」，「3．月

に数日はある」，「4．常にある」の 4段階評価である．

結果および考察

1．牛乳飲用量の比較

1-1．「一般高校」と「学乳高校」の比較

　図 2には，3グループの家庭における 1人 1週間当た

り平均牛乳飲用量を示した．アンケートで尋ねたコップ

換算の牛乳飲用量を「ml」に変換し，平均値を算出して

いる．家庭における平均牛乳飲用量は「一般高校」の

807 ml が一番多く，次いで「学乳高校」の 684 ml，「大学」

は513 mlとなった．男女別での平均牛乳飲用量をみると，

「学乳高校」と「一般高校」では男性の牛乳飲用量の方

が多いが，「大学」での男性の牛乳飲用量の落ち込みは

顕著であり，女性の牛乳飲用量の方が多くなる．これら

を日本酪農乳業協会（2009）のレポートと比較すると，「一

般高校」や「大学」における男性の牛乳飲用量は，同年

代の牛乳飲用量よりも少ないことがわかる．この原因と

しては，調査対象とした「一般高校」や「大学」では，

一人暮らしの割合が高く，自ら購入して飲用しようとい

う意志が働きにくかったためと推察される．

　以上の結果からは，「学乳高校」よりも「一般高校」

の牛乳飲用量の方が多く，学乳の提供が逆に牛乳嫌いを

増長する要因となっている可能性もある．そこで，「学

乳高校」での給食における牛乳飲用量と家庭における牛

乳飲用量についてクロス集計を行った．「学乳高校」で

の給食における牛乳飲用量は，「1．毎日残さず飲んでい

る」，「2．ときどき残すことがある」，「3．ほとんど飲ま

ない」，「4．まったく飲まない」の4段階で回答を得ている．

結果を表 1に示した．表はχ 2検定で有意差が確認され

ている．給食において「ほとんど飲まない」，「まったく

飲まない」回答者が，家庭においても「まったく飲まない」
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場合は，牛乳嫌いもしくは何らかの理由により飲めない

回答群であると考えられる．この群が，全回答者数に占

める割合は約 16％であり，「一般高校」での「まったく

飲まない」回答者割合（約 23％）と比較しても少ない数

値である．また，表 1からは，学乳での牛乳飲用量が多

いほど，家庭における牛乳飲用量も多い傾向にあること

が読み取れる．したがって，「学乳高校」の牛乳飲用量は，

牛乳嫌い（もしくは何らかの理由により飲めない）の結

果ではなく，学乳で飲んでいる分，「一般高校」と比較

して家庭ではそれほど飲まれないと考えるのが妥当であ

ろう（註 3）．

　次に，両高校の学年別でみた家庭における 1人 1週間

当たり牛乳飲用量の比較を示した（図 3）．ここで注目し

たいのは「まったく飲まない」と回答した人の割合であ

る．「一般高校」における当該回答割合は，1年生に比

べて 3年生では 7％増加しているのに対し，「学乳高校」

では 1％減少しているのである．また，400ml 以上のカ

テゴリにおいては，両高校とも 1年生に比べて 3年生で

は減少しているが，「学乳高校」の減少幅の方が小さい．

むろん，同一人物の変化ではないので注意が必要である

が，1年生及び 3年生において，一人暮らし割合や運動

部の入部割合などの回答者属性に違いがないことから，

「学乳高校」においては，若年層の牛乳飲用量の急激な

減少を抑える可能性があるのではないだろうか．

　牛乳飲用の理由に関しては，「飲む理由」として「味」，

「健康」，「家庭での常備」の回答が多い．一方で，「飲ま

ない理由」として「習慣」，「味」，「他飲料選好」の選択

が多くあった．これは，「学乳高校」と「一般高校」で

大きな差異はなかった．

1-2．「大学」における「現在（大学時）」と「高校時代」との比較

　「大学」におけるアンケートでは，過去，学校給食に

牛乳が出ているか尋ねている．小学校のみが 13％，小学

校と中学校が 84％であり，高校でも学乳が出ていた回答

者は 3％にすぎない．したがって，「学乳高校」を卒業し

たことによる牛乳飲用量の変化を直接的に比較すること

はできない．そこで，ここでは「現在（大学時）の牛乳

飲用量」と「高校時代の牛乳飲用量」とを比較し，高校

の牛乳飲用量は，牛乳嫌い（もしくは何らかの理由により飲めない）の結果ではなく，学
乳で飲んでいる分，「一般高校」と比較して家庭ではそれほど飲まれないと考えるのが妥当
であろう（註 3）． 

 次に，両高校の学年別でみた家庭における 1 人 1 週間当たり牛乳飲用量の比較を示した
（図 3）．ここで注目したいのは「まったく飲まない」と回答した人の割合である．「一般高
校」における当該回答割合は，1 年生に比べて 3 年生では 7％増加しているのに対し，「学
乳高校」では 1％減少しているのである．また，400ml 以上のカテゴリにおいては，両高校
とも 1 年生に比べて 3 年生では減少しているが，「学乳高校」の減少幅の方が小さい．むろ
ん，同一人物の変化ではないので注意が必要であるが，1 年生及び 3 年生において，一人暮
らし割合や運動部の入部割合などの回答者属性に違いがないことから，「学乳高校」におい
ては，若年層の牛乳飲用量の急激な減少を抑える可能性があるのではないだろうか． 

牛乳飲用の理由に関しては，「飲む理由」として「味」，「健康」，「家庭での常備」の回答
が多い．一方で，「飲まない理由」として「習慣」，「味」，「他飲料選好」の選択が多くあっ
た．これは，「学乳高校」と「一般高校」で大きな差異はなかった． 

 

図 2．家庭における 1 人 1 週間当たり平均牛乳飲用量 

註 1：バーは標準誤差を示す 

註 2：*; P<0.1，**; P<0.05，***; P<0.01 
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時代に牛乳を飲んでいることで現在（大学時）の牛乳飲

用量がどのように変化するか，その傾向を把握すること

とする（図 4）（註 4）．まず，高校時に「まったく飲ん

でいなかった」と回答した学生の 89%は，現在も「まっ

たく飲まない」と回答している．これには，個人的な牛

乳の好き嫌いも大きく関わっていると考えられ，この層

の今後の牛乳飲用量の増加はあまり期待できない．また，

高校時代に牛乳飲用量の多かった人ほど，現在の牛乳飲

用量で「まったく飲まない」と回答した割合は少ないと

いう傾向が出ており，さらに，高校時代に牛乳飲用量が

多かった人ほど，現在の牛乳飲用量が多い傾向がみられ

た．

表 1． 給食における牛乳飲用量と家庭における牛乳飲用量との関係 

  家庭における 1人 1週間当たり牛乳飲用量 
  まったく 

飲まない 
200-400ml 600-800ml

1,000ml 

以上 合計 

毎日残さず飲んで
いる 

n 36 79 35 67 217 

%  16.6  36.4  16.1  30.9  100.0 

ときどき残すことが
ある 

n 14 14 4 14 46 

%  30.4  30.4  8.7  30.4  100.0 

ほとんど飲まない 
n 15 16 2 6 39 

%  38.5  41.0  5.1  15.4  100.0 

まったく飲まない 
n 43 12 4 3 62 

%  69.4  19.4  6.5  4.8  100.0 

註 1：給食における牛乳飲用量は，「1．毎日残さず飲んでいる」，「2．ときどき残すことがある」，
「3．ほとんど飲まない」，「4．まったく飲まない」の 4 段階評価である 

註 2：χ2
=73.1，P=0.00 

図 3．学年別でみた家庭における 1 人 1 週間当たり牛乳飲用量の比較 
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　「大学」おける牛乳飲用の理由に関しては，「飲む理由」

として「習慣」，「飲まない理由」として「一人暮らしに

よる購買行動の低下」が多くあげられていた．1-1 節で

示した高校時代における「飲む理由」では「習慣」を回

答した割合は少なかったものの（14％），大学生を対象

としたアンケートでは最も多い回答割合を示していた

（35％）．つまり，少なくとも高校時代までに牛乳の飲用

習慣を形成し，その後の継続消費につなげる必要がある

と考える．

2．習慣形成効果分析

　順序ロジット分析の結果を表 2に示した．「Grade」，

「Preference」，「H_amount」，「Refrigerator」が現在（大

学時）の牛乳飲用量において，正で統計的に有意である

ことがわかる．牛乳選好が牛乳の飲用量に影響を与える

ことは，予想通りの結果である．

　各説明変数の限界効果を求めたものを表 2に併記して

いる．限界効果は，説明変数が 1単位変化した場合，現

在（大学時）の牛乳飲用量のそれぞれ 4つのカテゴリに

入る割合がどのくらい変化するかを示したものである．

表 2に示したように，「H_amount」では「MPE3」におい

て「0.04」，「MPE4」において「0.03」の限界効果が確認

された．今回の分析では，その他のカテゴリには正での

有意差がみられなかったが，特に大学における飲用量が

多いグループには，高校時代の飲用量が関わっており，

高校時代の飲用習慣が，その後の消費量を規定する要因

の一つになっていると考えられる．それ以外の牛乳飲用

要因をみると，「MPE1」では「Sex」と「Live_alone」を

除く変数において，負で有意の限界効果が示されてい

る．つまり，現在「まったく飲まない」と回答している

学生に対して牛乳飲用を促すための有効な要因を導き出

すことはできなかった．今後，牛乳や健康への知識など，

他の変数を入れた場合も検討する必要があると思われ

る．一方で，「MPE3」や「MPE4」では，「Preference」や

「Refrigerator」で正の有意が確認された．特に家庭で

の牛乳常備状況は，「MPE3」と「MPE4」の両者に強い影

響を与えており，牛乳飲用促進のためには手軽さや手に

取りやすさといった販売方法の面からのアプローチが望

まれる．

1-2．「大学」における「現在（大学時）」と「高校時代」との比較 

「大学」におけるアンケートでは，過去，学校給食に牛乳が出ているか尋ねている．小
学校のみが 13％，小学校と中学校が 84％であり，高校でも学乳が出ていた回答者は 3％に
すぎない．したがって，「学乳高校」を卒業したことによる牛乳飲用量の変化を直接的に比
較することはできない．そこで，ここでは「現在（大学時）の牛乳飲用量」と「高校時代
の牛乳飲用量」とを比較し，高校時代に牛乳を飲んでいることで現在（大学時）の牛乳飲
用量がどのように変化するか，その傾向を把握することとする（図 4）（註 4）．まず，高校
時に「まったく飲んでいなかった」と回答した学生の 89%は，現在も「まったく飲まない」
と回答している．これには，個人的な牛乳の好き嫌いも大きく関わっていると考えられ，
この層の今後の牛乳飲用量の増加はあまり期待できない．また，高校時代に牛乳飲用量の
多かった人ほど，現在の牛乳飲用量で「まったく飲まない」と回答した割合は少ないとい
う傾向が出ており，さらに，高校時代に牛乳飲用量が多かった人ほど，現在の牛乳飲用量
が多い傾向がみられた． 

 「大学」おける牛乳飲用の理由に関しては，「飲む理由」として「習慣」，「飲まない理由」
として「一人暮らしによる購買行動の低下」が多くあげられていた．1-1 節で示した高校時
代における「飲む理由」では「習慣」を回答した割合は少なかったものの（14％），大学生
を対象としたアンケートでは最も多い回答割合を示していた（35％）．つまり，少なくとも
高校時代までに牛乳の飲用習慣を形成し，その後の継続消費につなげる必要があると考え
る． 

 

図 4．現在（大学）および過去（高校）との牛乳飲用量の比較 

89

39

17 19

5

36

30 24

6

14

43

33

11 10

24

0

20

40

60

80

100

まったく飲まない 200-400ml 400-800ml 1,000ml以上

現
在
の牛

乳
飲
用
量
割
合
（大

学
)
  

過去の牛乳飲用量（高校）

％

まったく飲まない 200-400ml 600-800ml 1,000ml以上



8

窪田さと子・中野雄太・耕野拓一

結論

　本研究の主要な分析結果 3点を以下に記す．

　第1に，1人1週間当たり平均牛乳飲用量は，「学乳高校」

よりも「一般高校」の方が多いが，学乳で飲んでいる分，

家庭内消費が比較的少なくなったのではないかと考えら

れる．また，大学になると牛乳飲用量は大きく減少する．

　第 2に，高校において学年があがると牛乳を「まった

く飲まない」学生の割合は，「一般高校」では 7％増加し

ているのに対し，「学乳高校」では増加せず，逆に 1％減

少していることが明らかになった．ここから，高校学校

給食における牛乳提供は，牛乳離れ解消の可能性がある

と考えられる．

　第 3に，大学生のアンケート調査結果より，大学にお

ける飲用量が多いグループには，高校時代の飲用量が関

わっていることが明らかになった．高校時代の飲用習慣

は，その後の消費量を規定する要因の一つとなっている

ことが考えられる．

　以上 3点の結果により，高校時における学乳提供は牛

乳飲用習慣の形成に寄与し，その後の牛乳飲用に影響を

与えると示唆される．学乳提供高校における聞き取り調

査によると，家庭での学乳費用負担分は 1本（200 ml）

当たり約 45円である．高校で設置されている自動販売

機の飲料は牛乳より若干高値（調査を行った高校では

350 ml 缶が 100円で販売されている）であり，学乳には

価格的なメリットも存在する．学校給食で牛乳が提供さ

れない高校生への，牛乳飲用のメリットなどを含めた積

極的な PRとともに，学乳の実施を今後の牛乳飲用量拡

大に向けた方策として提言したい．

（註 1）丸山ら（2000）で用いられている動学的需要関数

は，所得や価格の変化効果を分布ラグの問題として，時

間の効果が処理できるような動学的モデルによって処理

したものである．詳しくは門間（1984）を参照されたい．

（註 2）コーホート分析とは，同時期に同様な体験をする

集団が，時間の経過とともに行動や移行がどのように変

化したのかをデータ化して分析することである．詳しく

は Glenn （2005）を参照されたい．

（註 3）給食において「毎日残さず飲んでいる」または「と

きどき残すことがある」回答者で，家庭においては「まっ

たく飲まない」と回答した中にも，「学校給食だから飲

まなければならない」と考えている学生は存在するであ

ろう．ただし，牛乳選好とのクロス集計において，当該

群の学生のうち「牛乳が嫌い」と回答した学生は少数で

2．習慣形成効果分析 

順序ロジット分析の結果を表 2 に示した．「Grade」，「Preference」，「H_amount」，
「Refrigerator」が現在（大学時）の牛乳飲用量において，正で統計的に有意であることが
わかる．牛乳選好が牛乳の飲用量に影響を与えることは，予想通りの結果である． 

 各説明変数の限界効果を求めたものを表 2 に併記している．限界効果は，説明変数が 1

単位変化した場合，現在（大学時）の牛乳飲用量のそれぞれ 4 つのカテゴリに入る割合が
どのくらい変化するかを示したものである．表 2 に示したように，「H_amount」では「MPE3」
において「0.04」，「MPE4」において「0.03」の限界効果が確認された．今回の分析では，
その他のカテゴリには正での有意差がみられなかったが，特に大学における飲用量が多い
グループには，高校時代の飲用量が関わっており，高校時代の飲用習慣が，その後の消費
量を規定する要因の一つになっていると考えられる．それ以外の牛乳飲用要因をみると，
「MPE1」では「Sex」と「Live_alone」を除く変数において，負で有意の限界効果が示さ
れている．つまり，現在「まったく飲まない」と回答している学生に対して牛乳飲用を促
すための有効な要因を導き出すことはできなかった．今後，牛乳や健康への知識など，他
の変数を入れた場合も検討する必要があると思われる．一方で，「MPE3」や「MPE4」で
は，「Preference」や「Refrigerator」で正の有意が確認された．特に家庭での牛乳常備状
況は，「MPE3」と「MPE4」の両者に強い影響を与えており，牛乳飲用促進のためには手
軽さや手に取りやすさといった販売方法の面からのアプローチが望まれる． 

 

表 2． 大学生の牛乳飲用量を規定する要因 

説明変数 係数 標準誤差 MPE1 MPE2 MPE3 MPE4 

Sex 

Grade 

Live_alone 

Preference 

H_amount 

Refrigerator 

- 0.35     

0.83* 

0.39 

0.74** 

0.45** 

1.36*** 

0.45 

0.47 

0.45 

0.30 

0.23 

0.24 

0.07 

- 0.15* 

- 0.08 

- 0.14** 

- 0.09* 

- 0.26*** 

- 0.01 

- 0.00 

0.01 

0.02 

0.01 

0.03 

- 0.03 

0.08 

0.04 

0.07** 

0.04* 

0.13*** 

- 0.03 

0.07 

0.03 

0.05** 

0.03* 

0.10*** 

Number of Obs 

Log likelihood 

97 

- 83.11 

註 1：*; P<0.1，**; P<0.05，***; P<0.01 

註 2：被説明変数は，1 週間当たりの牛乳飲用量であり，「まったく飲まない」，「200-400ml」，
「600-800ml」，「1,000ml 以上」の 4 つのカテゴリから成っている 

註 3：「MPE1-MPE4」は，各カテゴリの限界効果を示す 
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学校給食による牛乳飲用習慣形成の可能性

ある．

（註 4）「学乳高校」を卒業した学生の牛乳飲用量の変化

については，今後の課題としたい．
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Abstruct

The initial development of eating habits is generally 

considered to occur during childhood, with people then 

tending to change their eating habits when they are 

approximately 20 years old. It is thus possible that high 

school students attending schools that provide them with milk 

will continue to consume milk later in life. To clarify whether 

this milk-drinking habit persists, milk consumption by 

students attending schools that either did or did not provide 

milk was compared. In addition, to determine whether 

this behavior was learned at school, milk consumption 

by university students was analyzed by probit analysis. 

Questionnaire surveys were conducted among first and third-

year high-school students at schools that either did or did 

not provide students with milk. Although the response “Do 

not drink milk” increased by 7% between first and third-year 

high-school students at schools that did not provide milk, 

consumption decreased by only 1% at schools that provided 

milk. An ordered probit analysis showed that milk drinking 

among university students was related to whether students 

kept milk at home, showed a preference for milk, or had a 

history of drinking milk at high school.

Key words: Milk consumption, Persistence of habits, High 

school student, School milk,  Ordered logit analysis
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摘　要

  1 九州大学農学研究院　〒 812-8581　福岡県福岡市東区箱崎 6-10-1

     Graduate School of Agriculture, Kyushu University, Hakozaki, Higashi-ku, Fukuoka, 812-8581, Japan

  2 花七曜　〒 071-0511　北海道空知郡上富良野町西 11 線北 34 号

  3 帯広畜産大学畜産衛生学研究部門食品衛生学分野，〒 080-8555 北海道帯広市稲田町

     Division of Food Hygiene, Department of Animal and Food Hygiene, Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine,

     Inada-cho, Obihiro, Hokkaido, 080-8555, Japan

　先の東日本大震災とそれに続く原子力発電所の事故により、福島県とその近隣県では農産物の

出荷制限および自主的な出荷規制が続いた。関係者による農産物の放射能検査が継続され、徐々

に数値も下がりつつあるが、出荷再開後も市場では価格が低く抑えられるなど、福島県産農産物

を回避する傾向がみられる。そこで、大学生を対象に福島県産ホウレンソウの購買行動を分析し、

放射能検査の実施が購買意欲の回復にどの程度貢献するのかを明らかにした。結果は放射能検査

の有効性を示すものであった。さらに、被災県出身者は、他県出身者に比べて購入意思が高く、

被災地支援の意向の強さを反映したものといえる。したがって、放射能検査により安全を確保す

るとともに、農産物の購入を通じた被災地支援や、復興状況に関する情報提供が福島県農業の復

興につながる。

キーワード：放射能検査、食品選択、福島県産農産物

Buying behavior of Fukushima spinach

-Case of students at Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine-

Yoko Saito1, Mio Matsumoto2, Yukichika Kawata3

齋藤陽子 1 ・松本実桜 2 ・河田幸視 3 

福島県産野菜に対する購買行動の分析

―帯広畜産大学の大学生を対象として―

1. はじめに

1－ 1.　背景

　周知のとおり、先の東日本大震災と原子力発電所の事

故により、福島県を中心に被災地の農産物に対する買い

控えが生じ、農業生産者の不安材料となっている。そう

した中、平成24年4月から、放射性物質の規制値について、

それまでの暫定規制値にかわる新基準が設定されること

となった。野菜では、1キログラム当たり放射性セシウ

ムがそれまでの 500ベクレルから 100ベクレルに引き下
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における主な産地のホウレンソウの取扱数量をみると

（表 1）、福島県産は 3千キログラムを上回り、全国第 7

位のシェアを占めている。しかしながら、翌年、平成 24

年同月でみると、出荷量は 500 キログラムまで減少し、

価格は、前年同月比で 12.4％低下した。他の主産地の

価格が上昇しているのに対し対照的な結果となった。出

荷制限が前年 6月までに順次解除されているにもかかわ

らず取扱数量は前年比の 6分の 1程度にとどまり、さら

に出荷制限解除後の価格も全国で最も低く推移している

(図 1)。これは、ホウレンソウに対する需要が福島県産

から他県産へとシフトし、福島県産ホウレンソウに対す

る買い控えが生じているためであると考えられる。こう

した状況を踏まえ、以下、アンケート調査の方法、分析

方法と結果概要を示し、放射能検査による信頼回復の可

能性を明らかにする。

2. データと分析方法

2－ 1.　アンケートの方法

　福島県産農産物に対する消費者の購買行動を明らかに

するため、帯広畜産大学 1年生を対象とした授業におい

てアンケート票を配布し、回答を求めた。アンケートは

無記名で個人の特定はできない。授業は平成 23年 6月

げられた。暫定値より厳しい基準が新たに設定されたこ

とで、農産物への信頼が回復されることが期待される。

　本稿では、震災発生 3か月後の平成 23年 6月、大学

生を対象に実施した農産物、具体的にはホウレンソウに

対する購買行動調査にもとづき、福島県産農産物に対す

る消費者の購買行動を明らかにする。調査対象は、ひと

り暮らしの大学生でも価格や品物を想起しやすく、購入

頻度も比較的高いと考えられるホウレンソウとした。福

島県や近隣県では、平成 23年 3月の震災発生以降、ホ

ウレンソウの出荷制限や出荷自粛が続き、出荷制限解除

後も消費が低迷するなど、風評被害ともいえる影響がで

ている。関係者による放射能検査が続く中、検査実施の

有無が消費者の購買行動にどのように影響するか、すな

わち、検査によって消費者の購買意欲がどの程度回復す

るのか明らかにすることで、福島県の農業復興および生

産者の生産再開に貢献したい。

1 － 2.　福島県産のホウレンソウ

　福島県産のホウレンソウは平成 23年 3月 21日に出荷

制限が出されたものの、同年 5月から 6月にかけて順次

解除され、平成 24年 3月 15日現在では、2市 6町 3村 4

からの出荷が制限されているのみである。

　出荷制限直前の平成 23年 2月について東京大田市場

福島県産野菜に対する購買行動の分析 
―帯広畜産大学の大学生を対象として― 

齋藤陽子・松本実桜・河田幸視 

 

 

表１．ホウレンソウ主産地における価格と出荷量の 2 時点比較 

価格(円) 価格(円)
群馬 455 214,500 29.45 583 28.1 194,735 34.60

埼玉 402 173,689 23.85 508 26.4 116,223 20.65

茨城 431 157,742 21.66 533 23.7 128,166 22.77

千葉 329 121,325 16.66 426 29.5 65,208 11.58

栃木 360 37,656 5.17 432 20.0 32,856 5.84

東京 389 8,161 1.12 418 7.5 6,845 1.22

福島 426 3,313 0.45 373 -12.4 528 0.09

その他 11,904 1.63 18,332 3.26

合計 728,290 562,893

資料) 東京都中央卸売市場(大田市場)市場取引情報より作成
注)　価格変化率は前年同月比である。

産地 価格変化率(％)数量(kg) シェア(%) 数量(kg) シェア(%)

平成23年2月(震災前) 平成24年2月(震災約1年後)

 

  4  「原子力災害対策特別措置法に基づく食品に関する出荷制限等 ( 厚生労働省、2012)」によれば、該当市町村は、

田村市、南相馬市、川俣町、楢葉町、富岡町、大熊町、双葉町、浪江町、川内村、葛尾村、飯館村で、いずれも福

島第一原子力発電所から半径 20 キロメートル圏内に限られている。
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食品選択における所得制約が厳しいと予想されること、

また、安全配慮については、2010年 3月に著者の 1人が

主婦層を対象に実施したアンケート結果 6 で、5段階中

平均 3.9となり、主婦層の安全配慮は学生に比べ厳しい

こと、の2点である。ちなみに上記調査における所得の

最頻値は300～400万円である。詳細は結果の節で述べる。

2 － 2．アンケート票

　消費者の食品選択確率および支払い意思額を明らか

にするため、表明選好法 7 のうち複数の商品属性を考

慮できる選択型コンジョイント分析を採用する (栗山、

2005)。コンジョイント分析は消費者に、商品属性の異

なる仮想的な選択肢から選択してもらうことで、購買行

動を分析する方法である。

23日に実施され、199 名 (うち女子学生 109 名 )から回

答をえられた 5。ただし、一部未回答があり有効回答数

は 193である。これら有効回答の概要は、平均年齢 18.7

歳、平均収入 (仕送りとアルバイト代の合算 )は 5.8 万

円/月であった。東北6県の出身者は19名、被災3県(岩

手県、宮城県、福島県 )の出身者は 9名、うち福島県出

身者は 2名であった。さらにアンケートでは、食品を購

入する際、安全性をどの程度考慮する (以下、安全配慮 )

か、「とても気にする (5)」から「気にしない (1)」の 5

段階で尋ねた。結果は平均 3.4であった。

　以上の調査対象者の結果概要を踏まえ、学生を対象と

した本調査の結果を、一般消費者の場合として解釈する

ことで、より一般的な結論を導きたい。その際、所得と

安全配慮の2点に配慮して進めたい。すなわち、学生は

0
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図 1 ホウレンソウ主産地の平均価格推移 

     資料) 中央卸売市場(大田市場)市場取引情報より作成 

 

図 1　ホウレンソウ主産地の平均価格推移

資料 )　中央卸売市場 (大田市場 )市場取引情報より作成

  5  アンケートは、無記名で実施し回答は任意とした。よって、当日の出席者 201 名に対し、回答者 199 名となった。

  6  北海道在住の 500 名を対象としたもので、7 割が女性、最頻値は年齢が 30 歳代後半で 21.6％、職業は主婦で

37.2% である。詳細は、齋藤・齋藤 (2010) 参照のこと。

  7  消費者需要の分析データはおもに、①市場取引から得られる市場データと、②提示する仮想的な状況において選好・選択を

表明した結果得られるデータの2つがある。後者は市場で取引されておらず、よって価格やデータの存在しない財、例えば環

境保全対策への支払い、といった事例に応用される。本稿が対象とするホウレンソウには市場価格のデータは存在するが、

消費者の出身県や安全配慮、収入といった属性情報は、一般に記録されていない。このため、②の表明選好法を採用した。
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必要なサンプル数を確保するという制約の下で、極力少

なくした。具体的には図 2に示すコンジョイントカード

の設問を2回繰り返すアンケート票を4パターン作成し、

ランダムに配布、回答を求めた。

表 2　コンジョイント分析の属性と水準

　対象はホウレンソウとし、商品属性は産地 (福島県、

宮崎県 8）、放射能検査の有無、一束あたりの価格(水準は、

100円、120円、140円 )の 3属性とした (表 2)。ただし、

放射能検査は福島県産のみを対象とした。また、福島県

産で検査ありの場合は、検査費用を考慮し、価格水準を

120 円と 140 円の 2水準のみとした。以上からなる 8通

り 9 のプロファイルを 2セット用意し、各プロファイル

からランダムに取り出すことで、選択セットを 8個作成

した(表3)。消費者に提示するコンジョイントカードは、

これら選択セットに、「どれも買わない」の選択肢を含め、

以下図 2のように作成した。ただし、授業終了後に回答

を依頼するため、回答者の負担軽減、繰り返しによる混

乱などを回避するため、一人あたりの回答数は、推定に

  8  宮崎県を選択肢に組み込んだ理由は、被災地から遠隔であることと、野菜産地として想起し易いためである。

  9  宮崎県産× (100 円、120 円、140 円 )=3 通り、福島県産× (100 円、120 円、140 円 ) ×検査 ( あり、なし ) ＝ 6

通りの合わせて 9 通りとなるが、福島県産×放射能検査ありの場合は、検査費用を考慮し、100 円の価格水準を除

く 120 円と 140 円の 2通りのみの設定としたため、全部で 8通りとなった。

表 2 コンジョイント分析の属性と水準 

属性 水準
産地 福島県・宮崎県

検査有無 あり・なし
価格(円) 100・120・140
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Ｑ 以下の 2 種類のほうれん草が売られています。あなたはどちらを買いますか。番号に
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 【1】 【2】 【3】 

産地 宮崎 福島 

放射能検査 なし なし 

価格 120 100 

どれも買わ
ない 

図 2 コンジョイントカードの一例 
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提案されてきたが(栗山 2005)、推計が容易であることから、本稿では条件付きロジットモ
デルを採用する。 
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は出身県、収入、食品安全考慮のレベル、などの消費者属性である。 

 

3. 推計結果と考察 

3－1. 推計パラメータと選択確率 

 推計結果のパラメータを表 4 に示した。係数の符号は正の場合、選択確率の上昇を、負
の場合は低下を表す。まず、財の属性のみを考慮する主効果モデル(モデル・１)の結果をみ
ると、価格の係数(β

P 
= -0.057)は負となり、価格上昇とともに選択確率が低下する。これは、

理論的に期待される結果であり、β
P
は符号条件を満たしている。福島県産(福島県=1、宮崎

県=0 のダミー変数)の係数(β
F 

= -1.212)は負の値となったことから、福島県産は、宮崎県産に
比べて選択確率が有意に低いことが分かる。この選択確率の差が、放射能による影響によ
ってどの程度説明されるのか、言い換えると、様々な要因が考えられる中で放射能がどの
程度、選択確率を低下させるのかは、必ずしも明らかではない。 

ただし、放射能検査(検査あり=1、検査なし=0 のダミー変数)の推計結果(β
C 

= 1.707)が正
で有意となり、放射能検査の実施が、選択確率を上昇させることが有意に確認されたこと、
また、放射能検査の係数(β

c
=1.707)が絶対値で福島県産の係数(β

F
=-1.212)より大きいことから、

福島県産ホウレンソウに対する選択確率の低下が、原子力発電の事故によって生じたもの
と推察される。しかしながら同時に本結果は、放射能検査によって選択確率が回復する可
能性も示唆しており、放射能検査を確実に実施することが、福島県産ホウレンソウの消費
促進につながるといえる。 

ところで、放射能検査の方法や基準値については、平成 24 年 4 月の新基準値の設定で、
リスク評価がなされたといえる。しかし、今後も福島県産農産物への買い控えが続く場合、
リスク管理および長期的な視点に立ったリスクコミュニケーション11,12の在り方が重要と
なろう。本調査のアンケートでは検査方法の詳細までは言及しておらず、踏み込んだ考察
は分析範囲を超えるが、検査実施と検査結果の表示、情報開示が信頼回復につながるであ
ろうことが示唆されている。 

 次に消費者属性を含めるモデル・２の結果をみると、価格(β
P 

= -0.059)、福島県産(β
F 

= -1.1)、

                                                  

11 放射能汚染に対するリスクコミュニケーションについては(新山、2011)に最新の研究成
果がある。 

12 BSE発生後のリスクコミュニケーションの失敗について、中西(2010)は、2001年9月に
30 か月齢以上の全頭検査を開始したことにより、食品連鎖に移行する異常プリオン量が相
当程度下がっているにも関わらず、2001 年 10 月に全頭検査を開始したことで、消費者に
30 か月齢以上の全頭検査では不十分であるというメッセージを与えたと指摘している。全
頭検査はゼロリスクを確保する一方で、相当の費用を支払うことになる。 
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る。同時に本結果は、放射能検査によって選択確率が回

復する可能性も示唆しており、放射能検査を確実に実施

することが、福島県産ホウレンソウの消費回復につなが

るといえる。

　ところで、放射能検査の方法や基準値については、平
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11  放射能汚染に対するリスクコミュニケーションについては (新山、2011) に最新の研究成果がある。
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放射能検査について本調査のアンケートではサンプリン

グ調査か全数調査か、といった検査方法の詳細までは言及

しておらず、踏み込んだ考察は分析範囲を超えるが、検査

実施と検査結果の表示、情報開示が信頼回復につながるこ

とが指摘できる。

　次に消費者属性を含めるモデル・２の結果をみると、

価格 ( βP = -0.059)、福島県産 ( βF = -1.1)、放射能

検査の係数 ( βC = 1.734) の符号は、モデル・１と同様

の結果が得られており、統計的にも有意である。

　消費者属性の影響をみると、福島県産×収入の係数 ( 

βFI   = -0.012) は統計的には有意ではないが負となった。

これは、調査対象者の所得が上昇すれば、福島県産ホウ

レンソウを選択する確率が低下することを示している。

　この結果から、収入または所得の制約(以下、予算制約)

が緩和される一般消費者について、福島県産ホウレンソ

ウの購買行動を経済理論に基づいて考えてみたい。その

前に、図 3に、無差別曲線と予算制約線を描き、若干の

解説を加えたい。縦軸に宮崎県産ホウレンソウ、横軸に

福島県産ホウレンソウをとる。無差別曲線は、これら 2

財の組み合わせから得られる効用水準が、同じになる点

をつないだものである。すなわち、無差別曲線0上のあ

らゆる 2財の組み合わせから得られる効用は、すべて同

じ U0 である。また、右上方向ほど効用水準が高いとする

効用関数を定義すれば、無差別曲線 1から得られる効用

U1 は、無差別曲線 0から得られる効用 U0 より高い。予

算制約線は右上ほど、制約が緩和されていることを示す。

　本稿の調査対象は収入レベルが比較的低く、予算制約

の厳しい消費者層を対象としているが、福島県産×収入

の係数( βFI )の結果から、本稿の調査対象とした消費者

の収入が上昇するか、あるいは仮に収入が中位・上位の

消費者を想定した場合を予想すると、ホウレンソウの組

み合わせは、福島県産から宮崎県産または他県産に偏っ

た組み合わせになると考えられる。すなわち予算制約線

が外側にシフトした場合の無差別曲線1は、予算制約線

の左上に偏って接する。これは消費の組み合わせが宮崎

県産に偏る 13 ことを示唆し、収入の高い一般消費者ほど

福島県産を避け、宮崎県産を購入すると推察される。言

い換えると、収入の上昇による財の組み合わせの変化を

示す無差別曲線と予算制約線の交点を結んだ拡張経路

(図中矢印)は、宮崎県産を選択する方向へシフトしてい

くことが予想され、所得の上昇とともに福島県産の購入

意向が低下すると考えられる。ただし、本稿の結果では統

12  検査方法とリスクコミュニケーションのあり方については、中西（2010）が、BSE を例に解説している。すなわ

ち BSE 発生後のリスクコミュニケーションの失敗について、2001 年 9 月に 30 か月齢以上の全頭検査を開始したこ

とにより、食品連鎖に移行する異常プリオン量が相当程度下がっているにも関わらず、2001 年 10 月に全頭検査を

開始したことで、消費者に 30 か月齢以上の全頭検査では不十分であるというメッセージを与えたと指摘している。

全頭検査はゼロリスクを確保する一方で、相当の費用を支払うことになる。

13  ここでの無差別曲線は、宮崎県産と福島県産が代替する仮定の下でえがいた。仮に、どちらかのホウレンソウを

表 4 コンジョイント分析の推計結果 

標準偏差 標準偏差
asc 7.883 1.067 7.39 *** 8.270 1.105 7.49 ***

価格(βP ) -0.057 0.008 -6.9 *** -0.059 0.008 -7.02 ***

福島県産(βF) -1.212 0.181 -6.68 *** -1.100 0.566 -1.95 *

放射能検査(βC) 1.707 0.274 6.24 *** 1.734 0.278 6.24 ***

福島県産×収入(βFI) -0.012 0.037 -0.33

福島県産×安全配慮(βFS) -0.040 0.138 -0.29

福島県産×被災県出身ダミー
(βF3) 1.540 0.544 2.83 **

尤度比指数(LRI) 0.112 0.122

サンプル数 1158 1158

注1)有意水準はそれぞれ、***が１％、**が５％、＊が10％である。
注2)適合度を示す尤度比指数(LRI)は0.2～0.4で十分高いとされる(栗山、2005)。

t値 t値係数 係数
モデル・１ モデル・2

 

 

表 4　コンジョイント分析の推計結果
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計的な有意性は検出されていないことを断っておきたい。

　次に、安全性への配慮が福島県産ホウレンソウの購入

に及ぼす影響をみると、福島県産×安全配慮で示される

係数 ( βFS = -0.04) は、統計的な有意性は確認されな

いが負の値となった。安全配慮は「とても気にする」を

５、「気にしない」を１とする変数であるため、安全配

慮が強くなるほど、福島県産ホウレンソウに対する購入

確率が低下する。したがって、前述したように安全性を

相対的に強く意識する一般消費者では、選択確率がさら

に低下することが予測できる。

　最後に、被災 3県の出身者について、購買行動をみて

みよう。前述したとおり、9名が 3県の出身者であるが、

福島県産×被災 3県出身者 (宮城県、岩手県、福島県の

出身者を 1とするダミー変数 )の係数 ( βF3 = -0.544)

で示される被災県出身者の福島県産ホウレンソウに対す

る選択確率は、他県出身者に比べて有意に高い結果と

なった。被災経験を共有する被災県の消費者は、福島県

を積極的に応援する気持ちが他県出身者より強く、福島

県産を買い支える意思を示す結果になった。現在、がん

ばろう東北、がんばろう福島など、様々な被災地支援活

動がみられるが、購入を被災地支援につなげる仕組みづ

くりや復興状況などの情報提供が、福島県産農産物の買

い控えを緩和すると考えられ、福島県農業復興への足掛

かりとなることが期待できる。アンケート票にも、被災

県出身者ではないが、購入することで福島を応援したい、

と記入する学生がおり、農産物の購入をとおした被災地

支援の意向がみられた。

3 － 2．限界支払い意思額

　次に変数が一単位変化した場合の支払い意思額の変化

をみてみよう（表 5)14。福島県産のホウレンソウは宮崎

県産ホウレンソウに比べ 21.5 円 (=-βF/βP)、支払い意

思額が低い。すなわち、宮崎県産に比べて 21.5 円安価

であれば、福島県産を購入する。

　一方、放射能検査を実施した場合は 30.2 円 (=-βC/βP)

の上昇がみられ、検査を実施することで、相当程度、購入

意思が回復できることを示している。検査済みの福島県

産ホウレンソウが、宮崎県産よりも高い支払い意思額を

示したことで、確実な検査実施を継続していくことが、福

島県農業を復興に導くと期待できる。ただし、放射能検査

がサンプリング調査か全数調査か、といった検査の方法

には踏み込んでいないことや、アンケート調査と実際の

購買行動には乖離の生じる余地があること、アンケート

では被災地を支援したいという感情によって結果が高め

に誘導される可能性があることを断っておきたい。

　モデル・２の結果から限界支払い意思額をみると、福

島県産は宮崎県産に比べて -18.6 円と低下したが、放射

能検査済みの場合は 29.2 円となり、モデル・１と同様、

放射能検査により限界支払い意思額が回復されることを

示した。

　安全配慮については、5段階評価のうち 1あがるごと

に 0.68 円 (=-βFS/βP) 低下する。学生を対象とした本調

査の結果が 3.4、主婦層を対象とした齋藤・齋藤 (2010)

の結果が 3.9 15 であったことから、安全配慮が 0.5ポイ

常に購入する消費者の場合は、収入の変化によって、財の組み合わせは変化しない。

14  小数点以下第 4位まで含めて計算しているため、表 3の係数から計算したものと若干数字は異なる。

15  調査対象期間は震災前であり、震災後の調査結果である本稿の結果と比較する際注意を要する。震災後は、安全

配慮の数値は上昇すると予想されることから、限界支払い意思額はさらに低下すると考えられる。しかし、その程

度について示すことはできない。

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 産地別ホウレンソウ消費の組み合わせ 

  

 

 

無差別曲線 0=U0 
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ント高い主婦層は平均で 0.34 円、限界支払い意思額が

低下することが推察される。

　被災県出身者の場合は、福島県産ホウレンソウ (放

射能検査なし )に対する限界支払い意思額が約 26.0 円

(=-βF3/βP) となり、他の都道府県出身者に比べて有意に

高い値を示した。

　以上より、福島県産ホウレンソウを対象に、消費者の

購買行動を分析した結果、福島県産は宮崎県産に比べて

選択確率が低く、導かれる限界支払い意思額も低くなっ

た。しかしながら、放射能検査を実施することで選択確

率は有意に上昇し、限界支払い意思額も宮崎県産を上回

る可能性が示唆されたことから、検査済みであることを

表示または情報を開示していくことが重要である。

表 5　限界支払い意思額

４．結論

　本調査は、東日本大震災とそれに続く原子力災害に

よって買い控えが生じている福島県産農産物 (ホウレン

ソウ )について、大学生を対象にアンケート調査を実施

し、購買意欲回復の可能性について分析することを目的

とした。

　福島県産農産物に対する購買意欲は、他県産に比べて

低いものの、検査を実施することにより、購買意欲は回

復することが明らかとなった。ただし、学生を対象とし

た本結果を一般消費者として解釈するには、一般消費者

は相対的に収入が高いこと、安全性に対する関心が高い

ことから、購買意欲が更に低下することが予想され、本

調査の結果の控えめな解釈が求められる。

　また、被災県出身者の購買意欲が他県出身者に比べて

積極的であったことは、被災経験の共有が、被災地や福

島県農業を支援する積極的な姿勢につながっていると捉

えられる。したがって、放射能検査により安全を確保す

るとともに、農産物の購入がどのように被災地支援につ

ながるのか、といった情報を発信することが、消費の回

復と農業復興につながると期待できる。

　原子力災害以後、生産現場における信頼回復の努力は

察するに余りあるが、検査を継続し、情報を開示すると

ともに、農産物の購入による被災地支援の仕組みづくり

など、農業復興に歩を進めてほしい。

　最後に、アンケートの際、放射能の検査方法について

は言及しなかったため個人の認識に委ねられたこと、実

際の個人の収入には影響しない調査方法であったこと、

を本調査における限界として指摘しておきたい。

　今後は、被災地支援活動への参加や復興状況に関する

関心度、さらに 1年後、2年後といった長期的な調査に

より、購買意欲の回復程度を分析することで、放射能検

査における新基準設定の効果を検証する必要を指摘して

おきたい。

付　記

　この度の東日本大震災により被災された方々にお見舞

い申し上げます。回答者の中に被災県出身の学生が少な

からず含まれており、彼らにとっては気の進まないアン

ケート内容であったと思われる。回答に感謝したい。
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Abstruct

Great East Japan Earthquake and its nuclear disaster 

brought Fukushima farmers shipping restriction of 

agricultural products.  Even though radioactivity rate detected 

by the products have been decreased, and shipping restriction 

has been cancelled, price of fukushima spinach is still lower 

than the normal year.  In this paper, we have conducted 

research on buying behavior of the students of Obihiro 

University of Agriculture and Veterinary Medicine toward 

Fukushima agricultural product, namely spinach.  The result 

indicates that the radioactivity inspection has restored the 

buying intention.  And students from the damaged prefectures 

showed higher intention to buy the fukushima spinach.  

Therefore, it is important to indicate the inspection result as 

well as create the support system of fukushima agriculture 

through product consumption.
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　小稿の目的は，国産冷凍枝豆と，原料枝豆農場と冷凍加工会社の形態が異なる複数の外国産冷

凍枝豆が購入可能な状況を想定した冷凍枝豆の選択実験により，冷凍枝豆の原産国属性の消費者

評価を計量的に明らかにすることである。北海道帯広市の 215名から得た選択実験回答データを

条件付きロジットモデルで分析した結果，1）外国産冷凍枝豆に対する平均的消費者の支払意志

額は，国産冷凍枝豆に比べ極めて低いが，「低価格志向」が強く，「国産志向」の弱い消費者では

国産と外国産の間の評価差が縮小する，2）原料枝豆栽培農場を日本の輸入販売会社の指定農場

とすることで外国産冷凍枝豆に対する支払意志額が高まる，ことが明らかとなった。

キーワード：冷凍枝豆，原産国，消費者評価，選択実験，支払意志額

摘　要

Consumer choice of frozen edamame

- the effects of country of origin and types of farm and processing company -

Yawen YEH and Manabu SAWADA1 

葉　雅雯・澤田　学 1

冷凍枝豆の消費者選択

―原産国と農場・加工会社形態の効果―

緒　言

　枝豆は「大豆の未成熟豆」としての野菜であり，塩ゆ

でによる爽やかな色味や甘みと塩加減のバランスが幅

広い世代に好まれ，また，ビールのつまみとして人気が

ある。枝豆の一般的な旬は7～8月だが，冷凍物も出回っ

ているため，周年食べることができる（農畜産業振興

機構 2011）。野菜生産出荷統計（農林水産省）によると，

2010 年における枝豆の全国出荷量は 5万 800t，都道府

県別では北海道の出荷量が 6,050t と千葉県（6,410t）

に次いで第 2位を占める。都府県産の枝豆のほとんどが

生食向けに出荷されるのに対し，北海道産の枝豆の半数

は冷凍枝豆用の加工向けに出荷される。北海道冷凍食品

協会によれば，2010 年における全道の冷凍枝豆生産量

は 3,358t，そのうち業務用は 38％，家庭用は 62％であっ

た。道内では中札内農協の生産量が 3,000t と全体の 9

割を占める。中札内村で本格的に枝豆の生産が始まった

のは 1989 年だが，その後の品種改良や大型収穫機の導
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品と輸入食品の評価に影響することが報告されている

（Shimp ら 1987；Sharma ら 1995；Juric ら 1998；Orth

ら 2003）。冷凍ギョーザ事件発生後に実施された農林漁

業金融公庫（2008）の調査によれば，中国からの輸入食

品に対するイメージは「安全面に問題」が回答者全体の

9割を占め，4割以上の回答者が国産品と中国からの輸

入品を比較した場合，「3割以上割高でも国産品を選ぶ」

としている。このような消費者意識をふまえ，中国産冷

凍枝豆を自社ブランド製品として輸入販売する大手食

品会社は，自社が定めた選定基準に合格した農場だけか

ら枝豆を調達したり，冷凍加工会社を自社の管理下にお

くなどしたりして，安心と信頼の回復を図ろうと試みて

いる。

　そこで，本稿は選択実験分析により，国産と主要な輸

入先である台湾，中国，タイの各原産国の冷凍枝豆に対

する消費者の評価と食品購買態度の関連を解明し，さら

に，外国産冷凍枝豆にどのような信頼属性を付与すれば

評価が高まるかを明らかにすることを分析課題とした。

方　法

選択実験の設計

　選択実験は，図 1に示すように提示した複数の選択肢

のうちから回答者が最も望ましい（選びたい）ものひと

つを選択してもらい，その回答結果に基づいて財の属性

評価を行う手法である。

入により生産量は 1992 年の 96t から 31倍に急拡大して

きた（下渡 2011）。

　一方，貿易統計（財務省）によって枝豆の輸入量をみ

ると，生鮮・冷凍別では冷凍枝豆の輸入がほとんどであ

り，2010 年の冷凍枝豆輸入量は 6万 6,800t，うち台湾

が 37％，タイが 29％，中国が 28％，その他諸国 5％と

なっている。わが国に輸入される外国産冷凍枝豆の過半

は外食・中食企業向けの業務用として使用され，家庭用

として流通する割合は相対的に少ない（小田 2006）。と

はいえ，帯広市内の大型小売店や食品スーパーの冷凍食

品売り場を観察すると，中札内農協や芽室農協など地元

産の冷凍枝豆とともに，多くの外国産冷凍枝豆が陳列販

売されている。これらの外国産冷凍枝豆は，味の素，ニ

チレイフーズ，日本水産，東洋水産，テーブルマークな

どわが国大手の総合食品会社あるいは冷凍食品会社が，

台湾や中国などの産地で現地提携企業や合弁会社，自社

の子会社が冷凍加工した冷凍枝豆を輸入して自社ブラ

ンドで販売しているものである。

　100g 当たり実売単価を比べると，台湾産冷凍枝豆が

約 50円，中国産冷凍枝豆が約 40円であるのに対し，地

元産（国産）の冷凍枝豆はおよそ 100 円と 2倍の価格差

がある。これは，一面では枝豆の 2期作が可能な海外と

のコスト差を反映しているが（朱 2012），消費者の評価

に大きな差があることも示唆する。一般に，消費者は品

質が不明な製品を評価する手がかりとして製品の原産

国を用いる傾向がある（Cordell 1992）。さらに，消費

者のエスノセントリズム（国産志向）の強さは国産食

問6　次の4種類の冷凍枝豆から、買いたいもの1つに○をつけてください。どれも買いたいと思わないとき、

　　「どれも買わない」に○をつけてください。

１つに○→

原産国：

一袋当たり容量：

加工会社：

原料枝豆栽培者：

一袋当たり価格：

国　産

300g

198円

1

台　湾

400g

指定農場

293円

2

中　国

400g

指定農場

163円

3

タ　イ

400g

合弁会社

指定農場

98円

4

どれも

買わない

5

図 1　選択実験質問（一部）
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　評価対象とする冷凍枝豆の属性は，表 1に掲げた「原

産国」，「価格」，「冷凍加工会社のタイプ」，そして「原

料枝豆栽培農場のタイプ」の 4つである。原産国属性の

水準については，「国産」と，輸入シェア上位 3か国の

「台湾産」，「中国産」，「タイ産」を，それぞれ第 1，第 2，

第 3，第 4選択肢に割り当てるラベル型として設定した。

価格属性の水準については，2010 年 9月～ 2011 年 8月

の期間に帯広市内小売店舗で観察された当該冷凍枝豆の

実売価格が全て収まるように上下限値を決めた上で，5

つの水準値を設定した。なお，提示する価格は 1袋当た

りの価格とし，冷凍枝豆の 1袋当たり容量は店頭調査結

果をふまえて，国産は 300g，外国産は 400g に統一した。

事前調査において，有機栽培や減農薬栽培の枝豆を原料

とする冷凍枝豆と通常栽培の枝豆を原料とする冷凍枝豆

の間で消費者評価に統計的に有意な差が認められなかっ

たため，外国産冷凍枝豆の信頼属性として，原料枝豆栽

培農場と冷凍加工会社のタイプのみを取り上げることに

した。原料枝豆栽培農場のタイプ（水準）は，「指定農

場」と「契約農場」の 2つに設定した。外国産冷凍枝豆
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分析モデル

　選択実験によって得られた回答データの分析モデル

は，ランダム効用理論に基づく離散選択モデルである

（Lourviere ら 2000）。回答者 i が選択肢 j から得る効用

Uij は，観察可能な確定効用 Vij と分析者が観察不可能な

表 1. 選択実験において設定した属性とその水準 

水　　　　　準
 国産，台湾産，中国産，タイ産

国　 産  300g

外国産  400g

国　 産  198円，248円，298円，348円，398円
外国産    98円，163円，228円，293円，358円
国　 産  産地の会社
外国産  産地の提携会社，現地資本との合弁会社，販売会社の子会社
国　 産  冷凍加工会社の契約農場
外国産  冷凍加工会社の契約農場，販売会社の指定農場

原料枝豆
栽培農場

属性
原産国

1袋あたり
容量

1袋あたり
価格

冷凍加工
会社
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確率項 εij の和であり，さらに Vij は回答者 i および選択

肢 j に係わる属性のベクトル xij と選好パラメータ・ベ

クトル β の一次結合で表されると仮定する。
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答者 i および選択肢 j に係わる属性のベクトル xij と選好パラメータ・ベクトル βの一
次結合で表されると仮定する。 
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回答者 i が最も高い効用を与える選択肢 j を選択すると仮定すれば，選択肢 j が
選択される確率π ij は次のように表される。 
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で表され，最尤推定法によって確定効用関数のパラメータ βを推定できる。 

本分析では，確定効用関数 Vij(・)を次式に特定化した。 
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ここで，添え字 j=1～4 は，冷凍枝豆の原産国に対応する選択肢を表し，国産のとき
1，台湾産のとき 2，中国産のとき 3，タイ産のとき 4 の値をそれぞれとる。j=5 は，「ど
れも買わない」選択肢を表す． 
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ASC 3j は中国産ダミー変数（冷凍枝豆 j が中国産なら 1，それ以外なら 0 の値をとる），
ASC 4j はタイ産ダミー変数（冷凍枝豆 j がタイ産なら 1，それ以外なら 0 の値をとる），
JC j は合弁会社ダミー変数（外国産冷凍枝豆 j の製造会社が現地資本と日本の輸入販売
会社との合弁会社なら 1，そうでないなら 0 の値をとる），SC j は子会社ダミー変数（外
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本分析では，確定効用関数 Vij(・)を次式に特定化した。 
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ここで，添え字 j=1～4 は，冷凍枝豆の原産国に対応する選択肢を表し，国産のとき
1，台湾産のとき 2，中国産のとき 3，タイ産のとき 4 の値をそれぞれとる。j=5 は，「ど
れも買わない」選択肢を表す． 

ASC1j は，国産ダミー変数（冷凍枝豆 j が国産なら 1，それ以外なら 0 の値をとる），
ASC 2j は台湾産ダミー変数（冷凍枝豆 j が台湾産なら 1，それ以外なら 0 の値をとる），
ASC 3j は中国産ダミー変数（冷凍枝豆 j が中国産なら 1，それ以外なら 0 の値をとる），
ASC 4j はタイ産ダミー変数（冷凍枝豆 j がタイ産なら 1，それ以外なら 0 の値をとる），
JC j は合弁会社ダミー変数（外国産冷凍枝豆 j の製造会社が現地資本と日本の輸入販売
会社との合弁会社なら 1，そうでないなら 0 の値をとる），SC j は子会社ダミー変数（外

数（冷凍枝豆 j が台湾産なら 1，それ以外なら 0の値を

とる），ASC3j は中国産ダミー変数（冷凍枝豆 j が中国

産なら 1，それ以外なら 0の値をとる），ASC4j はタイ産

ダミー変数（冷凍枝豆 j がタイ産なら 1，それ以外なら

0の値をとる），JCj は合弁会社ダミー変数（外国産冷凍

枝豆 j の製造会社が現地資本と日本の輸入販売会社との

合弁会社なら 1，そうでないなら 0の値をとる），SCj は

子会社ダミー変数（外国産冷凍枝豆 j の製造会社が日本

の輸入販売会社の子会社なら 1，そうでないなら 0の値

をとる），SFj は指定農場ダミー変数（冷凍枝豆 j の原料

枝豆栽培農場が指定農場なら 1，契約農場なら 0の値を

とる），Pj は冷凍枝豆 j の価格（単位はｇ当たり円）を

表す。A1i，A2i，A3i はそれぞれ，回答者 i の食品購買態

度の下位尺度である「低価格志向」（食品の購入に際し

て価格の安さを重視する傾向，氏家 2010），「国産志向」（国

内経済への影響や国産品信頼などの理由で外国製品を購

入することに慎重な態度，Orth ら 2003），「食品安全志向」

（できるだけ安全性の高い食品を購入しようとする態度，

竹村ら 2006）の尺度項目の平均得点で -2～ 2の値をと

るが，値が大きい（小さい）ほど，当該態度が強い（弱い）

ことを表す（葉 2012）。

　選択肢「どれも買わない」の確定効用 Vi5 は 0に基準

化した。そのため，ASC15 = ASC25 = ASC35 = ASC45 

= JC5 = SC5 = SF5 = P5 = 0 とした。

　条件付ロジットモデルの計測には，Econometric 

Software Inc. の NLOGIT ver.4.0 を利用した。

データ

　本分析に必要なデータを収集するため，2011 年 10 月

22日と 23日に，帯広市内 4店舗（ダイイチみなみ野店，

ダイイチ自衛隊前店，イトーヨーカードー帯広店，MEGA

ドン・キホーテ西帯広店）の入り口で合計 300部のアン

ケート票を配布し，回答済み票を 1週間以内に返送して

もらった。各店舗ごとのアンケート調査票配布数は 75

部である。調査票は冷凍枝豆を購入した経験がある消費

者に限定し1人1部ずつ配布した。アンケート調査票は，
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冷凍枝豆の購買実態と国産冷凍枝豆と比べた外国産冷凍

枝豆のイメージを尋ねる質問，食品購買態度の尺度項目

に対する評定質問，冷凍枝豆に関する選択実験質問，そ

して回答者の人口学的特性に関する質問から構成された

ものである。調査票の配布数に対する回答済み調査票の

返送数（215件）の割合は 71.6％であった。

　回答者の人口学的分布を 2011 年 10月末住民基本台帳

に基づく 20歳以上帯広市人口のそれと比べると（帯広

市役所 2012），性別比は女性に偏っており（72%），年齢

階層は 40代（26%）と 50代（24%）が多く，回答者の半

数を占めた。回答者が女性に偏ったのは，世帯での主た

る食料品購入者が女性であるためと考えられる。冷凍枝

豆を食べる頻度は，「年に数回」が 6割と最も多く，次

いで「月に 1回」（17%）であった。冷凍枝豆を食べる頻

度は男性の方が高かったが，これは冷凍枝豆が酒やビー

ルのつまみとして食べられることが多いためと考えられ

る。

計測結果と考察

　表 2に条件付きロジットモデルの計測結果を示す。確

定効用関数（3）式の 23個の係数推定値のうち 7個の推

定値が 1％水準，4個の推定値が 5％水準で，統計的に

0と有意な差が認められた。有意な主効果係数推定値の

うち，原産国ダミー係数（βASCj）の値は，国産冷凍枝

豆が最も大きく，次いで台湾産冷凍枝豆の順である。こ

のことは，他の条件を一定とすれば，回答者は，国産冷

凍枝豆を最も高く評価し，外国産冷凍枝豆の中では台湾

産冷凍枝豆を最も高く評価することを意味する。また，

βASC3 と βASC4 の推定値は 0と有意差がないので，他の

条件を不変として，中国産やタイ産の冷凍枝豆を選択す

ることと，「どの冷凍枝豆も買わない」ことは，回答者

にとって無差別であることがわかる。

表 2．条件付きロジットモデルの計測結果

　国産冷凍枝豆の冷凍加工会社タイプに関する主効果係

数推定値は全て 0と有意差がない一方，原料枝豆栽培農

場タイプに関する主効果係数推定値はプラスかつ 1％水

準で有意である。したがって，冷凍加工会社に対する日

本の輸入販売会社の関与の度合いは，外国産冷凍枝豆の

選択確率に影響を与えないが，原料枝豆が日本の会社が

設定した栽培・品質管理基準に合格した農場で栽培され

ていることが，消費者の安心感を高め，外国産冷凍枝豆

の選択確率を高めることがわかる。また，価格係数の推

定値（βP）は負値であることから，冷凍枝豆の価格が高

いほど消費者の効用は低下し，冷凍枝豆の購入確率が低

下することが確認される。

　次に，原産国属性と原料枝豆栽培農場・冷凍加工会社

属性の評価に影響を及ぼしている食品購買態度変数を吟

味する。なお，3つの態度変数は，いずれもその態度が

強いほど変数値が大きくなる。「低価格志向」が冷凍枝

豆の原産国別評価に与える影響は，国産でマイナスかつ

有意，タイ産でプラスかつ有意である。すなわち，「低

価格志向」が強い人ほど，相対的に国産冷凍枝豆の評価

が低下し，タイ産冷凍枝豆の評価が高まる。「国産志向」

 

表 2. 条件付きロジットモデルの計測結果 

国産ダミー 5.847

***

-0.585

***

0.010 0.254

**

(0.31) (0.08) (0.09) (0.09)

台湾産ダミー 0.931
**

0.146 -0.545
***

-0.230

(0.29) (0.12) (0.13) (0.20)

中国産ダミー -0.114 0.110 -0.945
***

-0.637
**

(0.35) (0.17) (0.19) (0.24)

タイ産ダミー -0.094 0.458
**

-0.655
***

-0.293

(0.37) (0.16) (0.17) (0.24)

合弁会社ダミー 0.177 0.245

(0.20) (0.17)

子会社ダミー 0.100 -0.123

(0.22) (0.18)

指定農場ダミー 1.104
***

0.050

(0.17) (0.14)

価格 -0.045
***

(0.03)

オブザベーション数
対数尤度
 注1：***，** は，それぞれ有意水準1％，5％で統計的に0と有意差があることを示す．
　  2：（ ）内の数値は標準誤差を示す．

説明変数
交差効果

食品購買態度変数

1,587

-1550.7

低価格
志向

主効果
食品安全
志向

国  産
志向
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が冷凍枝豆の原産国別評価に与える影響は，分析対象と

した全ての外国産でマイナスかつ有意である。国産志向

（エスノセントリズム傾向）が強い人ほど，外国産冷凍

枝豆を選択しない確率が高まる。この結果は，Juric ら

（1998）の報告と整合する。ただし，「国産志向」が強まっ

ても国産冷凍枝豆評価への有意な影響は認められない。

よって，「国産志向」態度が外国産冷凍枝豆と国産冷凍

枝豆の評価に及ぼす影響は非対称的であることに注意す

る必要がある。「食品安全志向」が冷凍枝豆の原産国別

評価に与える影響は，国産でプラスかつ有意，中国産で

マイナスかつ有意である。「食品安全志向」が強い人ほど，

国産冷凍枝豆を相対的に高く評価する一方，中国産冷凍

枝豆を選択しない傾向が強まる。後者の結果は，中国産

冷凍食品に関して基準値を上回る残留農薬の検出や食中

毒事件が発生していることから，消費者が中国産冷凍枝

豆に対して安全性の面から不安を感じているためと考え

られる。他方，原産国評価への影響とは対照的に，「食

品安全志向」態度と冷凍加工会社属性や原料枝豆栽培農

場属性との間には，いずれも統計的に有意な交差効果は

認められなかった。

　最後に，支払意志額（WTP）と限界支払意志額

（MWTP）の分析指標を用いて，定量的検討を行う。原

産国 j の冷凍枝豆に対する平均的回答者の評価額 WTPj

は，合崎ら (2006) に従い，当該冷凍枝豆の選択が「ど

れも買わない」選択肢の選択と無差別になる価格水準と

する。この場合，WTPj は，(3) 式を Vij = 0 の下で Pj

について解き，次式で与えられる。

　(6)　

他の条件を一定とすれば，回答者は，国産冷凍枝豆を最も高く評価し，外国産冷凍枝
豆の中では台湾産冷凍枝豆を最も高く評価することを意味する。また，βASC3 とβASC4

の推定値は 0 と有意差がないので，他の条件を不変として，中国産やタイ産の冷凍枝
豆を選択することと，「どの冷凍枝豆も買わない」ことは，回答者にとって無差別であ
ることがわかる。 

国産冷凍枝豆の冷凍加工会社タイプに関する主効果係数推定値は全て 0 と有意差が
ない一方，原料枝豆栽培農場タイプに関する主効果係数推定値はプラスかつ 1％水準
で有意である。したがって，外国産冷凍枝豆の消費者評価に冷凍加工会社に対する日
本の輸入販売会社の関与の度合いは，外国産冷凍枝豆の選択確率に影響を与えないが，
原料枝豆が日本の会社が設定した栽培・品質管理基準に合格した農場で栽培されてい
ることが，消費者の安心感を高め，外国産冷凍枝豆の選択確率を高めることがわかる。
また，価格係数の推定値（βP）は負値であることから，冷凍枝豆の価格が高いほど消
費者の効用は低下し，冷凍枝豆の購入確率が低下することが確認される。 

次に，原産国属性と原料枝豆栽培農場・冷凍加工会社属性の評価に影響を及ぼして
いる食品購買態度変数を吟味する。なお，3 つの態度変数は，いずれもその態度が強
いほど変数値が大きくなる。「低価格志向」が冷凍枝豆の原産国別評価に与える影響は，
国産でマイナスかつ有意，タイ産でプラスかつ有意である。すなわち，「低価格志向」
が強い人ほど，相対的に国産冷凍枝豆の評価が低下し，タイ産冷凍枝豆の評価が高ま
る。「国産志向」が冷凍枝豆の原産国別評価に与える影響は，分析対象とした全ての外
国産でマイナスかつ有意である。国産志向（エスノセントリズム傾向）が強い人ほど，
外国産冷凍枝豆を選択しない確率が高まる。この結果は，Juric ら（1998）の報告と整
合する。ただし，「国産志向」が強まっても国産冷凍枝豆評価への有意な影響は認めら
れない。よって，「国産志向」態度が外国産冷凍枝豆と国産冷凍枝豆の評価に及ぼす影
響は非対称的であることに注意する必要がある。「食品安全志向」が冷凍枝豆の原産国
別評価に与える影響は，国産でプラスかつ有意，中国産でマイナスかつ有意である。
「食品安全志向」が強い人ほど，国産冷凍枝豆を相対的に高く評価する一方，中国産
冷凍枝豆を選択しない傾向が強まる。後者の結果は，中国産冷凍食品に関して基準値
を上回る残留農薬の検出や食中毒事件が発生していることから，消費者が中国産冷凍
枝豆に対して安全性の面から不安を感じているためと考えられる。他方，原産国評価
への影響とは対照的に，「食品安全志向」態度と冷凍加工会社属性や原料枝豆栽培農場
属性との間には，いずれも統計的に有意な交差効果は認められなかった。 

 最後に，支払意志額（WTP）と限界支払意志額（MWTP）の分析指標を用いて，定
量的検討を行う。原産国 j の冷凍枝豆に対する平均的回答者の評価額 WTPj は，合崎ら
(2006)に従い，当該冷凍枝豆の選択が「どれも買わない」選択肢の選択と無差別にな
る価格水準とする。この場合，WTPj は，(3)式を Vij = 0 の下で Pj について解き，次式
で与えられる。 
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一方，外国産冷凍枝豆に関して，冷凍加工業者が日本の輸入会社との合弁会社（JC）
や日本の輸入会社の子会社（SC），原料枝豆農場が日本の輸入会社の指定農場（SF）　一方，外国産冷凍枝豆に関して，冷凍加工業者が日

本の輸入会社との合弁会社（JC）や日本の輸入会社の

子会社（SC），原料枝豆農場が日本の輸入会社の指定

農場（SF）という属性の付与に対する回答者の評価額

MWTPj は，外国産冷凍枝豆 j=2,3,4 の確定効用関数に

おける価格と付加属性の間の限界代替率として定義し，

次式で求められる。

　(7)　

という属性の付与に対する回答者の評価額 MWTPj は，外国産冷凍枝豆 j=2,3,4 の確定
効用関数における価格と付加属性の間の限界代替率として定義し，次式で求められる。 
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表 3 に各原産国の冷凍枝豆に対する支払意志額と，外国産冷凍枝豆の付加属性に対
する限界支払意志額の推定結果を示す。 原料枝豆栽培農場を契約農場，冷凍加工業者
を現地業者として，(6)式右辺の全ての態度変数に平均値（A1 =0.7，A2 =0.6，A3 =1.0）
を代入した平均的回答者による国産冷凍枝豆に対する支払意志額は 127 円（100g 当た
り），台湾産冷凍枝豆に対する支払意志額は 18 円である。しかし，タイ産冷凍枝豆に
対する支払意志額は 0 と有意な差はなく，中国産冷凍枝豆の支払意志額に至ってはマ
イナス（-19 円）である。このことは，安全・安心を担保する何らかの属性が付加さ
れていなければ，いくら安くても平均的回答者は中国産冷凍枝豆を全く購入せず，タ
イ産冷凍枝豆も購入するかどうかは五分五分であることを意味する。 

 これに対し，「低価格志向」が 1 標準偏差（1.0）増大すると，国産冷凍枝豆に対す
る支払意志額は 100g 当たり 12 円減少する一方，タイ産冷凍枝豆に対する支払意志額
は 10 円増加する。また，「国産志向」が 1 標準偏差（0.8）増大すると，台湾産，中国
産，タイ産の冷凍枝豆に対する支払意志額は，それぞれ 10 円，17 円，12 円減少する。
そして，「食品安全志向」が 1 標準偏差（0.9）増大すると，国産冷凍枝豆に対する支
払意志額は 5 円増加する一方，中国産冷凍枝豆に対する支払意志額は 12 円減少する。 

外国産冷凍枝豆に関し，現地の冷凍加工会社が現地の提携会社と日本の輸入販売会
社との合弁会社，あるいは日本の輸入販売業者の子会社である場合の限界支払意志額
MWTPJC，MWTPSC，原料枝豆栽培農場が日本の輸入販売会社の指定農場である場合
の限界支払意志額 MWTPSF を (7)式に従って平均的回答者について推計すると，
MWTPJC，MWTPSC はどちらも統計的に 0 と有意な差はないが，MWTPSF は 100g 当
たり 31 円である。よって，回答者は，日本の輸入販売会社が外国産冷凍枝豆の加工段
階よりもむしろ原料枝豆の栽培段階に深く関与することから安心感を得て，より高い
支払意志を表明すると認められる。なお，これらの限界支払意志額に対する「食品安
全志向」態度の影響は統計的に有意ではなかった。 

以上をまとめると，外国産冷凍枝豆に対する平均的消費者の支払意志額は，国産冷
凍枝豆に比べ極めて低いが，「低価格志向」が強く，「国産志向」の弱い消費者では国
産と外国産の間の評価差が縮小すること，また，原料枝豆栽培農場を日本の輸入販売
会社の指定農場とすることで外国産冷凍枝豆に対する支払意志額が高まることが確認
された。選択実験では，表明額が実際に徴収されないために，回答者が支払意志額を
実際より過大に表明してしまう仮想バイアスの存在が指摘されている（List ら 2001）。
また，市販されている外国産冷凍枝豆は，包装裏面の表示ラベルを注意してみなけれ
ば原産国がわからないものがほとんどである。したがって，表 3 に掲げた支払意志額
は，国産では過大に，外国産では過小に推計されている可能性があるが，評価額の相
対的序列や態度変数の相対的影響度については，分析結果に一定の妥当性があると考
える。最後に，小稿の分析結果は，特定地域の比較的少数のサンプルに基づくもので
あるため，必ずしも一般性があるとはいえない。今後，同様の調査を積み重ね，ここ

　表 3に各原産国の冷凍枝豆に対する支払意志額と，外

国産冷凍枝豆の付加属性に対する限界支払意志額の推定

結果を示す。 原料枝豆栽培農場を契約農場，冷凍加工

業者を現地業者として，(6) 式右辺の全ての態度変数に

平均値（A1 =0.7，A2 =0.6，A3 =1.0）を代入した平均

的回答者による国産冷凍枝豆に対する支払意志額は 127

円（100g 当たり），台湾産冷凍枝豆に対する支払意志額

は 18円である。しかし，タイ産冷凍枝豆に対する支払

意志額は 0と有意な差はなく，中国産冷凍枝豆の支払意

志額に至ってはマイナス（-19円）である。このことは，

安全・安心を担保する何らかの属性が付加されていなけ

れば，いくら安くても平均的回答者は中国産冷凍枝豆を

全く購入せず，タイ産冷凍枝豆も購入するかどうかは五

分五分であることを意味する。

　これに対し，「低価格志向」が 1標準偏差（1.0）増大

すると，国産冷凍枝豆に対する支払意志額は 100g 当た

り 12円減少する一方，タイ産冷凍枝豆に対する支払意

志額は 10円増加する。また，「国産志向」が 1標準偏差

（0.8）増大すると，台湾産，中国産，タイ産の冷凍枝豆

に対する支払意志額は，それぞれ 10円，17円，12円減

少する。そして，「食品安全志向」が 1標準偏差（0.9）

 

表 3. 各原産国の冷凍枝豆に対する支払意志額と外国産 

冷凍枝豆の付加属性に対する限界支払意志額 

127

***

-12

***

0 5

***

(2) (2) (2) (2)

18

***

4 -10

***

-4

(5) (3) (3) (4)

-19

***

2 -17

***

-12

***

(7) (4) (4) (5)

-5 10

***

-12

***

-5

(6) (4) (3) (5)

5 1

(4) (4)

-1 -3

(4) (4)

31

***

5

(3) (3)

注１：単位は100g当たり円．SDは標準偏差を示す．
　 2：*** は有意水準1％統計的に0と有意差があることを示す．
　 3：（  ）内の数値は標準誤差を示す．

原産国/
 付加属性

各態度変数値の1SD増大の効果

 タイ産

 合弁会社

食品安全
志向

国   産
志向

低価格
志向

回答者
平均

 子会社

 指定農場

支
払
意
志
額

限
界
支
払

意
志
額

 国　産

 台湾産

 中国産

 

 

 

 

 

 

 

 

注1：単位は100g当たり円．SDは標準偏差を示す．

　2：*** は有意水準1％で統計的に0と有意差があることを示す．

　3：（ ）内の数値は標準誤差を示す．

表３．各原産国の冷凍枝豆に対する支払い意志額と外国

　　　産冷凍枝豆の付加属性に対する限界支払意志額
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増大すると，国産冷凍枝豆に対する支払意志額は 5円増

加する一方，中国産冷凍枝豆に対する支払意志額は 12

円減少する。

　外国産冷凍枝豆に関し，現地の冷凍加工会社が現地の

提携会社と日本の輸入販売会社との合弁会社，あるいは

日本の輸入販売業者の子会社である場合の限界支払意

志額 MWTPJC，MWTPSC，原料枝豆栽培農場が日本の

輸入販売会社の指定農場である場合の限界支払意志額

MWTPSF を (7) 式に従って平均的回答者について推計

すると，MWTPJC，MWTPSC はどちらも統計的に 0と

有意な差はないが，MWTPSF は100g当たり31円である。

よって，回答者は，日本の輸入販売会社が外国産冷凍枝

豆の加工段階よりもむしろ原料枝豆の栽培段階に深く関

与することから安心感を得て，より高い支払意志を表明

すると認められる。なお，これらの限界支払意志額に対

する「食品安全志向」態度の影響は統計的に有意ではな

かった。

　以上をまとめると，外国産冷凍枝豆に対する平均的消

費者の支払意志額は，国産冷凍枝豆に比べ極めて低いが，

「低価格志向」が強く，「国産志向」の弱い消費者では国

産と外国産の間の評価差が縮小すること，また，原料枝

豆栽培農場を日本の輸入販売会社の指定農場とすること

で外国産冷凍枝豆に対する支払意志額が高まることが確

認された。選択実験では，表明額が実際に徴収されない

ために，回答者が支払意志額を実際より過大に表明して

しまう仮想バイアスの存在が指摘されている（List ら

2001）。また，市販されている外国産冷凍枝豆は，包装

裏面の表示ラベルを注意してみなければ原産国がわから

ないものがほとんどである。したがって，表 3に掲げた

支払意志額は，国産では過大に，外国産では過小に推計

されている可能性があるが，評価額の相対的序列や態度

変数の相対的影響度については，分析結果に一定の妥当

性があると考える。最後に，小稿の分析結果は，特定地

域の比較的少数のサンプルに基づくものであるため，必

ずしも一般性があるとはいえない。今後，同様の調査を

積み重ね，ここでの分析結果の妥当性をさらに検証する

必要があろう。
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Abstract

The purpose of this study was to clarify quantitatively 

Japanese consumers’ valuation of frozen edamame. Two 

hundred and fifteen consumers living in Obihiro City, 

Hokkaido, served as respondents. Four different types 

of frozen edamame (domestic frozen edamame, frozen 

edamame from Taiwan, frozen edamame from Thailand, 

and frozen edamame from China) were analyzed in a choice 

experiment using a conditional logit model. The following 

results were obtained: 1) Although an average consumer's 

willingness to pay (WTP) for imported frozen edamame is 

very low compared with domestic frozen edamame, the WTP 

difference between domestic frozen edamame and imported 

frozen edamame is lower in the consumers who have a 

tendency to buy mostly low-priced items and do not adhere 

to a domestic product. 2) The WTP for imported edamame 

increases by using as materials the green soybeans grown 

at the farm which passed the cultivation and quality control 

standard code which the Japanese import sales company set 

up.

Key words: frozen edamame, country of origin, consumer 

valuation, choice experiment, willingness-to-pay
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世
に
「
福
沢
諭
吉
神
話
」
は
非
常
に
多
い
。
福
沢
が
象
徴
天
皇
制
論
者
だ
っ
た
（
鈴
木
隆

121
）

と
い
う
の
も
、
そ
の
最
た
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
れ
を
真
に
受
け
る
必
要
は
な
い
と
し

て
も
、
福
沢
の
う
ち
に
明
治
の
絶
対
主
義
的
天
皇
制
と
は
異
な
る
天
皇
制
論
を
見
出
す
議
論

は
少
な
く
な
い
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例
え
ば
、
『
季
論
21
』
第
七
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
同
誌
創
刊
一
周
年
シ
ン
ポ

ジ
ュ
ー
ム
「
生
き
た
思
想
と
は
―
―
近
代
啓
蒙
主
義
と
自
由
民
権
」
に
お
け
る
、
歴
史
学
者
・

宮
地
正
人
の
発
言
も
そ
れ
に
類
す
る
。

　

以
下
、
宮
地
発
言
に
見
ら
れ
る
論
点
を
典
型
的
な
素
材
と
し
て
、
天
皇
制
に
関
わ
る
「
福

沢
諭
吉
神
話
」
の
解
体
を
試
み
る⑴

。

　

⑴
本
稿
の
元
と
な
っ
た
の
は
、
『
季
論
21
』
第
一
六
号
用
に
書
い
た
原
稿
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
掲
載
が
同
誌

編
集
部
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
た
め
に
、
そ
れ
に
か
な
り
の
書
き
加
え
を
行
っ
た
上
で
本
誌
に
掲
載
す

る
。
な
お
福
沢
の
引
用
は
、
岩
波
版
全
集
に
よ
る
（
巻
数
を
④
⑤
の
よ
う
に
丸
数
字
で
記
す
）
。
引
用
の

際
原
文
は
、
明
治
憲
法
等
を
含
め
現
代
表
記
に
改
め
た
。
『
時
事
新
報
』
論
説
の
頁
数
を
示
す
際
「
＝
□
」

と
あ
る
の
は
、
杉
田
編
『
福
沢
諭
吉 

朝
鮮
・
中
国
・
台
湾
論
集
』
（
杉
田
②
）
の
頁
で
あ
る
。
本
文
で
言

及
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
一
八
〇
〇
年
代
の
事
柄
・
論
説
で
あ
る
た
め
、
年
号
は
、
ご
く
一
部
の

例
外
を
の
ぞ
き
下
二
桁
の
み
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記
す
。
引
用
中
の
傍
点
は
す
べ
て
杉
田
に
よ
る
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な
お
、
本
稿
の
理
解

を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
末
尾
に
、
本
稿
で
言
及
し
た
福
沢
の
主
張
を
ま
と
め
た
編
年
体
の
資
料

を
置
い
た
。

　
一
、
福
沢
が
論
じ
た
の
は
天
皇
崇
拝
で
は
な
く
天
皇
制
で
あ
る

　

宮
地
は
「
天
皇
制
と
い
う
の
は
、
単
な
る
天
皇
崇
拝
で
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ
て
い
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（
宮
地
21
）
。
福
沢
が
単
に
天
皇
崇
拝
を
示
し
て
見
せ
た
、
も
し
く
は
そ
れ
を
国
民
に
促
し

た
だ
け
で
あ
る
と
言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
。
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杉田　聡

　

福
沢
が
行
っ
た
の
は
天
皇
崇
拝
で
は
な
く
、
明
確
な
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
提
示
で
あ

る
。
福
沢
は
天
皇⑴

を
、
日
本
の
政
治
シ
ス
テ
ム

4

4

4

4

4

4

の
う
ち
へ
確
固
と
し
て
位
置
づ
け
ん
と
す
る

が
、
そ
れ
は
（
国
家
機
構
へ
の
政
治
制
度
的
な
位
置
づ
け
で
あ
る
と
同
時
に
）
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

上
の
位
置
づ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
福
沢
が
行
っ
た
の
は
、
（
統
治
権
者
・
元
首
と
し
て
の
天
皇

の
地
位
を
記
紀
神
話
お
よ
び
万
世
一
系
の
論
理
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
る
と
同
時
に
）
天
皇
を

臣
民⑵

の
人
心
収
攬
の
核
と
し
、
軍
人
の
向
か
う
と
こ
ろ
を
示
す
存
在
と
見
な
し
（
『
帝
室
論
』

82
年
⑤
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）
、
そ
れ
に
精
神
的
・
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教
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値
を
付
与
し
、
そ
の
か
ぎ
り
天
皇
を
あ
ら
ゆ
る

教
育
・
修
身
の
淵
源
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。

　

福
沢
が
単
な
る
天
皇
崇
拝
者
の
よ
う
に
見
え
る
瞬
間
に
も
（
例
え
ば
天
皇
の
行
動
に
い
た

く
感
泣
し
、『
帝
室
論
』
『
尊
王
論
』を
特
別
製
本
し
て
帝
室
に
献
上
し
、
あ
る
い
は
三
田
の
競

馬
場
に
来
た
天
皇
の
姿
を
見
下
ろ
せ
る
二
階
に
家
族
を
絶
対
上
が
ら
せ
な
か
っ
た
等
）
、
福

沢
は
こ
う
し
た
天
皇
の
位
置
づ
け
を
明
瞭
に
自
覚
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
福
沢
が
位

置
づ
け
た
天
皇
の
精
神
的
・
宗
教
的
権
威
は
、
国
家
機
構
に
お
い
て
機
能
す
る
天
皇
の
政
治

的
な
権
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と
と
も
に
、
明
治
絶
対
主
義
的
天
皇
制
を
構
成
す
る
二
大
要
素
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

天
皇
の
精
神
的
・
宗
教
的
権
威
が
あ
っ
て
初
め
て
、
天
皇
の
臣
民
に
対
す
る
カ
リ
ス
マ
的
支

配
と
国
民
統
合
（
人
心
の
収
攬
）
は
可
能
に
な
る
。
福
沢
は
単
な
る
天
皇
に
対
す
る
崇
拝
感
情

を
書
き
留
め
た
の
で
は
な
く
、
天
皇
制
に
不
可
欠
の
こ
う
し
た
要
素
を
十
分
な
目
的
意
識
を

も
っ
て
理
論
化
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
（
正
確
に
言
え
ば
、
『
帝
室
論
』
は
単
に
こ
の
要
素
を

論
じ
た
だ
け
で
は
な
く
天
皇
の
統
帥
権
・
宣
戦
講
和
権
に
も
論
及
し
て
い
る
。
後
述
）
。

　

そ
も
そ
も
、
「
国
権
拡
張
」
を
政
治
的
課
題
の
第
一
に
考
え
る
福
沢
が
、
天
皇
を
単
な
る
崇

拝
対
象
に
し
て
す
ま
せ
る
は
ず
が
な
い
。
例
え
ば
福
沢
は
天
皇
の
海
外
巡
幸
の
必
要
を
力
説

し
つ
つ
、
そ
れ
は
「
実
に
国
権
上
に
関
す
る
大
切
の
事
柄
」
ゆ
え
、
巡
航
に
用
い
る
べ
き
船
舶

は
「
日
本
帝
国
の
軍
艦
に
し
て
、
堅
牢
・
美
麗
兼
備
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
、
同
船
舶
に
は
「
日

本
帝
国
の
旭き

ょ
っ
き旗

〔
＝
日
章
旗
〕
を
輝
か
し
」
等
と
記
し
て
い
る
が
（
「
海
外
御
巡
幸
」
84
年
⑨
382
、

384
）
、
こ
こ
で
天
皇
は
、
日
本
帝
国
の
統
治
者
と
し
て
、
帝
国
主
義
時
代
に
お
け
る
日
本
帝

国
の
位
置
づ
け
と
い
う
国
際
政
治
的
問
題
と
密
接
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
『
帝
室
論
』
に
先
立
つ
『
時
事
小
言
』
（
81
年
）
で
も
福
沢
は
、
「
帝
室
を
無
窮
に
伝
え
…
…

世
界
万
国
と
富
強
の
鋒ほ

こ

を
争
い
、
他
を
し
て
三
舎
を
譲
ら
し
む
る
〔
＝
へ
り
く
だ
っ
て
身
を

引
か
せ
る
〕
云
々
」
（
⑤
128
）
と
、
記
し
て
い
る
。
天
皇
は
単
な
る
崇
拝
対
象
で
は
な
く
、
国

権
拡
張
を
可
能
に
す
る
、
明
治
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
に
確
固
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
た
、

そ
れ
自
体
極
め
て
政
治
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
福
沢
は
中
期
以
降
の
各
種
論
説

を
も
っ
て
基
礎
づ
け
た
の
で
あ
る
（
も
っ
と
も
そ
の
基
礎
づ
け
に
は
、
記
紀
神
話
と
人
民
の

心
情
と
い
う
偽
造
さ
れ
た
歴
史
が
あ
る
だ
け
だ
が
）
。

　

な
お
、
天
皇
の
精
神
的
・
宗
教
的
価
値
に
つ
い
て
は
本
項
で
し
か
ふ
れ
ら
れ
な
い
が
、
こ

れ
は
日
本
臣
民
お
よ
び
軍
人
の
精
神
的
統
合
を
企
図
し
た
主
張
と
し
て
、
非
常
に
大
き
な
歴

史
的
（
反
）
意
義
を
帯
び
て
い
る
―
―
一
九
四
五
年
に
い
た
る
日
本
の
破
局
を
準
備
し
た
と
い

う
と
い
う
意
味
で
―
―
点
は
、
強
調
し
て
お
き
た
い
。
当
初
、
観
念
的
だ
が
、『
学
問
の
す
す
め
』

に
お
い
て
「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
る
」
と
い
う
課
題
を
提
示
し
て
い
た
福
沢
は
、
し
か

し
人
民
（
農
工
商
）
の
無
知
、
愚
鈍
さ
、
気
力
の
な
さ
に
て
こ
ず
り
、
こ
の
課
題
を
中
等
以
上

の
人
士
だ
け
に
極
限
し
、
平
民
＝
下
民
の
教
化
・
人
心
収
攬
は
何
よ
り
宗
教
と
天
皇
崇
拝
と

に
よ
っ
て
行
う
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
初
期
の
啓
蒙
路
線
を
投
げ
捨
て
た
の
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
教
育
（
中
で
も
平
民
の
）
に
お
い
て
も
天
皇
の
利
用
が
最
大
限
に
企
図
さ
れ
、
国
権
拡

張
へ
向
け
た
よ
き
軍
人
を
育
成
す
る
た
め
に
も
、
資
本
と
労
働
と
の
対
立
を
回
避
す
る
た
め

に
も
、
半
封
建
的
な
土
地
所
有
制
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
天
皇
制
を
用
い
て
従
順
な
臣
民

を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
か
つ
可
能
で
あ
る
、
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。
天
皇
の

精
神
的
・
宗
教
的
価
値
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
福
沢
の
―
―
ひ
い
て
は
明
治
政
府
の
―
―
国

家
戦
略
上
、
中
心
的
な
位
置
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

　

⑴
福
沢
は
「
帝
室
」
と
い
う
言
葉
を
し
ば
し
ば
用
い
る
が
、
福
沢
が
論
じ
た
の
は
帝
室
＝
天
皇
家
で
は
な
く

天
皇
そ
の
も
の
で
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
た
め
、
以
下
私
は
「
天
皇
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
。
福
沢
の

引
用
に
お
い
て
「
帝
室
」と
あ
る
場
合
、
例
外
は
あ
る
も
の
の
実
質
的
に
は
天
皇
が
意
味
さ
れ
て
い
る
。

　

⑵
明
治
憲
法
（
89
年
公
布
）
は
国
民
を
「
臣
民
」
と
規
定
し
た
が
、
福
沢
が
『
帝
室
論
』
で
こ
の
言
葉
を
用
い
た

の
は
、
そ
れ
に
先
立
つ
七
年
も
前
で
あ
る
（
82
年
⑤
276
、
他
に
「
臣
子
」
も
使
わ
れ
て
い
る
）
。
十
年
前
に

さ
え
、
そ
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
（
『
通
俗
国
権
論 

第
二
篇
』
79
年
④
657
）
。
そ
し
て
、「
徳
教
の
説
」で
も
「
臣

民
」
が
（
83
年
⑨
289
）
、
「
ご
親
征
の
準
備
い
か
ん
」で
も
「
臣
子
」
が
（
85
年
⑩
185
＝
126
、
186
＝
129
）
、
用
い
ら

れ
て
い
る
。

　
　

 

二
〇
〇
〇
年
代
、
平
山
洋
の
福
沢
論
が
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
巻
き
込
ん
で
大
々
的
に
報
道
さ
れ
る
と
い

う
奇
怪
な
現
象
が
生
じ
た
が
（
一
部
の
学
者
も
こ
れ
に
加
担
し
た
）
、
平
山
が
最
も
強
く
打
ち
出
し
た
論
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点
の
一
つ
は
、
『
尊
王
論
』
（
88
年
）
や
社
説
「
日
本
臣
民
の
覚
悟
」
（
94
年
）
は
、
「
臣
民
」
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
て
い
る
の
で
福
沢
真
筆
で
は
な
い
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
紙
面
の
ム
ダ
に
な
る
の
で
こ
こ
で
は

繰
り
返
さ
な
い
が
（
杉
田
②
209
）
、
平
山
は
、
『
帝
室
論
』
で
福
沢
が
「
臣
民
」
や
「
臣
子
」
を
用
い
て
い
る
と

い
う
事
実
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。「
そ
れ
〔
＝
『
尊
王
論
』
〕
以
前
の
文
章
で
は
使
用
が
確
認
で
き
な
い
」

（
！
）
と
平
山
は
堂
々
と
記
し
て
い
る
が
（
平
山
83
）
、
こ
の
い
い
加
減
さ
に
は
恐
れ
入
る
。
ま
た
平
山
は
、

福
沢
が
『
帝
室
論
』
と
と
も
に
特
別
製
本
し
天
皇
に
謹
呈
し
た
『
尊
王
論
』
さ
え
「
臣
民
」
が
使
わ
れ
て
い
る

か
ら
福
沢
真
筆
で
は
な
い
（
福
沢
は
人
が
書
い
た
も
の
に
自
分
の
名
前
を
つ
け
て
出
版
し
た
）
と
い
う
、

唖
然
と
す
る
よ
う
な
論
を
吐
い
て
い
る
（
平
山
83
）
。
「
臣
民
」
が
福
沢
の
用
語
で
は
な
い
と
断
定
す
る
井

田
進
也
も
、
同
様
の
誤
謬
に
陥
っ
て
い
る
（
井
田
35
）
。
そ
も
そ
も
「
日
本
臣
民
の
覚
悟
」
に
書
か
れ
て
い

る
よ
う
な
、
幕
末
に
お
け
る
福
沢
の
攘
夷
論
に
対
す
る
内
面
的
な
姿
勢
（
⑭
545
～
546
＝
201
）
ま
で
、
時
事

新
報
社
の
若
い
記
者
が
ま
る
で
見
て
き
た
よ
う
に
書
け
る
と
、
両
者
は
ほ
ん
と
う
に
信
じ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
（
井
田
35
、
平
山
97
）
。

　
　

 

な
お
平
山
説
を
持
ち
上
げ
る
と
い
う
奇
怪
な
現
象
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
い
か
に
学
問
的
な
体
裁
を

見
せ
た
新
種
の
議
論
に
弱
い
か
を
か
い
ま
見
せ
た
が
、
同
時
に
一
部
の
学
者
が
、
自
ら
平
山
お
よ
び
井

田
の
議
論
の
成
否
を
確
か
め
も
せ
ず
に
、
そ
れ
が
あ
た
か
も
学
問
的
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
な
し
た
点

は
、
強
く
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
安
川
③
65
参
照
）
。
他
に
も
、
『
週
刊
金
曜
日
』
前
編
集
長
・

佐
高
信
が
平
山
説
を
使
っ
て
非
常
に
安
易
な
福
沢
論
を
書
い
た
点
は
、
い
か
に
評
論
家
の
や
る
こ
と
と

は
い
え
、
お
粗
末
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
（
佐
高
286
以
下
）
。

　
　

 

と
こ
ろ
で
、
井
田
は
平
山
が
「
井
田
メ
ソ
ッ
ド
」
を
悪
用
し
た
と
だ
い
ぶ
怒
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
平

山
が
悪
用
せ
ず
と
も
「
井
田
メ
ソ
ッ
ド
」
は
学
問
的
に
見
て
無
価
値
で
あ
る
（
杉
田
②
380
以
下
）
。
こ
れ
に

よ
れ
ば
、
例
え
ば
私
が
一
九
八
〇
年
代
に
書
い
た
論
文
は
私
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
い
う

の
は
「
井
田
メ
ソ
ッ
ド
」
に
は
、
同
一
人
物
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
固
有
の
文
章
の
癖
（
送
り
仮
名
の
つ
け
方
、

漢
字
・
仮
名
の
ど
ち
ら
を
用
い
る
か
、
同
じ
音
・
意
味
を
示
す
漢
字
の
う
ち
ど
れ
を
用
い
る
か
等
）
を
維

持
す
る
と
い
う
検
証
不
可
能
な
、
そ
れ
で
い
て
経
験
則
に
あ
ま
り
に
反
す
る
仮
説
を
前
提
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
だ
が
当
の
井
田
で
さ
え
、
若
い
自
分
の
文
章
と
現
在
の
自
分
の
文
章
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、

自
説
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
上
に
も
ふ
れ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
学
者

た
る
者
が
、
自
ら
適
否
を
満
足
に
調
べ
も
せ
ず
に
こ
れ
を
信
じ
た
と
す
れ
ば
（
信
じ
た
の
は
平
山
だ
け
の

こ
と
で
は
な
い
）
、
そ
れ
は
あ
ま
り
の
醜
聞
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
二
、「
政
治
社
外
」論
は
政
治
的
機
能
獲
得
の
手
段
で
あ
る

　

宮
地
は
、
福
沢
が
主
張
し
た
の
は
「
政
治
に
は
一
切
関
与
す
る
な
、
こ
の
一
点
で
す
」
と
述

べ
て
い
る
が
（
宮
地
22
）
、
丸
山
真
男
以
来
（
丸
山
③
321
）
の
こ
の
主
張
も
明
ら
か
に
間
違
い
で

あ
る⑴

。
福
沢
は
、
天
皇
は
政
治
に
関
与
す
る
な
と
主
張
し
た
の
で
は
な
く
、
政
争
を
生
む
あ

る
い
は
政
争
に
由
来
す
る
よ
う
な
政
治
―
―
「
俗
界
の
俗
政
務
」
（
『
国
会
の
前
途
』
初
出
90
年

／
出
版
92
年
⑥
59
）
、
「
日
常
瑣
末
の
俗
政
務
」
（
「
天
皇
陛
下
の
還
御
」
91
年
⑬
117
）
―
―
に

は
関
与
す
る
な
と
（
「
俗
」
を
含
め
て
「
政
務
」
に
か
か
る
こ
れ
ら
の
形
容
句
は
限
定
形
容
句
で

あ
っ
て
非
限
定
で
は
な
い
）
、
だ
が
む
し
ろ
決
定
的
場
面
で
の
政
治
に
天
皇
は
断
固
関
与
せ

4

4

4

4

4

よ4

と
、
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
「
政
治
に
関
与
す
る
な
」
（
＝
政
争
に
か
ら
む
政
治
に
関
与
す
る
な
）
と
い
う
主

張
は
、
天
皇
を
決
定
的
場
面
で
政
治
に
関
与
さ
せ
、
そ
れ
に
決
定
的
な
効
果
を
生
ま
し
め
る

た
め
の
手
段
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
政
争
に
か
ら
む
政
治
に
関
与
す
る
こ
と
で
一
方
の
側
か

ら
の
怨
嗟
を
招
き
、
そ
れ
を
通
じ
て
天
皇
の
権
威
が
低
下
す
る
こ
と
を
、
福
沢
は
恐
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
も
し
そ
う
な
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
政
治
的
な
場
面
で
、
天
皇
の
命
令
・
勅
令
は

十
分
な
有
効
性
を
発
揮
し
え
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
福
沢
は
、
天
皇
は
政
治
に

関
与
す
る
な
（
＝
政
争
に
関
わ
る
政
治
に
は
関
与
す
る
な
）
と
主
張
し
た
の
で
あ
っ
て
、
政
治

的
関
与
一
般

4

4

を
否
定
し
た
の
で
は
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
、
政
治
社
外
に
天
皇
を
置
く
こ
と

は
あ
く
ま
で
手
段
に
す
ぎ
な
い
。
福
沢
の
変
わ
ら
ぬ
目
的
は
「
国
権
拡
張
」
で
あ
る
。
こ
の
目

的
の
た
め
に
福
沢
は
、
決
定
的
な
場
面
に
お
い
て
い
わ
ば
天
皇
を
政
治
社
内
に

4

4

4

4

4

降
り
て
こ
さ

せ
、
政
治
的
な
（
そ
れ
ど
こ
ろ
か
超
政
治
的
と
言
え
る
よ
う
な
）
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

4

4

4

、

政
治
社
外
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

　
福
沢
は
い
か
に
天
皇
の
政
治
的
力
の
発
動
を
求
め
た
か

　

実
際
、
福
沢
が
時
々
の
い
ざ
と
い
う
歴
史
的
瞬
間
に
お
い
て
、
い
か
に
天
皇
の
政
治
的
な

力
の
発
動
を
求
め
た
か
。
福
沢
が
対
外
的
政
略
に
あ
た
っ
て
は
天
皇
「
親
征
」
を
、
対
内
的
政

略
に
あ
た
っ
て
は
天
皇
に
よ
る
緊
急
勅
令
の
発
令
を
求
め
た
の
は
、
客
観
的
な
事
実
で
あ
る
。

　

以
下
、
四
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
る
。
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１
、
甲カ

プ
シ
ン
ヂ
ョ
ン
ビ
ョ
ン

申
政
変
時
の
親
征
の
求
め

　

八
五
年
、
す
な
わ
ち
福
沢
が
『
帝
室
論
』
を
公
表
し
て
か
ら
二
年
半
ほ
ど
の
時
期
に
、
漢ハ

ン
ソ
ン城

で
起
き
た
、
い
や
福
沢
が
計
画
し
朝
鮮
の
開
化
派
・
金キ

ム
オ
ッ
キ
ュ
ン

玉
均
等
な
ら
び
に
弟
子
・
井
上
角
五

郎
を
し
て
起
こ
さ
せ
た

4

4

4

4

4

ク⑵

ー
デ
タ
ー
が
、
日
朝
間
の
外
交
問
題
に
発
展
し
た
際
、
福
沢
は
、

朝
鮮
の
背
後
に
い
る
清
国
と
戦
争
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
下
関
を
行あ

ん
ざ
い在

所
に
し
て
天
皇
が
直

接
清
国
・
朝
鮮
に
対
せ
ば
「
三
軍
勇
躍
、
進
ん
で
敵
を
皆
殺
し
に
す
る
こ
と
、

掌
た
な
ご
こ
ろ

にヲ

指
す
が

ご
と
く
〔
＝
極
め
て
容
易
〕
な
る
べ
し
」
と
記
し
て
い
る
（
「
ご
親
征
の
準
備
い
か
ん
」
85
年
⑩
186

＝
128
）
。

　

こ
こ
で
福
沢
は
、
神じ

ん
ぐ
う功

皇
后
・
竹
内
宿す

く

ね弥
等
の
神
話
を
持
ち
出
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に

よ
っ
て
福
沢
は
、
単
に
天
皇
が
軍
人
の
精
神
を
制
す
る
と
い
う
精
神
的
・
宗
教
的
機
能
を
発

揮
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
軍
の
統
帥
権

4

4

4

を
も
つ
べ
き
こ
と
を
求
め
て
い
る

の
で
あ
る
。
福
沢
は
記
す
。
親
王
・
大
臣
・
参
議
以
下
、
群
臣
百
僚
の
「
一
部
分
を
ば
行
在

所
に
随
従
し
て
、
軍
機
参
謀
の
任
に
当
た
ら
し
め
云
々
」
、
と
（
同
前
＝
127
）
。
こ
の
論
説
は
、

七
八
年
に
設
置
さ
れ
た
参
謀
本
部
や
八
一
年
に
出
さ
れ
た
「
軍
人
勅
諭
」
に
一
切
ふ
れ
て
い
な

い
が
、
担
当
文
武
官
を
行
在
所
に
呼
ん
で
「
参
謀
の
任
に
当
た
ら
し
め
」
る
こ
と
で
、
天
皇
が

統
帥
権
者
の
立
場
に
立
つ
べ
き
こ
と
を
福
沢
は
明
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
題
や
本
文
に
見
る
「
親
征
」
自
体
、
天
子
自
ら
の
征
伐
の
意
で
あ
っ
て
、
天
皇
が

単
な
る
精
神
的
・
宗
教
的
な
権
威
を
超
え
た
政
治
的
な
権
力
を
有
す
べ
き
こ
と
が
、
前
提
さ

れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「
欧
米
諸
国
こ
れ
〔
＝
親
征
〕
を
聞
か
ば
、
わ
が
天
皇
陛
下
の
英
聖
文

武4

に
し
て
」
と
福
沢
は
記
す
こ
と
が
で
き
た
の
だ
し
（
同
前
＝
128
）
、
ま
た
西
南
戦
争
時
の
例

を
出
し
―
―
こ
れ
は
自
覚
的
な
親
征
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
福
沢
は
記
す
が
、
親
征
と
し

て
の
意
味
を
も
っ
た
の
は
文
脈
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
―
― 

天
皇
が
京
都
に
行
在
所
を
定
め
て

「
親し

ん

か
ら
大
事
を
英
断
し
給
い
た
れ
ば
…
…
九
州
の
荊

け
い
き
ょ
く棘

〔
＝
敵
軍
〕
た
ち
ま
ち
に
し
て
掃
除

し
尽
く
し
た
る
」
（
同
前
＝
128
）
と
記
す
際
、
当
然
統
帥
権
者
と
し
て
の
天
皇
の
事
跡
を
語
っ

て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
「
ご
親
征
の
準
備
い
か
ん
」
で
そ
れ
と
の
類
推
に
お
い
て
あ
る
べ
き

親
征
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
こ
で
も
ま
た
天
皇
は
明
確
に
統
帥
権
者
な
の
で
あ

る
。
福
沢
は
さ
ら
に
豊
臣
秀
吉
の
例
を
あ
げ
、
秀
吉
「
自
ら
肥
前
・
名
護
屋
に
出
張
し
、
麾き

〔
＝

旗
〕
を
振
る
っ
て
そ
の
軍
を
部
署
し
た
る

4

4

4

4

4

は
云
々
」
（
⑩
185
＝
127
）
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ

で
「
部
署
」
と
は
軍
の
作
戦
・
指
揮
に
関
わ
る
命
令
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
例
と
し
て
語
る

以
上
、
こ
こ
で
天
皇
に
期
待
さ
れ
て
い
る
の
は
、
同
じ
く
軍
の
作
戦
・
指
揮
へ
の
命
令
、
し

た
が
っ
て
統
帥
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
福
沢
は
、
天
皇
が
宣
戦
布
告
権

4

4

4

4

4

・
講
和
権

4

4

4

を
も
つ
べ
き
こ
と
を
も
当
然
視
す
る
。

こ
の
点
は
『
帝
室
論
』
で
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
福
沢
は
、
陸
海
軍
卿
は
軍
人
の
「
形
態
を
支
配

し
て
そ
の
外
面
の
進
退
を
司
る
の
み
」
で
あ
っ
て
そ
れ
で
は
不
十
分
で
あ
る
、
一
般
に
軍
人

は
名
を
重
ん
ず
る
が
故
に
そ
の
「
内
部
の
精
神
を
制
し
て
…
…
心
を
収
攬
（
し
）
」
う
る
の
は
天

皇
だ
け
で
あ
る
と
記
す
が
、
そ
の
際
、
天
皇
は
軍
人
に
対
し
て
命
令
を
発
し
、
ま
た
「
和
戦

の
二
義
」
に
つ
い
て
「
最
上
の
一
決
ご
親
裁
に
出
る
」
こ
と
の
で
き
る
「
長
上
た
る
者
」
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
初
め
て
軍
人
も
「
戦
陣
に
向
っ
て
一
命
を
も

致
す
べ
き
〔
＝
捨
て
う
る
〕
」と
い
う
の
で
あ
る
（
⑤
268
～
269
）
。

　

な
る
ほ
ど
福
沢
の
当
初
の
書
き
方
で
は
、
統
帥
権
者
で
は
な
く
て
も
精
神
的
な
権
威
を
も

つ
存
在
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
軍
人
は
そ
れ
に
臣
従
す
る
と
理
解
さ
れ
て
い
る
節
も
あ
る
（
⑤

268
）
。
だ
が
、
精
神
的
な
権
威
を
持
つ
と
同
時
に
統
帥
権
者
で
あ
れ
ば
、
軍
人
の
心
の
収
攬

と
そ
の
運
動
の
統
制
（
同
前
）
は
、
は
る
か
に
容
易
な
も
の
と
な
る
。
い
や
、
精
神
的
な
権
威

を
持
つ
に
す
ぎ
な
い
者
に
軍
人
が
心
酔
す
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
非
常
に
疑
問
で
あ
る
。

福
沢
は
、
西
南
戦
争
終
了
時
（
77
年
）
、
す
な
わ
ち
ま
だ
満
足
な
軍
政
が
敷
か
れ
て
い
な
か
っ

た
時
期
に
あ
っ
て
、
正
規
軍
が
不
足
し
た
た
め
に
募
集
さ
れ
た
「
徴
募
巡
査
」
に
対
し
て
天
皇

が
も
た
ら
し
た
精
神
的
効
果
に
つ
い
て
感
動
を
も
っ
て
記
し
て
い
る
が
（
⑤
265
）
、
ま
だ
当
時

天
皇
の
精
神
的
権
威
は
国
内
的
に
十
分
に
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
天
皇
が
こ
う
し
た
影
響
力
を
持
ち
え
た
の
は
、
精
神
的
な
権
威
そ
の
も
の
の
効
果
な
の
で

は
な
く
―
―
だ
か
ら
こ
の
数
年
後
に
な
っ
て
も
福
沢
は
、
軍
人
の
精
神
を
制
す
る
た
め
に
天

皇
よ
り
は
華
族
（
特
に
か
つ
て
の
藩
主
）
を
考
え
に
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
「
華

族
を
武
辺
に
導
く
の
説
」
79
年
⑳
197
）
―
―
、
あ
く
ま
で
大
元
帥
の
立
場

4

4

4

4

4

4

が
こ
の
権
威
に
結
び

つ
く
こ
と
で
得
ら
れ
た
効
果
な
の
で
あ
る
。

 

も
ち
ろ
ん
西
南
戦
争
直
後
の
時
期
に
あ
っ
て
は
、
「
大
元
帥
の
立
場
」
と
言
っ
て
も
正
規
の

軍
政
・
軍
機
構
上
の
こ
と
で
は
な
い
。
当
時
天
皇
は
大
元
帥
と
い
う
称
号
で
呼
ば
れ
る
地
位

に
い
た
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
当
時
の
統
治
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
広
く
考
慮
に
入
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福沢諭吉と明治絶対主義的天皇制　―福沢は天皇制とたたかったか―

れ
れ
ば
、
「

詔
み
こ
と
の
り

」
を
出
し
て
軍
全
体
に
確
た
る
命
令
を
出
し
う
る
点
に
お
い
て
、
天
皇
が
大

元
帥
的
な
立
場
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
も
、
七
一
年
の
太
政
官
職
制
で

天
皇
に
よ
る
万
機
親
裁
の
機
構
は
ほ
ぼ
確
立
し
て
お
り
（
田
中
85
）
、
七
二
年
の
全
国
徴
兵
の

詔
は
、
「
有
事
の
日
、
天
子
こ
れ
が
元
帥
と
な
り
云
々
」
と
記
し
て
い
る
し
（
ち
な
み
に
こ
れ

は
徴
兵

4

4

の
詔
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
天
子
が
元
帥
と
な
り
」
は
職
業
兵
で
あ
っ
た
天
皇
の
直

属
軍
＝
近
衛
兵
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
徴
兵
に
よ
る
一
般
兵
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
の
で
あ

る
）
、
天
皇
に
よ
る
陸
海
軍
演
習
の
統
監
等
も
明
治
初
年
か
ら
く
り
返
し
行
わ
れ
て
い
る
（
藤

原
198
）
。
ま
た
西
南
戦
争
に
お
け
る
討
伐
隊
の
総
督
は
皇
族
か
ら
出
さ
れ
た
が
（
有
栖
川
宮
）
、

こ
れ
は
元
帥
と
し
て
の
天
皇
の
後
ろ
盾
が
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
精
神
的
・
宗
教
的
権
威
と
軍
の
統
帥
権
・
宣
戦
講
和
権
と
が
合
体
し
て
初
め

て
絶
大
な
政
治
的
効
果
を
生
み
出
し
え
た
の
で
あ
っ
て
、
福
沢
は
決
し
て
前
者
の
み
を
天
皇

に
求
め
た
の
で
は
な
い
。

　
２
、
統
帥
権
・
宣
戦
布
告
権
の
求
め

　

日
清
戦
争
時
に
、
福
沢
が
い
か
に
天
皇
の
政
治
的
権
力
の
発
動
を
求
め
た
か
は
、
は
る
か

に
明
瞭
で
あ
る
。

　

例
え
ば
論
説
「
大
本
営
と
行
在
所
」
で
福
沢
は
、
「
大
元
帥
陛
下
」
が
、
「
大
本
営
に
お
い
て

軍
国
の
事
を
御
親
裁
あ
ら
せ
ら
れ
」
て
い
る
事
実
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
が
（
94
年
⑭
643
）
、

こ
こ
で
福
沢
は
天
皇
を
ま
ぎ
れ
も
な
く
統
帥
権
者
と
見
な
し
、
か
つ
そ
れ
を
承
認
し
賛
美
し

て
さ
え
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
状
況
下
で
天
皇
の
親
裁
に
つ
い
て
語
る
以
上
、

実
際
の
制
度
に
即
し
て
記
述
す
る
し
か
な
い
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
こ
と
と
福
沢
の

思
想
と
は
全
く
別
の
問
題
で
あ
る
。
も
し
自
ら
の
構
想
と
乖
離
し
た
制
度
が
で
き
た
の
な
ら
、

そ
れ
自
体
に
一
定
の
問
題
提
起
を
な
し
う
る
は
ず
で
あ
る
。
最
低
で
も
無
視
す
る
と
い
う
手

段
は
と
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
福
沢
は
、
そ
う
し
た
態
度
は
一
切
と
ら
な
い
ま
ま
、
天

皇
の
統
帥
権
者
と
し
て
の
権
力
に
関
し
て
明
治
憲
法
と
同
じ
立
場
に
立
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
こ
の
文
脈
で
、
福
沢
が
「
今
後
の
戦
況
次
第
に
て
〔
天
皇
は
〕
さ
ら
に
馬ば

か

ん関
〔
＝
下
関
〕

に
も
進
ま
せ
ら
る
べ
く
、
ま
た
は
は
る
か
に
海
を
越
え
て
大だ

い
と
う纛

〔
＝
天
皇
の
旗
〕
を
韓
山
の
風

に
翻
し
給
う
御
事
も
あ
る
べ
し
」
（
⑭
643
）
と
ま
で
書
い
て
、
天
皇
を
海
外
に

4

4

4

出
陣
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
た
事
実
も
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
天
皇
は
た
ん
な
る
精
神
的

権
威
な
の
で
は
な
く
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
、
「
軍
国
の
事
を
御
親
裁
」
す
る
「
大
元
帥
」
な
の
で
あ

る
（
な
お
甲
申
政
変
時
の
「
ご
親
征
の
準
備
い
か
ん
」
で
神
功
皇
后
や
秀
吉
を
あ
げ
た
際
、
す

で
に
福
沢
は
天
皇
を
海
外
に
出
陣
さ
せ
る
戦
略
を
練
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
）
。

　

ま
た
す
で
に
九
四
年
八
月
一
日
、
天
皇
の
名
に
よ
っ
て
清
国
に
対
し
て
宣
戦
が
布
告
さ
れ

た
が
、
福
沢
は
単
に
天
皇
に
純
粋
に
精
神
的
・
宗
教
的
価
値
の
み
を
認
め
、
一
切
の
政
治
か

ら
離
れ
て
あ
る
べ
き
だ
と
信
ず
る
ど
こ
ろ
か
、
天
皇
の
宣
戦
布
告
権
を
表
立
っ
て
認
め
る
立

場
に
い
る
。
同
年
八
月
四
日
づ
け
で
福
沢
は
「
宣
戦
の
詔
勅
」
と
題
す
る
社
説
を
公
表
す
る
が

（
⑭
497
）
、
福
沢
は
天
皇
の
こ
う
し
た
政
治
的
行
為
を
、
あ
ま
り
に
も
当
然
の
こ
と
と
見
な
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
福
沢
の
言
う
「
政
治
社
外
」
の
政
治
に
は
、
始
め
か
ら
、
政
治

の
道
具
で
あ
り
政
治
の
継
続
で
あ
る
戦
争
は
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
実
際
、

い
か
に
明
治
憲
法
体
制
下
に
あ
ろ
う
と
、
福
沢
自
身
が
あ
い
か
わ
ら
ず
問
題
だ
と
見
な
す
種

類
の
政
治
（
日
常
瑣
末
の
政
務
）
に
天
皇
が
巻
き
込
ま
れ
た
場
合
に
は
、
福
沢
が
断
固
と
し
て

こ
れ
を
問
題
視
す
る
（
次
項
）
以
上
、
そ
う
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
３
、
勅
令
権
発
動
の
求
め

　

ま
た
九
二
年
末
、
第
四
帝
国
議
会
に
お
い
て
、
民
党
が
官
吏
の
俸
給
引
き
下
げ
と
軍
艦
製

造
費
の
削
減
を
可
決
し
た
も
の
の
、
政
府
が
こ
れ
を
憲
法
を
盾
に
し
て
拒
絶
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
議
会
運
営
が
膠
着
し
た
と
き
、
福
沢
は
「
政
府
は
緊
急
勅
令
を
発
し
て
直
ち
に
軍
艦

の
製
造
に
着
手
（
す
）
…
…
べ
し
」
と
公
然
と
主
張
し
た
（
「
軍
艦
製
造
費
の
否
決
に
対
す
る
政

府
の
覚
悟
は
い
か
ん
」
93
年
⑬
627
）
。
そ
し
て
実
際
、
伊
藤
博
文
率
い
る
日
本
政
府
は
、
緊
急

勅
令
（
い
わ
ゆ
る
「
軍
艦
勅
令
」
）
に
よ
っ
て
、
軍
艦
建
造
と
官
吏
俸
給
か
ら
の
同
経
費
の
拠
出

と
い
う
政
府
案
を
通
過
さ
せ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
福
沢
は
、
「
大
詔
一
発
…
…
勅
令
の
あ

り
が
た
き
は
神
仏
の
加
護
を
得
る
に
異
な
ら
ず
」
（
「
元
老
の
技
量
は
後
の
始
末
を
見
て
知
る

べ
し
」
93
年
⑬
689
）と
、
手
放
し
で
天
皇
の
立
法
権
行
使
（
親
裁
）を
礼
賛
し
た
の
で
あ
る
。

　

明
治
憲
法
は
、
第
一
一
条
に
お
い
て
天
皇
の
陸
海
軍
に
対
す
る
統
帥
権
を
規
定
し
た
後
、

第
一
二
条
で
「
天
皇
は
陸
海
軍
の
編
成
お
よ
び
常
備
兵
額
を
定
む
」
と
し
て
い
る
。
す
で
に
福

沢
は
、
八
二
年
に
出
し
た
『
兵
論
』
に
お
い
て
、
兵
備
の
拡
張
の
必
要
を
訴
え
た
後
、
「
政
府
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よ
り
大
令
を
発
す
る
か
…
…
勅
諭
を
下
し
給
う
も
過
当
の
事
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
」
と
記
し

て
い
た
（
⑤
347
）
。
こ
れ
は
当
時
の
政
治
シ
ス
テ
ム
を
前
提
し
て
い
る
と
は
い
え
、
『
帝
室
論
』

（
５
月
）
が
出
さ
れ
た
直
後
（
10
月
）
の
こ
と
で
あ
る
ゆ
え
、
こ
の
記
述
を
看
過
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
こ
れ
は
福
沢
が
、
統
帥
権
（
第
一
一
条
）
の
次
に
重
要
と
も
い
え
る
、
軍
に
関
す

る
整
備
・
予
算
編
成
権
（
い
や
こ
れ
は
第
一
一
、
一
二
条
を
含
む
広
義
の

4

4

4

統
帥
権
に
含
ま
れ
る
）

を
、
天
皇
の
大
権
と
認
め
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
軍
の
整
備･

予

算
編
成
に
関
わ
る
―
―
引
い
て
は
後
述
の
よ
う
に
民
政
に
関
わ
る
―
―
大
権
行
使
と
い
う
政

治
は
、
福
沢
に
と
っ
て
決
し
て
天
皇
と
と
も
に
「
政
治
社
外
」
に
置
か
れ
る
べ
き
対
象
で
は
な

い
の
で
あ
る
。

　

な
る
ほ
ど
そ
の
後
福
沢
は
、
第
四
議
会
に
お
け
る
軍
艦
製
造
費
お
よ
び
官
吏
の
俸
給
減
額

問
題
に
際
し
て
、
い
か
に
明
治
憲
法
上
の
制
度
で
あ
ろ
う
と
、
「
し
ば
し
ば
起
こ
る
べ
き
政

事
の
争
い
に
毎
度
勅
裁
を
仰
ぐ
が
ご
と
き
」
を
批
判
し
た
（
「
勅
令
を
煩
わ
し
奉
る
べ
か
ら
ず
」

93
年
⑭
21
）
。
だ
が
こ
れ
は
、
勅
令
の
発
令
が
政
治
社
外
に
あ
る
べ
き
天
皇
に
と
っ
て
ふ
さ

わ
し
か
ら
ぬ
こ
と
だ
か
ら
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
天
皇
に
頻
繁
に
勅
令
を
出
さ
せ
る

と
、
勅
令
自
体
の
政
治
的
機
能
が
薄
れ
る
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
す
ぎ
な
い
。
な
お
、
明
治
憲
法
で
は
勅
令

の
目
的
は
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
上
に
、
国
会
閉
会
中
に
の
み
発
令
が
可
能
で
あ
り
（
第

八
条
１
、
第
七
〇
条
１
）
、
発
令
さ
れ
た
勅
令
の
是
非
は
国
会
再
開
後
に
審
議
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
（
そ
れ
ぞ
れ
同
条
２
）
、
福
沢
は
こ
れ
ら
を
全
く
顧
慮
す
る
こ
と
な
く
、
緊

急
勅
令
を
国
権
拡
張
の
た
め
に
無
条
件
で
擁
護
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
福
沢
は
、
明
治

憲
法
以
上
に
天
皇
の
立
法
権
を
支
持
す
る
立
場
に
い
た
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

ち
な
み
に
緊
急
勅
令
の
発
令
目
的
は
憲
法
上
「
公
共
の
安
全
を
保
持
（
す
る
）
」
こ
と
で
あ
る

が
（
そ
れ
ぞ
れ
同
条
１
）
、
お
そ
ら
く
福
沢
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
政
治
的
・
社
会
的
情
勢
下
に

あ
ろ
う
と
、
軍
備
拡
張
は
公
共
の
安
全
の
保
持
に
無
条
件
で
資
す
る
と
強
弁
す
る
こ
と
で
あ

ろ
う
。

　

⑴
本
書
冒
頭
で
、
福
沢
＝
象
徴
天
皇
制
論
者
と
い
う
議
論
は
真
に
受
け
る
必
要
は
な
い
と
一
蹴
し
た
が
、

考
え
て
み
る
と
、
こ
の
種
の
政
治
的
決
定
か
ら
の
天
皇
の
「
た
な
あ
げ
」
論
を
つ
き
つ
め
る
な
ら
、
結
局

そ
れ
も
象
徴
天
皇
制
論
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
や
は
り
以
下
の
議
論
を
等
閑
に
付
す
わ
け
に

は
い
か
な
い
。

　

⑵
山
辺
健
太
郎
も
言
う
よ
う
に
、
「
政
府
と
民
間
（
福
沢
諭
吉
、
井
上
角
五
郎
ら
）
が
一
体
と
な
っ
て
金
玉

均
ら
を
煽
動
し
て
あ
の
ク
ー
デ
タ
ー
を
や
ら
せ
た
こ
と
は
、
今
日
の
こ
っ
て
い
る
諸
記
録
か
ら
も
あ
き

ら
か
」で
あ
る
（
山
辺
①
67
、
杉
田
②
90
以
下
、
359
以
下
を
参
照
の
こ
と
）
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を

無
視
し
た
歴
史
叙
述
が
多
い
。
韓
国
併
合
一
〇
〇
年
に
あ
わ
せ
て
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集 

日
本
と
朝
鮮
半
島
二
〇
〇
〇
年
⑩
」
（
二
〇
一
〇
年
二
月
六
日
放
映
）
は
、
金
玉
均
と
日
本
と
の
関
わ
り

を
扱
っ
て
い
た
が
、
そ
こ
で
福
沢
は
、
も
っ
ぱ
ら
金
ら
を
あ
と
押
し
し
た
「
開
明
派
」
と
し
て
描
か
れ
て

い
た
（
し
か
し
そ
う
で
は
な
く
福
沢
は
客
観
的
情
勢
を
見
な
い
無
謀
な
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
を
立
て
授
け
た

こ
と
で
、
か
え
っ
て
朝
鮮
で
の
自
生
的
な
開
化
派
の
成
長
を
妨
げ
た
の
で
あ
る
）
。
本
稿
で
批
判
の
俎
上

に
あ
げ
た
宮
地
正
人
監
修
に
よ
る
『
日
本
近
現
代
史
を
読
む
』
で
は
、
「
朝
鮮
で
は
、
清
国
か
ら
自
立
し
、

改
革
に
よ
っ
て
近
代
化
を
は
か
ろ
う
と
す
る
急
進
的
な
開
化
派
が
ク
ー
デ
タ
ー
を
起
こ
し
ま
し
た
。
日

本
公
使
と
日
本
軍
の
援
助
を
得
て
の
決
行
で
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
（
宮
地
監
36
）
、
福
沢
ら
の
関
与
に

つ
い
て
は
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。
い
か
に
「
日
清
戦
争
以
降
の

4

4

4

4

4

4

4

日
本
の
植
民
地
主
義
と
帝
国
主
義
的
侵

略
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
」
と
い
う
の
が
基
本
方
針
（
同
前
ii
）
の
一
だ
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
は
問
題

で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　

 

ち
な
み
に
同
書
に
は
「
旅
順
虐
殺
事
件
」
に
つ
い
て
は
一
切
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
ま
た
大
き

な
問
題
で
あ
る
。
明
治
政
府
は
、
事
件
を
事
実
と
し
て
認
め
な
が
ら
も
そ
の
責
任
を
う
や
む
や
に
し
た

が
、
そ
れ
が
「
ナ
ン
キ
ン
」
の
遠
因
と
な
っ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
か
ら
で
あ
る
（
藤
村
87
）
。
な
お
福
沢

は
、
「
旅
順
虐
殺
事
件
」
の
隠
蔽
を
図
ろ
う
と
し
た
点
に
お
い
て
、
明
治
政
府
よ
り
も
悪
質
で
あ
る
（
杉
田

②
238
以
下
）
。
日
本
軍
を
「
真
実
紛
れ
も
な
き
文
明
の
軍
隊
」
（
「
旅
順
の
殺
戮
無
稽
の
流
言
」
94
年
⑮
666
＝

245
）
な
ど
と
何
の
根
拠
も
な
く
見
な
し
喧
伝
し
続
け
、
か
く
も
そ
の
本
質
が
見
事
に
あ
ば
か
れ
て
も
自
説

に
固
執
し
た
点
に
お
い
て
、
ま
た
事
件
が
も
は
や
隠
し
お
お
せ
な
い
と
分
か
っ
た
途
端
に
完
全
な
沈
黙

を
守
る
一
方
、
『
時
事
新
報
』
紙
上
で
、
虐
殺
を
世
界
に
伝
え
た
外
人
記
者
を
数
ヶ
月
に
わ
た
っ
て
誹
謗

し
続
け
た
点
に
お
い
て
（
杉
田
②
356
）
、
福
沢
は
、
真
実
を
価
値
基
準
と
す
べ
き
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し

て
の
資
質
を
完
全
に
欠
い
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
三
、
福
沢
の「
天
皇
主
権
」論

　

宮
地
は
、
一
に
記
し
た
よ
う
に
「
天
皇
制
と
い
う
の
は
、
単
な
る
天
皇
崇
拝
で
は
全
く
あ

り
ま
せ
ん
」と
述
べ
た
が
、
そ
の
後
に
「
中
核
問
題
は
天
皇
主
権

4

4

4

4

と
い
う
こ
と
な
の
で
す
」
（
宮

地
21
）
と
記
し
て
、
福
沢
に
は
天
皇
主
権
論
な
ど
な
い
か
の
よ
う
に
示
唆
し
て
い
る
。
け
れ
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ど
も
、
こ
れ
も
間
違
い
で
あ
る
。

　

「
そ
も
そ
も
帝
室
が
政
治
社
外
に
あ
る
と
言
う
も
…
…
政
府
を
棄
つ
る
に
あ
ら
ず
。
天
下
何

物
か
こ
の
統
御
に
洩も

る
る
も
の
あ
ら
ん
や
。
さ
れ
ば
そ
の
政
治
社
外
に
あ
る
と
は
、
虚
器
を

擁
す
る
に
あ
ら
ず
、
天
下
を
家
に
し
て
そ
の
大
器
の
柄
を
握
る
も
の
と
言
う
べ
し
」
（
『
尊
王

論
』
88
年
⑥
28
）
、
と
福
沢
は
記
す
。
「
虚
器
を
擁
す
る
」
に
せ
よ
「
大
器
の
柄
を
握
る
」
に
せ
よ
、

福
沢
の
表
現
は
歯
に
衣
を
着
せ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
福
沢
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
比
喩
多
用
の
弊
害⑴

が
出
て
い
る
。
『
帝
室
論
』
で
は
「
万
機
に
当
る
」
の
で
は
な
く
「
万
機
を

統す

ぶ
る
」
の
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
（
⑤
263
）
、
こ
こ
で
も
事
情
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

福
沢
が
事
柄
を
具
体
的
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
何
ら
か
の
事
情
で

拒
否
し
て
い
る

4

4

4

4

4

4

、
と
い
う
事
実
を
暗
示
さ
せ
る
。
福
沢
は
八
一
～
二
年
の
「
主
権
論
争
」
に
違

和
感
を
覚
え
た
と
い
う
が
（
「
徳
教
の
説
」
83
年
⑨
288
）
、
そ
う
し
た
後
退
し
た
姿
勢
が
、
右
に

も
左
に
も
取
れ
る
あ
い
ま
い
な
表
現
を
生
む
の
で
あ
る
。

　
１
、
勅
令
に
よ
る
立
法
権
の
承
認

　

さ
て
、
「
主
権
」
は
広
狭
い
く
つ
か
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
用
い
う
る
。
一
般
に
対
内
的
な
意
味

で
「
君
主
主
権
」
と
言
え
ば
、
君
主
が
法
を
決
め
る
絶
対
唯
一
の
主
体
で
あ
る
と
い
う
意
味
に

と
り
う
る
が
（
ル
イ
一
四
世
の
「
朕
即
国
家
」
、
日
本
で
言
え
ば
穂
積
八
束
流
の
「
天
皇
主
権
説

学
派
」
な
ど
、
歴
史
的
な
絶
対
王
政
期
の
あ
る
い
は
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
す
る
学
説
に
こ
れ
が

見
ら
れ
る
）
、
そ
も
そ
も
主
権
は
総
じ
て
国
家
意
思
を
最
終
的
に
決
定
す
る
権
力
の
意
で
あ

ろ
う
（
小
林
39
～
40
）
。
そ
の
保
有
は
、
実
質
的
に
は
立
法
権

4

4

4

の
掌
握
に
よ
っ
て
示
さ
れ
う
る
。

　

そ
の
意
味
で
な
ら
福
沢
が
構
想
し
た
、
（
瑣
末
な
）
政
治
に
関
わ
ら
な
い
が
、
し
か
し
決
定

的
な
場
面
で
直
接
政
治
の
前
面
に
立
ち
（
親
裁
し
）
、
ま
た
議
会
に
よ
っ
て
い
か
な
る
法
制
定

が
な
さ
れ
よ
う
と
（
あ
る
い
は
な
さ
れ
ま
い
と
）
、
伝
家
の
宝
刀
と
し
て
「
勅
令
」
に
よ
る
高
次

の
立
法
権
ま
で
も
つ
天
皇
が

4

4

4

、
主
権
を
有
す
る

4

4

4

4

4

4

と
い
う
言
い
方
は
、
十
分
に
成
り
立
つ
の
で

あ
る
。
明
治
憲
法
下
の
条
文
に
見
る
天
皇
の
場
合
―
―
「
天
皇
は
…
…
立
法
権
を
行
う
」
（
第

五
条
）
、
「
天
皇
は
法
律
を
裁
可
し
…
…
」
（
第
六
条
）
―
―
と
同
じ
意
味
で
は
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
前
記
の
限
り
確
か
に
福
沢
の
構
想
し
た
天
皇
制
は
、
天
皇
主
権
を
本
質
的
に
そ
の
構

成
要
素
と
す
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
日
本
帝
国
は
天
皇
陛
下
の
統
治
し
給
う
と
こ
ろ
に
し

て
、
主
権
は
ま
さ
し
く
陛
下
に
あ
り
云
々
」と
い
う
伊
藤
博
文
の
演
説
を
受
け
て
、
福
沢
は
「
こ

れ
は
誠
に
当
然
の
次
第
に
し
て
」
（
「
伊
藤
伯
の
演
説
」
89
年
⑫
49
）
と
記
す
こ
と
が
で
き
た
の

で
あ
る
。

　
２
、
明
治
憲
法
体
制
と
の
事
実
上
の
一
致

　

い
や
、
明
治
憲
法
の
規
定
―
―
立
法
権
を
含
む
統
治
権
の
総
攬
者
と
し
て
の
天
皇
（
第
四

条
）
―
―
は
と
も
あ
れ
、
明
治
憲
法
下
に
お
い
て
、
事
実
上

4

4

4

、
天
皇
は
瑣
末
な
政
治
に
は
関

わ
ら
な
か
っ
た
し
、
帝
国
議
会
を
通
過
し
た
法
案
に
対
す
る
不
裁
可
権
を
あ
え
て
発
動
す
る

こ
と
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
天
皇
は
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
、
憲
法
上
有

す
る
立
法
権
（
主
権
）
の
「
幾
分
を
国
会
に
頒
与
」
し
て
い
る
（
「
伊
藤
伯
の
演
説
」
同
前
）
と
観
念

さ
れ
る
か
ぎ
り
、
ま
た
毎
年
の
よ
う
に
天
皇
が
緊
急
勅
令
の
発
令
に
よ
っ
て
政
治
的
軋
轢
を

緩
和
し
時
々
の
危
機
を
克
服
し
た
か
ぎ
り
、
明
治
の
体
制
が
天
皇
主
権
と
形
容
し
う
る
体
制

で
あ
っ
た
の
な
ら
、
福
沢
の
構
想
し
た
天
皇
制
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
天
皇
主
権
の
天
皇
制
だ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

明
治
国
家
は
、
福
沢
が
自
ら
を
「
政
府
の
お
師
匠
様
」
と
自
認
す
る
と
お
り
に
（
「
勲
章
な
ど

は
ご
免
」
97
年
⑳
414
）
、
事
実
上
、
福
沢
の
構
想
に
即
し
て
天
皇
制
を
機
能
さ
せ
た
が
、
福
沢

が
明
治
憲
法
発
布
直
後
か
ら
、
「
文
明
諸
旧
国
の
憲
法
を
凌
駕
す
る
も
の
あ
り
」
、
「
驚
く
べ

き
は
、
わ
が
憲
法
の
完
全
に
し
て
国
民
の
権
利
を
重
ん
じ
残
す
と
こ
ろ
な
き
の
一
事
」
、「
〔
憲

法
は
〕
い
か
に
も
完
全
無
欠
に
し
て
、
字
々
み
な
自
由
・
開
進
の
精
神
な
ら
ざ
る
は
な
し
」
、

な
ど
と
記
し
え
た
の
も
、
そ
う
し
た
自
負
の
現
わ
れ
で
あ
ろ
う
（
そ
れ
ぞ
れ
「
安
寧
策
」
90
年

⑫
466
、
『
国
会
難
局
の
由
来
』
92
年
⑥
86
、
「
維
新
以
来
政
界
の
大
勢
」
94
年
⑭
312
）
。

　
３
、
ド
イ
ツ
型
へ
の
傾
斜

　

以
上
に
関
連
し
て
重
要
な
こ
と
は
、
福
沢
は
『
帝
室
論
』
公
表
後
の
八
四
年
頃
よ
り
主
張
の

軌
道
修
正
を
図
っ
た
と
い
う
と
こ
と
で
あ
る
。
八
二
年
当
時
、
八
〇
年
末
以
降
に
急
激
に
進

展
し
た
自
由
民
権
運
動
の
流
れ
を
前
に
、
福
沢
は
、
国
会
開
設
以
降
に
予
想
さ
れ
る
激
し
い

対
立
を
や
わ
ら
げ
る
た
め
の
「
緩
和
力
」
（
『
帝
室
論
』
⑤
265
）
と
し
て
帝
室
の
存
在
が
決
定
的

に
重
要
で
あ
る
と
見
な
し
て
「
政
治
社
外
」
論
を
論
じ
た
の
だ
が
、
八
三
年
以
降
、
民
権
運
動
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が
相
互
の
対
立
お
よ
び
政
府
の
切
り
崩
し
に
よ
っ
て
衰
退
し
、
八
四
年
に
は
ほ
と
ん
ど
完
全

に
瓦
解
す
る
と
い
う
新
し
い
状
況
を
待
つ
か
の
よ
う
に
し
て
、
福
沢
は
「
天
皇
主
権
」
の
方
向

を
明
瞭
に
示
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型
が
、
論
説
「
開
鎖
論
」
で
の
イ
ギ
リ
ス
型
か
ら

ド
イ
ツ
型
体
制
へ
の
転
換
―
―
「
我
輩
の
眼
を
も
っ
て
見
れ
ば
、
ド
イ
ツ
も
ア
メ
リ
カ
も
と

も
に
西
洋
に
し
て
云
々
」
（
84
年
⑨
496
）
―
―
で
あ
る
。
福
沢
が
憲
法
は
「
欽
定
」で
あ
る
べ
し

と
い
う
立
場
を
表
明
し
た
の
も
、
こ
の
時
期
の
こ
と
で
あ
る
（
「
人
を
容
る
る
こ
と
甚
だ
易
し
」

84
年
⑨
461
、
463
）
。
「
漫
言
」
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
「
憲
法
制
度
等
に
い
た
る
ま

で
、
す
こ
ぶ
る
都
合
よ
き
も
の
あ
る
よ
し
」と
記
し
た
の
も
、
や
は
り
こ
の
時
期
で
あ
る
（
「
東

洋
に
ビ
ス
マ
ー
ク
な
し
と
い
う
こ
と
な
か
れ
」
84
年
⑨
448
）
。

　

だ
が
な
ぜ
福
沢
は
ド
イ
ツ
型
体
制
へ
と
方
向
転
換
し
た
の
か
。

　

そ
れ
は
第
一
に
、
福
沢
に
と
っ
て
悲
願
で
あ
る
「
国
権
拡
張
」
を
、
現
実
政
治
を
通
じ
て
実

現
す
る
た
め
で
あ
る
。
福
沢
は
、
す
で
に
八
一
～
二
年
に
は
「
国
権
拡
張
」
（
国
権
皇
張
）
こ

そ
自
ら
の
悲
願
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
始
め
て
い
た
が
（
『
時
事
小
言
』
81
年
⑤
183
、
「
藩

閥
寡
人
政
府
論
」
82
年
⑧
124
）
、
折
り
し
も
そ
の
直
後
、
「
壬イ

ム
オ
グ
ル
ラ
ン

午
軍
乱
」
と
後
に
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
る
政
変
が
朝
鮮
で
勃
発
し
、
福
沢
は
そ
れ
を
受
け
て
社
説
「
東
洋
の
政
略
は
た
し
て
い

か
ん
せ
ん
」
を
書
き
、
日
本
が
東
洋
の
政
略
を
図
ら
な
け
れ
ば
清
国
・
朝
鮮
が
日
本
を
攻
略

す
る
か
も
し
れ
な
い
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
徴
税
し
て
兵
備
を
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る
と
説

い
た
の
で
あ
る
（
82
年
⑧
436
以
下
＝
82
以
下
）
。
そ
れ
以
降
福
沢
は
、
朝
鮮
の
「
開
化
派
」
金
玉

均
ら
と
の
交
流
、
井
上
角
五
郎
の
渡
韓
、
井
上
に
よ
る
『
漢
城
旬
報
』
の
発
行
、
朝
鮮
で
の
ク
ー

デ
タ
ー
計
画
等
と
、
「
国
権
拡
張
」
の
第
一
歩
と
な
る
は
ず
の
諸
々
の
活
動
に
ま
い
進
す
る
の

だ
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
実
現
の
た
め
に
は
、
一
時
帰
国
し
た
井
上
を
再
渡
韓
さ
せ
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
た
め
の
な
ら
び
に
ク
ー
デ
タ
ー
準
備
を
目
的
と
す
る
資
金
を
得
る
と
同
時
に
、
ク
ー

デ
タ
ー
計
画
を
知
ら
し
め
る
（
少
な
く
と
も
計
画
を
暗
示
し
て
反
応
を
見
る
）
た
め
に
、
伊
藤
・

井
上
馨
を
含
む
政
府
要
人
と
の
や
り
と
り
が
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
る
（
杉
田
②
361
～
362
）
。「
明

治
十
四
年
の
政
変
」
以
来
と
だ
え
て
い
た
彼
ら
と
の
交
流
を
復
活
さ
せ
、
ひ
い
て
は
ク
ー
デ

タ
ー
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
福
沢
は
自
ら
の
イ
ギ
リ
ス
型
体
制
論
・
擬
似
議
院
内
閣
制
論⑵

を
、
政
府
寄
り
の
ド
イ
ツ
型
体
制
論
・
絶
対
君
主
制
論
に
近
づ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

第
二
に
、
福
沢
に
と
っ
て
「
官
民
と
も
に
狼
狽
し
て
と
も
に
方
向
に
迷
う
」
（
『
民
情
一
新
』

79
年
⑤
40
）
西
洋
諸
国
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
国
内
の
「
不
平
の
熱
」
―
―
八
〇
年
代
初
頭
は
自

由
民
権
運
動
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
―
―
を
漏
ら
す
た
め
の
「
方
便
を
、
海
外
の
地
に
求
め
（
る
）
」

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
（
「
支
那
を
滅
ぼ
し
て
欧
州
平

た
い
ら
か

な
り
」
84
年
⑩
46
）
、
そ
の
た
め
に
こ
そ

天
皇
の
、
特
に
軍
に
対
す
る
よ
り
強
力
な
統
制
力
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
だ
か
ら
こ

そ
福
沢
は
、
結
局
は
自
ら
の
議
論
を
政
府
寄
り
の
ド
イ
ツ
型
体
制
論
へ
と
近
づ
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
こ
れ
は
結
局
「
軍
人
勅
諭
」
の
路
線
に
近
づ
く
こ
と
で
あ
る
）
。
こ

の
路
線
は
す
で
に
、
福
沢
に
と
っ
て
画
期
と
な
っ
た
八
一
年
の
『
時
事
小
言
』
に
お
い
て
、「
内

安
外
競
」
論
（
実
質
的
に
は
外
戦
内
安
な
い
し
外
侵
内
安
論
）
と
い
う
形
で
明
確
に
提
示
さ
れ

て
い
た
（
⑤
103
）
。
そ
し
て
『
帝
室
論
』
の
天
皇
制
が
そ
れ
に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
そ
の
後
の
福

沢
の
基
本
方
向
は
定
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
ド
イ
ツ
型
体
制
へ
の
接
近
は
、
福
沢
に
と
っ
て
決
し
て
困
難
で
は
な
か
っ
た
。
と

い
う
の
は
、
福
沢
は
す
で
に
、
『
時
事
小
言
』
で
（
擬
似
）
議
院
内
閣
制
の
方
向
を
単
な
る
国
会

開
設
へ
と
向
け
変
え
て
い
た
し
（
⑤
120
以
下
）
、
天
皇
の
有
す
る
政
治
的
機
能
に
じ
ょ
じ
ょ
に

気
づ
き
始
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
す
で
に
八
二
年
に
は
、
天
皇
が
勅
令
権
と
い
う

4

4

4

4

4

4

名
の
立
法
権

4

4

4

4

4

を
保
持
す
べ
き
こ
と
を
当
然
視
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
上
記
の
よ
う
に
、
当
時

福
沢
は
、
兵
備
拡
張
の
た
め
に
「
政
府
よ
り
大
令
を
発
す
る
か
…
…
勅
諭
を
下
し
給
う
も
過

当
の
事
に
は
あ
ら
ざ
る
べ
し
」
と
記
し
て
（
『
兵
論
』
82
年
⑤
347
）
―
―
直
前
の
『
帝
室
論
』
で
天

皇
を
「
政
治
社
外
」
に
置
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
―
―
は
っ
き
り
と
勅
令
発
令
の
可
能
性
に
期

待
を
か
け
て
い
る
。
同
時
期
の
、
帝
政
党
に
対
す
る
批
判
に
も
同
様
の
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。

そ
こ
で
は
、
天
皇
に
よ
る
「
親
裁
」
「
聖
裁
」
は
当
然
視
さ
れ
て
い
る
（
「
立
憲
帝
政
党
を
論
ず
」

82
年
⑧
73
）
。
そ
の
後
、
民
権
運
動
の
衰
退
が
目
立
ち
始
め
た
時
期
に
書
か
れ
た
論
説
「
海
外

御
巡
幸
」
で
は
、
そ
れ
は
は
る
か
に
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。
天
皇
が
海
外
巡
幸
を
行
え
ば
内

治
に
問
題
が
生
ず
る
が
、
「
決
し
難
い
こ
と
は
逐
一
行
在
所
に
具
状
し
て
命
令
を
待
ち
、
ま

た
あ
る
い
は
ご
親
裁
を
仰
ぐ
こ
と
も
あ
ら
ん
」と
福
沢
は
記
し
て
い
る
（
84
年
⑨
389
）
。

　

以
上
は
、
明
治
憲
法
施
行
前
の
体
制
に
関
す
る
こ
と
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が

そ
れ
以
降
も
福
沢
は
、
前
述
の
よ
う
に
実
際
に
兵
備
拡
張
の
た
め
の
「
軍
艦
勅
令
」
を
手
放
し

で
礼
賛
す
る
が
（
そ
こ
で
は
天
皇
の
「
政
治
社
外
」
論
な
ど
一
切
出
る
余
地
が
な
い
）
、
こ
れ
は
、
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同
勅
令
が
兵
備
拡
張
を
目
的
と
し
て
官
吏
の
俸
給
削
減
を
命
じ
、
し
た
が
っ
て
勅
令
の
適
用

範
囲
が
単
な
る
軍
政
の
域
を
超
え
て

4

4

4

4

4

4

4

4

民
政
（
軍
以
外
の
事
柄
に
関
す
る
政
治
）
に
も
及
び
う
る

こ
と
を
、
福
沢
が
認
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

さ
て
上
記
の
よ
う
に
、
「
政
治
社
外
」
に
置
く
と
記
し
つ
つ
福
沢
が
天
皇
に
こ
う
し
た
政
治

的
機
能
を
最
終
的
に
期
待
す
る
の
は
、
不
可
避
で
あ
っ
た
。
再
三
記
す
よ
う
に
、
福
沢
は
何

よ
り
「
国
権
拡
張
」
の
た
め
に
天
皇
を
利
用
せ
ん
と
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
に
天
皇
が
も
ち
う

る
（
超
）
政
治
的
な
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
場
合
天
皇

が
、
「
天
皇
主
権
」
と
い
う
術
語
で
し
ば
し
ば
表
現
さ
れ
る
諸
権
力
・
権
威
を
も
つ
こ
と
を
当

然
視
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
天
皇
主
権
と
は
、
明
治
憲
法
を
範
と
し
て
言
え
ば
、

天
皇
が
立
法
権
・
行
政
権
・
司
法
権
・
統
帥
権
・
宣
戦
講
和
権
を
含
む
統
治
権
の
総
覧
者
で

あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
実
際
の
運
用

4

4

4

4

4

に
お
い
て
天
皇
が
立
法
権
を
（
勅

令
発
令
な
ど
の
例
外
は
あ
れ
）
議
会
に
、
行
政
権
を
国
務
大
臣
に
、
司
法
権
を
完
全
に
裁
判

所
に
委
ね
て
機
能
し
た
場
合
で
さ
え
、
事
実
上
議
会
そ
の
他
を
超
越
し
た
権
力
を
行
使
し
う

る
シ
ス
テ
ム
を
残
す
限
り
「
天
皇
主
権
」
と
い
う
規
定
が
依
然
と
し
て
有
効
性
を
も
つ
と
す
れ

ば
、
福
沢
が
主
張
し
た
天
皇
の
「
政
治
社
外
」
論
は
、
や
は
り
天
皇
主
権
論
な
の
で
あ
る
。

　

⑴
こ
れ
を
最
も
典
型
的
に
見
せ
た
の
は
、
「
脱
亜
論
」
に
お
い
て
、
帝
国
主
義
国
の
領
土
分
割
を
麻
疹
に
た

と
え
た
比
喩
で
あ
ろ
う
（
⑩
238
＝
16
～
17
）
。
こ
れ
に
よ
っ
て
福
沢
は
、
完
全
に
客
観
的
状
況
の
分
析
を

放
棄
し
て
い
る
。
な
お
、
井
田
進
也
は
「
脱
亜
論
」
の
文
章
を
達
意
の
名
文
な
ど
と
称
し
て
い
る
が
（
井
田

28
）
、
は
っ
き
り
言
っ
て
「
脱
亜
論
」
の
文
章
は
と
り
た
て
て
あ
げ
つ
ら
う
だ
け
の
妙
味
は
な
い
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
む
し
ろ
紋
切
り
型
の
文
章
と
さ
え
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
脱
亜
と
〈
割
亜
〉
の
議
論
が
混

在
し
て
、
つ
な
が
り
の
分
明
さ
を
欠
い
て
い
る
。
だ
か
ら
、
「
脱
亜
論
」
と
い
う
題
名
に
も
注
意
を
要
す

る
。
こ
れ
に
つ
ら
れ
る
と
、
「
西
洋
人
が
…
…
接
す
る
の
風
に
従
っ
て
処
分
す
べ
き
の
み
」
（
⑩
240
＝
20
）

と
い
う
福
沢
の
本
質
的
な
論
点
を
忘
れ
、
丸
山
真
男
の
よ
う
に
、
「
『
東
方
の
悪
友
を
謝
絶
す
る
』
と
い
う

『
脱
亜
論
』
の
論
旨
」な
ど
と
論
じ
る
こ
と
に
な
る
（
丸
山
③
322
）
。
「
脱
亜
論
」は
、
む
し
ろ
は
っ
き
り
と
「
割

亜
論
」と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
（
杉
田
②
16
）
。

　

⑵
福
沢
の
立
場
は
イ
ギ
リ
ス
型
で
あ
っ
て
も
、
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
議
院
内
閣
制
は
擬
似
的
な
も
の
に

す
ぎ
な
い
。
福
沢
は
『
民
情
一
新
』
で
イ
ギ
リ
ス
型
を
最
善
の
も
の
と
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
記
さ
れ
た

の
は
イ
ギ
リ
ス
憲
政
の
限
ら
れ
た
側
面
の
み
で
あ
る
（
⑤
42
以
下
）
。
な
る
ほ
ど
骨
格
だ
け
見
れ
ば
、
福

沢
の
記
述
は
議
院
内
閣
制
の
原
形
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
福
沢
は
、
イ
ギ
リ
ス
国
王

が
有
す
る
多
方
面
に
わ
た
る
各
種
特
権
に
つ
い
て
は
、
知
尽
し
つ
つ
も
記
し
て
い
な
い
。
実
際
に
行
使

さ
れ
る
か
ど
う
か
は
別
で
あ
る
と
は
い
え
、
イ
ギ
リ
ス
国
王
は
、
宣
戦
講
和
権
・
軍
編
成
権
そ
の
他
の

軍
事
大
権
（
統
帥
権
）
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
福
沢
の
構
想
か
ら
離
れ
ら
れ
な
か
っ

た
「
交
詢
社
」
系
の
憲
法
草
案
（
後
述
）
は
、
天
皇
主
権
を
前
提
し
た
君
民
共
治
型
に
し
か
な
り
え
な
か
っ

た
の
で
あ
る
し
、
ま
た
だ
か
ら
こ
そ
福
沢
は
ド
イ
ツ
型
へ
の
傾
斜
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で
暗
示
的
に
す

ぎ
な
か
っ
た
国
王
の
軍
事
大
権
に
つ
い
て
語
り
始
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
（
『
国
会
の
前
途
』
⑥
62

以
下
）
。
な
お
『
国
会
の
前
途
』
に
お
い
て
福
沢
は
、
国
王
（
天
皇
）
が
軍
事
大
権
を
行
使
し
な
い
よ
う
求
め

て
い
る
か
の
よ
う
に
読
め
る
が
（
同
前
）
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
は
、
第
四
議
会
が
紛
糾
し
た
九
三
年
な

ら
び
に
日
清
戦
争
時
に
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
福
沢
は
「
俗
界
の
俗
政
務
」
に
天
皇

を
関
わ
ら
せ
る
な
と
論
じ
、
そ
こ
に
軍
事
大
権
の
行
使
ま
で
入
る
か
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
が
（
⑥
62
～

63
）
、
そ
の
言
説
は
す
ぐ
反
故
に
さ
れ
る
で
あ
る
。

　
四
、
井
上
毅
の
福
沢
理
解
は
過
剰
で
あ
る

　

宮
地
は
、
明
治
憲
法
の
実
質
的
な
起
草
者
と
な
っ
た
井
上
毅

こ
わ
し

の
福
沢
理
解
―
―
『
帝
室

論
』
が
「
官宮

カ

府
〔
＝
朝
廷
と
政
府
〕
一
体
の
制
を
破
壊
す
る
」
、
「
正
面
の
敵
は
…
…
福
沢
諭
吉
の

交
こ
う
じ
ゅ
ん詢

社
私
擬
憲
法
草
案
…
…
福
沢
の
イ
ギ
リ
ス
流
議
会
制
論
あ
る
い
は
責議

院

カ任
内
閣
制
論
」
で

あ
る
云
々
―
―
を
そ
の
ま
ま
傍
証
と
し
て
用
い
て
い
る
が
（
宮
地
22
）
、
そ
れ
は
奇
妙
で
あ
る
。

当
時
の
政
府
関
係
者
の
言
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
に
直
ち
に
論
証
的
価
値
が
あ
る
の
で
は

な
い
。
闇
夜
に
お
び
え
る
者
は
敵
の
本
性
を
し
ば
し
ば
過
大
視
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ
が
井

上
毅
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
福
沢
や
交
詢
社
の
影
響
力
は
小
さ
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
井

上
が
恐
れ
る
自
由
民
権
派
の
主
流
は
両
者
と
は
ほ
と
ん
ど
無
縁
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
井
上
は

八
一
年
末
、
大
隈
を
追
い
落
と
す
た
め
の
理
由
に
す
べ
く
、
福
沢
な
い
し
そ
の
息
の
か
か
っ

た
交
詢
社
の
私
擬
憲
法
草
案
が
も
ち
う
る
影
響
力
を
過
剰
に
理
解
し
、
か
つ
過
剰
に
攻
撃
し

た
だ
け
で
あ
る
（
大
久
保
647
）
。

　

実
際
、
福
沢
と
当
時
政
府
の
中
枢
に
あ
っ
た
伊
藤
ら
は
、
政
府
系
新
聞
を
作
る
た
め
に
数

度
に
わ
た
る
会
見
を
通
じ
て
「
駄
民
権
論
」
を
圧
倒
す
る
と
い
う
目
的
に
お
い
て
基
本
的
に
一

致
し
て
い
た
し
（
81
年
10
月
14
日
井
上
馨･

伊
藤
博
文
あ
て
書
簡
⑰
475
）
、
上
記
の
よ
う
に
、「
明



36

杉田　聡

治
十
四
の
政
変
」
以
降
も
福
沢
は
、
甲
申
政
変
（
84
年
）
を
め
ぐ
っ
て
、
「
政
変
」
立
役
者
の
一

人
で
あ
る
井
上
馨
と
何
度
か
や
り
と
り
・
会
見
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
杉
田
②
364
～
365
）
。

ま
た
伊
藤
と
と
も
に
大
隈
の
憲
法
案
に
反
対
し
大
隈
追
い
落
と
し
の
急
先
鋒
で
あ
っ
た
岩
倉

具
視
と
も
、
『
帝
室
論
』
公
刊
直
後
に
会
っ
て
い
る
。
福
沢
は
井
上
毅
当
人
と
は
面
識
も
書
簡

の
や
り
と
り
も
な
か
っ
た
も
の
の
、
こ
う
し
て
井
上
毅
と
と
も
に
ド
イ
ツ
型
君
主
制
の
導
入

を
図
ろ
う
と
す
る
要
人
た
ち
と
膝
を
突
き
合
わ
し
て
討
論
し
、
な
か
で
も
「
官
民
調
和
」
に
つ

い
て
論
じ
合
っ
た
事
実
が
あ
る
と
き
（
83
年
７
月
８
日
岩
倉
具
視
の
伊
藤
博
文
あ
て
書
簡
＝

石
河
②
497
）
―
―
こ
こ
で
官
民
調
和
の
実
質
的
内
容
は
も
ち
ろ
ん
「
民
」
で
あ
る
福
沢
の
側
か

ら
の
「
官
」
で
あ
る
岩
倉
ら
へ
の

4

4

現
実
上
の
妥
協
で
あ
る
―
―
、
そ
の
福
沢
が
、
一
方
理
論
的

に
は
、
岩
倉
・
伊
藤
・
井
上
ら
と
か
け
離
れ
た
天
皇
制
論
・
政
治
理
論
を
有
し
て
い
た
と
い

う
の
は
、
そ
れ
自
体
奇
妙
な
こ
と
だ
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
岩
倉
具
視
が
当
時
、
『
帝
室
論
』
に
関
連
し
て
、
「
日
本
人
〔
＝
民
権
運
動
家
〕
が
み
な
、

福
沢
の
よ
う
な
ら
安
心
な
の
だ
が
」
（
石
河
④
696
）
と
語
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
岩
倉
ら
と
福

沢
と
の
上
記
の
交
流
を
前
提
す
れ
ば
、
十
分
に
論
証
的
価
値
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
井
上
に
は
予
想
外
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
福
沢
は
八
〇
年
前
後
の
一
時
期
を
の

ぞ
け
ば
、
井
上
が
思
う
ほ
ど
イ
ギ
リ
ス
憲
政
に
同
調
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
（
そ
の
点
は
上

記
二
、
三
で
論
じ
た
）
、
議
院
内
閣
制
―
―
も
っ
と
も
あ
く
ま
で
擬
似
的
な
そ
れ
で
あ
る
が
―

―
を
支
持
し
続
け
た
わ
け
で
も
な
い
。
八
七
～
八
年
、
い
わ
ゆ
る
大
同
団
結
運
動
で
影
響
力

を
盛
り
返
し
た
自
由
民
権
運
動
が
国
会
を
席
巻
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
福
沢
は
、
単
に
議
院
内

閣
制
を
支
持
で
き
る
地
点
に
は
も
は
や
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
多
数
党
の
組
閣
（
『
民
情
一

新
』
79
年
⑤
42
以
下
）
に
つ
い
て
は
語
ら
ず
、
単
に
（
い
か
な
る
仕
方
に
せ
よ
成
立
し
て
い
る
）

内
閣
の
、
国
民
（
議
会
）
に
対
す
る
責
任
を
問
題
に
す
る
だ
け
で
あ
る
（
「
内
閣
責
任
の
有
無
い

か
ん
」
88
年
⑪
554
以
下
）
。
つ
ま
り
福
沢
は
、
議
院
内
閣
制
で
は
な
く
責
任
内
閣
制
に
問
題
を

矮
小
化
さ
せ
て
い
る
。

　

し
か
も
福
沢
は
、
内
閣
の
有
す
る
責
任
を
、
「
徳
義
上
」
の
こ
と
に
限
定
し
て
し
ま
う
の
で

あ
る
（
「
政
府
に
お
い
て
国
会
の
準
備
は
い
か
ん
」
88
年
⑪
559
、
な
お
こ
の
頃
同
時
に
福
沢
は

『
尊
王
論
』
を
公
表
し
て
天
皇
制
の
価
値
を
再
認
識
し
て
い
る
）
。
八
九
年
、
明
治
憲
法
後
の

帝
国
議
会
の
編
成
が
明
ら
か
と
な
っ
た
後
は
、
福
沢
は
、
大
同
団
結
運
動
を
経
た
民
権
派
の

席
巻
を
恐
れ
た
の
か
、
内
閣
が
有
す
る
と
し
た
徳
義
上
の
責
任
を
法
律
上
の
そ
れ
に
変
え
る

努
力
に
は
目
も
く
れ
ず
、
議
院
内
閣
制
を
問
題
視
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
福
沢
は
こ
う
記

す
。
「
議
場
の
多
数
を
も
っ
て
内
閣
の
新
陳
交
代
を
催
す
べ
し
と
、
容
易
に
こ
れ
を
期
し
て

疑
わ
ざ
る
者
あ
れ
ど
も
、
我
輩
は
こ
れ
を
英
政
の
想
像
論
〔
＝
空
想
論
〕
者
と
し
て
に
わ
か
に

同
意
を
表
す
る
を
得
ず
」
（
「
国
会
準
備
の
実
手
段
」
89
年
⑫
105
）
、
と
。
悲
願
で
あ
る
「
国
権

拡
張
」
の
た
め
に
、
天
皇
を
統
治
権
の
総
覧
者
と
す
る
明
治
憲
法
体
制
を
最
善
と
見
な
す
福

沢
が
（
三
の
２
）
、
天
皇
の
関
与
な
し
に
無
条
件
で
組
閣
が
進
む
制
度
を
是
と
す
る
は
ず
は
な

い
の
で
あ
る
。

　
五
、
交
詢
社
案
も
天
皇
主
権
・
神
話
的
天
皇
制
に
立
脚
す
る

　

宮
地
が
問
題
に
し
た
「
交
詢
社
私
擬
憲
法
案
」
は
ど
う
な
の
か
。
実
は
そ
れ
さ
え
天
皇
主
権

と
矛
盾
せ
ず
、
ま
た
神
話
的
な
天
皇
観
を
福
沢
な
み
に
強
調
し
て
い
る
事
実
は
疑
い
な
い
こ

と
を
、
付
け
加
え
る
。

　

「
私
擬
憲
法
案
」
（
81
年
４
月
『
交
詢
雑
誌
』
に
掲
載⑴

）
に
お
い
て
天
皇
主
権
を
示
す
条
文
は
、

例
え
ば
第
三
条
、
「
…
…
法
律
は
元
老
院
・
国
会
院
に
お
い
て
こ
れ
を
議
決
し
、
天
皇
の
批

准
を
得
て
は
じ
め
て
法
律
の
効
あ
り
」
に
見
ら
れ
る
。
明
治
憲
法
は
、
天
皇
は
立
法
権
を
行

使
す
る
際
、
帝
国
議
会
の
「
協
賛
」
を
得
る
必
要
に
ふ
れ
て
い
た
（
第
五
条
）
。
結
局
天
皇
の
裁

可
な
し
に
法
案
は
法
と
は
な
ら
な
い
の
だ
が
（
第
六
条
）
、
交
詢
社
案
で
は
、
「
批
准
」
と
い
う

よ
り
強
い
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
で
、
天
皇
の
立
法
権
へ
の
関
与
は
よ
り
明
瞭
な
も
の

と
見
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
行
政
権
・
司
法
権
は
、
い
ず
れ
も
「
天
皇
に
属
し
云
々
」（
第

四
、
五
条
）
と
天
皇
の
権
限
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
お
り
、
こ
の
明
示
性
は
明
治
憲
法
の
そ

れ
を
上
回
っ
て
い
る
（
た
だ
し
「
私
擬
憲
法
案
」
に
は
明
治
憲
法
と
異
な
り
「
天
皇
の
立
法
権
」

と
い
う
表
現
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
）
。

　

「
私
擬
憲
法
案
」で
は
、
天
皇
の
尊
厳
・
神
聖
性
も
明
瞭
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
皇
帝
は
神
聖
に
し
て
犯マ

マ

す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
す
。
政
務
の
責
は
宰
相
こ
れ
に
当
る
」
（
第

二
条
）
と
い
う
条
文
に
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
前
半
は
、
明
治
憲
法
第
三
条
と
ほ
と
ん
ど
一
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字
一
句
同
じ
で
あ
る
（
た
だ
し
明
治
憲
法
で
は
「
侵
す
」
。
な
お
こ
れ
は
絶
対
王
政
下
に
お
い
て

君
主
の
無
答
責
を
規
定
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
き
た
常
套
句
で
あ
り
、
そ
れ
を
交
詢
社
案
も

明
治
憲
法
も
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）
。
し
か
も
「
政
務
の
責
は
宰
相
こ
れ
に
当
る
」
と
い
う

後
半
を
追
加
す
る
こ
と
で
、
明
治
憲
法
で
不
明
瞭
な
天
皇
無
答
責
の
法
理
が
明
瞭
に
記
さ
れ

て
さ
え
い
る
。
こ
の
条
文
に
お
け
る
「
責
」
の
意
は
あ
い
ま
い
だ
が
、
そ
れ
は
政
務
を
行
う
責

任
で
あ
る
と
同
時
に
、
政
務
を
通
じ
て
生
じ
る
天
皇
に
対
す
る
責
任
で
も
あ
ろ
う
。
天
皇
無

答
責
の
法
理
は
後
者
に
含
意
さ
れ
て
い
る
。

　

交
詢
社
憲
法
草
案
と
福
沢
の
思
想
は
別
と
い
う
評
価
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
う
る
。
だ
が
、
慶

応
義
塾
関
係
者
が
福
沢
と
と
も
に
作
っ
た
交
詢
社
へ
の
福
沢
の
関
与
は
大
き
く
（
福
沢
は
常

議
員
長
で
あ
り
、
毎
月
ほ
ぼ
欠
か
さ
ず
常
議
員
会
お
よ
び
随
意
談
会
に
出
席
し
て
い
る
）
、
仮

に
憲
法
草
案
の
作
成
が
交
詢
社
内
で
比
較
的
自
由
に
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
福
沢
の
意
に
反

し
た
憲
法
草
案
が
『
交
詢
雑
誌
』
に
載
る
こ
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
交
詢

社
社
則
に
お
い
て
「
政
を
談
ず
る
こ
と
な
し
」
と
明
瞭
に
規
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
「
交

詢
社
第
一
紀
念
会
演
説
」
81
年
⑲
670
）
。
社
則
に
ふ
れ
た
後
、
「
政
を
談
ず
る
に
…
…
所
と
法

を
誤
る
な
（
か
れ
）
」
と
福
沢
は
論
じ
て
い
る
が
（
⑲
671
）
、
あ
え
て
そ
う
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ほ
ど
、
交
詢
社
員
が
政
治
論
に
関
わ
る
こ
と
に
福
沢
は
敏
感
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

も
「
私
擬
憲
法
案
」
公
表
の
時
期
（
81
年
４
月
）
は
、
前
年
一
一
月
に
「
国
会
期
成
同
盟
」
第
二
回

大
会
が
第
一
回
の
倍
の
同
盟
員
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
次
回
の
大
会
ま
で
に
憲
法
草
案
を
持
ち

寄
る
こ
と
を
決
め
、
日
本
国
中
が
沸
き
立
っ
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
そ
う
し
た
折
に
―
―
し

か
も
上
記
の
よ
う
に
、
福
沢
は
こ
れ
ら
の
民
権
運
動
を
「
駄
民
権
論
」
と
見
な
し
て
圧
倒
す
る

必
要
を
語
っ
て
い
る
―
―
、
起
草
者
が
そ
の
福
沢
に
配
慮
し
な
い
と
は
全
く
考
え
ら
な
い
。

ま
た
福
沢
が
『
交
詢
雑
誌
』
に
掲
載
を
許
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
自
ら
の
説
と
合
致
す
る
、

も
し
く
は
少
な
く
と
も
大
幅
に
は
矛
盾
し
な
い
と
理
解
し
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。

　

要
す
る
に
、
交
詢
社
案
さ
え
福
沢
説
と
異
な
ら
な
い
と
見
な
し
う
る
と
す
れ
ば
、
福
沢
の

天
皇
制
観
は
「
天
皇
主
権
」
型
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い⑵

。

　

⑴
「
交
詢
社
系
」
の
草
案
は
少
な
く
と
も
二
種
類
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
「
私
考
憲
法

草
案
」は
、「
私
擬
憲
法
案
」
よ
り
若
干
遅
れ
て
、
八
一
年
五
月
以
降
に
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
。

執
筆
者
（
藤
田
茂
吉
、
箕
浦
勝
人
ら
）
か
ら
す
れ
ば
「
交
詢
社
系
」
と
い
う
言
い
方
は
不
可
能
で
は
な
い
が
、

福
沢
の
影
響
を
考
え
る
際
は
、
『
交
詢
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
私
擬
憲
法
案
」
と
同
列
に
扱
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
福
沢
は
以
前
、
『
郵
便
報
知
新
聞
』
の
こ
の
弟
子
た
ち
に
原
稿
（
『
国
会
論
』
79
年
④
所
収
）
を
渡

し
て
そ
れ
が
同
紙
に
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
が
（
『
福
翁
自
伝
』
98
年
⑦
247
）
、
『
郵
便
報
知
新
聞
』
自
体
へ
の

福
沢
の
関
与
は
、
あ
っ
た
と
し
て
も
「
交
詢
社
」
に
対
す
る
の
と
比
べ
て
は
る
か
に
小
さ
か
っ
た
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

 

そ
れ
故
、
「
私
考
憲
法
草
案
」
を
こ
こ
で
論
ず
る
こ
と
の
適
否
は
問
題
で
あ
る
が
、
念
の
た
め
記
せ
ば
、

「
私
擬
憲
法
案
」
第
二
条
に
あ
た
る
文
言
は
、
「
私
考
憲
法
草
案
」
で
は
条
文
に
こ
そ
な
っ
て
い
な
い
も
の

の
、
「
皇
帝
は
神
聖
に
し
て
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
す
べ
て
宰
相
の
責
任
に
帰
す
る
も
の

な
り
と
す
」
と
、
第
一
条
の
註
解
で
記
さ
れ
（
鈴
木
安

320
）
、
そ
こ
で
は
宰
相
の
責
任
が
し
た
が
っ
て
天
皇

の
無
答
責
が
、
よ
り
明
瞭
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
「
皇
統
一
系
・
万
世
無
窮
、
天
地
と
〔
と
も
に
〕
悠

久
な
る
は
、
わ
が
日
本
建
国
の
大
本
に
し
て
、
あ
え
て
臣
下
の
議
す
べ
き
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
」
（
同
前
）

と
い
っ
た
註
解
で
、
そ
れ
を
補
強
し
て
い
る
点
が
目
に
付
く
。

　

⑵
交
詢
社
案
は
議
院
内
閣
制
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
一
般
的
な
理
解
で
あ
る
（
例
え
ば
家

永
56
）
。
そ
れ
は
、
「
首
相
は
天
皇
衆
庶
の
望
み
に
よ
り
て
親
し
く
こ
れ
を
選
任
す
」
（
「
私
擬
憲
法
案
」
第

一
二
条
、
石
河
③
114
）
、
「
首
相
は
衆
庶
の
望
み
に
よ
り

マ
マ

皇
帝
親
し
く
こ
れ
を
選
任
し
云
々
」
（
「
私
考

憲
法
草
案
」
第
九
条
、
鈴
木
安

324
）
と
い
う
条
文
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
（
後
者
で
「
皇
帝
」
の
前
が
一
字
空
い

て
い
る
の
は
、
皇
帝
＝
天
皇
に
対
す
る
尊
崇
の
念
を
示
す
た
め
で
あ
る
）
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
条
文
か
ら

理
解
さ
れ
る
「
議
院
内
閣
制
」
は
、
同
案
に
お
い
て
天
皇
（
皇
帝
）
の
有
す
る
三
権
そ
の
他
に
わ
た
る
権
力

の
た
め
に
、
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
じ
条
文
に
よ
っ
て
も
も
ち

ろ
ん
そ
の
機
能
は
多
様
で
あ
り
う
る
が
、
事
実
上
天
皇
大
権
の
安
定
的
な
行
使
の
た
め
に

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、「
衆
庶
」
（
事

実
上
帝
国
議
会
議
員
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
）
の
意
思
を
受
け
た
宰
相
が
選
ば
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
る
ほ

ど
そ
う
し
た
条
文
で
あ
れ
、
後
に
作
ら
れ
た
政
府
案
か
ら
す
れ
ば
先
進
的
で
あ
る
の
は
確
か
で
あ
ろ
う

が
、
民
権
派
の
中
で
特
に
先
進
的
だ
っ
た
と
は
と
う
て
い
言
え
な
い
。

　
　

 

な
お
「
私
擬
憲
法
案
」
に
し
て
も
「
私
考
憲
法
草
案
」
に
し
て
も
、
そ
れ
に
一
定
の
議
院
内
閣
制
の
要
素

が
含
ま
れ
る
の
は
、
福
沢
が
『
民
情
一
新
』
に
お
い
て
確
か
に
（
擬
似
）
議
院
内
閣
制
の
立
場
に
立
っ
た
か

ら
で
あ
る
（
79
年
④
42
以
下
）
。
だ
が
、
そ
れ
に
追
随
し
て
弟
子
た
ち
が
議
院
内
閣
制
の
要
素
を
も
っ
た

憲
法
草
案
を
公
表
し
た
も
の
の
、
そ
の
約
半
年
後
、
福
沢
は
『
時
事
小
言
』
（
81
年
10
月
）
を
書
い
て
弟
子

た
ち
を
離
れ
、
さ
ら
に
天
皇
主
権
の
方
向
へ
と
向
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
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六
、
福
沢
の
天
皇
制
論
に
関
連
す
る
三
つ
の
論
点

　

以
上
に
福
沢
の
天
皇
制
論
に
関
す
る
最
も
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
付
随
し
て

三
点
に
ふ
れ
る
。

　

第
一
に
、
福
沢
と
明
治
絶
対
主
義
的
天
皇
制
と
の
関
係
を
考
え
る
た
め
に
は
、
よ
り
広
い

文
脈
で
問
題
を
見
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
明
治
絶
対
主
義
的
天
皇
制
の
構
成
要
素
は
多

岐
に
わ
た
る
が
、
政
治
シ
ス
テ
ム
に
限
定
せ
ず
、
そ
れ
を
成
り
立
た
し
め
る
社
会
的

4

4

4

・
経
済

4

4

的
基
礎

4

4

4

に
ま
で
視
野
を
広
げ
れ
ば
、
「
帝
室
の
藩
屏
」
と
し
て
の
華
族
制
度
、
民
衆
レ
ベ
ル
で

天
皇
制
を
支
え
た
家
父
長
制
・
家
族
制
度
、
半
封
建
的
土
地
所
有
制
、
急
激
な
原
始
的
蓄
積

期
を
経
つ
つ
あ
っ
た
産
業
資
本
制
お
よ
び
そ
の
下
で
の
労
使
関
係
等
に
関
わ
る
福
沢
の
説
が

検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
注
入
装
置
と
し
て
の
「
教
育
勅

語
」と
教
育
制
度
論
、
学
問
の
自
由
（
天
皇
制
さ
え
そ
の
対
象
と
な
り
う
る
）
に
対
す
る
福
沢
の

軽
視
、
そ
し
て
天
皇
と
と
も
に
下
等
民
を
教
化
す
る
た
め
の
宗
教
に
関
す
る
論
を
も
、
俎
上

に
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福
沢
の
天
皇
制
論
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
対
象
を
『
帝
室
論
』

だ
け
に
限
定
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
政
治
論
だ
け
に
限
定
し
て
も
な
ら
な
い
。

　

な
お
本
稿
で
は
、
次
節
を
の
ぞ
き
福
沢
の
天
皇
制
論
を
政
治
論
に
限
定
せ
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
が
、
宮
地
説
が
掲
載
さ
れ
た
『
季
論
21
』
に
書
い
た
「
『
福
沢
諭
吉
神
話
』を
超
え
て
―
―

福
沢
＝
象
徴
天
皇
制
論
者
と
い
う
大
い
な
る
誤
解
」
（
杉
田
③
）
は
、
よ
り
広
い
観
点
か
ら
そ

れ
を
論
じ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い⑴

。

　

第
二
に
、
明
治
絶
対
主
義
天
皇
制
を
構
成
す
る
一
大
要
因
と
し
て
の
皇
室
財
産
の
問
題
を

忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
明
治
憲
法
に
お
い
て
、
そ
も
そ
も
議
会
に
予
算
審
議
権
が
あ

る
と
し
て
も
（
第
六
四
条
）
、
皇
室
予
算
や
天
皇
大
権
に
関
連
す
る
予
算
に
は
、
例
外
規
定
が

設
け
ら
れ
て
い
る
（
第
六
七
、
六
八
条
）
。
と
い
う
の
も
、
あ
く
ま
で
帝
室
の
議
会
に
対
す
る

独
立
を
維
持
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
、
仮
に
議
会
が
予
算
を
否
決
し
て
も
、
帝
室
費
か
ら
十
分

な
代
替
費
を
拠
出
で
き
る
余
地
を
残
す
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
必
要
を
、
福
沢
は
熟
知
し
て

い
た
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
す
で
に
『
帝
室
論
』
を
記
し
た
八
二
年
当
時
か
ら
、
福
沢
は
帝
室

費
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
こ
の
増
額
を
強
く
主
張
す
る
の
で
あ
る
（
⑤
289
以
下
）
。
実
際
、
同

年
二
月
（
『
帝
室
論
』
の
元
と
な
っ
た
論
説
の
公
表
は
82
年
４
～
５
月
）
、
岩
倉
具
視
が
、
一
〇

年
後
に
国
会
を
開
設
す
る
に
あ
た
っ
て
、
皇
室
財
産
の
問
題
を
最
重
要
課
題
の
一
と
し
て
と

り
あ
げ
て
い
た
。
「
後
に
国
会
に
お
い
て
…
…
国
庫
の
経
費
を
議
定
せ
ざ
る
こ
と
あ
り
と
も

…
…
〔
こ
れ
を
〕
和
順
す
る
に
お
い
て
何
か
あ
ら
ん
。
大
権
の
均
石
を
失
わ
ざ
ら
ん
と
欲
せ

ば
、
国
民
〔
全
体
〕
の
財
産
と
皇
室
の
財
産
を
し
て
大
差
等
な
か
ら
し
む
べ
し
」
、
と
（
井
上
88
）
。

特
に
軍
備
に
つ
い
て
、
岩
倉
は
「
陸
海
軍
の
経
費
等
は
こ
と
ご
と
く
皇
室
財
産
の
歳
入
を
も
っ

て
支
弁
す
る
に
足
る
べ
か
ら
し
む
べ
し
」
（
同
前
）と
ま
で
、
は
っ
き
り
と
述
べ
て
い
た
。

　

福
沢
の
主
張
は
、
時
期
的
に
見
て
も
内
容
的
に
見
て
も
、
お
そ
ら
く
こ
れ
に
呼
応
し
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
「
金
円
の
数
も
少
な
き
そ
の
上
に
、
帝
室
の
私
に
属
す
る
土
地
も
な
し
ま
た

山
林
も
な
し
」
と
、
福
沢
は
帝
室
の
貧
し
さ
に
つ
い
て
記
す
（
⑤
290
）
。
こ
う
し
た
主
張
が
功

を
奏
し
て
、
八
六
年
に
は
、
「
御
領
地
」
は
七
二
年
当
時
と
比
べ
て
は
五
〇
倍
に
増
え
、
明
治

憲
法
が
施
行
さ
れ
帝
国
議
会
が
開
か
れ
た
九
〇
年
に
は
、
七
二
年
比
の
実
に
六
〇
〇
〇
倍
（
日

本
の
全
国
土
面
積
の
一
割
）
に
ま
で
増
や
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
加
藤
98
）
。
皇
室
の
、

資
本
主
義
発
展
に
伴
う
有
価
証
券
保
有
が
著
し
か
っ
た
こ
と
も
、
知
ら
れ
て
い
る
。
八
七
年

当
時
、
福
沢
は
社
説
「
海
防
費
の
下
賜
」
に
お
い
て
、
三
〇
万
円
の
皇
室
財
産
下
賜
に
感
泣
し

て
い
る
が
（
⑪
232
）
、
天
皇
家
は
実
は
利
子
・
配
当
だ
け
で
年
に
一
〇
〇
万
円
を
得
て
い
た
は

ず
な
の
で
あ
る
（
加
藤
97
参
照
、
こ
こ
で
は
加
藤
が
示
す
九
一
年
当
時
の
利
子
・
配
当
率
か

ら
計
算
し
た
）
。

　

第
三
に
、
天
皇
の
「
万
世
一
系
」
が
真
実
な
ら
、
し
か
も
天
皇
が
、
福
沢
が
期
待
す
る
よ
う

に
日
本
臣
民
の
道
徳
的
な
中
心
で

4

4

4

4

4

4

4

あ
る
べ
き
な
ら
（
『
帝
室
論
』
⑤
280
）
、
両
者
の
間
に
は
超
え

が
た
い
矛
盾
が
あ
る
。

　

も
し
万
世
一
系
が
事
実
な
ら
―
―
万
世
一
系
は
自
覚
的
な
子
孫
繁
殖
を
追
及
す
る
こ
と
な

し
に
不
可
能
で
あ
る
が
ゆ
え
に
―
―
そ
れ
は
、
女
性
を
も
っ
ぱ
ら
子
ど
も
を
産
む
道
具
と
み

な
す
後
宮
制
、
言
い
か
え
れ
ば
福
沢
が
蛇
蝎
の
よ
う
に
嫌
う
一
夫
多
婦
制
の
制
度
化
を
通
じ

て
の
み
可
能
で
あ
る
。
総
じ
て
王
家
に
つ
き
も
の
の
陰
謀
、
反
逆
、
謀
殺
、
毒
殺
か
ら
実
子

を
守
り
確
実
な
子
孫
を
得
る
た
め
に
は
、
そ
れ
以
外
に
方
法
は
な
い
。
天
皇
家
の
系
譜
を
見

れ
ば
後
宮
が
存
在
し
た
の
は
疑
い
も
な
い
事
実
だ
が
、
そ
う
し
た
事
実
に
立
脚
す
る
天
皇
が

道
徳
の
中
心
だ
と
い
う
主
張
は
、
少
な
く
と
も
近
代
的
な
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
矛
盾
も
は
な

は
だ
し
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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だ
が
一
方
、
も
し
そ
う
し
た
非
倫
理
性
を
覆
い
隠
す
た
め
に
天
皇
家
に
後
宮
は
な
か
っ
た

と
主
張
す
る
な
ら
、
天
皇
は
決
し
て
万
世
一
系
で
は
な
い
こ
と
が
結
果
す
る
で
あ
ろ
う
。
乳

児
死
亡
率
が
極
め
て
高
か
っ
た
ば
か
り
か
、
上
記
の
よ
う
に
、
王
家
に
つ
き
も
の
の
陰
謀
、

反
逆
、
謀
殺
、
毒
殺
の
危
険
性
が
著
し
く
大
き
い
状
況
下
で
、
血
統
を
受
け
継
い
だ
子
の
命

を
守
り
通
し
、
自
覚
的
・
確
実
に
子
孫
を
未
来
へ
向
け
て
残
す
こ
と
は
、
後
宮
制
を
も
つ
こ

と
な
し
に
は
全
く
不
可
能
で
あ
る
。
実
際
、
皇
統
を
仔
細
に
見
る
と
、
本
当
に
天
皇
は
一
系

な
の
か
と
疑
わ
せ
る
事
例
は
多
い
。
最
も
典
型
的
な
の
は
「
継
体
天
皇
」
の
場
合
で
あ
ろ
う
か

（
角
田
80
以
下
を
参
照
の
こ
と
）
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
う
し
た
矛
盾
を
福
沢
が
糊
塗
し
た
と
す

る
な
ら
、
そ
れ
は
福
沢
に
と
っ
て
天
皇
は
、
「
政
治
社
外
」
の
存
在
ど
こ
ろ
か
超
政
治
的
な
存

在
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

⑴
上
記
の
よ
う
に
、『
季
論
21
』
に
一
般
的
な
天
皇
制
論
を
載
せ
た
の
は
、
宮
地
批
判
を
旨
と
す
る
本
稿
（
正

確
に
は
そ
の
元
原
稿
）
の
掲
載
が
同
誌
編
集
部
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
七
、
宮
地
の
福
沢
論
全
般
に
対
す
る
批
判

　

本
稿
は
福
沢
の
脱
神
話
化
を
図
る
た
め
に
そ
の
天
皇
制
論
を
主
題
的
に
論
ず
る
こ
と
を
意

図
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
連
し
て
、
こ
れ
ま
で
論
述
の
き
っ
か
け
と
し
た
宮
地
説
全
般
に

対
す
る
批
判
を
、
簡
単
に
記
し
て
お
く
。
以
下
に
言
及
す
る
宮
地
説
は
、
福
沢
に
関
す
る
誤

読
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
だ
け
に
、
以
下
の
批
判
は
、
宮
地
説
批
判
を
こ
え
た
意
味
を
有
す

る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
丸
山
真
男
の
福
沢
解
釈
（
杉
田
②
395
～

396
）
へ
の
批
判
と
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。
丸
山
真
男
こ
そ
、
ち
ま
た
に
見
ら
れ
る
福
沢
誤
読

の
原
型
と
源
泉
を
提
示
し
た
人
物
だ
か
ら
で
あ
る⑴

。

　
１
、
福
沢
は
天
皇
制
に
棹
さ
し
た

　

「
〔
福
沢
は
天
皇
制
に
〕
棹
さ
さ
な
か
っ
た
」
（
宮
地
19
）
。
―
―

　

こ
の
誤
り
は
す
で
に
詳
し
く
論
じ
た
。
福
沢
は
天
皇
制
に
棹
さ
さ
な
か
っ
た
ど
こ
ろ
か
、

そ
れ
に
は
っ
き
り
と
棹
を
さ
し
、
か
つ
そ
れ
を
明
治
絶
対
主
義
的
天
皇
制
の
方
向
へ
と
導
い

た
こ
と
は
何
ら
疑
い
が
な
い
。
前
記
の
よ
う
に
福
沢
が
自
ら
を
明
治
「
政
府
の
お
師
匠
様
」

（
「
勲
章
な
ど
は
ご
免
」
97
年
⑳
414
）と
自
認
し
た
の
は
、
あ
る
意
味
で
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
２
、
丸
山
の
読
書
体
験
は
福
沢
の
思
想
理
解
に
役
立
た
な
い

　

福
沢
が
天
皇
制
に
棹
さ
し
た
と
理
解
す
る
と
、
「
な
ぜ
丸
山
真
男
さ
ん
が
、
福
沢
の
文
章

で
自
分
が
解
放
さ
れ
る
と
感
じ
た
の
か
、
そ
の
説
明
は
で
き
ま
せ
ん
」
（
宮
地
19
）
。
―
―

　

丸
山
が
、
『
学
問
の
す
す
め
』
と
『
文
明
論
之
概
略
』
に
つ
い
て
「
一
行
一
行
が
ま
さ
に
私
の

生
き
て
い
る
時
代
へ
の
痛
烈
な
批
判
の
よ
う
に
読
め
て
、
痛
快
の
連
続
で
し
た
」
と
記
し
て

い
た
の
は
事
実
で
あ
る
（
丸
山
②
31
）
。
し
か
し
そ
う
し
た
印
象
を
持
っ
た
の
は
、
丸
山
が
、

変
わ
り
ば
え
の
な
い
儒
書
を
連
日
に
よ
う
に
読
ま
さ
れ
て
い
た
時
期
に
福
沢
を
読
ん
だ
か
ら

で
あ
り
、
同
時
に
福
沢
を
時
代
批
判
の
た
め
に
意
図
的
・
作
為
的
に
利
用
し
た
羽
仁
五
郎
の

『
白
石
・
諭
吉
』
や
、
「
天
は
人
の
上
に
…
…
」
を
「
云
へ
り
」
を
取
り
去
っ
た
ま
ま
利
用
し
た
映

画
『
路
傍
の
石
』
を
見
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
丸
山
の
読
書
体
験
が
福
沢
の
思
想
を
何

ら
照
射
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
先
に
井
上
毅
に
つ
い
て
論
じ
た
の
と
同
様
で
あ
る
（
上

掲
の
四
）
。

　

そ
も
そ
も
天
皇
制
論
に
つ
い
て
言
え
ば
、
『
す
す
め
』
も
『
概
略
』
も
む
し
ろ
天
皇
制
を
功
利

主
義
的
に
扱
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
、
両
者
が
、
後
述
す
る
「
覚
書
」
（
本
節

12
）と
同
様
の
印
象
を
読
者
に
与
え
る
の
は
、
必
然
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、「
覚
書
」

と
同
様
に
、
す
で
に
福
沢
は
『
概
論
』
第
十
章
に
お
い
て
、
自
ら
否
定
し
た
は
ず
の
「
古
習
の

惑
溺
」
（
『
概
論
』
④
32
）
を
用
い
ん
と
す
る
姿
勢
を
示
し
て
お
り
（
④
211
～
212
）
、
丸
山
が
そ
う

し
た
福
沢
の
言
説
を
隠
さ
ず
に
取
り
上
げ
さ
え
す
れ
ば
、
上
記
の
よ
う
な
印
象
を
―
―
た
と

え
そ
れ
を
若
い
時
代
に
実
際
に
抱
い
た
と
し
て
も
―
―
晩
年
に
い
た
る
ま
で
語
り
続
け
る
必

要
は
な
か
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
丸
山
は
、
『
概
略
』
第
十
章
に
見
ら
れ
る
福
沢

の
思
想
上
の
大
転
換
を
無
視
す
る
こ
と
で
（
丸
山
③
292
～
294
）
、
自
ら
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い

福
沢
像
を
作
っ
た
の
で
あ
る
（
そ
の
伏
線
と
な
っ
た
の
が
、
『
概
論
』
を
時
事
論
で
は
な
く
原

理
論
と
見
な
す
丸
山
の
作
為
で
あ
る
。
安
川
②
121
以
下
）
。
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杉田　聡

　
３
、「
脱
亜
論
」は
代
表
的
論
説
で
あ
る

　

「
『
脱
亜
論
』
〔
85
年
〕
一
つ
で
全
部
ひ
っ
く
く
る
、
こ
れ
は
福
沢
諭
吉
に
対
す
る
礼
儀
あ
る

態
度
で
は
な
い
」
（
宮
地
20
）
。
―
―

　

「
脱
亜
」
は
す
で
に
『
西
洋
事
情
』
以
来
の
福
沢
の
持
論
だ
し
、
「
脱
亜
論
」
に
見
ら
れ
る
〈
割

亜
〉
の
思
想
も
、
数
年
前
か
ら
く
り
返
さ
れ
て
い
る
。
福
沢
は
「
宗
教
の
説
」
で
は
、
「
理
非
に

も
何
に
も
構
う
こ
と
は
な
い
、
少
し
で
も
土
地
を
奪
え
ば
、
温
ま
り
こ
そ
す
れ
何
の
寒
き
こ

と
が
あ
る
も
の
か
。
遠
慮
に
及
ば
ぬ
、
『
さ
っ
さ
』
と
取
り
て
暖
ま
る
が
よ
い
」
と
記
し
て
い

た
し
（
81
年
⑲
711
）
、
『
時
事
小
言
』
で
も
、
「
ア
ジ
ア
東
方
の
保
護
は
わ
が
責
任
な
り
と
覚
悟

す
べ
き
も
の
な
り
。
…
…
事
情
切
迫
に
及
ぶ
と
き
は
、
無
遠
慮
に
そ
の
地
面
を
横
領
…
…
す

る
も
可
な
り
」
と
記
し
て
い
る
（
81
年
⑤
187
）
。
ま
た
一
年
を
お
い
た
「
外
交
論
」
で
も
、
「
食は

む

も
の
は
文
明
の
国
人
に
し
て
、
食
ま
る
る
も
の
は
不
文
の
国
と
あ
れ
ば
、
わ
が
日
本
国
は
そ

の
食
む
者
の
列
に
加
わ
り
て
、
文
明
国
人
と
と
も
に
良り

ょ
う
じ餌

を
求
め
ん
」
（
83
年
⑨
195
～
196
）
な

ど
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
種
の
主
張
は
、
「
脱
亜
論
」
以
降
の
対
外
論
に
頻
出

す
る
発
想
で
あ
る
。
そ
の
限
り
「
脱
亜
論
」
は
、
確
か
に
「
一
つ
で
全
部
ひ
っ
く
く
る
」
の
に
ふ

さ
わ
し
い
、
福
沢
の
代
表
的
な
対
外
論
説
で
あ
る
点
は
疑
い
が
な
い⑵

。

　

も
ち
ろ
ん
、
福
沢
の
一
部
の
論
説
の
み
を
つ
ま
み
食
い
の
よ
う
に
し
て
取
り
上
げ
る
愚
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
犯
せ
ば
、
前
記
の
よ
う
に
井
田
進
也
・
平
山
洋
が
行
っ

た
よ
う
な
擬
似
学
問
が
大
手
を
振
っ
て
ま
か
り
通
る
こ
と
に
な
る
（
杉
田
②
330
以
下
）
。
同
様

に
、
な
る
ほ
ど
「
脱
亜
論
」
だ
け
を
取
り
上
げ
て
他
を
無
視
し
て
す
ま
す
こ
と
は
で
き
な
い
と

し
て
も
、
他
の
関
連
論
説
を
つ
ぶ
さ
に
見
る
限
り
、
「
脱
亜
論
」
が
、
福
沢
の
対
外
論
の
基
本

的
な
特
徴
を
備
え
て
い
る
、
そ
の
意
味
で
代
表
的
な
論
説
と
見
な
し
う
る
こ
と
は
疑
い
が
な

い
。

　

な
お
本
項
で
取
り
上
げ
た
宮
地
の
主
張
は
、
い
わ
ゆ
る
「
高
嶋
教
科
書
裁
判
」
に
お
け
る
文

科
省
側
の
言
い
分
の
一
つ
で
も
あ
る
。
検
定
官
は
、
「
福
沢
は
朝
鮮
の
民
主
化
が
う
ま
く
い

か
な
い
の
で
、
落
ち
込
ん
だ
気
分
だ
っ
た
」
、
だ
か
ら
「
『
脱
亜
論
』は
福
沢
の
（
ア
ジ
ア
認
識
の
）

思
想
全
体
を
表
す
も
の
で
は
な
い
」
と
主
張
し
た
よ
う
だ
が
（
安
川
④
141
）
、
「
脱
亜
論
」
の
立

場
は
一
時
的
な
も
の
で
も
例
外
的
な
も
の
で
も
な
く
、
福
沢
の
全
生
涯
を
通
じ
て
維
持
さ
れ

た
、
一
貫
し
た
、
揺
る
ぎ
な
い
立
場
で
あ
る
（
本
稿
で
は
福
沢
の
対
外
論
ま
で
詳
し
く
論
じ

ら
れ
な
い
。
本
項
に
関
し
て
は
杉
田
①
22
、
杉
田
②
23
等
を
参
照
の
こ
と
）
。

　
４
、
福
沢
は
十
分
予
想
し
て
い
た

　

「
明
治
二
十
二
年
〔
＝
89
年
〕
…
…
欽
定
憲
法
が
出
る
。
あ
の
よ
う
な
憲
法
が
出
る
と
は
、

福
沢
を
含
め
て
誰
も
思
っ
て
い
な
か
っ
た
」
（
宮
地
22
）
。
―
―

　

天
皇
の
勅
令
権
・
統
帥
権
・
宣
戦
講
和
権
等
を
認
め
、
憲
法
が
欽
定
で
あ
る
べ
き
と
主
張

し
た
の
み
か
（
前
述
三
の
３
）
、
八
七
年
末
に
発
布
後
即
日
施
行
さ
れ
た
保
安
条
例
を
当
然
視

し
（
以
下
の
12
）
等
々
に
よ
っ
て
政
府
に
す
り
寄
っ
た
福
沢
な
ら
、
細
部
は
と
も
あ
れ
「
あ
の

よ
う
な
憲
法
」
が
出
る
と
十
分
に
見
通
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
憲
法
発
布
後
、

く
り
返
し
そ
れ
を
賛
美
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
（
前
述
三
の
２
）
。
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、

保
安
条
例
に
よ
っ
て
東
京
か
ら
放
逐
さ
れ
た
民
権
運
動
家
た
ち
は
、
逆
の
視
点
か
ら
福
沢
と

同
じ
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
「
大
同
団
結
運
動
」
に
お
け
る
三
大
要
求
の
一
つ

は
言
論
の
自
由
の
確
立
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
保
安
条
例
は
憲
法
発
布
前
に
廃
止
さ
れ
る
見
込

み
さ
え
な
か
っ
た
と
き
、
憲
法
が
「
あ
の
よ
う
な
」
も
の
に
な
る
こ
と
は
、
自
明
で
あ
っ
た
ろ

う
。

　
５
、
福
沢
は
権
力
・
金
・
暴
力
に
訴
え
た

　

「
私
は
…
…
人
の
評
価
に
際
し
て
は
…
…
権
力
と
金
と
暴
力
を
自
分
の
行
動
と
主
張
を
貫

徹
す
る
際
に
使
う
の
か
使
わ
な
い
の
か
を
試
金
石
と
し
て
い
ま
す
」
（
宮
地
27
）
。
―
―

　

福
沢
は
こ
れ
ら
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
と
宮
地
は
言
い
た
い
よ
う
だ
が
、
福
沢
は
、
朝
鮮
で

の
無
謀
な
ク
ー
デ
タ
ー
を
企
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
後
藤
象
二
郎
・
井
上
馨
等
の
権
力
者

と
密
談
し
て
実
行
者
を
朝
鮮
に
送
り
込
み
、
ま
た
高
額
の
金
を
使
っ
て
日
本
刀
・
火
薬
・
拳

銃
を
含
む
武
器
を
購
入
し
て
彼
ら
に
手
渡
し
た
当
事
者
で
あ
る
。
福
沢
が
、
自
説
貫
徹
の
た

め
に
露
骨
な
ま
で
に
「
権
力
と
金
と
暴
力
」
を
使
っ
た
こ
と
は
、
多
く
の
証
言
・
資
料
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
（
杉
田
②
90
以
下
、
359
以
下
、
山
辺
②
120
、
田
保
橋
947
）
。
そ
し
て
そ
の
ク
ー
デ

タ
ー
計
画
は
極
め
て
無
謀
な
も
の
で
あ
っ
た
。
客
観
的
な
情
勢
を
満
足
に
見
る
こ
と
も
な
く

―
―
福
沢
に
最
も
欠
け
る
の
は
こ
れ
で
あ
る
（
杉
田
①
20
～
21
）
―
―
机
上
で
作
ら
れ
た
計
画

に
、
金
玉
均
や
井
上
角
五
郎
ら
が
踊
ら
さ
れ
た
が
、
福
沢
が
無
謀
な
計
画
さ
え
立
て
な
け
れ
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福沢諭吉と明治絶対主義的天皇制　―福沢は天皇制とたたかったか―

ば
、
三
十
人
も
の
日
本
人
の
命
が
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る⑶

。
な
る
ほ
ど
福
沢

は
、
常
時
権
力
と
金
と
暴
力
を
使
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
決
定
的
な
場
面
で
か
く
ま

で
露
骨
な
権
力
・
金
・
暴
力
を
用
い
た
事
実
が
あ
る
と
き
、
宮
地
の
よ
う
な
安
易
な
物
言
い

は
決
し
て
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

な
お
、
も
し
直
接
的
・
構
造
的
暴
力
を
許
容
さ
せ
る
言
説
を
も
文
化
的
暴
力
と
し
て
問
題

化
で
き
る
と
す
る
な
ら
（
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
57
）
、
福
沢
が
『
時
事
新
報
』
に
お
い
て
い
か
に
多
く

の
暴
力
を
用
い
て
き
た
か
は
、
歴
然
と
し
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
争
を
あ

お
り
、
相
手
国
民
を
愚
民
視
・
差
別
視
す
る
こ
と
自
体
（
後
述
の
６
）
が
す
で
に
明
確
な
暴
力

だ
が
、「
金
と
兵
と
は
…
…
無
き
道
理
を
造
る
の
器
械
」
（
『
時
事
小
言
』
⑤
108
）と
、
権
力
装
置

と
し
て
の
金
と
軍
の
価
値
を
鼓
吹
し
て
き
た
こ
と
も
ま
た
、
暴
力
で
あ
る
。
こ
れ
は
福
沢
の

言
論
活
動
を
通
じ
て
、
ほ
ぼ
一
貫
し
た
姿
勢
で
あ
る
。
引
き
起
こ
さ
れ
た
残
虐
な
事
件
を
隠

蔽
し
合
理
化
す
る
こ
と
も
ま
た
、
そ
う
し
た
暴
力
に
属
す
る
。
「
旅
順
虐
殺
事
件
」
の
場
合
も

そ
う
だ
が
、
典
型
的
な
の
は
、
朝
鮮
公
使
・
三
浦
梧
楼
が
朝
鮮
王
后
を
暗
殺
し
た
事
実
（
95
年
）

が
隠
し
よ
う
も
な
く
な
っ
た
時
期
に
、
福
沢
は
暗
殺
を
朝
鮮
人
の
犯
行
と
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
張
る
と
同
時
に
、
か
つ
て
自
宅
に
招
い
た
こ
と
の
あ
る
コ
ッ
カ
リ
ル
記
者
を
抱
き
込
ん

で
、
王
后
の
〈
残
虐
さ
〉
を
暴
い
た
文
章
を
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
ラ
ル
ド
』
紙
に
掲
載
し
よ
う

と
し
た
点
で
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
事
件
の
本
質
と
何
の
関
係
も
な
い
そ
う
し
た
文
章
を
同
紙
は

載
せ
な
か
っ
た
）
。
そ
し
て
そ
れ
に
失
敗
す
る
や
福
沢
は
、
『
時
事
新
報
』
に
一
ヶ
月
に
わ
た

り
、
「
甲
申
政
変
」
主
謀
者
に
対
す
る
王
后
お
よ
び
朝
鮮
王
室
の
〈
残
虐
さ
〉
―
―
も
と
も
と
福

沢
が
無
謀
な
ク
ー
デ
タ
ー
を
企
て
な
け
れ
ば
問
題
に
さ
え
す
る
必
要
の
な
か
っ
た
事
柄
―
―

を
示
す
文
章
を
、「
韓
山
秘
話
」と
題
し
た
連
続
記
事
の
形
で
掲
載
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
る
（
杉

田
②
261
～
262
）
。

　
６
、
福
沢
は
人
権
か
ら
自
由
を
落
と
し
た

　

「
と
に
か
く
彼
〔
＝
福
沢
〕
は
死
ぬ
ま
で
自
由
と
言マ

マ

う
こ
と
を
前
提
と
し
…
…
」
（
宮
地
27
）
。

―
―

　

な
る
ほ
ど
福
沢
は
『
西
洋
事
情
』
な
ど
で
人
権
と
し
て
の
自
由
を
肯
定
的
に
紹
介
し
た
（
例

え
ば
①
323
）
。
け
れ
ど
も
人
権
概
念
か
ら
そ
の
自
由
を
落
と
し
、
そ
の
代
わ
り
に
自
由
と
は

比
較
に
な
ら
な
い
「
名
誉
」
「
面
目
」
を
人
権
の
中
心
に
置
い
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
福
沢
で
あ

る
（
『
す
す
め
』
③
38
）
。
こ
の
姿
勢
は
一
貫
し
て
お
り
、
晩
年
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
福

沢
は
記
す
。
「
そ
も
そ
も
人
権
と
は
生
命
4

4

、
財
産

4

4

、
名
誉

4

4

を
称
す
る
も
の
に
し
て
、
い
ず
れ

も
軽
ん
ず
べ
か
ら
ざ
る
そ
の
中
に
も
、
名
誉
は
最
も
大
切
に
し
て
云
々
」
、
と
（
「
何
ぞ
大
い

に
人
権
問
題
を
論
ぜ
ざ
る
」
97
年
⑮
591
、
他
に
も
「
朝
鮮
人
民
の
た
め
に
そ
の
国
の
滅
亡
を
賀

す
」
85
年
⑩
379
＝
138
、
「
私
権
論
」
87
年
⑪
378
、
「
官
庁
下
馬
下
乗
の
制
限
」
88
年
⑪
565
、
「
国
会

議
院
中
な
お
上
下
あ
り
」
91
年
⑫
602
～
603
、
「
女
大
学
の
流
毒
」
99
年
⑯
508
等
）
。
な
お
福
沢
が

生
涯
に
わ
た
っ
て
こ
だ
わ
っ
た
も
の
の
一
つ
は
「
官
尊
民
卑
」
だ
が
、
そ
れ
は
こ
れ
こ
そ
が
、

民
＝
福
沢
の
「
面
目
」を
汚
す
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

単
に
「
自
由
」
を
人
権
か
ら
落
と
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
福
沢
が
実
際
い
か
に
自
由
を
軽
視

し
た
か
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
福
沢
は
、
明
治
憲
法
が
欽
定
憲
法
と
し
て
治
者
の
権
力
を
被

治
者
に
一
方
的
に
提
示
す
る
こ
と
で
人
民
の
権
利
を
狭
め
、
し
か
も
「
法
律
の
範
囲
内
に
お

い
て
」
、
「
法
律
の
定
む
る
と
こ
ろ
」
等
と
い
う
文
言
で
権
利
の
無
条
件
性
を
否
定
し
た
と
し

て
も
、
明
治
憲
法
は
「
自
由
」
の
精
神
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
と
な
ど
と
い
う
評
価
を
下
す
の

で
あ
る
（
「
維
新
以
来
政
界
の
大
勢
」
94
年
⑭
312
、
「
政
治
上
の
不
平
を
如
何
す
べ
き
や
」
97
年

⑮
627
）
。
そ
う
し
た
福
沢
が
、
「
死
ぬ
ま
で
自
由
と
言
う
こ
と
を
前
提
と
し
」
な
ど
と
、
な
ぜ

記
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
ろ
う
か
（
以
下
の
７
、
８
、
13
を
参
照
の
こ
と
）
。

　
７
、
福
沢
は
権
力
批
判
を
抑
え
た
り
し
て
い
な
い

　

「
福
沢
と
い
う
人
は
…
…
教
育
者
で
し
た
。
…
…
教
育
者
は
そ
れ
〔
＝
権
力
批
判
〕
を
抑
え

な
く
て
は
い
け
な
い
」
（
宮
地
27
）
。
―
―

　

こ
れ
ほ
ど
本
質
を
見
誤
っ
た
解
釈
が
あ
ろ
う
か
。
学
校
を
経
営
し
よ
う
が
、
「
お
よ
そ
世

の
中
に
無
知
文
盲
の
民
ほ
ど
、
憐
れ
む
べ
く
ま
た
憎
む
べ
き
も
の
は
あ
ら
ず
」
（
『
す
す
め
』

③
33
）
、「
無
学
の
く
せ
に
欲
は
深
く
…
…
い
わ
ゆ
る
恥
も
法
も
知
ら
ざ
る
馬
鹿
者
云
々
」
（
同

③
40
～
41
）
な
ど
と
人
民
を
罵
倒
で
き
る
人
物
が
、
教
育
者
の
は
ず
が
な
い
（
次
項
８
を
も
参

照
の
こ
と
）
。
む
ろ
ん
福
沢
が
慶
応
義
塾
を
創
始
し
そ
れ
を
経
営
し
た
限
り
、
福
沢
を
教
育

者
と
呼
ぶ
の
は
間
違
い
で
は
な
か
ろ
う
。
し
か
も
そ
も
そ
も
福
沢
が
『
時
事
新
報
』
を
慶
応
義

塾
と
無
関
係
に
創
刊
し
た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
そ
の
教
育
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
身
を
解
き
放
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杉田　聡

つ
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
実
際
『
時
事
新
報
』
に
お
い
て
福
沢
は
、
教
育
者
の
顔
を
完
全
に

か
な
ぐ
り
捨
て
て
い
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
な
ぜ
例
え
ば
朝
鮮
人
を
「
牛
馬
豚
犬
」
「
沐も

っ
こ
う猴

〔
＝

猿
〕
」「
車
夫
馬
丁
の
中
間
」「
糞
土
」な
ど
と
、
ま
た
中
国
人
を
「
豚
」「
乞
食
」「
下
郎
輩
」「
腐

敗
」
「
孑ぼ

う
ふ
ら孑

」
な
ど
と
罵
倒
し
、
台
湾
先
住
民
の
「
鏖お

う
さ
つ殺

」
「
殲せ

ん
め
つ滅

」
す
な
わ
ち
皆
殺
し
を
、
あ

お
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
（
そ
れ
ぞ
れ
「
改
革
の
勧
告
果
し
て
効
を
奏
す
る
や
否
や
」

95
年
⑮
９
～
10
＝
216
～
218
お
よ
び
「
二
八
日
の
京
城
事
変
」
95
年
⑮
332
＝
273
、
杉
田
②
71
、「
厳

重
に
処
分
す
べ
し
」
95
年
⑮
270
＝
304
お
よ
び
「
台
湾
の
騒
動
」
96
年
⑮
355
＝
312
）
。

　

宮
地
の
よ
う
に
、
福
沢
は
教
育
者
だ
っ
た
、
だ
か
ら
福
沢
は
権
力
批
判
を
抑
え
た
と
い
う

言
い
分
に
固
執
す
れ
ば
、
「
教
育
勅
語
」
、
思
想
・
信
条
の
自
由
に
関
係
す
る
「
内
村
鑑
三
不

敬
事
件
」
（
91
年
）
、
学
問
の
自
由
に
関
わ
る
「
久
米
邦
武
舌
禍
事
件
」
（
92
年
）
等
、
福
沢
が

語
ら
な
か
っ
た
事
柄
に
関
し
て
、
福
沢
の
評
価
は
一
切
な
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
思
想
史

家
は
、
こ
う
し
た
方
法
論
上
の
誤
り
に
与
し
て
は
な
ら
な
い
。
な
お
、
一
九
四
五
年
に
至
る
、

朝
鮮
・
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
ア
ジ
ア
に
関
す
る
日
本
人
の
意
識
形
成
に
大
き
な
影
響
力
を

有
し
た
点
に
お
い
て
、
宮
地
が
言
う
の
と
は
別
な
意
味
に
お
い
て
、
確
か
に
福
沢
は
教
育
者

4

4

4

だ
っ
た

4

4

4

と
、
し
か
も
最
悪
の

4

4

4

教
育
者
だ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
意
味
で

な
ら
福
沢
は
、
権
力
批
判
に
連
な
る
言
説
を
抑
え
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
教
育
者
の
名
に
ふ

さ
わ
し
く
、
そ
れ
を
徹
底
し
て
追
及
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
福
沢
は
、
明
治
国
家
権
力
の

優
柔
不
断
さ
を
批
判
し
、
そ
れ
を
、
そ
し
て
ま
た
人
民
を
、
ア
ジ
ア
蔑
視
・
ア
ジ
ア
支
配
の

方
向
へ
と
強
力
に
誘
導
す
べ
く
、
論
陣
を
張
り
続
け
た
の
で
あ
る
。
福
沢
が
批
判
を
抑
え
た

よ
う
に
見
え
る
場
合
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
（
広
義
の
）
教
育
者
と
し
て
の
社
会
的

影
響
力
ゆ
え
に
、
明
治
政
府
が
福
沢
の
敷
い
た
国
権
拡
張
路
線
を
唯
々
諾
々
と
し
て
歩
ん
で

い
る
と
見
え
た
場
合
に
す
ぎ
な
い
。

　
８
、
福
沢
は
教
育
・
価
値
観
へ
の
介
入
を
許
し
た

　

「
〔
福
沢
は
〕
権
力
は
市
民
社
会
に
介
入
す
る
な
、
と
く
ど
く
言
っ
て
い
ま
す
…
…
教
育
に

介
入
す
る
な
。
そ
し
て
、
権
力
は
価
値
観
を
指
図
す
る
な
〔
と
〕
」
（
宮
地
28
）
。
―
―

　

だ
が
「
教
育
勅
語
」
の
発
布
は
、
教
育
に
対
す
る
最
も
露
骨
な
介
入
で
あ
り
、
最
も
あ
か
ら

さ
ま
な
価
値
観
の
指
図
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
「
教
育
勅
語
」
さ
え
、
批
判
す
る
ど
こ
ろ
か

積
極
的
に
受
容
す
る
姿
勢
さ
え
見
せ
た
（
後
述
の
11
）
人
物
に
つ
い
て
、
宮
地
の
よ
う
な
評
価

は
空
論
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
福
沢
は
、
明
瞭
な
価
値
観
を
も
っ
て
教
育
に
介
入
す
る
よ

う
政
府
を
け
し
か
け
る
こ
と
さ
え
あ
る
。
例
え
ば
『
女
大
学
』
―
―
正
確
に
は
『
女
大
学
宝
箱
』
、

貝
原
益
軒
『
和
俗
童
子
訓
』
の
「
女に

ょ

し子
を
教
ゆ
る
法
」
を
元
に
し
て
作
ら
れ
た
一
八
世
紀
初
頭
の

女
訓
書
（
石
川
編
所
収
）
―
―
を
福
沢
は
た
び
た
び
批
判
し
た
が
、
そ
の
類
書
の
発
禁
を
政

府
に
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
「
女
大
学
の
流
毒
」
99
年
⑯
509
）
。
い
か
に
『
女
大
学
』
が
封
建

的
な
女
性
像
を
広
め
る
内
容
を
も
っ
た
女
訓
書
だ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
類
書
ま
で
含
め
て

公
権
力
も
っ
て
発
禁
す
べ
き
と
す
る
姿
勢
は
、
「
権
力
は
…
…
教
育
に
加
入
す
る
な
…
…
価

値
観
を
指
図
す
る
な
」と
す
る
態
度
と
は
、
異
質
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
お
福
沢
は
、
『
女
大
学
』
を
批
判
し
た
事
実
を
も
っ
て
女
性
解
放
論
者
だ
っ
た
と
見
ら
れ

る
節
が
あ
る
が
、
一
方
、
初
期
の
頃
か
ら
女
性
の
「
分
限
」
を
口
に
し
、
そ
の
活
動
を
家
庭
に

限
定
し
、
そ
の
高
等
教
育
を
否
定
し
、
公
娼
制
と
公
娼
の
海
外
出
稼
ぎ
を
擁
護
し
つ
つ
、
公

娼
当
人
を
口
汚
く
の
の
し
っ
た
等
の
事
実
は
、
知
る
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
（
そ
れ
ぞ
れ
『
す
す

め
』
③
31
、
『
日
本
婦
人
論
後
編
』
85
年
⑤
499
～
502
お
よ
び
『
新
女
大
学
』
99
年
⑥
515
、
「
女
子
教

育
」
92
年
⑬
564
～
566
お
よ
び
『
福
翁
百
話
』
「
女
子
教
育
と
女
権
」
96
年
⑥
263
、
「
人
民
の
移
住

と
娼
婦
の
出
稼
ぎ
」
96
年
⑮
363
～
364
、（
『
品
行
論
』
85
年
⑤
566
、
577
お
よ
び
『
新
女
大
学
』
⑥
519
）
。

　
９
、
福
沢
は
侵
略
・
大
国
主
義
を
あ
お
っ
た

　

「
日
清
戦
争
後
の
日
本
人
の
侵
略
主
義
的
な
あ
る
い
は
大
国
主
義
的
な
風
潮
に
、
彼
〔
＝
福

沢
〕も
、
こ
れ
は
ま
ず
い
と
思
っ
た
」
（
宮
地
28
）
。
―
―

　

だ
が
宮
地
は
福
沢
自
身
が
そ
れ
以
前
に
、
『
時
事
新
報
』
紙
上
で
ど
れ
だ
け
侵
略
主
義
的
・

大
国
主
義
的
な
風
潮
を
あ
お
っ
た
か
を
忘
れ
て
い
な
い
か
。
戦
争
へ
の
鼓
吹
自
体
が
そ
れ
で

あ
る
が
（
杉
田
②
全
編
を
参
照
の
こ
と
）
、
同
時
に
、
劣
等
視
し
た
相
手
国
民
あ
る
い
は
仮
想

敵
国
民
、
す
な
わ
ち
朝
鮮
人
・
中
国
人
に
対
す
る
偏
見
・
蔑
視
・
差
別
を
し
き
り
に
あ
お
っ

た
点
も
、
問
題
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
い
て
福
沢
は
、
や
り
す
ぎ
た
と
思
え

ば
―
―
自
ら
の

4

4

4

姿
勢
を
な
ん
ら
自
己
批
判
す
る
こ
と
な
く
―
―
あ
た
か
も
他
人
事
の
よ
う
に
、

そ
の
姿
勢
自
体
に
批
判
的
言
辞
を
吐
く
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
中
国
人
を
「
豚
」
、
「
豚
尾
」
（
豚
尾
児
・
豚
尾
奴
）
、
「
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
」
等
と
さ
ん
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福沢諭吉と明治絶対主義的天皇制　―福沢は天皇制とたたかったか―

ざ
ん
の
の
し
っ
た
後
で
（
上
記
６
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
『
時
事
新
報
』
に
は
中
国
人
を
豚
と

し
て
描
い
た
漫
画
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
）
、
そ
ん
な
事
実
な
ど
何
も
な
か
っ
た
か
の
ご
と

く
に
、「
〔
支
那
人
を
〕
決
し
て
因
循
・
姑
息
を
も
っ
て
目
す
べ
か
ら
ず
。
い
わ
ん
や
チ
ャ
ン
チ
ャ

ン
、
豚
尾
漢
な
ど
他
を
罵
倒
す
る
が
ご
と
き
に
お
い
て
お
や
」
な
ど
と
福
沢
は
記
す
の
だ
が

（
「
支
那
人
親
し
む
べ
し
」
98
年
⑯
288
）
、
こ
の
種
の
マ
ヌ
ー
バ
ー
は
福
沢
の
常
套
手
段
で
あ
る
。

芸
妓
・
妾
を
「
賤
し
む
の
意
を
外
面
に
顕
す
は
婦
人
の
こ
と
に
あ
ら
ず
」
と
ま
っ
と
う
な
こ
と

を
記
し
て
い
な
が
ら
、
そ
の
直
前
に
は
彼
女
ら
を
難
じ
て
、
「
人
間
以
外
の
醜
物
」
「
賤
し
み

て
も
な
お
余
り
あ
る
者
」
な
ど
と
最
大
限
に
罵
倒
し
て
い
る
例
を
見
て
も
、
そ
れ
が
分
か
ろ

う
（
『
新
女
大
学
』
⑥
519
）
。
宮
地
は
、
福
沢
一
流
の
そ
の
種
の
処
世
法
に
足
を
か
ら
め
取
ら
れ

て
い
る
が
、
福
沢
の
書
い
た
あ
ら
ゆ
る
時
期
の
論
説
に
眼
を
向
け
さ
え
す
れ
ば
、
そ
う
し
た

つ
ま
ず
き
は
容
易
に
避
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
10
、
福
沢
は
報
国
尽
忠
を
道
徳
の
標
語
と
し
た

　

「
福
沢
は
『
忠
君
愛
国
』
標
語
を
決
し
て
使
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
（
宮
地
29
）
。
―
―

　

慶
応
義
塾
出
発
点
に
お
い
て
さ
え
福
沢
は
「
報
国
の
義
」
を
強
調
し
（
「
慶
応
義
塾
の
記
」
67

年
⑲
368
）
、
後
に
そ
れ
は
「
報
国
致
死
」
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
が
（
「
故
社
員
の
一
言
今
な

お
精
神
」
⑧
64
）
、
さ
ら
に
そ
の
後
『
帝
室
論
』
を
公
表
し
た
翌
年
に
は
、
「
報
国
尽
忠
」
「
尽
忠

報
国
」
こ
そ
そ
の
当
時
に
お
け
る
道
徳
の
標
準
で
あ
る
と
宣
言
し
、
「
日
本
国
民
は
、
た
だ
こ

の
一
帝
室
に
忠
を
尽
し
て
他
に
顧
る
所
の
も
の
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
さ
え
福
沢
が
論
じ
た
事

実
が
あ
る
と
き
（
「
徳
教
の
説
」
83
年
⑨
287
～
288
）
、
宮
地
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
気
楽
に

言
え
る
の
か
。
そ
れ
ば
か
り
か
福
沢
は
、
日
清
戦
争
時
に
は
、
「
四
千
万
の
者
は
同
心
協
力

し
て
あ
ら
ん
限
り
の
忠
義
を
尽
く
し
…
…
老
少
の
別
な
く
切
り
死
に
し
て
人
の
種
の
尽
き
る

ま
で
も
戦
う
の
覚
悟
云
々
」
と
（
「
日
本
臣
民
の
覚
悟
」
94
年
⑭
545
＝
201
）
、
ま
た
「
も
し
大
元
帥

陛
下
、
自
ら
祭
主
と
な
ら
せ
ら
れ
て
非
常
の
祭
典
を
あ
げ
給
わ
ん
か
。
…
…
一
般
国
民
は
、

万
一
こ
と
あ
ら
ば
君
国
の
た
め
に
死
せ
ん
こ
と

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

を
、
こ
い
ね
が
う
な
る
べ
し
」
（
「
戦
死
者
の

大
祭
典
を
挙
行
す
べ
し
」
95
年
⑮
322
＝
236
）
、
と
ま
で
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

「
忠
君
愛
国
」
と
い
う
標
語
そ
の
も
の
は
使
わ
な
か
っ
た
と
強
弁
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
問
題

の
は
ぐ
ら
か
し
で
あ
る
（
た
だ
し
次
の
11
を
参
照
の
こ
と
）
。

　
11
、
福
沢
は
教
育
勅
語
を
受
け
入
れ
た

　

「
教
育
勅
語
を
、
福
沢
諭
吉
は
徳
目
と
し
て
、
死
ぬ
ま
で
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
」

（
宮
地
29
）
。
―
―

　

『
時
事
新
報
』
が
社
説
で
、
「
わ
が
天
皇
陛
下
が
わ
れ
わ
れ
臣
民
の
教
育
に
英
慮
を

労
い
た
ず
ら
か

せ
ら

れ
る
る
の
深
き
、
誰
か
感
泣
せ
ざ
る
も
の
あ
ら
ん
や
。
今
後
全
国
公
私
の
学
校
生
徒
は
時
々

こ
れ
を
奉
読
し
…
…
生
徒
を
し
て
佩は

い
ふ
く服

せ
し
む
る
〔
＝
心
に
留
め
さ
せ
る
〕
所
あ
る
に
お
い
て

は
、
仁
義
孝
悌

4

4

4

4

・
忠
君
愛
国

4

4

4

4

の
精
神
を
煥
発
し
〔
＝
外
に
現
わ
れ
さ
せ
〕
、
聖
意
あ
る
と
こ
ろ

を
貫
徹
せ
し
む
べ
き
は
、
我
輩
の
信
じ
て
疑
わ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
」
（
90
年
11
月
５
日
付
社

説
「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」
、
龍
渓
書
舎
『
時
事
新
報
復
刻
版
』
第
８
巻
第
１
号
）
と
記
す
と
き
、

こ
れ
は
、
そ
の
社
主⑷

で
あ
り
論
説
主
幹
で
あ
り
唯
一
の
株
主
で
あ
る
福
沢
（
杉
田
②
332
）
の
思

想
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
『
時
事
新
報
』
す
な
わ
ち
福
沢
が
、
は
っ
き
り
と

教
育
勅
語
の
徳
目
を
受
容
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
れ
ば
か
り
か
「
教
育
勅
語
」
の
要
た
る
「
一
旦
緩
急
あ
れ
ば
義
勇
公
に
奉
じ
…
…
」
さ
え
、

福
沢
が
す
で
に
『
す
す
め
』
の
時
期
か
ら
く
り
返
し
主
唱
し
た
、
人
民
の
討
ち
死
に
・
玉
砕
の

倫
理
（
同
③
31
）
に
見
出
し
う
る
。
『
帝
室
論
』
で
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
二
で
、
日
清
戦
争
時
の

そ
れ
に
つ
い
て
は
本
節
９
で
す
で
に
見
た
。
他
に
も
、
そ
れ
に
類
似
す
る
表
現
は
随
所
に
見

る
こ
と
が
で
き
る
（
『
概
略
』
④
205
、
『
時
事
小
言
』
81
年
⑤
117
、
「
私
金
義
捐
に
つ
い
て
」
94
年

⑭
515
＝
48
、
「
帝
室
の
財
産
」
一
九
〇
一
年
⑯
683
等
）
。

　
12
、
福
沢
の
天
皇
制
批
判
は
外
見
の
み

　

「
〔
福
沢
が
〕
明
治
八
年
〔
＝
75
年
〕
か
ら
数
年
間
書
き
続
け
た
『
覚
書
』
、
こ
れ
は
非
常
に
厳

し
い
天
皇
制
批
判
で
す
」
（
宮
地
29
）
。
―
―

　

な
る
ほ
ど
そ
こ
に
「
仁
徳
天
皇
、
何
の
功
あ
る
や
」
、
「
近
代
の
天
子
・
将
軍
に
至
っ
て
は
、

そ
の
人
物
の
取
る
に
足
ら
ざ
る
は
云
々
」
と
い
っ
た
文
言
は
見
ら
れ
る
が
（
⑦
660
）
、
あ
る
の

は
ほ
と
ん
ど
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
は
、
福
沢
の
著
書
を
見
て
も
特
に
め
ず
ら
し

い
言
説
で
は
な
く
（
『
概
論
』
④
64
）
、
「
非
常
に
厳
し
い
天
皇
制
批
判
」
と
い
っ
た
評
価
は
的
は
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ず
れ
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
は
「
仁
徳
天
皇
」
そ
の
他
の
天
子
・
将
軍
等
の
個
人
の
資
質
に
つ
い

て
述
べ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
固
有
の
意
味
の
天
皇
制
を
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　

そ
も
そ
も
「
覚
書
」
は
た
だ
の
思
索
の
過
程

4

4

4

4

4

を
書
き
と
め
た
メ
モ
で
あ
っ
て
、
「
天
皇
制
批

判
」
的
な
文
言
は
そ
の
結
論
で
は
な
い
。
実
際
、
「
日
本
の
人
心
は
、
正
に
国
王
の
聖
徳
を

…
…
信
ず
る
の
時
代
云
々
」（
⑦
662
）と
い
っ
た
、む
し
ろ
「
愚
民
を
籠
絡
す
る
の
一
欺ぎ

じ
ゅ
つ術

」（
『
帝

室
論
』
⑤
271
）
と
し
て
の
天
皇
制
の
利
用
価
値
を
擁
護
す
る
よ
う
な
文
言
も
見
ら
れ
る
。
要
す

る
に
福
沢
は
「
覚
書
」
で
一
定
の
振
幅
を
行
き
つ
戻
り
つ
し
つ
つ
、
結
局
後
に
天
皇
制
擁
護
の

結
論
に
落
ち
着
く
の
で
あ
る
。

　
13
、
福
沢
は
言
論
弾
圧
を
容
認
し
た

　

『
明
六
雑
誌
』
『
民
間
雑
誌
』
の
発
行
（
と
も
に
74
年
）
等
を
通
じ
て
福
沢
は
、
「
言
論
を
自
由

に
し
、
言
論
弾
圧
に
反
対
す
る
と
い
う
方
向
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
ま
し
た
」
（
宮
地
31
）
。

―
―

　

だ
が
福
沢
は
、
政
府
の
言
論
弾
圧
方
針
を
理
由
に
率
先
し
て
両
誌
の
廃
刊
を
主
張
し
た
当

事
者
で
あ
る
（
安
川
①
109
）
。
す
な
わ
ち
七
五
年
に
「
新
聞
紙
条
例
」
が
制
定
さ
れ
る
や
、
政
府

批
判
を
す
る
者
は
条
例
を
設
け
ず
と
も
「
直
ち
に
…
…
捕
縛
し
て
可
な
り
」
と
論
じ
た
の
で
あ

る
（
76
年
「
政
府
は
人
望
を
収
む
る
の
策
を
講
ず
べ
し
」
⑳
158
）

　

壬
午
軍
乱
時
に
は
、
こ
の
主
張
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
、
「
目
下
の
都
合
の
み
を
思
え
ば
、

今
の
政
府
の
た
め
に
は
天
下
に
民
権
新
聞
な
き
を
利
な
り
と
す
」
と
主
張
し
、
新
聞
人
に
対

し
て
「
日
本
の
政
略
の
た
め
に
不
利
な
ら
ん
と
認
む
る
も
の
は
…
…
お
の
ず
か
ら
慎
む
と
こ

ろ
あ
ら
ん
こ
と
」
を
要
求
し
て
い
た
（
82
年
「
朝
鮮
の
こ
と
に
関
し
て
新
聞
紙
を
論
ず
」
⑧
294
～

296
）
。
そ
の
後
も
福
沢
は
、
か
の
保
安
条
例
が
制
定
さ
れ
施
行
さ
れ
た
際
、
「
在
府
下
の
壮
士

…
…
の
始
末
も
た
い
て
い
片
づ
き
た
る
様
子
に
て
、
そ
の
成
跡
よ
り
見
れ
ば
政
府
の
施
政
に

妨
げ
と
な
る
者
を
遠
ざ
け
た
る
に
す
ぎ
ず
。
至
極
も
っ
と
も
な
る
出
来
事

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

に
し
て
云
々
」（
「
今

後
を
い
か
ん
せ
ん
」
87
年
⑪
416
）
と
述
べ
て
、
保
安
条
例
を
さ
え
擁
護
し
た
が
、
そ
う
し
た
福

沢
が
、
ど
う
い
う
意
味
で
、
宮
地
が
言
う
よ
う
な
「
言
論
弾
圧
に
反
対
す
る
と
い
う
方
向
を

は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
」
た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

保
安
条
例
に
つ
い
て
福
沢
は
、
例
に
よ
っ
て
独
特
の
マ
ヌ
ー
バ
ー
路
線
を
貫
く
。
自
由
民

権
派
の
運
動
が
抑
え
ら
れ
、ぶ
じ
に
憲
法
が
発
布
さ
れ
て
安
堵
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
発
布
二
ヶ

月
後
に
は
、
保
安
条
例
の
廃
止
の
必
要
を
口
に
す
る
が
、
直
ち
に
「
敢
え
て
全
廃
を
願
わ
ず
」

と
口
調
を
下
げ
つ
つ
、
問
題
を
皇
居
・
行あ

ん
ざ
い在

所
へ
の
言
及
の
あ
る
特
定
箇
条
だ
け
に
絞
っ
て

い
る
（
「
保
安
条
例
」
89
年
⑫
92
）
。
そ
の
後
も
、
「
今
に
わ
か
に
こ
れ
〔
＝
言
論
集
会
の
自
由
〕

を
放マ

マ解
し
た
ら
…
…
憂
い
は
な
か
る
べ
き
や
と
、
い
さ
さ
か
懸
念
に
た
え
ざ
る
な
り
」
、
「
言

論
集
会
、
官
尊
民
卑
の
こ
と
は
…
…
こ
れ
を
改
め
て
政
府
の
政
権
の
正
味
に
影
響
せ
ざ
る
か

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

ぎ
り
は

4

4

4

、
こ
れ
を
改
む
る
に
吝

や
ぶ
さ
か

な
ら
ず
」
と
論
じ
て
、
無
条
件
の
言
論
・
集
会
の
自
由
を
否

定
す
る
の
で
あ
る
（
「
国
会
準
備
の
実
手
段
」
89
年
⑫
120
、
128
）
。
そ
し
て
日
清
戦
争
時
、
「
日

本
臣
民
は
、
事
〔
＝
日
清
戦
争
〕
の
終
局
に
い
た
る
ま
で
、
謹
ん
で
政
府
の
政
略
を
非
難
す
べ

か
ら
ず
。
…
…
す
べ
て
現
政
府
の
手
に
託
し
て
…
…
傍
ら
よ
り
喙か

い

を
容い

る
〔
＝
口
を
は
さ
む
〕

べ
か
ら
ざ
る
」
を
、
日
本
臣
民
の
責
務
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
（
「
日
本
臣
民
の
覚
悟
」

94
年
⑭
547
～
548
＝
204
）
。

　

こ
う
し
た
言
論
の
自
由
軽
視
の
傾
向
は
、
晩
年
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。
福
沢
が
天
皇

制
を
国
内
的
支
配
と
国
民
統
合
の
支
柱
で
あ
る
で
あ
る
と
見
て
い
た
点
は
何
度
も
記
し
た

が
、
し
た
が
っ
て
言
論
の
自
由
は
、
福
沢
の
政
治
論
に
あ
っ
て
、
天
皇
・
帝
室
に
は
決
し
て

及
ば
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
国
民
支
配
・
統
合
の
支
柱
で
あ
れ
ば
、
軍
事
・
外
交

も
同
様
に
見
な
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
「
皇
室
以
下
の
事
項
〔
＝
皇
室
、
軍
事
、
外
交
〕
に
制

裁
を
存
し
た
り
と
て
実
際
に
な
ん
ら
の
不
都
合
あ
る
べ
き
や
」
（
「
何
ぞ
大
い
に
人
権
問
題
を

論
ぜ
ざ
る
」
97
年
⑮
592
）と
い
う
の
が
、
福
沢
の
持
論
で
あ
る
。

　
14
、
戦
争
責
任
は
依
拠
し
た
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
免
責
さ
れ
な
い

　

福
沢
は
日
清
戦
争
に
賛
成
し
た
が
、
「
イ
ギ
リ
ス
を
モ
デ
ル
に
す
る
限
り
、
戦
争
を
や
っ

て
〔
敗
戦
国
を
〕
植
民
地
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
た
い
し
て
罪
悪
感
が
な
い
」（
宮
地
31
）
。
―
―

　

こ
れ
は
何
と
い
う
弁
明
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
言
い
分
が
成
り
立
つ
な
ら
、
当
時
の
あ
ら

ゆ
る
政
治
指
導
者
の
戦
争
責
任
が
問
わ
れ
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
ド
イ
ツ
も
戦
争
・
植
民
地
化
を
当
然
視
し
て
き
た
以
上
、
そ
れ
を
モ
デ
ル
に
す
る
戦
争

指
導
者
た
ち
は
、
お
の
ず
と
「
戦
争
を
や
っ
て
植
民
地
に
す
る
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
罪
悪

感
が
な
（
く
）
」
、
そ
れ
を
通
じ
て
戦
争
遂
行
が
免
罪
さ
れ
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
。
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福沢諭吉と明治絶対主義的天皇制　―福沢は天皇制とたたかったか―

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
種
の
言
い
方
こ
そ
、
「
福
沢
諭
吉
に
対
す
る
礼
儀
あ
る
態
度
で
は
な
い
」

（
宮
地
20
）
の
で
は
な
い
か
。
ど
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
持
と
う
と
、
言
説
は
発
せ
ら
れ
た
途
端

に
言
説
者
の
も
の
と
な
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
福
沢
の
思
想
は
ウ
ェ
ー
ラ
ン
ド
の
思
想
で
あ

り
バ
ッ
ク
ル
の
思
想
で
あ
り
ギ
ゾ
ー
の
思
想
で
あ
り
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
思
想
で
あ
る
こ
と
に
な

る
が
、
そ
の
よ
う
な
ひ
い
き
の
引
き
倒
し
に
類
す
る
解
釈
を
、
宮
地
は
容
認
す
る
の
か
。
な

お
、
同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
を
モ
デ
ル
と
し
な
が
ら
も
、
八
〇
年
代
、
日
本
に
国
権
論
的
な
主
張

が
ま
ん
え
ん
し
始
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
福
沢
の
「
一
番
弟
子
」
馬
場
辰た

つ

い猪
は
、
限
界
は
あ

り
な
が
ら
も
（
馬
場
16
以
下
）
、
そ
う
し
た
風
潮
に
は
決
し
て
安
易
に
与
し
な
か
っ
た
こ
と
を
、

記
し
て
お
こ
う
（
色
川
188
～
192
）
。

　
15
、
民
衆
の
責
任
と
言
論
人
の
そ
れ
と
は
本
質
的
に
異
な
る

　

日
本
の
民
衆
は
「
少
数
民
族
蔑
視
、
他
民
族
蔑
視
の
思
想
を
民
族
の
体
質
と
し
て
持
つ
よ

う
に
な
っ
（
た
）
」
、
こ
れ
を
「
考
え
る
こ
と
な
し
に
福
沢
だ
け
を
取
り
上
げ
て
論
ず
る
の
は

…
…
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
近
代
日
本
の
問
題
を
と
ら
え
て
い
な
い
や
り
方
」
で
あ
る
（
宮

地
31
）
。
―
―

　

民
衆
自
身
の
責
任
は
、
も
ち
ろ
ん
問
わ
れ
う
る
。
だ
が
、
「
大
政
翼
賛
会
」
の
先
駆
現
象
を

生
か
さ
れ
、
メ
デ
ィ
ア
・
学
校
を
始
め
と
す
る
多
様
な
情
報
源
を
通
じ
て
他
民
族
蔑
視
の
観

念
を
も
っ
て
（
も
た
さ
れ
て
）
し
ま
っ
た
民
衆
の
責
任
と
、
メ
デ
ィ
ア
の
中
枢
に
あ
っ
て
そ
れ

を
し
き
り
に
あ
お
っ
た
人
物
の
そ
れ
が
同
じ
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。

　

福
沢
は
、
『
時
事
新
報
』
の
社
主
・
論
説
委
員
・
唯
一
の
株
主
と
し
て
、
言
論
の
権
力
を
最

大
限
に
行
使
し
え
る
立
場
に
い
た
。
「
速
や
か
に
出
兵
す
べ
し
」
、
「
日
本
兵
容
易
に
撤
去
す

べ
か
ら
ず
」
、
「
兵
力
を
用
ゆ
る
の
必
要
」
、
「
支
那
・
朝
鮮
両
国
に
向
か
い
て
直
ち
に
戦
を
開

く
べ
し
」
、
「
日
清
の
戦
争
は
文
野
の
戦
争
な
り
」
（
94
年
392
以
下
＝
156
以
下
）
等
々
、
福
沢
が

書
い
た
戦
争
鼓
吹
論
説
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
そ
う
で
あ
る
以
上
、
福
沢
は
、
実
際
の
政
治

的
決
定
権
を
担
っ
た
天
皇
、
伊
藤
博
文
・
陸
奥
宗
光
ら
政
府
関
係
者
な
ど
と
と
も
に
、
誰
よ

り
も
戦
争
責
任
が
問
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
宮
地
は
、
そ
う
し
た
人
物
の
責
任
を
、
一
般
民

衆
の
責
任
を
盾
に
し
て
な
き
が
ご
と
く
に
語
っ
て
、
い
っ
た
い
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
で
あ

ろ
う
。
そ
れ
こ
そ
、
極
め
て
反
動
的
な
「
一
億
総
懺ざ

ん

げ悔
論
」
と
本
質
的
に
同
一
の
免
罪
論
と
言

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
16
、『
修
身
要
領
』は
天
皇
制
と
不
可
分
で
あ
る

　

「
〔
福
沢
は
〕『
修
身
要
領
』〔
一
九
〇
〇
年
〕
の
な
か
で
も
い
っ
さ
い
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

は
使
っ
て
い
な
い
」
（
宮
地
32
）
。
―
―

　

な
る
ほ
ど
、
『
す
す
め
』
初
編
の
共
著
者
で
あ
る
小
幡
篤
次
郎
を
含
む
弟
子
た
ち
が
、
お
そ

ら
く
主
に
『
す
す
め
』
の
「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
る
」
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
『
福
翁
百

余
話
』
の
文
章
等
を
モ
デ
ル
に
し
て
―
―
「
修
身
」
に
関
す
る
文
書
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
そ

れ
以
外
の
一
般
論
説
類
は
い
く
ら
何
で
も
使
え
ま
い
。
も
ち
ろ
ん
彼
ら
は
『
す
す
め
』
に
さ
え

上
掲
６
に
見
る
よ
う
な
悪
罵
が
散
見
す
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
当
然
そ
れ
も
採
用
し
て
い

な
い
―
―
草
し
た
本
文
に
は
、
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ

福
沢
が
序
文
の
冒
頭
に
、
「
お
よ
そ
日
本
国
に
生
々
す
る
臣
民
は
…
…
万
世
一
系
の
帝
室
を

奉
戴
し
て
そ
の
恩
徳
を
仰
が
ざ
る
も
の
あ
る
べ
か
ら
ず
云
々
」
と
い
う
一
項
を
加
え
さ
せ
（
石

河
④
317
）
、
か
つ
「
紀
元
節
」
に
合
わ
せ
て
こ
れ
を
公
表
し
た
の
で
あ
る
。

　

福
沢
自
身
が
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
『
時
事
新
報
』
が
創
刊
さ
れ
て
す
で
に
二
〇
年
弱
、
社

説
記
者
た
ち
が
福
沢
の
思
い
通
り
の
論
説
を
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え

る
必
要
が
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
と
い
う
の
に
（
『
福
翁
自
伝
』
⑦
250
）
、
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
福
沢
が
右
記
の
文
言
を
あ
え
て
加
え
た
こ
と
に
こ
そ
、
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で

あ
る
。
福
沢
は
九
八
年
の
大
病
後
は
手
紙
さ
え
書
け
な
か
っ
た
が
、
も
し
本
人
が
『
要
領
』
を

自
ら
自
在
に
執
筆
し
た
と
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
明
瞭
な
天
皇
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
組
み
込
ま

れ
た
に
違
い
な
い
。

　

⑴
現
時
点
で
は
、
丸
山
真
男
の
福
沢
誤
読
（
時
に
見
ら
れ
る
作
為
的
な
読
み
込
み
）
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た

記
述
を
な
し
え
な
い
が
、
や
は
り
こ
れ
に
つ
い
て
は
安
川
寿
之
輔
『
福
沢
諭
吉
と
丸
山
眞
男
―
―
「
丸
山

諭
吉
」
神
話
を
解
体
す
る
』
（
安
川
②
）を
ひ
も
と
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

⑵
丸
山
真
男
は
「
脱
亜
論
」
に
ふ
れ
て
、
「
こ
れ
は
一
回
載
っ
た
き
り
の
社
説
で
あ
り
、
時
事
論
で
あ
る
こ

と
は
明
白
云
々
」
と
述
べ
て
い
る
が
（
丸
山
③
321
）
、
こ
の
種
の
言
い
分
は
、
「
脱
亜
論
」
の
主
題
が
題
名
ど

お
り
「
脱
亜
」
で
あ
る
と
信
じ
込
む
（
あ
る
い
は
信
じ
込
ん
だ
こ
と
に
す
る
）
こ
と
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ

る
。
「
脱
亜
」
の
思
想
は
『
西
洋
事
情
』
以
来
明
白
で
は
あ
る
が
、
思
い
の
ほ
か
、
「
そ
の
伍
〔
＝
ア
ジ
ア
の

隊
列
〕
を
脱
（
す
る
）
」
と
い
っ
た
表
現
（
⑩
240
＝
20
）
が
な
い
た
め
、
こ
う
し
た
言
い
訳
が
許
さ
れ
て
い
る
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の
で
あ
る
。
だ
が
、
「
脱
亜
論
」
の
本
来
の
趣
旨
は
〈
割
亜
〉
で
あ
っ
て
（
上
記
三
の
末
尾
を
見
よ
）
、
そ
う

で
あ
れ
ば
、
「
脱
亜
論
」
の
主
張
は
「
一
回
載
っ
た
き
り
」
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
く
り
返
し
福
沢
の
著
書
・
論

説
に
現
れ
て
お
り
、
お
ま
け
に
そ
れ
は
時
事
論
で
は
な
く
も
は
や
原
理
論
に
な
り
き
っ
て
い
る
こ
と
は
、

明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

　

⑶
も
ち
ろ
ん
、
日
本
人
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
朝
鮮
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
ク
ー
デ
タ
ー
の

た
め
に
日
朝
の
外
交
関
係
は
悪
化
し
、
結
局
朝
鮮
政
府
は
日
本
に
償
金
を
取
ら
れ
、
ひ
い
て
は
朝
鮮
民

衆
が
苦
し
む
結
果
と
な
っ
た
。
福
沢
が
最
も
大
事
に
し
た
弟
子
だ
と
い
う
馬
場
辰
猪
が
、
「
〔
明
治
政
府

は
〕
貧
し
い
朝
鮮
国
民
を
責
め
、
二
、
三
千
ド
ル
の
償
金
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
明
確
に
難
じ

て
い
た
の
に
（
馬
場
17
）
、
福
沢
は
朝
鮮
民
衆
の
こ
と
を
思
い
測
る
度
量
も
想
像
力
も
全
く
持
っ
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

　

⑷
当
時
、
各
新
聞
が
政
府
の
弾
圧
を
逃
れ
る
た
め
に
、
実
権
の
な
い
社
主
を
形
式
的
に
立
て
て
い
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
が
（
馬
場
10
）
、
私
は
こ
こ
で
は
実
質
的

4

4

4

な
社
主
の
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　
ま
と
め
に
か
え
て

　

以
上
本
稿
に
お
い
て
、
関
連
論
及
を
も
含
め
て
、
宮
地
に
よ
る
福
沢
の
天
皇
制
理
解
に
つ

い
て
、
可
能
な
限
り
網
羅
的
な
批
判
を
し
た
。
同
時
に
、
積
極
的
（
提
示
的
）な
批
判
と
し
て
、

福
沢
の
天
皇
制
論
お
よ
び
関
連
す
る
議
論
の
特
質
を
、
あ
る
て
い
ど
明
ら
か
に
し
え
た
と
信

ず
る
。

　

か
く
て
見
え
て
き
た
福
沢
像
は
、
明
治
期
に
お
け
る
代
表
的
な
啓
蒙
家
、
「
天
は
人
の
上

に
人
を
造
ら
ず
、
人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
」と
主
張
し
た
平
等
主
義
者
―
―
こ
れ
が
一
般
的
な

福
沢
理
解
で
あ
る
―
―
と
は
、
驚
く
ほ
ど
異
な
っ
て
い
る
。
一
般
国
民
（
平
民
＝
下
民
）
は
も

と
よ
り
ア
ジ
ア
の
人
民
を
禽
獣
牛
馬
の
ご
と
き
存
在
と
見
な
し
て
揶
揄
・
罵
倒
し
つ
づ
け
た

人
物
が
、
啓
蒙
主
義
者
・
平
等
論
者
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。
ま
た
本
稿
を
通
じ
て
見
え
て
き

た
福
沢
像
は
、
政
府
の
機
能
を
「
妨
害
の
妨
害
」と
見
る
「
典
型
的
な
市
民
的
自
由
主
義
」
者
（
丸

山
①
122
）
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
上
記
の
よ
う
に
、
福
沢
に
は
人
権
に
つ
い
て
の
満
足
な
理

解
も
共
感
も
な
い
ば
か
り
か
、
福
沢
は
国
権
拡
張
を
図
る
た
め
に
明
治
絶
対
主
義
的
天
皇
制

を
確
固
と
し
て
擁
護
し
、
思
想
・
信
条
の
自
由
も
学
問
の
自
由
も
、
教
育
の
自
由
も
言
論
の

自
由
も
、
一
定
の
制
約
下
に
置
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
福
沢
＝

「
典
型
的
な
市
民
的
自
由
主
義
」
者
な
ど
と
い
う
解
釈
は
、
作
為
的
な
読
み
込
み
の
結
果
以
外

の
何
も
の
で
も
な
い
。

　

さ
て
、
い
ず
れ
の
国
民
も
、
み
ず
か
ら
の
「
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
」
を
持
ち
た
い
と
望
む
も
の

の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
四
半
世
紀
以
上
前
か
ら
、
福
沢
の
肖
像
が
最
高
額
紙
幣
を
飾
る
肖

像
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
福
沢
が
そ
の
役
割
を
担
い
続
け
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
。
だ
が
、
福
沢
が
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
と
な
る
だ
け
の
内
実
を
有
す
る
と
信
ず
る
と

し
た
ら
、
そ
れ
は
大
変
な
間
違
い
で
あ
る
。
偽
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
る
こ
と
で
過
去
が
偽
造

さ
れ
（
真
の
福
沢
像
を
語
る
こ
と
が
日
本
で
は
一
種
の
タ
ブ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
か
）
、
現
代

と
未
来
へ
の
視
界
を
さ
え
ぎ
る
も
や
4

4

と
な
る
な
ら
、
そ
れ
は
単
な
る
誤
り
の
域
を
超
え
て
危

険
で
さ
え
あ
る
。
今
日
世
間
に
流
布
し
た
福
沢
像
が
福
沢
の
実
像
と
か
け
離
れ
た
も
の
な
ら
、

思
想
史
家
は
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
そ
の
脱
神
話
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
資
料
―
―
本
文
理
解
の
た
め
の

　

以
下
、
本
文
の
理
解
を
容
易
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
編
年
体
の
資
料
を
置
く
。
一
部
に
、

本
文
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
事
柄
も
含
む
。
太
字
は
、
本
文
で
言
及
し
た
福
沢
の
著
書
・
論
説
・

書
簡
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
「
事
項
」
欄
に
記
し
た
が
、
福
沢
の
主
張
を
福
沢
の
立
場
で
述
べ

た
体
裁
の
も
の
と
、
私
が
解
説
し
た
体
裁
の
も
の
と
が
混
在
し
て
い
る
。
当
初
『
時
事
新
報
』

社
説
と
し
て
公
表
さ
れ
後
に
単
行
本
化
さ
れ
た
論
説
は
、
初
出
時
の
年
月
を
記
す
。
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年

月

　
　
　
　
　
　

事　
　
　

項

66
年
～

12
月

『
西
洋
事
情 

初
編
』 

人
権
を
謳
う
、
脱
亜
の
主
張
（
完
結
は
70
年
）

67
年

４
月

「
慶
応
義
塾
の
記
」
「
報
国
の
義
」
の
強
調

72
年
～

２
月

『
学
問
の
す
す
め
』
（
全
17
編
の
完
結
は
76
年
）人
民
の
無
知
・
愚
鈍
さ
・

気
力
の
な
さ
、「
一
身
独
立
し
て
一
国
独
立
す
る
」
の
課
題
を
中
等

以
上
の
人
士
だ
け
に
極
限
す
る
、
平
民
＝
下
民
の
教
化
・
人
心
収

攬
は
宗
教
と
天
皇
崇
拝
と
に
よ
っ
て
行
う
べ
き
、
名
誉
・
面
目
を

人
権
の
支
柱
に
置
く
、
無
知
文
盲
の
民
ほ
ど
憐
れ
む
べ
く
ま
た
憎

む
べ
き
も
の
は
あ
ら
ず
、
無
学
の
く
せ
に
欲
は
深
く
恥
も
法
も
知

ら
ざ
る
馬
鹿
者
、
女
性
の
分
限
、
人
民
の
討
ち
死
に
・
玉
砕
の
倫
理
、

「
一
身
独
立
」の
実
体
と
し
て
の
報
国
の
大
義

75
年

８
月

『
文
明
論
之
概
略
』 

人
民
の
討
ち
死
に
・
玉
砕
の
倫
理
、
天
皇
に
関

す
る
さ
め
た
眼

９
月
～

「
覚
書
」 

天
皇
の
批
判
・
天
皇
制
へ
の
傾
斜

11
月

『
明
六
雑
誌
』
の
廃
刊
を
主
張
→
廃
刊

76
年

３
月
？

「
政
府
は
人
望
を
収
む
る
の
策
を
講
ず
べ
し
」 
政
府
批
判
を
す
る
者

は
条
例
な
し
に
直
ち
に
捕
縛
し
て
可

９
月

（
江
華
島
事
件
）

10
月

「
亜
細
亜
諸
国
と
の
和
戦
は
我
栄
辱
に
関
す
る
な
き
の
説
」

78
年

５
月

『
民
間
雑
誌
』 

廃
刊
を
主
張
→
廃
刊

９
月

『
通
俗
民
権
論
』
・
『
通
俗
国
権
論
』

79
年

２
月

「
華
族
を
武
辺
に
導
く
の
説
」 

軍
人
の
精
神
を
制
す
る
の
に
華
族
の

名
望
を
利
用
す
べ
し
、
無
き
も
の
を
作
る
は
有
る
も
の
を
利
用
す

る
に
し
か
ず

３
月

『
通
俗
国
権
論 

第
二
篇
』
「
臣
民
」
使
わ
れ
る

８
月

『
国
会
論
』
（
弟
子
が
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
掲
載
）

『
民
情
一
新
』 

欧
州
先
進
国
で
は
官
民
と
も
に
狼
狽
し
て
方
向
に
迷

う
・
（
擬
似
）
議
院
内
閣
制
論
・
多
数
党
の
組
閣

80
年

11
月

（
国
会
期
成
同
盟
第
二
回
大
会
→
一
年
後
に
向
け
た
憲
法
草
案
起
草

の
決
議
）

12
月

政
府
系
新
聞
発
行
に
関
連
し
て
福
沢
と
政
府
要
人
と
の
接
触
始
ま

る

81
年

１
月

福
沢
、
井
上
馨
に
対
し
政
府
系
新
聞
発
行
を
快
諾

「
交
詢
社
第
一
紀
念
会
演
説
」 

政
を
論
ず
る
の
に
所
と
法
を
誤
る
な

４
月

交
詢
雑
誌
、
「
私
擬
憲
法
案
」
掲
載

５
月

報
知
新
聞
、
「
私
考
憲
法
草
案
」
掲
載

５
月
～

「
宗
教
の
説
」 

割
亜
の
思
想
―
さ
っ
さ
と
取
っ
て
暖
ま
る
が
よ
い

６
月
～

（
井
上
毅
に
よ
る
欽
定
憲
法
案
）

10
月

『
時
事
小
言
』 

兵
備
に
よ
る
国
権
拡
張
・
内
安
外
競
、
単
な
る
国
会

開
設
論
へ
傾
斜
、
天
皇
主
権
論
へ
と
踏
み
出
す
、
天
皇
を
統
治
シ

ス
テ
ム
の
内
に
位
置
づ
け
る
、
割
亜
の
思
想
―
無
遠
慮
に
ア
ジ
ア

の
地
面
を
横
領
し
て
可
、
金
と
兵
と
は
無
き
道
理
を
作
つ
く
る
の

器
械
、
有
事
に
は
財
産
・
命
・
栄
誉
を
捨
て
て
こ
そ
日
本
人

（
「
明
治
十
四
年
の
政
変
」
）

福
沢
、
伊
藤
博
文
・
井
上
馨
へ
の
書
簡 

駄
民
権
論
を
圧
倒
す
る

82
年

１
月

（
「
軍
人
勅
諭
」
の
下
賜
）

２
月

（
岩
倉
具
視
に
よ
る
皇
室
財
産
を
増
や
す
べ
し
と
の
建
議
）

３
月

『
時
事
新
報
』
創
刊

福
沢
、
金
玉
均
と
初
め
て
会
う

「
故
社
員
の
一
言
今
な
お
精
神
」 

報
国
致
死
が
慶
応
義
塾
の
精
神

４
月

「
立
憲
帝
政
党
を
論
ず
」 

天
皇
親
裁
は
当
然
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４
月
～

『
帝
室
論
』 

天
皇
制
へ
の
依
拠
・
人
心
収
攬
の
中
心
と
し
て
の
天
皇
、

天
皇
が
有
す
る
対
立
の
緩
和
力
、
天
皇
は
道
徳
の
中
心
、
国
民
の

「
臣
民
・
臣
子
」
視
、愚
民
を
籠
絡
す
る
の
一
欺
術
と
し
て
の
天
皇
制
、

帝
室
財
産
を
増
や
せ

５
月
～

「
藩
閥
寡
人
政
府
論
」 

悲
願
と
し
て
の
国
権
皇
張

６
月

福
沢
、
岩
倉
具
視
と
会
う
（
官
民
調
和
を
話
し
合
う
）

７
月

（
壬
午
軍
乱
起
こ
る
）

８
月

「
朝
鮮
の
こ
と
に
関
し
て
新
聞
紙
を
論
ず
」 

新
聞
人
は
日
本
の
政
略

の
た
め
に
不
利
な
こ
と
を
な
す
の
は
慎
む
べ
し

９
月
～

（
済チ

ェ

ム

ル

ポ

物
浦
条
約
締
結
）

『
兵
論
』 

徴
兵
猶
予
の
批
判
、
勅
諭
に
よ
る
兵
備
拡
張
、
勅
令
発
令

の
可
能
性
、
圧
制
の
長
上
に
卑
屈
の
軍
人
を
付
し
て
か
え
っ
て
よ

く
功
を
奏
す
る

12
月

「
東
洋
の
政
略
は
た
し
て
い
か
ん
せ
ん
」 
清
国
・
朝
鮮
が
日
本
を
攻

略
す
る
か
も
し
れ
な
い
、
徴
税
に
よ
る
軍
備
拡
張

井
上
角
五
郎
、
渡
韓
（
→
そ
の
後
帰
国
）

83
年

７
月
？

井
上
角
五
郎
再
渡
韓
の
た
め
の
福
沢
・
井
上
馨
の
密
談

９
月

「
外
交
論
」 

猟
者
と
な
っ
て
兎
・
鹿
を
狩
る
か
兎
・
鹿
と
な
っ
て
猟

者
に
食
わ
れ
る
か
、
割
亜
の
思
想
―
文
明
国
人
と
と
も
に
良
餌
を

求
め
ん

10
月

井
上
角
五
郎
、
『
漢
城
旬
報
』を
発
行

11
月

「
徳
教
の
説
」
「
報
国
尽
忠
」
「
尽
忠
報
国
」が
道
徳
の
標
準
、
帝
室
に

忠
を
つ
く
せ
、
「
臣
民
」
の
利
用
、
「
主
権
論
争
」
へ
の
違
和
感

84
年

２
月

「
海
外
御
巡
幸
」 

統
治
権
者
と
し
て
の
天
皇
、
天
皇
の
親
裁
は
当
然

３
月

「
東
洋
に
ビ
ス
マ
ー
ク
な
し
と
い
う
こ
と
な
か
れ
」 

ド
イ
ツ
は
憲
法

制
度
に
い
た
る
ま
で
す
こ
ぶ
る
都
合
よ
し

４
月

「
人
を
容
る
る
こ
と
甚
だ
易
し
」 

憲
法
は
欽
定
で
あ
る
べ
し

５
月

「
開
鎖
論
」 

ド
イ
ツ
も
ア
メ
リ
カ
も
と
も
に
西
洋

８
月

ク
ー
デ
タ
ー
を
め
ざ
し
た
井
上
角
五
郎
の
再
渡
韓

９
月

『
時
事
新
報
』
、
錦
絵
「
北
京
夢
枕
」を
掲
載
―
清
国
分
割
を
予
想
か
つ

当
然
視⑴

「
支
那
を
滅
ぼ
し
て
欧
州
平
な
り
」 

不
平
の
熱
を
海
外
に
漏
ら
せ
、

天
皇
の
統
制
力
必
要

10
月

福
沢
の
甥
・
今
泉
秀
太
郎
渡
韓⑵

『
時
事
新
報
』
、
社
説
「
東
洋
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
」を
掲
載
―
清
国
分
割
を

予
想
か
つ
当
然
視

10
月
～

（
秩
父
事
件
）

12
月

福
沢
、
漢
城
で
ク
ー
デ
タ
ー
（
甲
申
政
変
）を
起
こ
す

85
年

１
月

「
ご
親
征
の
準
備
い
か
ん
」 

中
国
に
攻
め
入
る
準
備
を
せ
よ
、
天
皇

は
統
帥
権
者
、
国
民
は
「
臣
子
」
、
天
皇
の
親
征
が
あ
れ
ば
敵
の
皆

殺
し
は
容
易
、
天
皇
を
海
外
に
出
陣
さ
せ
よ

３
月

「
脱
亜
論
」 

麻
疹
の
比
喩
、
割
亜
の
思
想
―
朝
鮮
・
中
国
を
西
洋
人

が
接
す
る
の
風
に
従
っ
て
処
分
す
べ
き

７
月

『
日
本
婦
人
論 

後
編
』 

女
性
の
活
動
を
家
庭
に
限
定

８
月

「
朝
鮮
人
民
の
た
め
に
そ
の
国
の
滅
亡
を
賀
す
」 

朝
鮮
人
は
イ
ギ
リ

ス
に
支
配
さ
れ
る
ほ
う
が
ま
し
（
→
『
時
事
新
報
』
発
禁
処
分
を
受

け
る
）

11
月
～

『
品
行
論
』 

公
娼
の
業
は
人
倫
の
大
義
に
背
く
人
非
人
の
振
る
舞
い
、

だ
が
公
娼
制
は
安
寧
維
持
の
た
め
に
不
可
欠

86
年

87
年

４
月

「
海
防
費
の
下
賜
」 

福
沢
は
帝
室
財
産
下
賜
に
泣
く

８
月

（
「
大
同
団
結
運
動
」
の
影
響
広
が
る
）
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福沢諭吉と明治絶対主義的天皇制　―福沢は天皇制とたたかったか―

10
月

「
私
権
論
」 

人
権
中
面
目
が
最
も
大
切

12
月

（
保
安
条
例
に
よ
る
自
由
民
権
派
の
追
放
）

「
今
後
を
い
か
ん
せ
ん
」 

保
安
条
例
に
よ
る
追
放
は
も
っ
と
も
な
で

き
ご
と

88
年

９
月
～

『
尊
王
論
』 

天
皇
制
の
価
値
の
再
認
識
、「
臣
民
」は
普
通
に
使
わ
れ
る

10
月

「
内
閣
責
任
の
有
無
い
か
ん
」 

責
任
内
閣
制
へ
の
後
退

11
月

「
政
府
に
お
い
て
国
会
の
準
備
は
い
か
ん
」 

内
閣
の
責
任
は
徳
義
上

の
も
の

「
官
庁
下
馬
下
乗
の
制
限
」 

人
権
中
面
目
が
最
も
大
切

89
年

２
月

（
「
大
日
本
帝
国
憲
法
」
発
布
）

「
伊
藤
伯
の
演
説
」 

天
皇
主
権
は
当
然
の
こ
と
、
天
皇
は
立
法
権
の

幾
分
を
国
会
に
頒
与

４
月

「
保
安
条
例
」 

そ
の
全
廃
を
願
わ
ず

５
月

「
国
会
準
備
の
実
手
段
」 

議
院
内
閣
制
論
は
空
想
論
で
あ
り
に
わ
か

に
同
意
で
き
ず
、
言
論
集
会
の
無
条
件
的
な
擁
護
は
問
題

90
年

７
月

「
安
寧
策
」 

明
治
憲
法
は
文
明
諸
旧
国
の
憲
法
を
凌
駕
す
る

10
月

（
教
育
勅
語
発
布
）

11
月

『
時
事
新
報
』社
説「
教
育
に
関
す
る
勅
語
」 

忠
君
愛
国
の
精
神
を
煥

発
さ
せ
よ

12
月

（
国
会
開
設
）

『
国
会
の
前
途
』 

天
皇
を
俗
界
の
俗
政
務
に
関
わ
ら
せ
る
な

91
年

１
月

（
内
村
鑑
三
不
敬
事
件
）
→
不
問

「
国
会
議
院
中
な
お
上
下
あ
り
」 

人
権
中
面
目
が
最
も
大
切

５
月

「
天
皇
陛
下
の
還
御
」 

天
皇
を
日
常
瑣
末
の
俗
政
務
に
関
与
さ
せ
る

な

92
年

１
月
～

『
国
会
難
局
の
由
来
』 

明
治
憲
法
は
完
全
か
つ
国
民
の
権
利
を
重
ん

じ
る

２
月
～

（
久
米
邦
武
舌
禍
事
件
）
→
不
問

11
月

「
女
子
教
育
」 

女
性
の
高
等
教
育
を
否
定
、
裁
縫
が
重
要

93
年

１
月

「
軍
艦
製
造
費
の
否
決
に
対
す
る
政
府
の
覚
悟
は
い
か
ん
」 

政
府
は

緊
急
勅
令
を
発
し
て
軍
艦
製
造
に
着
手
す
べ
し

２
月

「
元
老
の
技
量
は
後
の
始
末
を
見
て
知
る
べ
し
」 

勅
令
の
あ
り
が
た

き
は
神
仏
の
加
護
を
得
る
に
同
じ

３
月

「
勅
令
を
煩
わ
し
奉
る
べ
か
ら
ず
」 

毎
度
勅
裁
を
仰
ぐ
な

94
年

３
月

「
維
新
以
来
政
局
の
大
勢
」 

明
治
憲
法
は
完
全
無
欠
、
ど
の
条
文
も

自
由
開
進
の
精
神
に
基
づ
く

６
月

（
第
六
帝
国
議
会
で
政
府
は
窮
地
に
陥
る
）

（
朝
鮮
政
府
の
清
国
政
府
へ
の
出
兵
要
請
を
期
に
日
本
政
府
は
日
本

兵
八
〇
〇
〇
を
朝
鮮
へ
送
る
）

「
速
や
か
に
出
兵
す
べ
し
」 

東
学
党
の
騒
動
甚
だ
し
く
次
第
に
漢
城

に
近
づ
く
勢
い
、
漢
城
在
留
邦
人
の
生
命
・
財
産
を
守
る
た
め
に

出
兵
せ
よ⑶

「
日
本
兵
容
易
に
撤
去
す
べ
か
ら
ず
」 

朝
鮮
政
府
は
日
本
に
撤
兵
を

求
め
た
が
、
撤
兵
は
不
可

７
月

「
兵
力
を
用
ゆ
る
の
必
要
」 

日
本
の
目
的
で
あ
る
朝
鮮
の
改
革
の
た

め
に
兵
威
を
も
っ
て
朝
鮮
政
府
を
脅
せ

「
支
那
・
朝
鮮
両
国
に
向
か
い
て
直
ち
に
戦
を
開
く
べ
し
」 

朝
鮮
政

府
が
脅
し
に
屈
し
な
い
以
上
兵
力
を
行
使
せ
よ
、
朝
鮮
政
府
の
背

後
に
い
る
清
国
と
開
戦
せ
よ

「
日
清
の
戦
争
は
文
野
の
戦
争
な
り
」 

日
清
戦
争
は
国
対
国
の
で
は

な
く
文
明
対
野
蛮
の
戦
争
で
あ
り
、
文
明
が
野
蛮
を
文
明
化
す
る

戦
争
で
あ
る
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８
月

「
宣
戦
の
詔
勅
」 

天
皇
の
宣
戦
布
告
権

「
私
金
義
捐
に
つ
い
て
」 

四
〇
〇
〇
万
の
人
種
の
尽
き
る
ま
で
一
歩

も
退
く
べ
か
ら
ず

11
月

「
日
本
臣
民
の
覚
悟
」 

臣
民
に
最
大
の
忠
義
・
切
り
死
に
の
覚
悟
を

要
求
、
臣
民
は
戦
争
が
終
わ
る
ま
で
政
府
の
政
略
を
非
難
す
べ
か

ら
ず

12
月

「
大
本
営
と
行
在
所
」 

天
皇
を
統
帥
権
者
と
し
て
扱
う

（
旅
順
虐
殺
事
件
）

「
旅
順
の
殺
戮
無
稽
の
流
言
」 

日
本
軍
は
真
実
紛
れ
も
な
き
文
明
の

軍
隊
、
虐
殺
は
流
言

95
年

１
月

「
改
革
の
勧
告
は
た
し
て
効
を
奏
す
る
や
否
や
」 

朝
鮮
人
民
は
牛
馬

豚
犬

１
月
～

『
時
事
新
報
』
、
旅
順
虐
殺
事
件
を
報
じ
た
外
国
人
記
者
の
誹
謗
を
続

け
る

４
月

（
下
関
条
約
締
結
）

５
月

（
政
府
、
台
湾
に
大
軍
を
送
る
）

８
月

「
厳
重
に
処
分
す
べ
し
」 

台
湾
処
分
は
土
地
が
目
的
、
叛
民
・
狂
徒

は
皆
殺
し
に
せ
よ

10
月

（
三
浦
梧
楼
朝
鮮
公
使
に
よ
る
朝
鮮
王
后
の
暗
殺
）

「
事
の
深
層
を
明
ら
か
に
す
べ
し
」 

王
后
暗
殺
も
年
来
の
朝
鮮
と
の

関
係
上
や
む
を
え
ざ
る
事
情
あ
り

「
朝
鮮
の
独
立
」 

王
后
暗
殺
は
出
先
の
者
の
心
得
違
い

10
月
～

福
沢
、王
后
の〈
残
虐
〉さ
を
示
す
文
章
を
英
字
紙
に
載
せ
よ
う
と
す
る

11
月

「
戦
死
者
の
大
祭
典
を
挙
行
す
べ
し
」 

大
元
帥
が
死
者
の
た
め
に
祭
典

を
開
け
ば
臣
民
は
君
国
の
た
め
に
死
す
こ
と
を
願
う
よ
う
に
な
る

12
月

「
二
八
日
の
京
城
事
変
」 

朝
鮮
人
は
車
夫
・
馬
丁
の
仲
間
、
王
后
暗

殺
は
野
外
の
遊
興
・
無
益
の
殺
生

12
月
～

『
時
事
新
報
』、
甲
申
政
変
時
に
お
け
る
朝
鮮
王
后
・
王
室
の〈
残
虐
〉

さ
に
焦
点
を
当
て
た「
韓
山
秘
話
」と
題
す
る
連
載
記
事
を
掲
載
す
る

96
年

１
月

「
台
湾
の
騒
動
」 

一
切
悪
人
を
皆
殺
し
に
せ
よ

（
三
浦
梧
楼
元
朝
鮮
公
使
、
免
訴
に
よ
っ
て
放
免
さ
れ
る
）

「
人
民
の
移
住
と
娼
婦
の
出
稼
ぎ
」 

公
娼
制
と
公
娼
の
海
外
出
稼
ぎ

を
擁
護

２
月

「
朝
鮮
政
府
の
転
覆
」 

王
后
暗
殺
は
朝
鮮
の
国
内
問
題
、
よ
く
あ
る

政
治
上
の
革
命

３
月
～

「
女
子
教
育
と
女
権
」（『
福
翁
百
話
』）
女
性
の
高
等
教
育
を
否
定

97
年

１
月

「
何
ぞ
大
い
に
人
権
問
題
を
論
ぜ
ざ
る
」 

面
目
が
最
も
大
切
、
皇
室
・

軍
事
・
外
交
を
論
ず
る
こ
と
に
制
裁
を
設
け
よ

３
月

「
政
治
上
の
不
平
を
如
何
す
べ
き
や
」 

明
治
憲
法
は
は
な
は
だ
寛
大

自
由
、
立
憲
の
旧
国
に
さ
え
も
稀
な
る
完
全
の
も
の

８
月

「
勲
章
な
ど
は
ご
免
」 

老
生
は
政
府
の
お
師
匠
様

98
年

３
月

「
支
那
人
親
し
む
べ
し
」 

中
国
人
を
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
な
ど
と
呼
ぶ
な⑷

７
月
～

『
福
翁
自
伝
』 

弟
子
が
『
国
会
論
』
を
『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
掲
載
、
昨

今
は
社
説
記
者
の
文
章
に
ほ
と
ん
ど
手
を
加
え
る
必
要
な
し

９
月

福
沢
、
大
病
に
か
か
る

99
年

４
月

「
女
大
学
の
流
毒
」 

人
権
中
面
目
が
最
も
大
切
、
政
府
は
『
女
大
学
』

を
発
禁
処
分
に
せ
よ

４
月
～

『
新
女
大
学
』 

女
性
の
活
動
の
場
は
家
庭
、
芸
妓
・
妾
は
人
間
以
外

の
醜
物
、
賤
し
み
て
も
な
お
余
り
あ
る
者

00
年

２
月

『
修
身
要
領
』 

臣
民
は
帝
室
を
奉
戴
し
そ
の
恩
徳
を
仰
ぐ
べ
し

01
年

２
月

福
沢
、
没

10
月

「
帝
室
の
財
産
」 

臣
民
の
帝
室
に
忠
誠
な
る
は
世
界
に
類
を
見
な
い
、

帝
室
の
た
め
に
命
を
惜
し
む
者
な
し⑸
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⑴
本
文
で
ふ
れ
る
余
裕
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
錦
絵
（
⑳
284
に
貼
付
）
は
、
悠
然
と
寝
そ
べ
っ
て
タ
バ
コ
を

ふ
か
す
大
男
を
小
人
が
包
囲
し
て
取
り
押
さ
え
ん
と
す
る
様
を
描
き
、
帝
国
主
義
列
強
の
ア
ジ
ア
侵
略

の
事
実
に
気
づ
か
ず
い
る
清
国
政
府
（
大
男
）
に
非
が
あ
る
か
の
よ
う
に
、
「
足
で
も
臀
で
も
打ぶ

っ
か
い欠

て
取
れ

取
れ
」
と
あ
お
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
朝
鮮
で
の
ク
ー
デ
タ
ー
（
甲
申
政
変
）
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、

中
国
分
割
を
当
然
視
し
て
朝
鮮
王
宮
・
政
府
内
の
「
事
大
派
」
（
清
国
派
）
を
動
揺
さ
せ
る
こ
と
を
ね
ら
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
井
上
角
五
郎
の
証
言
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
東
京
の
み
な
ら
ず
漢ハ

ン
ソ
ン城

（
＝
ソ
ウ
ル
）
市

内
で
も
広
く
出
回
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
近
藤
51
）
。
な
お
、
資
料
の
四
行
後
に
記
し
た
社
説
「
東
洋
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
」
（
⑩
77
）
も
、
同
様
の
意
図
を
も
っ
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
清
国
分
割
を

予
想
し
か
つ
当
然
視
し
て
い
る
が
、
日
本
を
含
む
帝
国
主
義
列
強
に
よ
る
清
国
分
割
の
図
を
、
載
せ
て

さ
え
い
る
（
杉
田
②
293
）
。
な
お
福
沢
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
意
識
が
中
国
に
向
か
っ
た
た
め
に
、
日

本
が
植
民
地
化
を
免
れ
た
一
面
が
あ
る
こ
と
を
、
全
く
見
よ
う
と
し
て
い
な
い
。

　

⑵
福
沢
の
甥
・
今
泉
秀
太
郎
が
ク
ー
デ
タ
ー
に
ど
う
い
う
関
与
を
し
た
か
は
、
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
今

泉
が
、
ク
ー
デ
タ
ー
失
敗
後
に
金
玉
均
や
井
上
角
五
郎
ら
と
と
も
に
漢
城
を
脱
出
し
、
ま
た
帰
国
後
に

井
上
角
五
郎
と
連
名
で
「
遭
難
記
事
」
を
書
い
て
い
る
以
上
、
一
定
の
関
与
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ

る
（
杉
田
②
366
）
。
福
沢
の
ク
ー
デ
タ
ー
関
与
自
体
も
だ
が
、
こ
れ
ら
の
事
実
に
つ
い
て
明
ら
か
に
で
き

（
し
）
な
い
点
は
、
日
本
史
学
会
お
よ
び
東
洋
史
学
会
の
汚
点
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
今
泉
は
、
前
注
⑴

に
記
し
た
「
北
京
夢
枕
」
の
絵
を
描
い
た
人
物
で
あ
る
。

　

⑶
東ト

ン
ハ
ク学

農
民
軍
を
福
沢
は
、
陸
奥
宗
光
な
ど
と
同
様
に
（
陸
奥
59
）
「
東
学
党
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ

に
す
で
に
福
沢
の
農
民
軍
に
対
す
る
根
強
い
偏
見
が
現
れ
て
い
る
。
福
沢
は
、
朝
鮮
で
自
生
し
た
反
封
建
・

反
帝
国
主
義
の
こ
の
民
主
的
な
運
動
の
本
質
を
理
解
す
る
こ
と
な
く
、
完
全
に
そ
れ
を
敵
視
し
て
い
る
。

そ
れ
を
通
じ
て
福
沢
は
、
朝
鮮
に
お
け
る
近
代
国
家
へ
向
け
て
の
序
曲
と
な
る
は
ず
だ
っ
た
運
動
の
鎮

圧
に
、
明
瞭
に
加
担
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
福
沢
は
こ
こ
で
、
東
学
農
民
軍
が
漢
城
に
近
づ
く
勢
い

だ
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
牽
強
付
会
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
農
民
軍
は
全

チ
ョ
ン
ヂ
ュ州

を
陥
落
さ
せ
た
が
（
朴

188
以
下
）
、
だ
が
全
州
は
、
漢
城
よ
り
は
は
る
か
に
南
端
の
釜プ

サ
ン山

に
近
く
、
全
州
か
ら
漢
城
ま
で
は
直
線

距
離
で
二
〇
〇
キ
ロ
以
上
も
あ
る
の
で
あ
る
（
東
京
か
ら
二
〇
〇
キ
ロ
と
は
北
な
ら
福
島
県
い
わ
き
市
、

南
西
な
ら
静
岡
県
浜
松
市
ほ
ど
の
距
離
に
あ
た
る
）
。
な
る
ほ
ど
朝
鮮
政
府
が
清
国
に
救
援
を
求
め
た
事

実
は
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
、
全
州
が
李
朝
の
本

ポ
ン
グ
ァ
ン貫

（
発
祥
の
地
）
だ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
東
学
農
民
軍

の
力
が
漢
城
に
及
び
う
る
と
判
断
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

⑷
本
資
料
で
も
本
文
で
も
、
あ
ま
り
に
多
す
ぎ
て
、
福
沢
が
中
国
人
を
「
豚
」
「
乞
食
」
「
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
」

な
ど
と
罵
倒
し
た
例
を
、
い
ち
い
ち
あ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

⑸
福
沢
が
書
き
た
め
た
論
説
原
稿
が
、
大
病
後
お
よ
び
没
後
に
ま
と
ま
っ
て
公
表
さ
れ
た
が
、
本
「
帝
室

の
財
産
」も
そ
の
一
篇
で
あ
る
。

文
献
一
覧（
著
者
名
あ
い
う
え
お
順
）

家
永
三
郎 

『
歴
史
の
中
の
憲
法 

上
』 

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
七
年

石
川
松
太
郎
編 

『
女
大
学
集
』 

平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
七
七
年

石
河
幹
明 

『
福
沢
諭
吉
伝
』
（
便
宜
的
に
そ
の
第
二
～
四
巻
を
②
～
④
と
表
記
）
岩
波
書
店
、

一
九
八
一
年
（
初
版
一
九
三
二
年
）

井
田
進
也 

『
歴
史
と
テ
ク
ス
ト
―
―
西
鶴
か
ら
諭
吉
ま
で
』 

光
芒
社
、
二
〇
〇
一
年

井
上　

清 

『
天
皇
制
』 

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
三
年

色
川
大
吉 

『
自
由
民
権
』 

岩
波
新
書
、
一
九
八
一
年

大
久
保
利
謙
「
明
治
十
四
年
政
変
と
井
上
毅
」
、
開
国
百
年
記
念
文
化
事
業
会
編
『
開
国
百
年

記
念
明
治
文
化
史
論
集
』
（
乾
元
社
、
一
九
五
二
年
）
所
収

加
藤
文
三 

『
日
本
近
現
代
史
の
発
展 

上
』 

新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
四
年

ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
・
Ｊ
他
編
著 

『
ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
平
和
学
入
門
』 

法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
三
年

小
林
直
樹 

『
憲
法
講
義
（
上
）
』 

東
大
出
版
会
、
一
九
八
〇
年
年

近
藤
吉
雄
・
井
上
角
五
郎
先
生
傳
記
編
纂
会
編
（
「
近
藤
」
と
略
記
）
『
井
上
角
五
郎
先
生
伝
』

大
空
社
、
一
九
八
八
年
（
復
刻
原
本
は
一
九
四
三
年
刊
）

佐
高　

信 

『
福
沢
諭
吉
伝
説
』 

角
川
学
芸
出
版
、
二
〇
〇
八
年

杉
田　

聡
（
杉
田
①
）「
福
沢
諭
吉
の
マ
キ
ャ
ベ
リ
ズ
ム
と
侵
略
主
義
―
―
『
時
事
新
報
』
朝
鮮
・

中
国
問
題
論
説
か
ら
見
え
る
実
像
」
、
札
幌
唯
物
論
研
究
会
編
『
唯
物
論
』
第
54
・
55
号
合

併
号
、
二
〇
一
〇
年

―
―
―
編
（
杉
田
②
）
『
福
沢
諭
吉 

朝
鮮
・
中
国
・
台
湾
論
集
―
―
「
国
権
拡
張
」
「
脱
亜
」
の

果
て
』
明
石
書
店
、
二
〇
一
〇
年

―
―
―
―
（
杉
田
③
）
「
『
福
沢
諭
吉
神
話
』
を
超
え
て
―
―
福
沢
＝
象
徴
天
皇
制
論
者
と
い
う

大
い
な
る
誤
解
」
（
『
季
論
21
』
二
〇
一
二
年
春
第
一
六
号
）

鈴
木
隆
敏
編
（
「
鈴
木
隆

」
と
略
記
）
『
新
聞
人
福
沢
諭
吉
に
学
ぶ
』 

産
経
新
聞
出
版
、

二
〇
〇
九
年

鈴
木
安
蔵
（
「
鈴
木
安

」と
略
記
）
『
自
由
民
権
』 

白
楊
社
、
一
九
四
八
年

田
中　

彰 

『
近
代
天
皇
制
へ
の
道
程
』 

吉
川
弘
文
堂
、
一
九
七
九
年
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杉田　聡

田
保
橋 

潔 

『
近
代
日
朝
関
係
の
研
究
（
上
）
』 

原
書
房
、
一
九
七
三
年
（
初
版
一
九
四
〇
年
）

角
田
三
郎 

『
新
天
皇
系
譜
の
研
究
―
―
万
世
一
系
の
演
出
と
実
態
』 

オ
リ
ジ
ン
出
版
セ
ン

タ
ー
、
一
九
八
〇
年

朴パ
ク 

孟メ

ン

ス洙
監
修 
『
東
学
農
民
革
命
一
〇
〇
年
―
―
革
命
の
野
火
、
そ
の
黄
土
の
道
の
歴
史
を
尋

ね
て
』 

つ
ぶ
て
書
房
、
二
〇
〇
七
年

羽
仁
五
郎 

『
白
石
・
諭
吉
』 

岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
（
初
版
一
九
三
七
年
、
正
式
名
は
『
新

井
白
石
・
福
沢
諭
吉
―
―
断
片 

日
本
に
於
け
る
教
育
の
世
界
的
進
歩
に
対
す
る
先
駆
者

の
寄
与
』
）

馬
場
辰
猪 

『
日
本
の
政
治
状
態
』
、『
馬
場
辰
猪
全
集 

第
三
巻
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
）

所
収

平
山　

洋 

『
福
沢
諭
吉
の
真
実
』 

文
春
新
書
、
二
〇
〇
四
年

福
沢
諭
吉 

『
福
澤
諭
吉
全
集
』
（
第
一
～
二
一
巻
を
①
～
㉑
と
略
記
）
岩
波
書
店
、
一
九
五
九

～
六
五
年

藤
村
道
生 

『
日
清
戦
争
―
―
東
ア
ジ
ア
近
代
史
の
転
換
点
』 
岩
波
新
書
、
一
九
七
四
年

藤
原　

彰 

「
統
帥
権
と
天
皇
」
、
遠
山
茂
樹
編 

『
近
代
天
皇
制
の
展
開
―
―
近
代
天
皇
制
の
研

究
Ⅱ
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
七
年
）
所
収

丸
山
真
男
（
丸
山
①
）
『
福
沢
諭
吉
の
哲
学 

他
六
編
』
、
松
沢
弘
陽
編
、
岩
波
文
庫
、

二
〇
〇
一
年

―
―
―
―
（
丸
山
②
③
）『
「
文
明
論
之
概
略
」を
読
む
』（
便
宜
的
に
そ
の
上
下
を
②
③
と
略
記
）

岩
波
新
書
、
一
九
八
六
年

宮
地
正
人
監
修
（
「
宮
地
監
」
と
略
記
）
『
日
本
近
現
代
史
を
読
む
』 

新
日
本
出
版
社
、

二
〇
一
〇
年

―
―
―
―
他 

「
生
き
た
思
想
と
は
―
―
近
代
啓
蒙
主
義
と
自
由
民
権
」（
「
宮
地
」と
略
記
）
、『
季

論
21
』 

第
七
号
（
本
の
泉
社
、
二
〇
一
〇
年
）
所
収

陸
奥
宗
光 

『
蹇け

ん
け
ん々

録
』
、
中
央
公
論
社
『
日
本
の
名
著 

陸
奥
宗
光
』
（
中
央
公
論
社
、

一
九
八
四
年
）
所
収
（
原
典
出
版
は
一
九
二
九
年
）

安
川
寿
之
輔（
安
川
①
）『
日
本
近
代
教
育
の
思
想
構
造
（
増
補
版
）
』 

新
評
論
、
二
〇
〇
三
年
（
初

版
一
九
七
〇
年
）

―
―
―
―
―
（
安
川
②
）
『
福
沢
諭
吉
と
丸
山
眞
男
―
―
「
丸
山
諭
吉
」
神
話
を
解
体
す
る
』 

高
文
研
、
二
〇
〇
三
年

―
―
―
―
―
（
安
川
③
）
『
福
沢
諭
吉
の
戦
争
論
と
天
皇
制
論
―
―
新
た
な
福
沢
美
化
論
を
批

判
す
る
』 

高
文
研
、
二
〇
〇
六
年

―
―
―
―
―
（
安
川
④
）
「
福
沢
諭
吉
の
ア
ジ
ア
認
識
―
―
『
脱
亜
論
』
の
占
め
る
位
置
」
（
高

嶋
教
科
書
裁
判
を
支
援
す
る
会
編
『
高
嶋
教
科
書
裁
判
が
問
う
た
も
の
―
―
そ
の
焦
点
と

運
動
13
年
の
総
括
』
（
高
文
研
、
二
〇
〇
六
年
）
所
収

山
辺
健
太
郎 

（
山
辺
①
）
『
日
韓
併
合
小
史
』 

岩
波
新
書
、
一
九
六
六
年

―
―
―
―
―

（
山
辺
②
）
『
日
本
の
韓
国
併
合
』 

太
平
出
版
社
、
一
九
六
六
年
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は
じ
め
に

　

前
稿
に
お
い
て
は
、
江
馬
修『
山
の
民
』の
第
三
の
改
稿
、
す
な
わ
ち
冬
芽
書
房
版
か
ら
理
論

社
版
へ
の
改
稿
を
検
討
し
た
。

　

比
較
に
あ
た
っ
て
は
、
第
一
、
第
二
の
改
稿
の
場
合
と
同
様
、
便
宜
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文

を
単
位
に
分
け
、
お
お
よ
そ
構
成
の
変
更
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
、
そ
し
て
省
か
れ
た
部

分
の
順
に
検
討
を
加
え
た
。
た
だ
、
そ
の
際
に
も
断
わ
っ
て
お
い
た
よ
う
に
、
そ
れ
ら
は
あ
く

ま
で
も
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
の
変
更
で
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
単
位
内
に
お
け
る
変
更
も
少
な
く
な

か
っ
た
こ
と
も
す
で
に
指
摘
し
て
お
い
た
。
そ
こ
で
、
本
稿
以
下
で
は
そ
の
単
位
内
に
お
け
る

変
更
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
単
位
分
け
は
各
本
文
の
章
に
加
え
て
、
各
章
中
に
行
な
わ
れ
る
一

行
あ
け
に
よ
る
区
分
を
併
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
改
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
い
。
本
稿

で
は
第
一
部
の
改
稿
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　

一

　

前
稿
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
本
文
を
単
位
に
分
け
、
内
容
の
ご
く
簡
単
な
要
約
を
付
し

て
お
い
た
。
第
一
、
第
二
の
改
稿
の
際
に
は
、
い
ず
れ
の
場
合
に
も
対
象
と
な
る
学
会
版
に
お

け
る
単
位
の
要
約
を
行
な
っ
た
が
、
そ
こ
で
は
新
た
に
理
論
社
版
に
お
け
る
単
位
の
要
約
を
行

な
っ
た
。
第
三
の
改
稿
で
は
対
象
と
な
ら
な
い
学
会
版
の
単
位
を
も
と
に
す
る
の
で
は
、
や
は

り
混
乱
を
避
け
ら
れ
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
理
論
社
版
は
一
応
の
決
定
稿
で
あ

り
、
そ
の
意
味
で
も
新
た
な
要
約
は
無
意
味
で
は
な
い
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

単
位
内
に
お
け
る
変
更
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
も
そ
れ
を
利
用
し
、
ま
ず
は
お
お
よ
そ
の

変
更
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。
第
一
、
第
二
の
改
稿
の
場
合
と
同
様
、
前
稿
で
作
成

し
た
一
覧
に
単
位
内
の
変
更
を
書
き
加
え
る
。
変
更
は
、
構
成
の
変
更
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た

帯大研報  33：53〜79（2012）

江 

馬 

修 

『

山

の

民

』

研

究

序

説

〔
九
〕

　
　
　

 

―
―
改
稿
過
程
の
検
討
（
九
）
・
冬
芽
書
房
版
か
ら
理
論
社
版
へ
（
中
の
上
）
―
―

柴
　

口
　

順
　

一

（
帯
広
畜
産
大
学
人
間
科
学
研
究
部
門
）

二
〇
一
二
年
四
月
二
十
六
日
受
付

二
〇
一
二
年
七
月　
　

九
日
受
理

A
n introductory study on Shu Em

a“Yam
a no Tam

i”

〔9

〕:
A research on the process of rew

riting (9)

・From
 Toga Shobo version to Riron Sha version (B-x)

Jun’ichi SH
IBAG

U
CH

I



54

柴口順一

部
分
、
省
か
れ
た
部
分
の
三
つ
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
△
、

、

の
記
号
を
付
し
、

と

、

す
な
わ
ち
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
と
省
か
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
の
簡
単
な
要
約

を
付
す
。
構
成
の
変
更
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
簡
単
に
記
す
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
△
の
記
号
の

み
を
記
す
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
行
な
う
検
討
の
際
に
説
明
す

る
。
以
前
作
成
し
た
も
の
に
は
各
単
位
の
ペ
ー
ジ
を
記
し
て
お
い
た
が
、
今
回
は
そ
れ
を
省

く
。
そ
の
か
わ
り
に
、
追
加
部
分
と
省
略
部
分
に
は
ペ
ー
ジ
並
び
に
行
数
を
記
す
。
当
然
な
が

ら
、
追
加
部
分
の
ペ
ー
ジ
は
理
論
社
版
の
、
省
略
部
分
は
冬
芽
書
房
版
の
そ
れ
で
あ
る
。
ち
な

み
に
い
っ
て
お
け
ば
、
冬
芽
書
房
版
は
一
行
四
十
五
字
、
理
論
社
版
は
一
頁
二
段
組
み
で
一
行

二
十
四
字
で
あ
る
。

、

及
び
△
に
は
そ
れ
ぞ
れ
番
号
を
付
し
て
お
く
。
ペ
ー
ジ
並
び
に
行

数
は「
／
」を
は
さ
ん
で
そ
の
順
に
記
す
。

第
一
部　

ひ
だ
の
国

　
　
　

一　

　

【
１
】（
慶
応
四
年
一
月
二
十
三
日
）手
代
寺
田
潤
之
助
、
早
駕
籠
で
郡
代
役
所
へ
帰
参
。

　
　
　
　

1　

あ
た
り
の
様
子
。（
3
／
6
）

　
　
　
　

△
1

　

【
２
】 

寺
田
、
郡
代
新
見
内
膳
へ
情
勢
報
告
。

　
　
　
　

1　

新
見
郡
代
の
様
子
。（
5
下
／
6
）

　
　
　
　

2　

寺
田
潤
之
助
と
郡
代
の
様
子
。（
6
上
／
5
）

　
　
　
　

3　

浅
井
豊
助
の
言
葉
。（
7
上
／
5
）

　

【
３
】 

深
夜
、
役
人
を
呼
び
に
行
く
。 

　
　
　

二

　

【
４
】 

大
評
定
の
末
、
郡
代
役
所
を
鎮
撫
使
先
発
隊
へ
明
け
渡
す
こ
と
に
決
定
。

　
　
　
　

△
2

　
　
　
　

4　

先
発
隊
が
飛
驒
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
と
の
情
報
。（
10
上
／
5
）

　
　
　
　

5　

浅
井
の
言
葉（
の
一
部
）。（
10
上
～
下
／
8
）

　
　
　
　

6　

浅
井
の
言
葉（
の
一
部
）。（
10
下
～
11
上
／
13
）

　
　
　
　

7　

新
見
郡
代
、
大
沢
謙
介
、
浅
井
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
11
上
～
12
上
／
34
）

　
　
　
　

2　

浅
井
の
言
葉
と
様
子
。（
13
／
3
）

　
　
　
　

8　

大
沢
の
言
葉（
の
一
部
）。（
14
下
／
5
）

　
　
　
　

9　

近
藤
英
一
郎
の
言
葉（
の
一
部
）。（
14
下
／
4
）

　
　
　
　

△
3

　
　
　
　

10　

大
沢
と
浅
井
の
会
話（
の
一
部
）。（
15
下
～
16
上
／
10
）

　
　
　
　

3　

郡
代
の
様
子
。（
17
／
4
）

　
　
　
　

4　

地
役
人
ら
の
様
子
。（
18
／
4
）

　
　
　
　

11　

郡
代
の
考
え
。（
17
上
～
下
／
9
）

　

【
５
】 

評
定
の
決
定
を
町
会
所
・
郡
中
会
所
の
役
人
を
呼
び
報
告
。

　
　
　

三

　

【
６
】 

地
役
人
ら
、
評
定
の
話
し
を
し
な
が
ら
奥
田
大
蔵
の
屋
敷
へ
向
か
う
。

　
　
　
　

12　

地
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
20
下
～
21
上
／
6
）

　

【
７
】 

地
役
人
ら
、
奥
田
邸
で
の
相
談
の
結
果
、
天
朝
へ
の
帰
順
を
決
定
。

　
　
　
　

13　

地
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
22
上
／
8
）

　
　
　
　

14　

地
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
22
下
～
23
上
／
11
）

　
　
　
　

15　

富
田
稲
太
の
言
葉（
の
一
部
）。（
24
下
／
8
）

　
　
　
　

16　

 「
降
伏
」を
改
め「
帰
順
」と
称
す
る
こ
と
の
話
し
合
い
。（
25
上
～
27
下
／
75
）

　

【
８
】 

そ
の
後
、
奥
田
邸
で
酒
宴
。

　
　
　

四

　

【
９
】 

事
情
を
聞
き
つ
け
た
人
々
の
混
乱
。

　
　
　
　

△
4

　
　
　
　

17　

人
々
の
会
話（
の
一
部
）。（
33
下
～
34
上
／
24
）

　

【
10 

】（
一
月
二
十
四
日
）
新
見
郡
代
、
先
に
出
発
さ
せ
る
妻
子
の
供
を
地
役
人
に
依
頼
す
る

が
拒
絶
さ
れ
る
。

　

【
11
】 
郡
代
の
妻
子
ら
、
江
戸
へ
向
け
出
発
。

　
　
　

五

　

【
12
】（
一
月
二
十
五
日
）鎮
撫
使
先
発
隊
の
警
護
と
し
て
郡
上
藩
入
国
の
知
ら
せ
。

　
　
　
　

18　

人
々
の
不
安
。（
42
下
～
43
上
／
20
）
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19　

郡
上
藩
家
老
鈴
木
兵
左
衛
門
の
思
惑
。（
43
下
～
44
上
／
20
）

　

【
13
】 

安
永
年
間
の
大
原
騒
動
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

20　

新
た
な
検
地
の
実
施
に
つ
い
て
。（
46
下
／
13
）

　
　
　
　

21　

幕
府
へ
の
直
接
嘆
願
に
つ
い
て
。（
47
下
～
48
上
／
16
）

　
　
　
　

22　

大
原
郡
代
の
大
金
借
り
上
げ
と
人
々
の
不
満
。（
51
上
～
下
／
15
）

　
　
　
　

23　

幕
府
の
取
り
調
べ
に
つ
い
て
。（
52
上
～
下
／
13
）

　
　
　
　

24　

百
姓
側
の
処
分
。（
52
下
／
7
）

　
　
　
　

5　

大
原
郡
代
の
墓
は
今
日
も
残
っ
て
い
な
い
こ
と
。（
59
／
4
）

　
　
　
　

25　

郡
上
藩
の
策
略
と
そ
れ
に
対
す
る
飛
驒
の
人
々
の
警
戒
心
。

　
　
　
　
　
　
　

（
53
上
～
54
上
／
29
）

　
　
　

六

　

【
14
】 

郡
中
会
所
に
つ
い
て
。

　
　
　
　

26　

地
役
人
の
言
葉
。（
54
上
／
4
）

　
　
　
　

27　

郡
中
会
所
の
役
割
。（
55
上
～
下
／
14
）

　
　
　
　

28　

多
数
の
村
役
人
が
次
第
に
集
ま
る
。（
56
上
／
6
）

　
　
　
　

29　

村
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
57
上
～
下
／
23
）

　

【
15
】 

郡
中
会
所
二
階
で
の
、
村
役
人
の
対
郡
上
藩
対
策
に
つ
い
て
の
寄
り
合
い
。

　
　
　
　

30　

郡
中
会
所
二
階
の
様
子
と
村
役
人
ら
の
様
子
。（
57
下
～
58
上
／
15
）

　
　
　
　

△
5

　
　
　
　

31　

村
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
58
下
／
6
）

　
　
　
　

6　

村
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
63
～
64
／
10
）

　
　
　
　

32　

甲
村
孫
助
の
言
葉
。（
59
上
／
4
）

　
　
　
　

33　

村
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
60
上
～
下
／
18
）

　
　
　
　

34　

村
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
61
下
／
5
）

　
　
　
　

35　

村
役
人
ら
の
そ
の
後
の
行
動
。（
62
下
／
4
）

　
　
　

七

　

【
16
】 

郡
中
会
所
階
下
で
の
、
百
姓
た
ち
の
郷
蔵
廃
止
願
い
に
つ
い
て
の
寄
り
合
い
。

　
　
　
　

36　

郡
中
会
所
階
下
の
様
子
。（
63
下
／
10
）

　
　
　
　

37　

百
姓
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
66
上
／
4
）

　
　
　
　

38　

百
姓
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
68
上
～
下
／
30
）

　
　
　
　

7　

百
姓
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
74
～
76
／
19
）

　
　
　
　

39　

郷
倉
に
つ
い
て
。（
71
上
～
下
／
22
）

　
　
　
　

8　

百
姓
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
78
～
79
／
15
）

　
　
　
　

40　

百
姓
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
72
上
～
下
／
11
）

　
　
　
　

41　

百
姓
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
73
上
～
74
上
／
22
）

　
　
　
　

9　

百
姓
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
81
～
82
／
10
）

　
　
　
　

42　

忠
七
に
加
え
清
六
も
総
代
と
な
る
。（
74
上
～
下
／
10
）

　
　
　

八

　

【
17
】 

百
姓
総
代
、
村
役
人
へ
郷
蔵
廃
止
願
い
を
提
案
し
、
郡
代
へ
の
願
書
提
出
を
決
定
。

　

【
18
】 

郡
上
藩
攻
め
入
る
の
う
わ
さ
で
混
乱
す
る
人
々
。

　
　
　
　

43　

陣
屋
表
門
前
の
様
子
。（
83
上
／
6
）

　
　
　

九

　

【
19
】 

新
見
郡
代
、
御
倉
米
の
処
置
を
指
示
。

　

【
20
】 

郡
上
藩
入
国
の
知
ら
せ
が
届
く
。

　
　
　
　

△
6

　

【
21
】 

新
見
郡
代
、
江
戸
へ
向
け
出
発
。

　
　
　
　

44　

郡
代
、
動
け
な
く
な
り
人
に
背
負
わ
れ
進
む
。（
90
下
～
上
／
9
）

　
　
　
　

45　

新
見
郡
代
の
感
慨
。（
91
下
／
7
）

　
　
　

一
〇

　

【
22
】 

牛
方
親
子
、
道
端
の
地
蔵
尊
類
が
消
え
て
い
る
の
を
発
見
。

　
　
　
　

46　

牛
方
源
兵
衛
の
容
貌
と
体
格
。（
94
下
／
5
）

　
　
　
　

△
7

　
　
　
　

47　

牛
方
親
子
の
会
話（
の
一
部
）。（
98
下
／
8
）

　

【
23
】 

牛
方
親
子
、
百
姓
た
ち
の
不
動
尊
撤
去
の
現
場
に
遭
遇
。

　
　
　
　

48　

百
姓
と
源
兵
衛
の
会
話（
の
一
部
）。（
102
上
～
下
／
12
）

　
　
　
　

49　

百
姓
た
ち
の
様
子
。（
102
下
～
103
上
／
5
）
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【
24
】 

牛
方
親
子
、
峠
の
茶
屋
で
一
服
し
、
老
婆
・
百
姓
と
語
り
合
う
。

　
　
　
　

50　

茶
屋
の
客
、
百
姓
女
の
容
貌
と
身
な
り
。（
104
下
～
105
上
／
16
）

　
　
　
　

10　

百
姓
女
と
牛
方
の
会
話（
の
一
部
）。（
119
～
120
／
9
）

　
　
　
　

51　

百
姓
女
、
茶
屋
の
老
婆
、
源
兵
衛
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
105
下
／
9
）

　
　
　
　

52　

百
姓
女
の
言
葉
と
様
子
。（
106
上
／
12
）

　
　
　
　

53　

源
兵
衛
の
息
子
幸
作
、
百
姓
女
、
源
兵
衛
、
老
婆
ら
の
会
話（
の
一
部
）。

　
　
　
　
　
　
　

（
107
上
～
下
／
24
）

　
　
　
　

54　

源
兵
衛
の
様
子
。（
108
上
／
5
）

　
　
　
　

55　

百
姓
女
の
言
葉
。（
108
下
109
上
／
6
）

　
　
　
　

56　

百
姓
女
の
様
子
。（
110
上
／
5
）

　
　
　
　

57　

源
兵
衛
と
老
婆
の
会
話
。（
111
上
／
10
）

　
　
　

一
一

　

【
25 

】（
一
月
十
日
）
竹
沢
寛
三
郎
、
京
都
を
出
発
し
飛
驒
入
国
の
布
石
と
し
て
笠
松
郡
代
役

所
を
帰
服
さ
せ
る
。

　
　
　
　

58　

岩
倉
具
視
の
様
子
。（
117
上
～
下
／
9
）

　
　
　
　

59　

岩
倉
と
竹
沢
の
会
話（
の
一
部
）。（
118
下
～
119
下
／
42
）

　
　
　
　

60　

岩
倉
と
竹
沢
の
会
話（
の
一
部
）。（
120
上
／
5
）

　
　
　
　

11　

朝
廷
の
命
を
受
け
郡
上
藩
も
飛
驒
へ
向
け
進
発
。（
136
～
137
／
8
）

　
　
　

一
二

　

【
26
】 

郡
上
藩
入
国
し
、
人
々
反
発
を
強
め
る
。

　
　
　
　

61　

情
勢
不
安
の
折
、
鎮
撫
使
先
発
隊
に
期
待
を
抱
き
は
じ
め
る
人
々
。

　
　
　
　
　
　
　

（
122
上
～
123
上
／
37
）

　
　
　
　

62　

役
所
か
ら
出
さ
れ
た
布
告
に
つ
い
て
。（
123
下
～
124
下
／
41
）

　
　
　
　

△
8

　
　
　
　

63　

竹
沢
の
一
刻
も
早
い
到
着
を
待
つ
人
々
。（
126
下
／
6
）

　
　
　
　

64　

対
郡
上
藩
の
方
策
を
議
論
す
る
人
々
。（
127
上
～
下
／
12
）

　
　
　
　

65　

村
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
128
上
／
14
）

　

【
27
】 

郡
中
会
所
総
代
、
竹
沢
を
迎
え
口
上
書
を
差
し
出
す
。

　
　
　
　

66　

鎮
撫
使
先
発
隊
、
郡
上
藩
の
兵
と
合
流
。（
128
上
～
下
／
7
）

　
　
　
　

△
9

　
　
　
　

67　

竹
沢
、
郡
中
会
所
及
び
安
石
代
に
つ
い
て
問
う
。（
129
下
～
130
上
／
11
）

　
　
　
　

12　

郡
中
会
所
の
存
在
を
知
る
竹
沢
と
、
口
上
書
第
一
項
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　

（
144
～
145
／
11
）

　
　
　
　

13　

口
上
書
第
三
項
に
つ
い
て
。（
145
～
146
／
8
）

　
　
　
　

14　

総
代
、
再
度
の
嘆
願
の
機
を
う
か
が
う
。（
154
／
5
）

　

【
28
】 

地
役
人
・
郡
中
会
所
の
迎
え
を
受
け
、
竹
沢
飛
驒
に
入
る
。

　
　
　
　

△
10

　
　
　
　

68　

竹
沢
が
以
前
訪
れ
た
と
き
と
は
変
わ
っ
た
あ
た
り
の
様
子
。

　
　
　
　
　
　
　

（
132
上
～
下
／
12
）

　
　
　
　

69　

先
発
隊
進
行
の
様
子
。（
133
上
／
5
）

　
　
　
　

△
11

　
　
　
　

70　

先
発
隊
兵
士
の
様
子
。（
133
下
～
134
上
／
6
）

　
　
　
　

71　

兵
士
た
ち
の
会
話
。（
134
下
～
135
上
／
21
）

　
　
　

一
三

　

【
29
】 

郡
中
会
所
総
代
ら
、
手
代
近
藤
英
一
郎
に
出
く
わ
す
。

　

【
30 

】 

近
藤
、
竹
沢
及
び
郡
上
藩
家
老
鈴
木
兵
左
衛
門
に
願
い
出
、
郡
上
藩
の
一
部
退
去
に

成
功
。

　
　
　
　

72　

近
藤
英
一
郎
、
飛
驒
の
人
々
が
郡
上
藩
を
嫌
う
理
由
を
説
明
。

　
　
　
　
　
　
　

（
142
上
～
下
／
12
）

　
　
　
　

73　

近
藤
、
郡
上
藩
に
飛
驒
横
領
の
野
心
が
あ
る
こ
と
を
主
張
。

　
　
　
　
　
　
　

（
142
下
～
143
上
／
10
）

　
　
　
　

74　

近
藤
の
言
葉
。（
144
上
／
9
）

　
　
　
　

75　

鈴
木
の
容
貌
と
態
度
。（
145
上
／
9
）

　
　
　
　

76　

鈴
木
の
言
葉（
の
一
部
）と
近
藤
の
反
応
。（
146
上
～
下
／
16
）

　
　
　
　

77　

鈴
木
と
近
藤
の
会
話（
の
一
部
）。（
147
下
／
8
）

　
　
　
　

△
12
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78　

人
々
の
会
話（
の
一
部
）。（
149
上
～
下
／
8
）

　
　
　
　

15　

人
々
の
会
話（
の
一
部
）。（
162
～
163
／
4
）

　

【
31
】（
二
月
三
日
）竹
沢
、
多
く
の
人
々
に
迎
え
ら
れ
高
山
に
入
る
。

　

【
32
】 

竹
沢
に
次
ぎ
、
郡
上
藩
の
一
部
高
山
に
入
る
。

　
　
　

一
四

　

【
33
】 

竹
沢
の
到
着
に
人
々
ひ
と
ま
ず
安
堵
。

　
　
　
　

79　

安
堵
す
る
人
々
と
そ
の
会
話
。（
152
下
～
153
下
／
33
）

　

【
34
】（
二
月
四
日
）地
役
人
、
竹
沢
に
こ
れ
ま
で
通
り
の
召
し
抱
え
を
願
い
出
、
了
承
さ
れ
る
。

　
　
　
　

80　

夜
、
地
役
人
は
祝
宴
を
あ
げ
る
。（
155
下
～
156
上
／
8
）

　

【
35
】 

郡
中
会
所
の
人
々
、
竹
沢
を
礼
賛
。

　
　
　
　

△
13

　
　
　
　

81　

村
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
156
下
～
157
上
／
13
）

　
　
　
　

82　

村
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
157
上
／
10
）

　
　
　
　

83　

村
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
157
下
～
159
上
／
47
）

　

【
36
】 

郡
上
藩
の
う
わ
さ
を
し
て
い
る
な
か
、
家
老
鈴
木
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
る
。

　
　
　
　

84　

一
層
高
ま
る
郡
上
藩
へ
の
警
戒
。（
159
下
～
160
下
／
45
）

　
　
　
　

85　

郡
中
会
所
総
代
ら
の
会
話
。（
161
下
～
162
下
／
40
）

　
　
　

一
五

　

【
37
】 

郡
中
会
所
総
代
、
郡
上
藩
鈴
木
の
も
と
へ
向
か
う
。

　
　
　
　

△
14

　
　
　
　

86　

代
官
橋
付
近
の
様
子
。（
164
上
～
下
／
30
）

　
　
　
　

87　

橋
の
手
す
り
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
荷
物
に
つ
い
て
。（
164
下
～
165
上
／
10
）

　
　
　
　

88　

郡
中
会
所
総
代
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
165
下
／
13
）

　
　
　
　

△
15

　
　
　
　

89　

孫
助
と
牛
方
源
兵
衛
と
の
会
話
。（
166
上
～
167
上
／
36
）

　
　
　
　

90　

総
代
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
167
下
／
12
）

　

【
38
】 

町
会
所
の
総
代
と
と
も
に
鈴
木
の
も
と
へ
。

　
　
　
　

91　

途
中
、
町
会
所
に
寄
り
町
年
寄
屋
貝
と
同
道
。（
168
上
～
169
上
／
29
）

　
　
　
　

92　

火
方
ら
の
言
葉
。（
170
上
／
6
）

　
　
　
　

16　

屋
貝
と
市
次
郎
の
会
話
。（
177
～
178
／
6
）

　
　
　
　

93　

総
代
ら
の
会
話
。（
171
下
～
172
上
／
11
）

　
　
　

一
六

　

【
39
】 

郡
上
藩
家
老
、
米
三
百
俵
を
提
供
す
る
旨
を
伝
え
る
が
、
辞
退
さ
れ
る
。

　
　
　
　

94　

屋
貝
の
言
葉
と
総
代
ら
の
挨
拶
。（
173
上
／
9
）

　
　
　
　

95　

郡
上
藩
鈴
木
と
総
代
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
173
下
～
175
上
／
55
）

　
　
　
　

96　

鈴
木
の
言
葉
。（
175
上
／
6
）

　
　
　
　

97　

鈴
木
と
屋
貝
の
会
話
。（
177
上
／
16
）

　
　
　
　

17　

鈴
木
の
様
子
。（
184
／
4
）

　
　
　
　

98　

鈴
木
と
総
代
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
178
上
～
180
下
／
91
）

　
　
　
　

18　

鈴
木
と
総
代
ら
の
会
話
。（
185
～
186
／
18
）

　
　
　

一
七

　

【
40
】 

総
代
ら
、
一
旦
郡
中
会
所
に
戻
り
人
々
と
相
談
。

　
　
　
　

99　

屋
貝
も
連
れ
、
郡
中
会
所
へ
向
か
う
。（
181
上
／
8
）

　
　
　
　

100　

総
代
ら
、
鈴
木
の
お
達
書
を
披
露
。（
181
上
～
182
上
／
23
）

　
　
　
　

101　

村
役
人
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
182
上
～
183
下
／
57
）

　
　
　
　

102　

村
役
人
ら
の
立
場
と
決
意
。（
183
下
～
185
上
／
47
）

　

【
41
】 

相
談
の
結
果
や
は
り
辞
退
に
決
定
し
、
再
び
鈴
木
の
も
と
へ
行
き
そ
の
旨
を
告
げ
る
。

　
　
　
　

103　

屋
貝
、
村
役
人
ら
の
会
話
。（
185
上
～
187
上
／
69
）

　
　
　
　

19　

村
役
人
ら
の
会
話
。（
186
～
188
／
22
）

　
　
　
　

104　

鈴
木
の
言
葉
。（
188
上
～
下
／
20
）

　
　
　
　

20　

鈴
木
と
総
代
ら
の
会
話
。（
189
～
190
／
13
）

　

【
42
】 
人
々
、
辞
退
を
評
価
し
郡
上
藩
へ
の
反
発
を
強
め
る
。

　
　
　
　

105　

人
々
、
総
代
ら
の
対
処
を
評
価
。（
188
下
～
189
上
／
21
）

　
　
　
　

21　

再
度
返
答
す
る
と
い
う
鈴
木
と
の
約
束
を
反
故
に
。（
190
／
6
）

　
　
　
　

106　

鈴
木
が
新
し
く
城
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
と
の
う
わ
さ
に
反
発
す
る
人
々
。

（
189
下
～
191
上
／
71
）
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一
八

　

【
43
】 

竹
沢
、
町
年
寄
矢
島
善
左
衛
門
に
郡
上
藩
の
こ
と
を
語
る
。

　
　
　
　

107 　

屋
貝
、
町
年
寄
矢
島
善
左
衛
門
に
会
い
、
鈴
木
と
の
交
渉
の
あ
ら
ま
し
を
伝

え
る
。（
191
下
／
9
）

　
　
　
　

108　

竹
沢
と
矢
島
の
会
話（
の
一
部
）。（
192
上
／
8
）

　
　
　
　

109　

竹
沢
と
矢
島
の
会
話（
の
一
部
）。（
192
上
～
193
上
／
15
）

　
　
　
　

22　

竹
沢
の
考
え
。（
192
～
193
／
9
）

　
　
　
　

110　

竹
沢
の
言
葉（
の
一
部
）。（
193
下
／
11
）

　
　
　
　

111　

竹
沢
と
矢
島
の
会
話（
の
一
部
）。（
195
上
／
9
）

　
　
　
　

112　

竹
沢
の
考
え
。（
195
下
／
14
）

　

【
44 

】 

矢
島
、
帰
り
道
に
川
上
屋
善
右
衛
門
に
出
会
い
、
ま
た
合
羽
屋
の
お
ら
く
と
す
れ
ち
が

う
。

　
　
　
　

113　

タ
コ
あ
げ
を
す
る
子
供
た
ち
。（
196
上
～
下
／
9
）

　
　
　
　

114　

川
上
屋
善
右
衛
門
の
言
葉（
の
一
部
）。（
197
下
～
198
上
／
12
）

　
　
　
　

23　

あ
た
り
の
様
子
。（
197
～
198
／
7
）

　
　
　
　

24　

お
ら
く
の
美
し
さ
に
つ
い
て
。（
198
～
199
／
5
）

　
　
　
　

115　

お
ら
く
一
家
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
。（
199
下
／
11
）

　
　
　
　

25　

善
右
衛
門
の
言
葉（
の
一
部
）。（
200
／
3
）

　
　
　
　

116　

善
右
衛
門
の
言
葉
。（
200
上
～
下
／
26
）

　
　
　

一
九

　

【
45
】 

竹
沢
、
中
呂
村
久
蔵
に
郡
上
藩
の
こ
と
を
語
る
。

　
　
　
　

117　

中
呂
村
久
蔵
に
つ
い
て
。（
202
上
～
下
／
16
）

　
　
　
　

118　

竹
沢
と
久
蔵
の
会
談
。（
203
上
～
204
上
／
47
）

　

【
46
】 

町
会
所
と
郡
中
会
所
が
相
談
の
上
、
郡
上
藩
の
件
で
嘆
願
書
を
作
成
。

　
　
　
　

119　

矢
島
の
報
告
。（
204
下
／
11
）

　
　
　
　

26　

郡
上
藩
の
飛
驒
横
領
の
野
心
に
反
発
。（
203
／
7
）

　
　
　
　

120　

久
蔵
の
態
度
と
見
解
。（
204
下
～
205
上
／
18
）

　
　
　
　

121　

久
蔵
の
様
子
。（
206
上
～
下
／
8
）

　
　
　
　

122　

宮
ノ
前
村
久
兵
衛
の
言
葉
。（
207
上
／
4
）

　
　
　
　

123　

願
書
の
内
容
。（
207
上
～
下
／
10
）

　
　
　
　

124　

竹
沢
へ
の
不
満
を
語
る
一
部
の
人
々
。（
207
下
～
210
上
／
87
）

　
　
　
　

△
16

　
　
　
　

125　

総
代
ら
の
感
慨
。（
210
下
／
7
）

　

【
47
】 

町
会
所
・
郡
中
会
所
総
代
、
竹
沢
に
嘆
願
書
を
提
出
。

　

【
48
】 

町
会
所
・
郡
中
会
所
・
地
役
人
、
天
朝
直
支
配
を
総
督
府
へ
嘆
願
す
る
こ
と
を
決
定
。

　
　
　

二
〇

　

【
49
】（
二
月
七
日
）竹
沢
、
天
朝
御
領
を
宣
言
。

　
　
　
　

126　

旧
幕
勢
力
の
打
倒
に
全
力
を
あ
げ
る
新
政
府
。（
213
下
／
7
）

　
　
　
　

27　

竹
沢
の
考
慮
。（
210
／
4
）

　

【
50
】 

竹
沢
、
年
貢
半
減
そ
の
他
運
上
等
の
軽
減
を
約
束
。

　
　
　
　

127　

人
々
の
会
話（
の
一
部
）。（
218
上
／
11
）

　
　
　

二
一

　

【
51
】 

藁
づ
か
い
小
屋
に
集
ま
っ
た
村
の
若
者
た
ち
。

　

【
52 

】 

広
瀬
村
五
郎
作
、
藁
づ
か
い
小
屋
に
寄
り
夜
ば
い
話
に
興
じ
る
若
者
に
年
貢
半
減
を

伝
え
る
。

　
　
　
　

128　

広
瀬
村
五
郎
作
の
言
葉
。（
226
上
～
下
／
8
）

　

【
53
】 

勘
助
を
中
心
に
世
を
語
り
合
う
若
者
た
ち
。

　
　
　
　

129　

若
者
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
229
上
～
下
／
17
）

　
　
　
　

130　

勘
助
の
言
葉
。（
230
下
／
11
）

　
　
　
　

131　

若
者
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
233
上
～
234
下
／
40
）

　
　
　
　

132　

源
七
の
言
葉
。（
234
下
～
235
上
／
7
）

　
　
　

二
二

　

【
54
】 
五
郎
作
が
通
夜
の
席
で
年
貢
半
減
を
聞
い
た
こ
と
。

　
　
　
　

133　

五
郎
作
、
通
夜
の
ご
ち
そ
う
を
包
み
持
つ
。（
238
下
～
239
上
／
8
）

　

【
55
】 

五
郎
作
、
家
に
帰
り
女
房
の
お
し
ず
に
年
貢
半
減
の
こ
と
を
伝
え
る
。

　
　
　
　

134　

五
郎
作
と
お
し
ず
の
会
話（
の
一
部
）。（
241
上
～
242
上
／
28
）
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135　

五
郎
作
の
言
葉
。（
243
上
／
5
）

　
　
　

二
三

　

【
56
】 
五
郎
作
、
夜
ば
い
に
来
た
若
者
を
発
見
。

　
　
　
　

136　

夜
ば
い
に
来
た
若
者
の
様
子
。（
247
下
／
10
）

　
　
　
　

137　

五
郎
作
と
若
者
の
会
話（
の
一
部
）。（
248
上
～
下
／
13
）

　

【
57
】 

若
者
と
年
貢
半
減
を
話
題
に
酒
を
飲
む
と
こ
ろ
に
息
子
が
帰
宅
。

　
　
　
　

138　

五
郎
作
と
若
者
清
兵
衛
の
会
話（
の
一
部
）。（
249
下
～
250
上
／
10
）

　
　
　
　

139　

五
郎
作
と
清
兵
衛
の
会
話（
の
一
部
）。（
250
下
／
11
）

　
　
　
　

140　

五
郎
作
と
清
兵
衛
の
会
話（
の
一
部
）。（
251
上
／
8
）

　
　
　
　

141　

五
郎
作
、
酒
を
用
意
し
清
兵
衛
に
も
勧
め
る
。（
252
下
／
18
）

　
　
　
　

142　

五
郎
作
と
清
兵
衛
の
会
話（
の
一
部
）。（
253
下
～
255
下
／
75
）

　
　
　

二
四

　

【
58
】（
二
月
八
日
）郡
上
藩
鈴
木
、
竹
沢
に
不
満
を
述
べ
対
立
。

　
　
　
　

143　

竹
沢
の
考
え
。（
258
下
／
9
）

　
　
　
　

144　

陣
屋
の
様
子
。（
259
上
～
260
下
／
10
）

　
　
　
　

145　

面
会
場
所
へ
進
む
鈴
木
。（
259
下
／
9
）

　
　
　
　

146　

鈴
木
を
待
ち
受
け
る
竹
沢
。（
260
上
／
5
）

　
　
　
　

△
17

　
　
　
　

147　

竹
沢
の
言
葉（
の
一
部
）。（
261
上
／
7
）

　
　
　
　

148　

竹
沢
と
鈴
木
の
会
話（
の
一
部
）。（
262
上
／
12
）

　
　
　
　

149　

竹
沢
と
鈴
木
の
会
話（
の
一
部
）。（
262
下
／
12
）

　
　
　
　

△
18

　
　
　
　

150　

竹
沢
と
鈴
木
の
会
話（
の
一
部
）。（
263
下
／
6
）

　
　
　
　

151　

竹
沢
と
鈴
木
の
会
話（
の
一
部
）。（
264
上
～
下
／
14
）

　
　
　
　

152　

竹
沢
と
鈴
木
の
会
話（
の
一
部
）。（
265
下
～
266
上
／
22
）

　

【
59
】 

鈴
木
、
総
督
府
へ
出
向
く
こ
と
を
決
意
。

　
　
　
　

153　

竹
沢
に
激
怒
す
る
鈴
木
。（
267
下
～
268
上
／
9
）

　
　
　

二
五

　

【
60
】（
二
月
九
日
）郡
上
藩
排
除
を
期
し
て
竹
沢
総
督
府
本
陣
へ
向
か
う
。

　
　
　
　

154　

反
郡
上
藩
は
飛
驒
の
人
々
の
総
意
で
あ
る
こ
と
。（
269
下
／
10
）

　
　
　
　

155　

鈴
木
一
人
が
総
督
府
に
向
か
っ
た
こ
と
を
不
安
に
思
う
人
々
。（
270
上
／
7
）

　
　
　
　

156　

竹
沢
の
感
慨
。（
271
下
～
272
上
／
21
）

　

【
61
】 

竹
沢
の
あ
と
を
追
い
、
続
々
と
大
垣
へ
向
か
う
人
々
。

　

【
62
】 

火
事
の
半
鐘
に
戦
と
早
合
点
す
る
郡
上
兵
。

　
　
　
　

157　

警
戒
を
強
め
る
郡
上
藩
。（
276
下
／
5
）

　
　
　

二
六

　

【
63
】 

畳
屋
の
佐
吉
、
郡
上
藩
の
侍
に
因
縁
を
つ
け
対
立
。

　
　
　
　

158　

畳
屋
佐
吉
の
言
葉（
の
一
部
）。（
280
下
／
7
）

　
　
　
　

159　

火
方
た
ち
の
罵
声
。（
281
上
／
10
）

　
　
　

七

　

【
64
】 

お
光
姉
妹
の
い
る
う
ど
ん
屋
へ
通
う
郡
上
兵
。

　

【
65
】 

お
光
姉
妹
の
家
に
郡
上
兵
が
い
る
と
の
情
報
を
聞
き
、
踏
み
込
む
火
方
た
ち
。

　
　
　
　

160　

火
方
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
286
下
／
6
）

　
　
　
　

161　

火
方
の
増
造
、
吉
太
郎
に
見
張
り
を
指
示
。（
286
下
～
287
上
／
19
）

　
　
　
　

162　

お
光
姉
妹
の
家
へ
向
か
う
火
方
た
ち
。（
287
下
～
288
上
／
8
）

　
　
　
　

163　

吉
太
郎
と
増
造
の
会
話
。（
288
上
～
下
／
9
）

　
　
　
　

28　

う
ど
ん
屋
の
主
婦
と
火
方
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
290
～
291
／
12
）

　
　
　
　

164　

人
々
の
や
じ
。（
294
上
～
下
／
7
）

　
　
　

二
八

　

【
66
】 

甲
村
源
兵
衛
を
中
心
と
し
た
百
姓
た
ち
、
大
挙
し
て
大
垣
へ
向
か
う
。

　

【
67
】 

大
垣
へ
向
か
う
百
姓
た
ち
の
道
中
。

　
　
　
　

△
19

　
　
　
　

29　

百
姓
た
ち
の
会
話
。（
298
／
8
）

　
　
　
　

165　

大
垣
へ
向
か
う
百
姓
た
ち
の
様
子
。（
301
上
～
下
／
24
）

　
　
　
　

166　

牛
方
源
兵
衛
の
行
動
。（
302
上
～
303
下
／
52
）

　

【
68
】 

百
姓
た
ち
、
国
境
を
越
え
て
大
垣
に
迫
る
。
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167　

百
姓
た
ち
の
一
行
、
関
宿
に
到
着
。（
305
上
～
下
／
9
）

　
　
　
　

168　

百
姓
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
306
上
／
8
）

　
　
　
　

169　

源
兵
衛
を
中
心
と
す
る
百
姓
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
306
上
～
308
上
／
64
）

　
　
　
　

30　

百
姓
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
301
～
302
／
12
）

　
　
　
　

170　

再
び
歩
き
出
す
百
姓
た
ち
。（
308
下
～
309
上
／
10
）

　
　

二
九

　

【
69
】（
三
月
十
三
日
）郡
中
会
所
総
代
、
竹
沢
と
相
談
の
上
嘆
願
の
た
め
に
総
督
府
へ
。

　
　
　
　

171　

宿
の
部
屋
の
様
子
。（
309
下
／
7
）

　
　
　
　

172　

郡
中
会
所
総
代
と
竹
沢
の
会
話（
の
一
部
）。（
310
上
／
6
）

　
　
　
　

173　

総
代
ら
の
危
惧
。（
311
上
／
10
）

　

【
70
】 

総
代
、
参
謀
宇
田
栗
園
に
嘆
願
。

　
　
　
　

174　

市
次
郎
の
言
葉（
の
一
部
）。（
315
下
～
316
上
／
18
）

　

【
71
】 

総
代
、
竹
沢
に
報
告
。

　
　
　
　

175　

総
代
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
316
下
／
8
）

　
　
　
　

176　

総
代
ら
、
宿
に
帰
り
こ
と
の
次
第
を
報
告
。（
317
上
～
318
下
／
47
）

　
　
　

三
〇

　

【
72
】 

郡
中
会
所
で
の
百
姓
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り
と
謎
か
け
。

　
　
　
　

177　

村
役
人
不
在
の
な
か
、
気
が
ね
な
く
ふ
る
ま
う
百
姓
た
ち
。

　
　
　
　
　
　
　

（
319
下
～
320
上
／
8
）

　
　
　
　

178　

追
い
す
が
り
願
い
の
人
々
が
多
く
戻
っ
て
来
た
こ
と
が
話
題
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
320
上
／
6
）

　
　
　
　

179　

新
宮
村
勝
次
に
つ
い
て
。（
321
上
～
下
／
9
）

　
　
　
　

180　

勝
次
の
言
葉（
の
一
部
）。（
322
上
／
9
）

　
　
　
　

181　

百
姓
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）。（
326
下
～
327
下
／
43
）

　
　
　
　

31　

百
姓
た
ち
の
会
話（
の
一
部
）と
歌
。（
322
～
323
／
12
）

　
　
　

三
一

　

【
73 

】 

郡
中
会
所
総
代
、
再
度
の
嘆
願
に
総
督
府
に
行
く
が
、
そ
こ
で
郡
上
藩
お
預
け
を
言

い
渡
さ
れ
る
。

　
　
　
　

182　

総
督
府
本
陣
の
動
静
。（
328
上
～
下
／
5
）

　
　
　
　

△
20

　
　
　
　

183　

総
代
ら
の
迷
い
。（
328
下
／
5
）

　
　
　
　

184　

総
代
ら
の
会
話（
の
一
部
）。（
229
下
～
230
上
／
18
）

　
　
　
　

185　

総
代
ら
の
気
持
ち
。（
330
下
／
6
）

　
　
　
　

32　

総
代
ら
の
様
子
。（
325
～
326
／
7
）

　

【
74
】 

総
代
、
竹
沢
に
報
告

　
　
　
　

186　

総
代
ら
、
宿
に
い
る
他
の
人
々
と
相
談
。（
333
上
～
下
／
8
）

　
　
　
　

33　

総
代
ら
の
情
報
分
析
。（
329
～
330
／
11
）

　
　
　
　

187　

情
勢
を
高
山
に
伝
え
る
た
め
人
を
送
る
こ
と
に
す
る
。（
334
上
～
335
上
／
38
）

　

【
75
】 

竹
沢
、
急
遽
飛
驒
取
締
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
旨
、
総
代
に
報
告
。

　
　
　
　

188　

そ
の
後
の
総
代
ら
の
行
動
。（
335
上
～
337
下
／
77
）

　
　
　
　

189　

総
代
ら
と
竹
沢
の
会
話
。（
338
上
／
8
）

　
　
　
　

190　

総
代
ら
、
ひ
そ
か
に
京
都
へ
向
け
出
発
。（
340
上
／
13
）

　
　
　

三
二

　

【
76
】（
二
月
十
八
日
）郡
上
藩
退
去
し
、
数
日
後
竹
沢
、
脇
田
頼
三
を
と
も
な
い
帰
陣
。

　
　
　
　

191　

力
を
誇
示
し
引
き
あ
げ
る
郡
上
兵
。（
341
上
／
6
）

　

【
77
】 

竹
沢
の
行
な
っ
た
政
策
と
、
山
に
臨
ん
で
の
竹
沢
の
感
慨
。

　
　
　
　

192　

年
貢
半
減
が
人
々
の
最
大
の
関
心
で
あ
っ
た
こ
と
。（
343
下
～
344
上
／
13
）

　
　
　
　

34　

年
貢
半
減
は
政
府
の
方
針
で
は
な
か
っ
た
こ
と
。（
337
／
4
）

　
　
　
　

△
21

　
　
　
　

193　

あ
る
人
物
の
言
葉
。（
344
下
／
6
）

　
　
　
　

194　

竹
沢
、
そ
う
ざ
の
森
へ
行
く
途
中
、
国
分
寺
に
立
ち
寄
る
。（
346
上
～
下
／
21
）

　
　
　
　

35　

竹
沢
、
そ
う
ざ
の
森
へ
参
拝
。（
339
／
5
）

　
　
　
　

195　

そ
う
ざ
の
森
に
着
い
た
竹
沢
、
本
尊
が
仏
像
で
あ
る
こ
と
に
驚
く
。

　
　
　
　
　
　
　

（
347
上
～
348
上
／
22
）

　
　
　
　

36　

竹
沢
の
空
想
。（
342
／
4
）

　
　
　
　

196　

竹
沢
を
見
守
る
供
の
人
々
。（
349
下
／
5
）
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こ
の
一
覧
に
は
少
々
難
点
が
あ
る
。
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
理
論
社
版
を
も
と
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
△
、

、

で
示
し
た
変
更
箇
所
は
あ
く
ま
で
も
理
論
社
版
の
単

位
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
冬
芽
書
房
版
の
単
位
と
は
当
然
ず
れ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

の

新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
は
む
ろ
ん
理
論
社
版
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
理

論
社
版
の
単
位
に
合
致
す
る
。
だ
が
、

の
省
か
れ
た
部
分
は
冬
芽
書
房
版
の
省
か
れ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
理
論
社
版
の
単
位
と
は
ず
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
あ
る
。
△
の
構
成
の
変

更
も
理
論
社
版
に
合
わ
せ
た
も
の
な
の
で
同
様
な
こ
と
が
起
こ
る
。
そ
の
ず
れ
は
、
前
稿
に
お

い
て
掲
げ
た
対
照
表
を
見
れ
ば
明
確
に
な
る
。
重
複
に
な
る
の
で
本
稿
で
は
再
掲
す
る
こ
と
は

し
な
い
が
、
適
宜
冬
芽
書
房
版
の
単
位
番
号
を
も
示
す
こ
と
に
す
る
。
示
さ
な
い
場
合
は
同
一

番
号
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
の
単
位
番
号
は
前
項
と
同
様〈　

〉付
け
で
記
す
。

　
　
　
　

二

　

一
覧
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
第
三
の
改
稿
に
お
け
る
単
位
内
の
変
更
は
極
め
て
多
い
。

第
二
の
改
稿
に
お
け
る
第
一
部
の
変
更
は
合
わ
せ
て
一
〇
〇
あ
ま
り
あ
っ
た
が
、
そ
の
二
・
五

倍
の
二
五
〇
に
達
し
て
お
り
、
そ
れ
は
第
二
の
改
稿
全
体
と
ほ
ぼ
同
数
に
あ
た
る
。
ち
な
み

に
い
え
ば
、
第
一
の
改
稿
に
お
け
る
第
一
部
の
変
更
は
五
〇
あ
ま
り
し
か
な
く
、
全
体
で
も

一
六
〇
ほ
ど
し
か
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
第
一
の
改
稿
で
は
初
稿
に
は
な
か
っ
た
第
三
部
が
加

え
ら
れ
て
お
り
、
変
更
箇
所
と
し
て
数
え
た
の
は
そ
れ
を
除
く
第
一
部
と
第
二
部
に
限
ら
れ
る
。

　

変
更
の
な
か
で
も
圧
倒
的
に
多
い
の
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
が
、
そ
れ
は
第
一
、
第
二
の
改
稿
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
、
単
位
レ
ヴ
ェ
ル

で
の
変
更
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同
様
で
あ
っ
た
。
要
す
る
に
、
こ
の
作
品
は
改
稿
の
た
び
に
そ

の
量
を
増
や
し
て
お
り
、
第
三
の
改
稿
に
お
い
て
そ
れ
は
著
し
い
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ま
た
第
一
の
改
稿
に
お
け
る
第
三
部
を
除
け
ば
で
あ
る
が
。
理
論
社
版
第
一
部
の
巻
末
に
あ
る

「
定
稿
山
の
民
の
出
版
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
小
宮
山
量
平
は
、「
旧
稿
は
、
お
よ
そ
千
三
百
枚

の
力
作
で
し
た
が
、
こ
の
定
稿
は
、
ほ
と
ん
ど
そ
れ
に
倍
す
る
二
千
五
百
枚
に
お
よ
ぶ
大
作
と

な
り
ま
し
た
。」と
記
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、「
旧
稿
」と
は
冬
芽
書
房
版
、「
定
稿
」と

は
理
論
社
版
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
数
字
に
は
疑
問
が
あ
る
。
印
刷
さ

れ
た
も
の
の
単
純
な
字
数
と
行
数
で
計
算
す
る
限
り
、
冬
芽
書
房
版
は
一
八
〇
〇
枚
で
、
理
論

社
版
は
二
四
〇
〇
枚
で
あ
っ
た
。
小
宮
山
が
ど
の
よ
う
に
計
算
し
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

理
論
社
版
に
お
け
る
一
〇
〇
枚
の
差
は
考
え
づ
ら
く
、
冬
芽
書
房
版
に
お
け
る
五
〇
〇
枚
の
差

は
あ
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
小
宮
山
の
計
算
に
よ
れ
ば
一
・
九
倍
に
な
り
、
ほ
ぼ「
倍
す
る
」
量

と
い
う
の
は
誇
張
で
は
な
い
。
だ
が
、一
八
〇
〇
枚
と
二
四
〇
〇
枚
で
あ
れ
ば
一
・
三
倍
で
あ
り
、

明
ら
か
な
誇
張
、
と
い
う
よ
り
は
は
っ
き
り
と
あ
や
ま
り
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

各
版
本
文
の
枚
数
に
関
し
て
は
、
実
は
他
に
も
不
審
な
発
言
が
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
を
収
録

し
た
春
秋
社
版（
86
・
11
）の「
後
記
」を
記
し
て
い
る
天
児
直
美
で
あ
る
。
天
児
は『
山
の
民
』の

出
版
状
況
を
収
録
版
等
も
含
め
て
ま
と
め
て
い
る
。
本
論
の
第
一
回
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
も

と
に
し
て
若
干
の
欠
を
補
い
、
か
つ
少
々
修
正
し
た
も
の
を
示
し
て
お
い
た
。
そ
の
際
に
も
少

し
触
れ
た
が
、
天
児
は
冬
芽
書
房
版
を
一
五
〇
〇
枚
、
理
論
社
版
を
二
五
〇
〇
枚
と
記
し
て
い

た
。
先
の
小
宮
山
と
理
論
社
版
は
一
致
し
て
い
る
が
、
冬
芽
書
房
版
で
は
二
〇
〇
枚
の
差
が
あ

る
。
ち
な
み
に
い
え
ば
、
天
児
は
学
会
版
の
枚
数
も
記
し
て
お
り
、
一
〇
〇
〇
枚
と
し
て
い
る
。

先
と
同
様
な
方
法
で
計
算
す
る
と
、
学
会
版
は
一
四
〇
〇
枚
で
、
こ
こ
で
も
四
〇
〇
枚
の
差
が

生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
小
宮
山
は
、
学
会
版
の
枚
数
に
つ
い
て
は
記
し
て
い
な
い
。
な
お
、
付

け
加
え
て
い
っ
て
お
け
ば
、
初
稿（
雑
誌『
ひ
だ
び
と
』掲
載
）は
六
〇
〇
枚
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
天
児
も
記
し
て
い
な
い
。

　

小
宮
山
と
天
児
は
、
い
ず
れ
も
実
際
の
原
稿
を
手
に
し
て
い
た
可
能
性
は
お
お
い
に
あ
っ
た

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
小
宮
山
は
理
論
社
版
の
発
行
者
で
あ
り
、
天
児
は
江
馬
晩
年
の
十
年
あ

ま
り
の
あ
い
だ
親
し
く
付
き
合
い
、
死
の
数
年
前
か
ら
は
同
棲
す
る
と
い
う
あ
い
だ
が
ら
だ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
の
原
稿
を
数
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
仮
に
そ

う
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
先
の
よ
う
な
差
が
生
じ
る
と
は
到
底
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
試

み
に
、
冬
芽
書
房
版
を
収
録
し
た
春
秋
社
版
で
計
算
し
て
み
る
と
、
冬
芽
書
房
版
と
は
十
三
枚

の
差
し
か
生
じ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
理
論
社
版
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
収
録
し
た
と
い
え
る
北
溟

社
版（『
江
馬
修
作
品
集
』第
一
巻
及
び
第
二
巻
、
73
・
3
）で
計
算
し
て
み
て
も
、
理
論
社
版
と

は
や
は
り
十
六
枚
の
差
し
か
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
と
原
稿
の
場
合
と
は
ま
た
異
な
る
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で
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
先
の
よ
う
な
差
が
生
じ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
数
え
ま
ち

が
え
以
外
の
考
え
得
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
た
ぶ
ん
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
四
〇
〇
字
詰
原
稿

用
紙
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
記
述
量
を
表
わ
す
際
に
は
特
に
断
わ
ら
な
い
限
り

四
〇
〇
字
詰
と
い
う
の
が
常
識
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
少
々
考
え
づ
ら
い
ケ
ー
ス

と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
清
書
原
稿
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
こ

れ
も
ま
た
四
〇
〇
枚
、
五
〇
〇
枚
と
い
う
差
を
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
枚
数
を
下
ま
わ
る
差
を
生

む
と
は
や
は
り
考
え
づ
ら
い
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
や
や
大
部
に
な
る
が
第
三
の
改
稿
に
お
け
る
単
位
内
の
変
更
を
検
討
す
る
。
以
前
と

同
様
、
構
成
の
変
更
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
、
省
か
れ
た
部
分
の
順
に
見
て
い
く
。

　

ま
ず
は
構
成
の
変
更
で
あ
る
。
△
1
は【
１
】の
は
じ
め
の
部
分
、す
な
わ
ち
作
品
が
は
じ
ま
っ

て
す
ぐ
の
部
分
で
あ
る
。
慶
応
四
年
正
月
二
十
三
日
の
真
夜
中
、
た
い
ま
つ
を
先
に
立
て
た
一

挺
の
早
駕
籠
が
高
山
の
町
に
乗
り
込
ん
で
来
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
作
品
は
は
じ
ま
る
。

早
駕
籠
が
軋
り
ゆ
れ
る
音
、
担
ぐ
人
の
足
音
と
か
け
声
や
息
づ
か
い
と
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

た
あ
と
に
、
理
論
社
版
で
は
け
た
た
ま
し
く
泣
き
だ
す
赤
ん
坊
や
急
に
起
き
だ
し
て
駕
籠
を
見

送
る
者
等
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
続
け
て
、
先
導
の
た
い
ま
つ
の
光
が
う
ず
高
く
積
っ
た

雪
を
照
ら
し
出
し
、、
氷
柱
の
列
が
き
ら
き
ら
と
赤
く
照
ら
し
返
す
様
な
ど
が
描
か
れ
て
い
た
。

冬
芽
書
房
版
で
は
そ
の
た
い
ま
つ
に
関
す
る
記
述
が
、
泣
く
赤
ん
坊
や
見
送
る
者
等
の
記
述
の

前
に
あ
っ
た
。
冬
芽
書
房
版
で
は
、
先
導
の
た
い
ま
つ
の
こ
と
を
含
む
い
わ
ば
駕
籠
に
関
す
る

記
述
が
ま
と
め
て
記
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
わ
け
で
、
そ
れ
で
何
ら
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
そ
こ
に
赤
ん
坊
や
見
送
る
者
等
の
人
々
の
様
子
が
割
っ
て
入
る
形
の
理
論
社
版
も
特
に

ま
ず
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
大
き
な
ち
が
い
は
な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

△
2
は【
４
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
３
〉の
部
分
で
あ
る
。
冒
頭
に
登
場
し
た
駕
籠
に
乗
っ
て

い
た
の
は
手
代
の
寺
田
潤
之
助
で
あ
っ
た
。
寺
田
は
、
郡
代
役
所
に
到
着
す
る
と
す
ぐ
に
郡
代

新
見
内
膳
に
情
勢
報
告
を
し
た
。
そ
れ
を
聞
い
た
新
見
は
、
深
夜
に
も
か
か
わ
ら
ず
役
人
た
ち

を
呼
び
評
定
を
開
く
こ
と
に
す
る
。
冒
頭
に
は
、
す
で
に
評
定
が
は
じ
ま
り
、
元
締
や
手
代
を

は
じ
め
と
し
て
地
役
人
を
含
む
役
人
た
ち
が
集
ま
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
れ
に
続
け
て
、

役
人
た
ち
の
う
ち
沈
ん
だ
様
子
や
郡
代
の
う
つ
ろ
で
頼
り
な
い
様
子
な
ど
が
描
か
れ
、
そ
の
あ

と
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
。

　

 　

い
く
つ
か
の
燭
台
に
は
、
太
い
ろ
う
そ
く
が
し
ず
か
に
も
え
て
い
た
し
、
あ
ち
こ
ち
の
真

鍮
の
大
火
鉢
に
は
、
炭
火
が
あ
か
〳
〵
と
お
こ
つ
て
い
た
。
し
か
し
深
夜
の
寒
気
は
相
か
わ

ら
ず
人
々
の
背
す
じ
や
膝
に
き
び
し
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

以
上
が
冬
芽
書
房
版
で
あ
る
が
、
理
論
社
版
で
は
引
用
部
分
の
記
述
が
役
人
た
ち
や
郡
代
の

様
子
を
記
し
た
部
分
の
前
に
移
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
た
大
き
な
ち
が
い
は
な
い
と
い
う
ほ
か

は
な
い
。

　

△
3
も
同
じ
く【
４
】、
冬
芽
書
房
版〈
３
〉の
部
分
に
あ
る
。
評
定
が
は
じ
ま
り
、
鎮
撫
使
先

発
隊
に
郡
代
役
所
を
明
け
渡
す
か
否
か
の
議
論
が
戦
わ
さ
れ
る
。
徹
底
抗
戦
を
主
張
す
る
元
締

の
浅
井
豊
助
に
対
し
て
、
手
代
の
近
藤
英
一
郎
が
反
論
す
る
。
徳
川
の
恩
は
む
ろ
ん
忘
れ
た
こ

と
は
な
く
、
幕
府
の
た
め
に
は
一
命
を
差
し
あ
げ
る
覚
悟
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
に
、
理

論
社
版
で
は
、
現
状
は
時
勢
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
人
力
で
は
い
か
ん
と
も
し
難
い
こ
と
を

主
張
す
る
。
そ
れ
は
、
江
戸
に
い
た
時
分
か
ら
多
少
は
外
国
の
事
情
を
学
び
、
達
識
の
士
と
も

交
際
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
得
た
認
識
で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
冬
芽
書
房
版
で
は
、
こ

の
現
状
認
識
に
関
す
る
発
言
は
少
し
あ
と
に
あ
る
近
藤
の
発
言
の
な
か
に
あ
っ
た
。
近
藤
の
発

言
に
浅
井
は
い
き
り
た
ち
、
郡
代
が
双
方
を
た
し
な
め
る
と
い
っ
た
記
述
が
あ
っ
た
あ
と
に
近

藤
は
再
び
発
言
し
、
そ
こ
で
先
の
よ
う
な
認
識
を
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。
郡
代
に
た
し
な
め

ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
再
度
冷
静
に
な
り
現
状
認
識
を
述
べ
る
形
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る

冬
芽
書
房
版
の
方
が
よ
り
よ
い
と
も
い
え
る
が
、
理
論
社
版
の
方
が
劣
る
と
ま
で
は
い
え
な
い

で
あ
ろ
う
。
な
お
、
冬
芽
書
房
版
で
は
、
発
言
者
は
近
藤
英
一
郎
で
は
な
く
同
じ
手
代
の
大
沢

謙
介
と
な
っ
て
い
た
。
大
沢
も
近
藤
と
同
じ
考
え
を
持
っ
て
い
た
者
で
あ
っ
た
が
、
理
論
社
版

に
お
い
て
な
ぜ
変
え
ら
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

　

△
4
は【
９
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
、〈
７
〉の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
鎮
撫
使
先
発
隊
が
や
っ

て
来
る
こ
と
を
聞
き
つ
け
た
人
々
の
混
乱
が
、
主
と
し
て
会
話
で
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る

が
、
理
論
社
版
で
は
あ
る
部
分
の
会
話
が
少
し
前
に
移
さ
れ
て
い
た
。
展
開
上
特
に
前
に
移
す

必
要
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
意
図
は
不
明
で
あ
る
。

　

△
5
は【
15
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
13
〉の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
郡
中
会
所
の
二
階
で
村
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役
人
ら
が
対
郡
上
藩
対
策
に
つ
い
て
の
寄
り
合
い
を
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。
大
沼
村
の
名
主

久
左
衛
門
の
発
言
が
あ
り
、
そ
の
あ
と
に
久
左
衛
門
と
い
う
人
物
に
関
す
る
や
や
詳
し
い
説
明

が
な
さ
れ
て
い
る
の
が
理
論
社
版
で
あ
っ
た
が
、
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
れ
が
逆
に
な
っ
て
い
た
。

ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　

△
6
は【
20
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
18
〉の
部
分
で
あ
る
。
郡
代
役
所
の
明
け
渡
し
が
決
ま
り
、

新
見
郡
代
は
江
戸
に
逃
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
出
発
の
夜
、
新
見
が
腹
ご
し
ら
え
に
か
か
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
る
。
理
論
社
版
で
は
そ
れ
に
す
ぐ
続
け
て
、
何
の
馳
走
も
な
か
っ
た
が
頭
つ
き

の
焼
き
魚
が
つ
い
て
い
た
こ
と
と
、
近
在
か
ら
奉
公
に
あ
が
っ
て
い
た
十
六
、
七
の
娘
が
給
仕

を
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
冬
芽
書
房
版
で
は
、
新
見
が
腹
ご
し
ら
え
に
か
か
ろ
う

と
し
て
い
た
そ
の
と
き
に
と
し
て
、
手
代
大
沢
が
、
郡
中
会
所
総
代
ら
が
郷
蔵
に
関
す
る
願
書

を
持
参
し
て
来
た
こ
と
を
知
ら
せ
に
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
新
見
は
百
姓
ど
も
の
よ
い

よ
う
に
し
て
や
れ
と
い
い
、
そ
れ
で
終
わ
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
あ
と
に
先
の
頭
つ
き
焼
き

魚
と
娘
の
給
仕
の
記
述
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
大
き
な
ち
が
い
で
は
な
い
と
い
う

し
か
な
い
。

　

△
7
は【
22
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
20
〉の
部
分
で
あ
る
。【
22
】か
ら【
24
】ま
で
は
、
牛
方
の

親
子
が
中
心
と
な
り
展
開
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
は
じ
め
に
、
四
頭
の
牛
を
ひ
き
連
れ
て
牛
方

親
子
が
宮
峠
を
登
っ
て
い
く
様
子
が
か
な
り
細
か
に
描
写
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
途
中
で

太
陽
に
関
す
る
記
述
が
挿
入
さ
れ
て
い
た
。
雲
の
切
れ
間
か
ら
と
き
た
ま
日
光
が
も
れ
雪
の
面

に
ま
ぶ
し
く
照
り
は
え
る
。
と
思
う
と
ま
た
た
く
間
に
空
は
雲
に
お
お
わ
れ
ひ
ら
ひ
ら
と
雪
が

舞
い
落
ち
る
。
そ
れ
で
も
太
陽
は
隠
れ
切
ら
ず
、
お
ぼ
ろ
月
の
よ
う
に
雲
の
な
か
に
ぼ
ん
や
り

と
所
在
を
示
し
て
い
る
、
と
い
っ
た
な
か
な
か
美
し
い
描
写
で
あ
る
。
理
論
社
版
で
は
そ
れ
が

や
や
前
の
部
分
に
移
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
も
ま
た
、
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
ほ
か
は

な
く
、
そ
の
意
図
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

△
8
は【
26
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
24
〉の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
郡
上
藩
が
つ
い
に
入
国

し
、
そ
れ
を
知
っ
た
人
々
が
反
発
を
強
め
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分

で
や
や
特
徴
的
と
い
え
る
記
述
は
、
人
々
の
強
い
反
発
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
土
塀
や
板
壁
に
書

か
れ
た
落
首
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　
　

名
に
し
負
う
高
山
さ
し
て
せ
め
の
ぼ
る
人
の
顔
さ
え
青
山
に
見
ゆ

　
　

呑
ま
ず
と
も
酒
に
酔
う
た
か
赤
鞘
の
道
は
か
ど
ら
ぬ
郡
上
の
人
々

　
　

打
出
し
た
時
の
太
鼓
に
恐
れ
け
り
名
も
青
山
の
木
の
葉
武
士
か
な

　

冬
芽
書
房
版
で
は
こ
れ
ら
の
落
首
は
最
後
の
部
分
に
お
か
れ
て
い
た
が
、
理
論
社
版
で
は
や

や
前
に
移
さ
れ
て
い
た
。
冬
芽
書
房
版
は
そ
れ
ら
の
落
首
で
そ
の
章
が
終
わ
る
形
に
な
っ
て
お

り
、
い
わ
ば
余
韻
を
残
す
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
な
く
も
な
い
。

　

△
9
は【
27
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
26
〉の
は
じ
め
の
部
分
で
あ
る
。
郡
上
藩
に
続
い
て
竹
沢

寛
三
郎
率
い
る
鎮
撫
使
先
発
隊
が
い
よ
い
よ
や
っ
て
来
る
。
冒
頭
、隣
国
美
濃
の
神
淵
ま
で
や
っ

て
来
た
と
き
に
、
地
役
人
の
田
近
孫
蔵
と
上
村
木
曽
右
衛
門
の
二
人
が
出
迎
え
に
行
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
の
ち
に
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
理
論
社
版
で
は
冒
頭
新
た
に
加

え
ら
れ
た
記
述
が
あ
る
の
で
正
確
に
は
冒
頭
で
は
な
い
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
そ
れ
に
続
け
て

竹
沢
が
、
は
じ
め
て
郡
代
が
朝
廷
に
帰
伏
す
る
意
思
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

そ
の
あ
と
に
、
村
役
人
の
角
川
村
徳
兵
衛
も
来
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
徳
兵
衛
は
は
じ
め

地
役
人
の
代
理
と
し
て
来
て
い
た
の
だ
が
、
あ
と
か
ら
地
役
人
の
田
近
と
上
村
が
や
っ
て
来
た

の
で
、
飛
驒
百
姓
総
代
と
し
て
竹
沢
に
面
会
し
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。
以
上
が
冬
芽
書
房
版
で

あ
る
が
、
理
論
社
版
で
は
地
役
人
の
二
人
が
出
迎
え
に
行
っ
た
記
述
の
あ
と
に
徳
兵
衛
の
記
述

が
置
か
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
は
、
出
迎
え
の
人
々
の
記
述
を
ま
と
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
。

　

△
10
と
△
11
の
ふ
た
つ
は
か
ら
み
合
っ
て
い
る
の
で
ま
と
め
て
扱
う
。
い
ず
れ
も【
28
】、
冬

芽
書
房
版
で
は〈
26
〉の
部
分
で
あ
る
。
冒
頭
、竹
沢
が
下
原
の
番
所
を
越
え
て
飛
驒
の
国
に
入
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、
冬
芽
書
房
版
に
お
け
る
そ
の
あ
と
の
記
述
を
ご
く
簡
単
に
整
理
す
れ

ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

Ａ　

先
発
隊
進
軍
の
様
子
。

　

Ｂ　

山
深
い
あ
た
り
の
様
子
。

　

Ｃ　

益
田
川
に
沿
っ
て
さ
か
の
ぼ
る
先
発
隊
。
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Ｄ　

益
田
川
上
流
の
小
坂
郷
、
阿
多
野
郷
に
つ
い
て
。

　

冬
芽
書
房
版
で
は
こ
の
よ
う
な
順
で
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
理
論
社
版
で
は
そ
れ
が
Ｃ
、

Ｂ
、
Ｄ
、
Ａ
の
順
に
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
Ｃ
の
頭
へ
の
移
動
と
Ａ
の
尻
へ

の
移
動
で
あ
り
、
便
宜
的
に
前
者
を
△
10
、
後
者
を
△
11
と
し
た
。
理
論
社
版
で
は
、
益
田
川

に
沿
っ
て
さ
か
の
ぼ
る
先
発
隊
の
次
に
山
深
い
あ
た
り
の
様
子
が
記
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
小
坂

郷
、
阿
多
野
郷
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
最
後
に
先
発
隊
が
進
軍
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
理
論
社
版
で
は
新
た
に
加
え
ら
れ
た
記
述
が
あ
り
、
Ｂ
と
Ｄ
の
あ
い

だ
、
Ｄ
と
Ａ
の
あ
い
だ
、
加
え
て
い
え
ば
Ａ
の
あ
と
に
も
あ
る
。
新
た
に
加
え
ら
れ
た
記
述
は

の
ち
に
検
討
す
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
理
論
社
版
は
Ｃ
、
Ｂ
、

68
、
Ｄ
、

69
、
Ａ
、

70

の
順
に
な
る
。
な
お
、
理
論
社
版
で
は
益
田
川
は
ひ
だ
川
と
な
っ
て
い
た
が
、
同
じ
川
で
あ
る
。

現
在
の
地
図
に
も
、「
飛
驒
川
」、
括
弧
し
て「
益
田
川
」と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
冬
芽
書

房
版
で
は
、
益
田
川
に
沿
っ
て
さ
か
の
ぼ
る
先
発
隊
の
記
述
に
す
ぐ
続
け
て
、
そ
の
上
流
に
あ

る
小
坂
郷
、
阿
多
野
郷
に
つ
い
て
記
す
と
い
う
点
で
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
に
な
っ
て
い
た
と
は
い

え
る
。
こ
こ
で
こ
と
さ
ら
に
小
坂
郷
と
阿
多
野
郷
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
幕
府
の
御

用
木
元
伐
場
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
の
ち
に
民
衆
蜂
起
の
中
心
的
な
役
割
を

担
う
地
域
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
理
論
社
版
に
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
冬
芽
書
房
版
で

は
こ
の
部
分
に
、「
こ
の
山
民
は
あ
と
で
ひ
だ
の
維
新
の
歴
史
に
重
大
な
役
割
を
演
ず
る
の
で

あ
る
。」と
記
さ
れ
て
い
た
。
理
論
社
版
で
は
、
そ
れ
ら
の
連
続
し
た
と
い
え
る
記
述
が
分
断
さ

れ
た
わ
け
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
構
成
上
特
に
お
か
し
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ど
ち
ら

も
そ
れ
な
り
の
構
成
で
あ
っ
た
と
い
う
ほ
か
は
な
い
の
で
あ
る
。
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
と
ま
と
め

た
そ
の
内
容
か
ら
す
れ
ば
、
極
端
に
い
っ
て
ど
の
順
番
に
並
べ
て
も
成
立
し
得
る
と
い
っ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
念
の
た
め
に
い
っ
て
お
け
ば
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
記
述
が
そ
の
順
番
変
更
に

関
与
し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
も
実
は
新
た
に
加
え

ら
れ
た
記
述
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
も
ま
た
同
様
に
関
与
的
で
あ
っ
た
と
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

　

△
12
は【
30
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
28
〉の
部
分
で
あ
る
。
人
々
が
郡
上
藩
の
入
国
に
強
く
反

発
す
る
な
か
、
手
代
の
近
藤
英
一
郎
は
郡
上
藩
退
去
を
訴
え
に
竹
沢
の
も
と
に
向
か
う
。
近
藤

は
先
の
評
定
の
際
に
役
所
の
明
け
渡
し
を
主
張
し
た
人
物
で
あ
る
。
近
藤
の
訴
え
に
竹
沢
も
同

意
を
示
し
、
さ
ら
に
直
接
郡
上
藩
に
願
い
出
る
こ
と
を
勧
め
る
。
近
藤
は
郡
上
藩
家
老
鈴
木
兵

左
衛
門
の
も
と
へ
行
き
、
幸
い
郡
上
藩
の
一
部
退
去
の
約
束
を
と
り
つ
け
る
こ
と
に
成
功
す
る

の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
に
は
ひ
と
つ
の
条
件
が
あ
っ
た
。
退
去
の
際
に
人
々
が
悪
口
や
雑

言
を
放
つ
よ
う
な
無
礼
な
ふ
る
ま
い
を
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
も
し
あ
れ
ば
、

容
赦
な
く
切
り
殺
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
鉄
砲
を
打
ち
放
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
幸
い
そ
の
条

件
は
守
ら
れ
郡
上
藩
の
一
部
が
無
事
退
去
し
た
と
い
う
記
述
が
そ
れ
に
続
く
。
理
論
社
版
で
は

こ
の
条
件
に
関
す
る
記
述
の
あ
と
に
、
郡
上
藩
の
陰
口
を
い
い
合
う
人
々
の
会
話
が
描
か
れ
て

い
た
。
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
れ
ら
が
逆
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
き
な
ち
が
い
は
な
い
と

い
え
る
が
、
郡
上
藩
退
去
の
あ
と
に
、
無
礼
な
ふ
る
ま
い
を
禁
じ
ら
れ
た
人
々
が
そ
っ
と
陰
口

を
さ
さ
や
き
合
う
と
い
う
理
論
社
版
の
方
が
よ
り
よ
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

△
13
は【
35
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
32
〉の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
郡
中
会
所
の
人
々
が
竹

沢
を
礼
賛
す
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
そ
の
な
か
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ

た
。

　

 　

彼
ら
は
こ
の
新
ら
し
い
支
配
者
の
中
に
、
力
と
威
厳
を
見
た
だ
け
で
な
く
、
彼
が
も
た
ら

し
た
革
新
的
な
空
気
を
と
お
し
て
、「
幕
府
の
苛
政
を
廃
し
、
万
民
を
塗
炭
の
苦
か
ら
救
お
う
」

と
す
る
も
の
、
―
―
維
新
の
使
者
の
す
が
た
を
見
て
と
つ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
冬
芽
書
房
版
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
が
理
論
社
版
で
は
や
や
う
し
ろ
に
移
さ

れ
て
い
た
。
冬
芽
書
房
版
で
は
こ
の
記
述
の
あ
と
に
、「
あ
の
お
方
は
た
ゞ
の
殿
様
で
は
な
い
。

神
様
じ
や
ぞ
」と
い
う
あ
る
人
物
の
言
葉
に
対
し
て
、「
い
よ
〳
〵
あ
り
が
た
い
御
時
世
が
き
た

ぞ
。
こ
れ
か
ら
は
年
貢
も
い
つ
そ
軽
く
な
ろ
う
し
、
く
ら
し
も
だ
ん
〳
〵
ラ
ク
に
な
る
じ
や
ろ
。

何
に
し
て
も
、
も
う
ち
つ
と
の
辛
抱
じ
や
ぞ
」と
答
え
る
だ
け
の
短
い
会
話
の
記
述
が
あ
っ
た
。

理
論
社
版
で
は
そ
の
会
話
の
あ
と
に
移
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
理
論
社
版
で
は
こ

こ
に
も
新
た
に
加
え
ら
れ
た
記
述
が
数
箇
所
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
竹
沢
を
礼
賛
す
る
人
々
の
会

話
を
中
心
と
し
た
記
述
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
は
こ
れ
ら
会
話
の
記
述
部
分
の
な
か
ば
に
位
置

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
先
の
会
話
部
分
よ
り
は
あ
と
に
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
大
き

な
ち
が
い
は
な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
が
、
理
論
社
版
で
は
や
や
長
く
続
く
会
話
の
記
述
に
一
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呼
吸
入
れ
る
よ
う
な
効
果
は
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

△
14
と
△
15
は
い
ず
れ
も【
37
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
33
〉の
部
分
に
あ
る
。
こ
こ
は
、
郡
上

藩
の
家
老
鈴
木
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
郡
中
会
所
の
総
代
が
、
鈴
木
の
も
と
へ
向
か
う
そ
の

途
中
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
冒
頭
、「
あ
あ
、
春
ら
し
う
な
っ
た
わ
い
」と
あ
た
り
を

見
ま
わ
す
久
左
衛
門
が
描
か
れ
、
そ
の
あ
と
に
ま
さ
し
く
春
ら
し
く
な
っ
た
あ
た
り
の
様
子
が

記
さ
れ
て
い
る
の
が
理
論
社
版
で
あ
っ
た
。
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
れ
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
冬
芽
書
房
版
で
は
、
冒
頭
の
人
物
は
久
左
衛
門
で
は
な
く
、
町
年
寄
の
屋
貝
権
四
郎
に
な
っ

て
い
た
。
理
論
社
版
で
は
、
こ
の
あ
と
で
屋
貝
は
郡
中
会
所
総
代
ら
と
合
流
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
冬
芽
書
房
版
で
は
は
じ
め
か
ら
い
っ
し
ょ
で
あ
る
。
久
左
衛
門
は
、
△
5
の
変
更
の
部
分

で
も
登
場
し
た
大
沼
村
の
名
主
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
も
久
左
衛
門
の
発
言
と
そ
の
人
物
に
関

す
る
発
言
が
逆
に
な
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
ち
ょ
う
ど
同
じ
よ
う
な
変
更
で
あ
る
。
理
論
社
版

で
は
、
こ
の
部
分
は
章
の
は
じ
め
に
な
っ
て
お
り
、
い
き
な
り
人
物
の
発
言
で
は
じ
め
よ
う
と

い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
大
き
な
ち
が
い
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
以
上
が
△
14
で
あ
る
。

　

鈴
木
の
も
と
へ
行
く
途
中
、
郡
中
会
所
総
代
ら
は
鍛
冶
橋
の
擬
宝
珠
に
張
り
紙
が
し
て
あ
る

の
を
発
見
す
る
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
引
用
と
い
う
形
で
記
さ
れ
た
あ
と
に
、
そ
れ

を
見
た
総
代
ら
の
様
子
や
気
持
ち
等
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
、
総
代

に
対
す
る
訴
え
で
あ
っ
た
。
や
が
て
甲
村
の
孫
助
が
口
火
を
切
り
孫
助
の
発
言
が
記
さ
れ
た
あ

と
、
当
時
の
名
主
は
百
姓
た
ち
の
印
形
を
手
元
に
あ
ず
か
り
、
必
要
の
場
合
に
は
自
由
に
使
用

し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
張
り
紙
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
、
そ
れ
を
や
め
る
よ
う
に
と
い

う
訴
え
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
が
冬
芽
書
房
版
で
あ
る
が
、
理
論
社
版
で
は
張
り
紙
を
見
た

総
代
ら
の
様
子
や
気
持
ち
等
の
記
述
が
、
最
後
の
部
分
に
移
さ
れ
て
い
た
。
冬
芽
書
房
版
が
特

に
不
都
合
と
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
理
論
社
版
も
ま
ず
い
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
で
も
か
ま

わ
な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
な
お
、
理
論
社
で
は
鍛
冶
橋
は
代
官
橋
に
、
擬
宝
珠
は
欄
干
に

な
っ
て
い
る
。
以
上
が
△
15
で
あ
る
。

　

△
16
は【
46
】か
ら【
47
】に
か
け
て
、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
40
〉の
部
分
で
あ
る
。
理
論
社
版
で

は
二
つ
の
単
位
に
ま
た
が
っ
て
い
る
が
、
冬
芽
書
房
で
は
単
位
内
の
変
更
に
な
る
の
で
、
前
稿

で
は
扱
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
の
変
更
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
冬
芽
書
房
版
の
単
位
が
変

更
さ
れ
る
場
合
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
の
は
じ
め
に
掲
げ
た
一
覧
に
は
、
△
16
は
便
宜
的

に【
46
】の
部
分
に
記
し
て
お
い
た
。
さ
て
、
△
12
の
部
分
で
も
見
た
よ
う
に
、
手
代
近
藤
の
尽

力
も
あ
り
郡
上
藩
の
一
部
は
退
去
し
た
が
、
ま
だ
多
く
の
郡
上
兵
は
飛
驒
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

郡
上
藩
の
排
除
は
飛
驒
の
人
々
の
総
意
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
こ
で
、
町
会

所
と
郡
中
会
所
は
相
談
の
上
、
郡
上
藩
排
除
に
つ
い
て
の
嘆
願
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。

【
46
】は
、
町
会
所
と
郡
中
会
所
の
そ
れ
ぞ
れ
が
嘆
願
書
を
作
成
す
る
ま
で
が
描
か
れ
て
い
た
。

次
の【
47
】は
、
次
の
朝
早
く
嘆
願
書
を
提
出
す
る
た
め
に
役
所
へ
出
か
け
た
と
い
う
記
述
か
ら

は
じ
ま
る
の
だ
が
、
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
の
記
述
の
あ
と
に
嘆
願
書
が
引
用
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。
嘆
願
書
作
成
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る【
46
】の
最
後
に
記
す
方
が
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
方

法
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
冬
芽
書
房
版
が
特
に
ま
ず
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

　

△
17
と
△
18
は
い
ず
れ
も【
58
】、
冬
芽
書
房
で
は〈
51
〉の
部
分
で
あ
る
。
飛
驒
高
山
に
入
っ

た
竹
沢
は
、
間
も
な
く
天
朝
御
領
を
宣
言
し
、
合
わ
せ
て
年
貢
半
減
と
そ
の
他
運
上
等
の
軽
減

を
約
束
す
る
。
こ
の
こ
と
が
、
の
ち
に
竹
沢
失
脚
の
大
き
な
要
因
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
さ

て
お
き
、
お
も
し
ろ
く
な
い
の
は
郡
上
藩
で
あ
る
。
郡
上
藩
も
ま
た
勅
命
に
よ
っ
て
出
向
し
た

と
い
う
こ
と
で
は
竹
沢
ら
鎮
撫
使
先
発
隊
と
同
様
で
あ
り
、
武
力
と
い
う
点
で
は
む
し
ろ
ま

さ
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
郡
上
藩
に
は
何
の
相
談
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

郡
上
藩
家
老
の
鈴
木
は
竹
沢
の
も
と
へ
抗
議
に
出
向
く
。
一
応
の
形
式
的
な
挨
拶
を
済
ま
せ
た

あ
と
、
鈴
木
は
発
言
す
る
。
当
方
に
あ
ら
か
じ
め
何
の
相
談
も
な
い
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ

り
、
ま
た
布
令
や
高
札
を
出
す
際
に
は
藩
主
青
山
峰
之
助
の
名
を
併
記
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う

の
が
鈴
木
の
主
張
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
ひ
と
つ
づ
き
の
そ
の
発
言
が
、
理
論
社
版
で
は

前
後
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
後
半
は
次
に
記
さ
れ
る
鈴
木
の
様
子
と
竹
沢
の
様
子
が
描
か
れ
て
い

る
部
分
の
あ
と
に
移
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
た
大
き
な
ち
が
い
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

以
上
が
△
17
だ
が
、
△
18
も
同
様
、
鈴
木
の
発
言
の
移
動
で
あ
る
。
竹
沢
は
、
布
令
や
高
札

に
郡
上
藩
主
の
名
を
出
さ
な
か
っ
た
の
は
あ
る
配
慮
に
よ
る
も
の
だ
と
述
べ
る
。
す
な
わ
ち
、

出
せ
ば
か
え
っ
て
郡
上
藩
を
嫌
う
飛
驒
の
人
々
の
反
発
を
ま
ね
き
、
鎮
撫
の
実
効
が
立
た
な
い

と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
鈴
木
は
、
人
々
が
郡
上
藩
を
嫌
っ
て
い
る
と
い
う
の
は
あ

て
推
量
で
あ
ろ
う
と
反
発
す
る
が
、
竹
沢
は
そ
の
証
拠
と
し
て
郡
中
会
所
や
町
会
所
、
あ
る
い

は
地
役
人
か
ら
提
出
さ
れ
た
願
書
を
提
示
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
納
得
し
な
い
鈴
木
は
、
無
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知
蒙
昧
な
人
々
の
い
う
な
り
に
な
る
こ
と
が
鎮
撫
で
は
な
く
、
よ
ろ
ず
わ
れ
わ
れ
と
相
談
の
上

こ
と
に
あ
た
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
竹
沢
は
、
鎮
撫
使
先
発
隊
と

し
て
出
発
す
る
際
に
は
、
何
で
も
郡
上
藩
と
相
談
せ
よ
と
い
う
指
図
は
受
け
て
い
な
い
と
態
度

を
硬
化
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
以
上
が
理
論
社
版
で
あ
る
が
、
冬
芽
書
房
版
で
は
最
後
の
部
分
、

鈴
木
の
主
張
は
竹
沢
の
発
言
の
あ
と
に
あ
っ
た
。
理
論
社
版
の
方
が
自
然
な
流
れ
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
だ
が
、
冬
芽
書
房
版
が
お
か
し
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
願
書
を
見
せ
て
も
納
得

し
な
い
鈴
木
に
早
く
も
硬
化
し
た
竹
沢
が
先
の
よ
う
に
発
言
し
、
そ
れ
に
対
し
て
鈴
木
が
、
か

と
い
っ
て
わ
れ
わ
れ
を
無
視
し
て
差
し
つ
か
え
な
い
と
い
う
法
は
な
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
展
開

に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

△
19
は【
67
】か
ら【
68
】に
か
け
て
、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
59
〉の
部
分
で
あ
る
。
△
16
の
場
合

と
同
様
、
理
論
社
版
で
は
二
つ
の
単
位
に
ま
た
が
っ
て
い
る
が
、
冬
芽
書
房
版
で
は
単
位
内
の

変
更
に
な
る
の
で
こ
こ
で
扱
う
。
一
覧
に
は
、
△
19
は
便
宜
的
に【
67
】の
部
分
に
記
し
て
お
い

た
こ
と
も
先
と
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
国
境
を
越
え
て
美
濃
に
入
り
大
垣
へ
と
迫
る
ま
で
の

百
姓
た
ち
の
道
中
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
冒
頭
、
国
境
を
越
え
て

美
濃
に
入
っ
た
と
き
の
あ
た
り
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
た
。
雪
は
ど
こ
に
も
見
あ
た
ら
ず
、
路

傍
に
は
ふ
き
の
と
う
が
芽
を
出
し
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
梅
の
花
が
咲
い
て
い
る
こ
と
、
農
家
は
板
壁

で
は
な
く
土
壁
を
多
く
用
い
て
い
る
こ
と
、
麦
が
青
々
と
の
び
菜
の
花
は
咲
き
乱
れ
ひ
ば
り
が

さ
え
ず
っ
て
い
る
こ
と
等
々
。
ま
だ
雪
深
い
飛
驒
と
は
異
な
る
そ
れ
ら
の
様
子
が
そ
こ
に
は
記

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
が
、
理
論
社
版
で
は【
68
】の
頭
に
移
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
あ
た

り
の
様
子
の
記
述
が
単
に
う
し
ろ
に
ま
わ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
国
境
を
越
え

て
美
濃
に
入
っ
た
こ
と
を
も
や
や
あ
と
へ
と
ま
わ
さ
れ
た
こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
理
論
社
版
の【
67
】は
ま
だ
美
濃
に
入
る
前
の
記
述
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分

の
す
ぐ
前
の【
66
】は
、
甲
村
源
兵
衛
を
中
心
と
し
た
百
姓
た
ち
が
大
垣
へ
向
か
う
様
子
が
描
か

れ
て
い
た
が
、【
67
】は
い
わ
ば
そ
の
続
き
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
美
濃
入

国
を
少
々
あ
と
に
ず
ら
し
た
こ
と
で
特
に
展
開
上
の
変
化
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ち
ら
で

も
構
わ
な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

△
20
は【
73
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
62
〉の
部
分
で
あ
る
。
総
督
府
へ
の
嘆
願
の
た
め
に
大
垣

へ
向
か
っ
た
郡
中
会
所
総
代
ら
は
、
首
尾
よ
く
参
謀
の
宇
田
栗
園
と
の
面
会
に
成
功
す
る
。
嘆

願
の
主
旨
は
よ
く
わ
か
っ
た
が
、
多
忙
の
折
柄
で
あ
り
か
つ
太
政
官
へ
の
問
い
合
わ
せ
も
必
要

で
あ
る
か
ら
、
し
ば
し
猶
予
を
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
翌
日
、
宿
屋
の
ひ
と
間
に
集
ま
っ

た
総
代
ら
を
描
く
こ
と
か
ら
こ
の
部
分
は
は
じ
ま
る
。
総
代
ら
は
、
近
々
宇
田
が
大
垣
を
去
る

と
い
う
情
報
を
得
、
当
惑
す
る
。
前
日
の
宇
田
と
の
面
会
に
好
感
触
を
持
っ
た
総
代
ら
は
す
っ

か
り
頼
み
に
し
、
宇
田
が
い
る
限
り
願
い
は
達
せ
ら
れ
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
た
あ
と
に
、
理
論
社
版
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。

飛
驒
の
人
々
の
願
い
は
一
地
方
の
小
さ
な
問
題
で
あ
り
、
新
政
府
と
し
て
は
そ
の
よ
う
な
小
事

に
関
わ
っ
て
い
る
暇
は
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
は
総
代
ら
も
察
し
て
い
た
と

い
っ
た
記
述
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
れ
ら
の
記
述
が
逆
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
は
要
す

る
に
、
飛
驒
と
い
う
一
地
方
の
小
事
に
関
わ
っ
て
い
る
暇
は
な
い
と
理
解
し
つ
つ
も
、
宇
田
を

頼
り
に
望
み
を
捨
て
な
い
、
あ
る
い
は
希
望
的
観
測
を
続
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
意
味
で
は
冬
芽
書
房
版
の
方
が
素
直
な
書
き
方
で
あ
っ
た
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、

理
論
社
版
の
方
が
ま
ず
い
と
い
う
わ
け
で
な
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
総
代
ら
は
望
み
が
薄

い
と
知
り
つ
つ
も
希
望
を
捨
て
な
か
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
宇
田
が
い
る
限
り
と
い
う
条
件

付
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
宇
田
が
去
る
と
聞
き
つ
け
総
代
ら
は
当
惑
し
、
宿
屋
の
ひ
と
間
で
そ
の

対
策
を
立
て
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

△
21
は【
77
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
65
〉の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
竹
沢
が
行
な
っ
た
種
々

の
政
策
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
竹
沢
は
、
す
で
に
天
朝
御
領
を
宣
言
し
、
年
貢
半
減

と
そ
の
他
運
上
等
の
軽
減
を
約
束
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
最
初
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
運
上
の

廃
止
な
い
し
は
軽
減
で
あ
る
。
日
常
生
活
に
必
須
な
商
売
及
び
他
国
か
ら
の
米
や
塩
の
買
入
れ

の
運
上
を
廃
止
、
蚕
種
の
運
上
は
軽
減
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
れ
に

続
け
て
、
人
別
手
当
米
や
山
方
米
等
の
救
恤
米
制
度
の
継
続
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
た
。
理
論

社
版
で
は
そ
の
記
述
は
や
や
う
し
ろ
に
移
さ
れ
、
そ
の
あ
い
だ
に
は
、
そ
れ
ら
の
政
策
を
喜
ぶ

人
々
が
描
か
れ
て
い
た
。
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
の
記
述
は
、
先
の
二
つ
の
政
策
が
記
さ
れ
た
あ

と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
二
つ
の
政
策
を
ま
と
め
て
記
し
、
そ
れ
を
喜
ぶ
人
々
が
描
か
れ
る
と

い
う
冬
芽
書
房
版
の
方
が
よ
り
よ
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
救
恤
米
制
度
も
ま
た
喜
ば
し
い
政
策

で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
、
理
論
社
版
で
変
え
た
の
に
は
お
そ
ら
く
理
由
が

あ
っ
た
。
政
策
を
喜
ぶ
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
に
は
、
あ
る
人
物
の
次
の
よ
う
な
発
言
が
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あ
っ
た
。

　

�「
天
朝
さ
ま
は
徳
川
な
ぞ
と
違
っ
て
、
よ
っ
ぽ
ど
お
金
も
ち
じ
ゃ
と
見
え
る
の
う
。
で
な
け

り
ゃ
、
お
年
貢
を
半
分
に
へ
ら
い
た
り
、
だ
い
じ
な
運
上
を
や
め
た
り
し
て
、
お
台
所
が
も

ち
き
れ
る
筈
が
無
い
も
ん
」

　

こ
れ
は
理
論
社
版
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
冬
芽
書
房
版
で
も
ほ
と
ん
ど
同
じ
記
述
で
あ
る
。

理
論
社
版
で
救
恤
米
制
度
の
記
述
を
あ
と
に
移
し
た
の
は
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
が
年

貢
と
運
上
に
つ
い
て
だ
け
だ
か
ら
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
救
恤
米
制
度
を
も

記
し
た
あ
と
に
こ
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
て
も
特
に
不
都
合
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
意

味
で
は
や
は
り
、
ど
ち
ら
で
も
か
ま
わ
な
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
が
構
成
の
変
更
で
あ
る
。
容
易
に
気
づ
く
よ
う
に
、
見
て
き
た
も
の
で
明
ら
か
に
改
善

と
い
え
る
よ
う
な
も
の
は
な
か
っ
た
。
比
較
的
に
よ
り
ま
し
な
と
思
わ
れ
る
、
あ
る
い
は
意
図

が
わ
か
ら
な
く
も
な
い
と
い
え
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
。
第
一
、
第
二
の

改
稿
に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
明
ら
か
な
改
善
と
い
え
る
も
の
が
あ
り
、
ま
た
少
な
く
な
か
っ
た
。

し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
の
部
に
お
い
て
そ
れ
は
あ
っ
た
。
第
三
の
改
稿
の
第
一
部
に
お
い
て
は
じ
め

て
そ
の
よ
う
な
も
の
が
な
く
な
っ
た
と
い
え
る
。
い
わ
ば
改
稿
の
た
め
の
改
稿
と
い
っ
て
も
よ

い
が
、
む
ろ
ん
そ
れ
が
第
三
の
改
稿
の
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
か
は
こ
れ
か
ら
見
て
い
く
検
討
に

ゆ
だ
ね
た
い
。

　

次
は
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
は
極
め
て
多
い
。
構

成
の
変
更
や
省
か
れ
た
部
分
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
い
。
第
一
、
第

二
の
改
稿
に
お
け
る
第
一
部
の
そ
れ
に
比
べ
て
も
著
し
く
多
く
、
第
一
の
改
稿
の
五
・
六
倍
、

第
二
の
改
稿
の
二
・
七
倍
の
数
に
の
ぼ
る
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
は
、
ま
ず
は
大
雑
把
に
分
類

す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
が
、
こ
こ
で
も
ひ
と
ま
ず
そ
れ
を
踏
襲
す
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
の

分
類
は
以
前
に
比
べ
れ
ば
あ
ま
り
意
味
が
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
わ
っ
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
分
類
は
そ
れ
な
り
の
項
の
数
と
、
各
項
を
構
成
す
る
要
素
の
そ
れ
な
り
の
数
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
は
言
を
ま
た
な
い
。
そ
の
点
か
ら
い
っ
て
十
分
な
分
類
に
は
な
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
お
い
て
も
必
ず
し
も
十
分
な
分
類
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

と
り
わ
け
第
二
部
の
改
稿
に
お
い
て
そ
れ
は
い
え
る
が
、
今
回
の
分
類
は
さ
ら
に
そ
の
程
度
が

は
な
は
だ
し
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
お
お
よ
そ
四
つ
に
分
類
し
た
。

　

一　

会
話
の
記
述
。

　

二　

あ
た
り
の
様
子
あ
る
い
は
人
々
の
様
子
の
記
述
。

　

三　

こ
と
が
ら
に
関
す
る
説
明
の
記
述
。

　

四　

引
用
の
記
述
。

　

箇
条
書
き
に
並
べ
る
と
少
々
舌
足
ら
ず
な
い
い
方
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
そ
れ
に
つ

い
て
は
の
ち
に
説
明
す
る
。
今
回
の
分
類
で
は
、
ほ
ぼ
そ
れ
ら
の
う
ち
の
一
と
二
の
二
つ
に
分

類
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
一
の
会
話
の
記
述
で
あ
り
、
二
は
は
る

か
に
数
が
少
な
い
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
に
分
類
し
た
も
の
の
数
は
合
わ
せ
て
全
体

の
六
割
に
満
た
ず
、
残
り
は
そ
の
他
と
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ま
で
の

分
類
に
お
い
て
も
す
べ
て
を
分
類
で
き
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
第
二
の
改
稿
に
お
い
て

は
今
回
と
そ
れ
ほ
ど
へ
だ
た
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
が
。

　

ま
ず
は
会
話
の
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
は
、
そ
こ
に
一
人
の
発
言
の
場
合
を
も
含
め
て
お

い
た
。
正
確
に
は
発
話
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
一
応
ひ
と
ま
と
め
に
会
話
の
記
述
と
し
て

扱
っ
た
。
こ
こ
で
も
そ
の
こ
と
に
変
更
は
な
い
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
と
異
な
る
の
は
一
人
の
発

言
が
少
な
く
な
い
こ
と
で
あ
る
。
絶
対
数
だ
け
で
は
な
く
そ
の
割
合
が
は
る
か
に
多
い
の
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
分
け
て
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
は
一
人
の
発
言
で
あ
る
。 

3
、

5
、

6
、

8
、

9
、

15
、

26
、

32
、

48
、

52
、

55
、

74
、

76
、

96
、

104
、

110
、

114
、

116
、

122
、

128
、

130
、

132
、

135
、

147
、

158
、

174
、

180
、

193
の
二
十
八
箇
所
で
あ
る
。
以
下
は
、
そ
れ
以
外
の
ま
さ
に
会
話
の
記
述
で
あ
る
。 

7
、

10
、

12
、

13
、

14
、

17
、

29
、

31
、

33
、

34
、

37
、

38
、

40
、

41
、

47
、

51
、

53
、

57
、

59
、

60
、

65
、

71
、

77
、

78
、

79
、

81
、

82
、

83
、

85
、

88
、

90
、

92
、

93
、

94
、

95
、

97
、

98
、

101
、

103
、

108
、

109
、

111
、

127
、

129
、

131
、

134
、

137
、

138
、

139
、

140
、

142
、

148
、

149
、

150
、

151
、

152
、

160
、

163
、

168
、

169
、

172
、

175
、

181
、

184
、

189
の
六
十

五
箇
所
で
あ
る
。
合
わ
せ
て
九
十
三
箇
所
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
は
む
ろ
ん
一
部
地
の
文
を
含
ん
で
は
い
る
が
、
す
べ
て
会
話
を
中
心
と
し
た
記
述
で
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あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
新
た
に
加
え
ら
れ
た
会
話
の
記
述
に
は
ひ
と
つ
の
特
徴
と
い
う
べ
き
も
の

が
あ
っ
た
。
そ
の
多
く
は
新
た
な
会
話
場
面
を
創
出
す
る
も
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
あ
っ
た

会
話
の
記
述
を
い
わ
ば
ふ
く
ら
ま
せ
る
よ
う
な
形
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
一
人
の
人
物
の
会
話
も
同
様
で
あ
り
、
会
話
場
面
で
の
追
加
で
あ
っ
た
。
創
出
さ
れ
た
も

の
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
も
と
も
と
存
在
し
な
い
場
面
を
創
出
し
た
り
、
あ
る
い
は

既
出
場
面
に
新
た
な
人
物
を
登
場
さ
せ
た
り
と
い
っ
た
創
出
で
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
場

面
と
し
て
は
存
在
し
ま
た
人
物
も
存
在
し
て
い
た
、
な
い
し
は
当
然
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
人
物
に
よ
る
会
話
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
あ
っ
た
会
話
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
よ
う
な
や
り
方
に

は
、
会
話
場
面
を
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
た
な
会

話
場
面
の
創
出
も
、
作
品
全
体
と
し
て
会
話
場
面
を
増
や
し
、
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
と
い
う
意

図
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
今
回
の
改
稿
に
お
い
て
も
基
本
的
に
そ
れ
は
同
じ
で

あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に

詳
し
く
述
べ
る
。

　

次
は
種
々
の
場
面
に
お
け
る
あ
た
り
の
様
子
の
記
述
、
さ
ら
に
は
人
々
の
様
子
の
記
述
で
あ

る
。
あ
た
り
の
様
子
と
人
々
の
様
子
は
む
ろ
ん
性
質
が
異
な
る
が
、
し
ば
し
ば
そ
れ
ら
は
一
体

化
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
で
ま
と
め
て
取
り
あ
げ
た
。

1
、

2
、

30
、

36
、

43
、

46
、

49
、

50
、

54
、

56
、

58
、

68
、

69
、

70
、

75
、

86
、

113
、

121
、

136
、

144
、

165
、

171
の
二
十
二
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
は
お
お
む
ね
一
定
の
効

果
を
あ
げ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　

以
上
、
ほ
ぼ
こ
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
の
だ
が
、
三
の
こ
と
が
ら
に
関
す
る
説

明
の
記
述
と
い
え
る
も
の
が
ひ
と
つ
だ
け
あ
る
。

39
で
あ
る
。
飛
驒
地
方
固
有
の
と
い
う
わ

け
で
は
必
ず
し
も
な
い
が
、
飛
驒
に
お
け
る
制
度
、
習
慣
、
風
俗
等
に
関
す
る
説
明
で
あ
る
。

小
説
を
読
み
進
め
る
上
で
理
解
を
助
け
る
説
明
と
し
て
有
効
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

39
は
郷

蔵
に
つ
い
て
の
説
明
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
、
四
の
引
用
の
記
述
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
落

首
や
唄
や
謎
か
け
、
あ
る
い
は
信
書
、
手
記
、
張
札
、
声
明
文
と
い
っ
た
も
の
の
引
用
で
あ
る
。

多
く
は
前
後
一
行
あ
け
で
一
字
か
ら
数
字
分
下
げ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
引
用
と
い
う
い
い
方
が

妥
当
か
ど
う
か
は
少
々
疑
問
が
残
る
が
、
一
応
そ
う
呼
ん
で
お
い
た
。

　

以
前
と
同
様
、
こ
れ
ら
以
外
の
も
の
を
中
心
と
し
て
特
に
問
題
と
な
る
部
分
を
の
ち
に
ま
と

め
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
は
、
結
果
的
に
は
大
方
の
部
分
を
検
討
し

て
き
た
が
、
今
回
は
触
れ
な
い
部
分
も
少
な
く
な
い
。
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
構

成
の
変
更
の
と
こ
ろ
で
も
見
て
き
た
よ
う
に
、
そ
の
意
図
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
あ

ま
り
意
味
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
も
の
が
少
な
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
新
た
に
加

え
ら
れ
た
部
分
も
ま
た
構
成
の
変
更
と
同
様
な
傾
向
を
持
っ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
な
お
、
詳
し
い
検
討
は
省
か
れ
た
部
分
を
も
一
通
り
見
た
あ
と
に
合
わ
せ
て
行
な
う
。
新

た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
と
省
か
れ
た
部
分
と
は
互
い
に
関
連
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
か

ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
に
省
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。
省
か
れ
た
部
分
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
、
基
本
的

に
分
類
す
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
む
ろ
ん
、
そ
う
す
る
こ
と
に
あ
ま
り
意
味
が
な
い
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
全
体
の
数
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
や
や
多
め
の

第
一
の
改
稿
に
お
け
る
第
二
部
の
み
を
分
類
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
新
た
に
に
加
え
ら
れ
た
部
分

に
比
べ
省
か
れ
た
部
分
は
圧
倒
的
に
少
な
い
の
で
あ
る
。
第
三
の
改
稿
に
お
い
て
も
そ
れ
は
同

様
だ
が
、
こ
こ
で
は
一
応
の
分
類
を
行
な
い
た
い
。
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
に
比
べ
れ
ば
は

る
か
に
少
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
数
は
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
お
お
い
に
意
味
が
あ

る
分
類
と
い
え
な
い
こ
と
は
先
と
同
様
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
会
話
の
記
述
で
あ
る
。

2
、

6
、

7
、

8
、

9
、

10
、

15
、

16
、

18
、

19
、

20
、

25
、

28
、

29
、

30
、

31
の
十
六
箇
所
で
あ
る
。
新
た
に
加
え
ら

れ
た
部
分
と
し
て
は
会
話
の
記
述
が
相
当
数
を
占
め
、
作
品
全
体
と
し
て
会
話
の
記
述
及
び
会

話
場
面
を
増
し
、
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
述
べ
た
が
、
省
か
れ
た
部
分

も
わ
ず
か
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
そ
の
多
く
は
差
し
か
え
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
す

な
わ
ち
、
省
く
か
わ
り
に
新
た
な
会
話
の
記
述
を
加
え
た
、
あ
る
い
は
新
た
な
記
述
を
加
え
た

が
た
め
に
省
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
会
話
の
記
述
を
こ
と
さ
ら
に
削
ろ
う

と
い
う
意
図
は
認
め
が
た
く
、
全
体
と
し
て
は
会
話
の
記
述
を
増
や
し
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
と

い
う
意
図
は
や
は
り
顕
著
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

次
は
あ
た
り
の
様
子
あ
る
い
は
人
々
の
様
子
の
記
述
で
あ
る
。

1
、

3
、

4
、

17
、

23
の
五
箇
所
で
あ
る
。
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
に
も
様
子
の
記
述
は
少
な
く
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
ら
は
差
し
か
え
と
い
え
る
も
の
で
は
な
く
、
明
ら
か
に
省
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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以
上
の
二
つ
に
分
類
で
き
る
の
み
で
、
そ
の
数
は
合
わ
せ
て
全
体
の
六
割
に
満
た
な
い
の
は

先
と
同
様
で
あ
り
、
残
り
は
そ
の
他
と
す
る
し
か
な
い
。

　
　
　
　

三

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
は
、
変
更
箇
所
が
比
較
的
集
中
し
て
い
る
部
分
か
ら
は
じ
め
、
あ
と
で

補
足
的
に
他
の
部
分
を
取
り
あ
げ
た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
方
法
を
取
ら
な
い
。
比
較
的
集
中
し

て
い
る
部
分
が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
を
選
ぶ
こ
と
に
あ
ま
り
意
味
が
あ

る
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
変
更
箇
所
が
極
め
て
多
く
か
つ
全
編
に
遍
在
し
、
比
較
的
集
中

し
て
い
る
と
い
え
る
箇
所
も
ま
た
多
く
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
基
本
的
に
は
順
を

追
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
く
り
か
え
し
に
な
る
が
、
検
討
は
特
に
問
題
と
な
る
部
分
に

限
り
他
の
部
分
は
割
愛
す
る
。

　

は
じ
め
に【
１
】の
部
分
で
あ
る
。
△
1
に
つ
い
て
は
す
で
に
触
れ
た
が
、
そ
の
前
に

1
が

あ
る
。
こ
の
作
品
は
、「
一
八
六
八
年（
慶
応
四
年
）
旧
正
月
二
十
三
日
、
ま
よ
中
。」と
い
う
記

述
で
は
じ
ま
る
が
、
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
の
次
に
あ
た
り
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
た
。
雪
深
い

高
山
の
様
子
で
あ
る
。
そ
れ
が
理
論
社
版
で
は
省
か
れ
た
の
で
あ
る
。『
山
の
民
』の
改
稿
過
程

に
関
す
る
唯
一
の
研
究
と
い
っ
て
よ
い『
江
馬
修
論
』（
お
う
ふ
う
、
00
・
2
）
に
お
い
て
永
平

和
雄
も
そ
の
点
に
触
れ
、「
な
ぜ
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。」と
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
こ

の
作
品
に
お
け
る
自
然
描
写
の
美
し
さ
を
く
り
か
え
し
指
摘
し
て
い
た
永
平
に
と
っ
て
は
な
お

さ
ら
の
こ
と
、
理
解
に
苦
し
む
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
永
平
は
、「
深
夜
の
早
駕
籠
か
ら

陣
屋
の
評
定
ま
で
の
、
導
入
部
の
激
し
い
事
態
の
推
移
を
伝
え
る
に
は
、
自
然
描
写
は
余
計
な

も
の
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。」と
述
べ
て
い
る
が
、
永
平
も
た
ぶ
ん
本
気
で
そ
う
考
え
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
永
平
な
ら
ず
と
も
、
こ
の
部
分
は
や
は
り
理
解
に
苦
し
む
の
で

あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
付
近
に
い
わ
ば
そ
の
か
わ
り
に
な
る
と
い
う
べ
き
記
述
の
追
加
は
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
付
け
加
え
て
い
っ
て
お
け
ば
、
あ
た
り
の
様
子
の
記
述
の
省
略
は
こ
の
部
分

の
ほ
か
に
一
箇
所
あ
る
の
み
で
あ
る
。

　

次
は【
４
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
３
〉の
前
半
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
陣
屋
の
大
広
間
で
行

な
わ
れ
た
評
定
の
場
面
で
あ
る
。
ま
ず
は
元
締
の
浅
井
豊
助
が
一
同
に
情
勢
を
報
告
す
る
。
冬

芽
書
房
版
で
は
、「
情
勢
を
こ
ま
〴
〵
と
報
告
し
て
い
た
。」と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ

た
が
、
理
論
社
版
で
は
そ
の
あ
と
に
、
勅
命
に
よ
り
東
山
道
鎮
撫
使
が
発
向
し
、
竹
沢
寛
三
郎

率
い
る
先
発
隊
が
飛
驒
に
向
か
お
う
と
し
て
い
る
と
の
情
報
を
伝
え
た
と
い
う
記
述
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
が

4
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
実
は
こ
こ
で
は
じ
め
て
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
は
な
い
。
作
品
冒
頭
、
駕
籠
に
乗
っ
て
登
場
し
た
手
代
寺
田
潤
之
助
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
こ
と
と
し
て
そ
れ
以
前
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
理
論
社
版
で
は
い
わ
ば
そ
れ
を
く

り
か
え
し
た
形
に
な
り
、
無
駄
な
追
加
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
だ
が
、
役
人
を
集
め
て
の
評
定

の
場
面
で
あ
り
、
み
な
の
前
に
お
け
る
改
め
て
の
具
体
的
な
情
勢
報
告
の
記
述
は
、
決
し
て
余

計
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
評
定
で
は
様
々
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
が
、
結
果
は
鎮
撫
使
先

発
隊
に
郡
代
役
所
を
明
け
渡
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ほ
ぼ
そ
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
た
こ

ろ
に
、

11
の
新
見
郡
代
の
考
え
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
郡
代
の
本
心
は
、
当
地
か
ら
一
刻
も

早
く
逃
げ
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
さ
す
が
に
そ
の
よ
う
な
卑
怯
な
こ
と
を
家
来
の
前
に
さ
ら

す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
も
、
や
や
あ
と
の
方
に「
そ

の
腹
の
中
で
は
脱
走
の
こ
と
は
初
め
か
ら
き
ま
つ
て
い
た
の
だ
。」と
い
う
記
述
は
あ
っ
た
が
、

そ
れ
を
や
や
詳
し
く
記
し
た
形
で
あ
り
、
然
る
べ
き
追
加
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

残
り
の
追
加
部
分
は
す
べ
て
会
話
の
記
述
な
の
で
割
愛
す
る
。
省
略
部
分
も
三
箇
所
あ
る
が
、

こ
れ
も
会
話
と
様
子
の
記
述
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
ご
く
短
か
い
記
述
だ
が
、
な
ぜ
こ
と
さ
ら
に

省
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

【
７
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
５
〉と〈
６
〉の
前
半
部
分
は
ほ
ぼ
会
話
の
記
述
で
あ
る
が
、

16
に

つ
い
て
は
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
地
役
人
た
ち
が
集
ま
り
相
談
の
結
果
、
天
朝

へ
の
帰
順
を
決
定
す
る
場
面
で
あ
る
。
議
論
の
末
に
帰
順
の
結
論
に
至
っ
た
と
き
に
、
富
田
稲

太
が
発
言
す
る
。
さ
っ
き
か
ら「
降
参
」と
か「
降
伏
」と
か
い
っ
て
い
る
が
、
何
か
ほ
か
に
よ
い

言
葉
は
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
い
か
け
で
あ
っ
た
。
確
か
に「
降
参
」や「
降
伏
」で
あ
る

に
は
ち
が
い
な
い
の
だ
が
、
も
っ
と
体
裁
の
よ
い
言
葉
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で

は「
帰
伏
」は
ど
う
か
と
い
っ
た
意
見
な
ど
が
出
、
議
論
の
末
に
結
局「
帰
順
」に
た
ど
り
つ
く
の

だ
が
、
そ
れ
ら
の
過
程
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が

16
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
は
じ
め
か
ら

「
帰
順
」と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、
理
論
社
版
で
は
そ
れ
以
前
に
は「
降
参
」や「
降
伏
」で
あ
っ
た

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
永
平
も
問
題
に
し
て
い
る
。「
討
議
の
過
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程
を
詳
し
く
描
く
こ
と
で
臨
場
感
を
増
そ
う
と
す
る
。
作
者
の
意
図
は
分
か
ら
ぬ
こ
と
は
な

い
。」と
し
な
が
ら
も
、「
あ
ま
り
に
回
り
く
ど
い
、
果
し
て
必
要
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。」と
疑

問
視
し
て
い
る
。
確
か
に
な
く
も
が
な
の
記
述
で
あ
っ
た
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ

れ
は「
あ
ま
り
に
回
り
く
ど
い
」か
ら
と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
よ
う
な
議
論
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が

あ
る
か
は
疑
問
だ
か
ら
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の

こ
の
時
期
の
人
々
が
、
は
た
し
て「
降
参
」や「
降
伏
」と
い
う
言
葉
に
こ
だ
わ
る
と
い
う
こ
と
が

あ
り
得
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
は
っ
き
り
と
証
明
す
る
手
だ
て
は
な
い
が
、
は
な

は
だ
懐
疑
的
だ
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
永
平
の
論
に
つ
い
て
も
う
ひ
と
つ
指
摘
し

て
お
け
ば
、「
討
議
の
過
程
を
詳
し
く
描
く
こ
と
で
臨
場
感
を
増
そ
う
と
す
る
」と
い
う
の
は
ど

う
考
え
て
も
お
か
し
い
で
あ
ろ
う
。
冬
芽
書
房
版
で
は
も
と
も
と
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
討
議

は
な
く
、
か
つ【
７
】は
人
々
の
討
議
を
中
心
と
し
て
描
か
れ
て
い
た
部
分
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

討
議
の
場
面
に
新
た
な
討
議
を
加
え
れ
ば
よ
り「
臨
場
感
を
増
」す
と
い
う
こ
と
な
ど
は
あ
り
得

ず
、
も
と
も
と
な
か
っ
た
討
議
に
つ
い
て
そ
の「
過
程
を
詳
し
く
描
」け
ば「
臨
場
感
を
増
」す
と

い
う
の
は
意
味
不
明
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　

【
９
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
７
〉に
は
、
す
で
に
触
れ
た
△
4
と
会
話
の
記
述
の
追
加
し
か
な
い

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
見
た
部
分
と
関
連
が
あ
る
の
で
触
れ
て
お
く
。
こ
こ
に
は
郡
代
役
所

の
明
け
渡
し
を
聞
き
つ
け
た
人
々
が
混
乱
す
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
人
々
の
会
話
が
描
か

れ
て
い
る
部
分
に
、

17
の
新
た
な
会
話
の
記
述
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
話
題
に
な
っ

て
い
た
の
が
帰
順
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
あ
る
人
物
が
、「
キ
ジ
ュ
ン
？　

そ
り
ゃ

い
っ
た
い
何
の
こ
と
じ
ゃ
い
？
」と
問
い
か
け
、
他
の
人
物
は「
お
れ
に
も
分
ら
ぬ
が
の
う
」と

答
え
つ
つ
も
、「
た
だ
地
役
人
衆
が
降
参
せ
ぬ
気
で
お
る
の
は
本
当
ら
し
い
ぞ
」と
述
べ
る
。
さ

ら
に
、「
キ
ジ
ュ
ン
な
ん
て
、
あ
ん
ま
り
聞
い
た
こ
と
の
無
い
言
葉
じ
ゃ
が
」と
い
う
発
言
に
対

し
て
、「
降
参
せ
ぬ
と
い
う
以
上
、
キ
ジ
ュ
ン
っ
て
い
う
の
は
、
敵
を
や
っ
つ
け
る
こ
と
に
違

い
な
い
ぞ
」と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
は
明
ら
か
に
先
の

16
の
記
述
を
ふ
ま
え
た
記
述
で
あ
る
。

地
役
人
ら
が「
降
参
」や「
降
伏
」と
い
う
言
葉
を
避
け
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
人
々
は
地
役
人
ら

が「
降
参
せ
ぬ
気
で
お
る
」と
考
え
、「
帰
順
」と
は「
敵
を
や
っ
つ
け
る
こ
と
」だ
と
勘
ち
が
い
し

た
の
で
あ
る
。「
降
参
」や「
降
伏
」と
い
う
言
葉
に
何
の
抵
抗
も
な
い
人
々
に
と
っ
て
、
そ
れ
は

無
理
も
な
い
こ
と
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、こ
の
部
分
に
は
リ
ア
リ
テ
ィ
ー

が
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

【
12
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
10
〉は
、
鎮
撫
使
先
発
隊
の
警
護
と
し
て
郡
上
藩
が
や
っ
て
来
る
と

の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
冒
頭
に
郡
上
藩

入
国
の
情
報
が
届
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
理
論
社
版
で
は
そ
の
前
に

18
が
加
え
ら

れ
て
い
た
。
郡
代
役
所
の
明
け
渡
し
が
決
ま
り
、
郡
代
の
妻
子
ら
が
江
戸
へ
向
け
出
発
し
た
こ

と
を
知
っ
た
人
々
は
不
安
を
抱
く
。
そ
の
人
々
の
不
安
が
描
か
れ
て
い
た
。
人
々
が
不
安
に
い

る
な
か
、
そ
れ
が
い
わ
ば
的
中
す
る
が
ご
と
く
郡
上
藩
入
国
の
知
ら
せ
が
届
く
と
い
う
形
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
る
べ
き
追
加
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
う
ひ
と
つ

の

19
は
、
郡
上
藩
家
老
鈴
木
兵
左
衛
門
の
思
惑
が
記
さ
れ
て
い
た
。
一
言
で
い
え
ば
、
飛
驒

支
配
の
方
策
に
関
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
郡
上
藩
の
野
心
に
つ
い
て
は
の
ち
に
も
記
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
が
、
最
初
の
登
場
部
分
に
記
し
て
お
く
こ
と
は
無
駄
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

【
13
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
11
〉は
、
安
永
年
間
の
大
原
騒
動
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で

あ
る
。
飛
驒
の
人
々
が
な
ぜ
郡
上
藩
を
嫌
悪
し
た
の
か
と
い
う
歴
史
的
経
緯
を
、
安
永
年
間
の

大
原
騒
動
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

20
か
ら

25
ま
で
の
六
つ
の
追
加
は
、

い
ず
れ
も
そ
の
経
緯
を
よ
り
詳
し
く
説
明
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
。
改
稿
時
に
お
け

る
新
た
な
資
料
の
入
手
か
、
資
料
の
読
み
直
し
に
よ
る
新
た
な
発
見
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら

れ
る
。
そ
ん
な
な
か
で
、
一
箇
所
省
か
れ
た
部
分
が
あ
る
。
大
原
騒
動
が
起
こ
っ
た
原
因
の
張

本
人
と
い
う
べ
き
大
原
郡
代
の
墓
が
今
日
も
残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
記
し
た

5
の
部
分
で
あ

る
。
墓
が
残
っ
て
い
な
い
の
は
、
む
ろ
ん
人
々
の
深
い
恨
み
を
か
っ
て
い
た
か
ら
で
、
寺
の
和

尚
が
ひ
そ
か
に
建
て
て
や
っ
て
も
必
ず
誰
か
が
破
壊
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
な

ぜ
こ
と
さ
ら
に
省
か
れ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

【
14
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
12
〉と〈
13
〉の
前
半
は
、
郡
中
会
所
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
部
分
で
あ

る
。
飛
驒
三
郡
の
村
々
が
自
主
的
に
つ
く
っ
た
郡
中
会
所
と
い
う
組
織
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て

い
る
の
だ
が
、
そ
こ
に
郡
中
会
所
の
役
割
を
記
し
た

27
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
、
他

に
も
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
補
足
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
後
半
に
は
、

そ
の
部
分
に
お
け
る
人
々
の
会
話
が
描
か
れ
て
い
る
。

28
は
、そ
れ
ら
人
々
が
次
第
に
集
ま
っ

て
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
た
同
様
な
記
述
が
あ
る
の
だ
が
、
人
々
の
名
前
を
あ

げ
な
が
ら
こ
れ
ら
の
人
々
も
ま
た
や
っ
て
来
た
と
い
う
記
述
で
、
や
は
り
補
足
的
な
記
述
と
見
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て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

26
と

29
の
会
話
の
記
述
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。

　

【
15
】、【
16
】に
は
い
ず
れ
も
多
く
の
変
更
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
会
話
と
様
子
の
記

述
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
い
く
つ
か
の
箇
所
も
特
に
取
り
あ
げ
る
べ
き
も
の
と
は
判
断
さ

れ
な
い
の
で
省
略
す
る
。

　

そ
こ
で
次
は【
21
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
19
〉の
部
分
で
あ
る
。
郡
代
役
所
を
明
け
渡
す
こ
と

に
な
り
、
新
見
郡
代
は
江
戸
に
向
け
出
発
す
る
。
高
山
を
出
、
美
女
峠
を
越
え
る
あ
た
り
ま
で

が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
途
中
で
郡
代
が
動
け
な
く
な
り
、
人
に
背
負
わ
れ
て
進
ん
だ

と
い
う

44
の
記
述
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
永
平
和
雄
も
い
う
よ
う
に
、「
新
見
を
卑
小
に
描

こ
う
と
す
る
」意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
永
平
は
、
そ
れ
を「
作
為
」と
い
い
、「
こ
れ
も

水
増
し
の
印
象
の
一
例
で
あ
ろ
う
。」と
否
定
的
で
あ
る
。
新
見
郡
代
に
つ
い
て
は
作
品
は
じ
め

の
評
定
の
場
面
か
ら
終
始「
卑
小
」に
描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
新
た
に
そ
の
よ
う
な
場
面
を
加

え
る
こ
と
は
確
か
に「
水
増
し
」と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
徹
底
的
に「
卑
小
」に
描

く
そ
の
一
記
述
だ
と
考
え
れ
ば
余
計
な
記
述
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
う
ひ
と
つ
の

45

は
、
新
見
の
感
慨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
そ
の
よ
う
な
記
述
は
あ
る
が
、
そ
の
補
足
と
見

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

【
24
】も
変
更
が
多
い
が
、
す
べ
て
会
話
と
様
子
の
記
述
な
の
で
省
略
す
る
。

　

次
は【
25
】の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
の
変
更
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
冬
芽
書

房
版
で
は〈
23
〉と〈
25
〉の
離
れ
た
二
つ
の
部
分
あ
た
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
前
稿
で
検
討
し
た
。

竹
沢
寛
三
郎
が
鎮
撫
使
先
発
隊
と
し
て
京
都
を
出
発
し
、
飛
驒
入
国
の
布
石
と
し
て
笠
松
郡
代

役
所
を
帰
服
さ
せ
る
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
は
じ
め
に
竹
沢
の
人
と
な
り
が
記
さ
れ
、
次

に
岩
倉
具
視
に
会
い
委
細
を
聞
く
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
に
、

59
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
会
話
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
岩
倉

と
竹
沢
の
会
話
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
年
貢
や
運
上
等
の
軽
減
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

竹
沢
は
、
鎮
撫
に
あ
た
っ
て
は
年
貢
や
運
上
等
の
軽
減
と
い
っ
た
目
に
見
え
る
恩
恵
を
施
さ
な

け
れ
ば
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
主
張
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
岩
倉
は
同
意
を
示
し
、

年
貢
半
減
を
口
に
す
る
。
竹
沢
は
、
そ
れ
で
あ
る
な
ら
人
々
は
こ
ぞ
っ
て
朝
廷
の
側
に
つ
い
て

来
る
で
あ
ろ
う
と
喜
ぶ
の
で
あ
る
。
実
際
、
竹
沢
は
の
ち
に
年
貢
半
減
そ
の
他
運
上
等
の
軽
減

を
人
々
に
約
束
す
る
の
だ
が
、
こ
の
部
分
を
加
え
る
こ
と
で
、
竹
沢
の
約
束
は
独
断
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
く
、
竹
沢
の
独
断
で
あ
っ

た
と
読
め
る
の
で
あ
る
。
永
平
和
雄
も
こ
の
部
分
に
触
れ
、「「
年
貢
半
減
」
の
了
解
が
明
示
さ

れ
た
こ
と
で
」、
竹
沢
の
約
束
の「
根
拠
が
明
ら
に
な
っ
た
。」と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
第

二
部
に
記
さ
れ
る
こ
と
に
関
わ
る
も
の
だ
が
、「
後
任
者
梅
村
と
の
最
初
の
会
談
の
と
き
に
も
、

梅
村
の
詰
問
に
答
え
て
、
竹
沢
は
岩
倉
の
了
解
を
持
ち
出
し
て
反
論
し
て
い
る
。」と
述
べ
て
い

る
。
年
貢
半
減
そ
の
他
運
上
等
の
軽
減
の
約
束
が
竹
沢
の
独
断
で
あ
っ
た
か
否
か
は
、
こ
の
作

品
に
お
い
て
は
重
大
な
ち
が
い
に
な
る
。
の
ち
に
竹
沢
は
失
脚
し
、
そ
の
理
由
、
少
な
く
と
も

そ
の
ひ
と
つ
の
理
由
と
な
っ
て
い
た
も
の
が
そ
の
約
束
で
あ
り
、
ま
た
約
束
は
の
ち
に
反
故
と

さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
約
束
が
竹
沢
の
独
断
で
あ
る
な
ら
ば
、
失
脚
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
に
は
一
定
の
正
当
性
が
あ
り
、
約
束
の
反
故
に
も
ま
た
正
当
性
が
あ
る
こ
と
に
な

る
。
反
対
に
竹
沢
の
独
断
で
な
か
っ
た
の
な
ら
ば
、
竹
沢
は
い
わ
れ
の
な
い
理
由
に
よ
っ
て
、

少
な
く
と
も
い
わ
れ
の
な
い
こ
と
を
ひ
と
つ
の
理
由
と
さ
れ
失
脚
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、

約
束
反
故
の
正
当
性
も
失
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
竹
沢
の
独
断
と
す
る
冬
芽
書
房
版

の
方
が
お
よ
そ
正
当
性
を
保
つ
展
開
と
な
り
、
独
断
で
は
な
い
と
す
る
理
論
社
版
が
正
当
性
を

欠
く
展
開
と
な
る
の
だ
が
、
あ
え
て
独
断
で
は
な
い
と
い
う
展
開
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

あ
ら
わ
に
な
っ
て
く
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
今
述
べ
た
正
当
性
の
い
わ
ば
主
体
と
も
い

う
べ
き
朝
廷
な
い
し
は
新
政
府
の
狡
猾
さ
、
あ
る
い
は
老
獪
さ
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
竹
沢

を
失
脚
さ
せ
た
の
も
、
約
束
を
反
故
に
し
た
の
も
朝
廷
な
い
し
は
新
政
府
で
あ
り
、
正
当
と
述

べ
て
き
た
の
は
ほ
か
な
ら
ぬ
そ
れ
ら
の
正
当
性
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
狡
猾
さ
、
老
獪
さ
と
い
う
こ
と
は
、
す
で
に
岩
倉
と
竹
沢
の
会
談
の
場
面
に
あ
ら
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
永
平
は「「
年
貢
半
減
」の
了
解
が
明
示
さ
れ
た
」と
述
べ
て
い
た
が
、そ
う
は
っ

き
り
と
い
っ
て
よ
い
か
は
は
な
は
だ
疑
問
な
の
で
あ
る
。
岩
倉
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

　

 「
鎮
撫
使
は
ま
ず
こ
の
年
貢
半
減
を
つ
か
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
百
姓
ど
も
を
朝
廷
の
味
方
に

ひ
き
入
れ
る
の
も
便
法
じ
ゃ
ろ
う
。
じ
ゃ
が
、
朝
廷
と
し
て
も
じ
っ
さ
い
に
そ
ん
な
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
は
、
む
ろ
ん
も
っ
と
先
へ
行
か
ね
ば
分
ら
ぬ
こ
と
じ
ゃ
に
よ
っ
て
、
そ
の

へ
ん
は
ま
ァ
、
貴
公
も
よ
く
心
得
た
う
え
で
う
ま
く
や
っ
て
も
ら
わ
に
ゃ
な
り
ま
せ
ぬ
」
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岩
倉
は
、
実
際
に
で
き
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
と
述
べ
た
上
に
は
っ
き
り
と「
便
法
」だ

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
発
言
の
す
ぐ
前
に
は
、
関
西
方
面
の
一
揆
で
年
貢
半
減
を
要
求
し
て
い

る
が
、「
こ
れ
は
ま
っ
た
く
無
茶
な
申
し
出
で
じ
ゃ
」と
も
述
べ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
岩
倉
は

年
貢
半
減
を
本
気
で
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
岩
倉

は
、「
そ
の
へ
ん
は
ま
ァ
、
貴
公
も
よ
く
心
得
た
う
え
で
う
ま
く
や
っ
て
も
ら
わ
に
ゃ
な
り
ま

せ
ぬ
」と
い
う
よ
う
な
曖
昧
な
い
い
方
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
竹
沢
は
ま
さ
に

「「
年
貢
半
減
」の
了
解
を
明
示
さ
れ
た
」も
の
と
理
解
し
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。
そ
の
後
の
竹
沢

を
見
て
も
そ
う
判
断
す
る
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、竹
沢
は
岩
倉
の
意
を
く
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
も
い
え
る
わ
け
だ
が
、
し
か
し
岩
倉
の
言
に
は
そ
も
そ
も
無
理
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
竹

沢
は
、
は
じ
め
か
ら
岩
倉
の
老
獪
さ
の
わ
な
に
は
ま
っ
て
い
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
だ
が
、

竹
沢
も
す
ぐ
に
納
得
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
先
の
岩
倉
の
発
言
の
あ
と
に
、
口
達
を
書
面

に
し
て
た
ま
わ
り
た
い
と
申
し
出
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
岩
倉
は
、
今
日
中
に
は
間
に

合
い
か
ね
る
、
そ
の
た
め
に
出
発
を
の
ば
し
て
機
を
失
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
か

ら
、
自
分
の
言
葉
に
ま
ち
が
い
は
な
い
か
ら
す
ぐ
に
進
発
す
る
よ
う
に
諭
す
の
で
あ
る
。
結
局
、

そ
れ
で
竹
沢
は
納
得
し
て
し
ま
う
の
だ
が
、
冬
芽
書
房
版
に
も
そ
の
記
述
は
あ
っ
た
。
だ
が
、

そ
こ
で
岩
倉
が
い
っ
て
い
た
の
は
、
目
的
は
あ
く
ま
で
も
鎮
撫
に
あ
る
の
で
、
せ
い
ぜ
い
道
理

を
説
い
て
で
き
る
だ
け
血
な
ま
ぐ
さ
い
こ
と
は
避
け
る
よ
う
に
と
い
う
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
。

竹
沢
は
そ
の
こ
と
を
書
面
に
し
て
欲
し
い
と
い
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
な
ら
時
間

が
あ
れ
ば
書
面
に
し
て
も
差
し
つ
か
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
理

論
社
版
で
は
当
然
の
こ
と
年
貢
半
減
の
こ
と
を
も
書
面
に
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
竹
沢
が
こ

だ
わ
っ
て
い
た
の
も
そ
の
こ
と
に
あ
っ
た
。
理
論
社
版
で
は
、「
年
貢
半
減
の
件
な
ぞ
、
殊
に

重
大
だ
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。」と
い
う
一
句
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
理
論
社
版
で
は
、
年

貢
半
減
の
言
質
を
と
ら
れ
ぬ
よ
う
に
書
面
に
す
る
こ
と
を
周
到
に
避
け
た
と
い
う
よ
う
に
理
解

で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
岩
倉
の
老
獪
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
は
会
話
と
様
子
の

記
述
な
の
で
割
愛
す
る
が
、
ひ
と
つ
省
か
れ
た
部
分
が
あ
っ
た
。

11
の
、
朝
廷
の
命
を
受
け

た
郡
上
藩
も
飛
驒
へ
向
け
進
発
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
竹
沢
の
進
発
に
続

け
て
、
同
じ
く
朝
廷
の
命
を
受
け
た
郡
上
藩
の
進
発
が
同
様
に
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
特
に

省
く
必
要
は
な
い
と
い
え
る
。
た
だ
、
そ
れ
以
前
に
郡
上
藩
の
飛
驒
入
国
に
つ
い
て
は
何
度
も

記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
こ
こ
で
改
め
て
記
す
の
は
少
々
く
ど
い
と
考
え
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

【
26
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
24
〉は
、
郡
上
藩
が
入
国
し
、
人
々
が
反
発
を
強
め
る
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
冒
頭
、

61
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
情
勢
不
安
の
折
、

鎮
撫
使
先
発
隊
に
期
待
を
抱
き
は
じ
め
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
新
見
郡
代
が
去
っ
た
あ
と

は
い
わ
ば
無
政
府
状
態
に
な
り
、
治
安
維
持
へ
の
不
安
が
高
ま
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
、
人
々
は

鎮
撫
使
先
発
隊
へ
の
期
待
を
抱
き
、
そ
の
到
来
を
待
ち
は
じ
め
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
す

で
に
郡
上
藩
入
国
の
情
報
を
得
て
い
た
人
々
に
と
っ
て
そ
れ
は
な
お
さ
ら
で
あ
り
、
事
実
の
ち

に
人
々
は
先
発
隊
の
竹
沢
を
頼
り
、
郡
上
藩
排
除
に
専
念
す
る
こ
と
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な

い
。
然
る
べ
き
追
加
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
記
述
に
す
ぐ
続
け
て
、
役
所
か
ら

出
さ
れ
た
布
告
が
記
さ
れ
て
い
た
。
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
れ
が
冒
頭
と
な
る
わ
け
だ
が
、
少
々

唐
突
な
感
は
否
め
な
い
。
そ
の
意
味
で
も

61
は
然
る
べ
き
追
加
だ
っ
た
と
い
え
る
が
、
そ
の

あ
と
に

62
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
布
告
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
が
、
布
告
の
あ
る

微
妙
な
い
い
方
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
郡
上
藩
に
対
す
る
態
度
に
関
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
注
意
深
く
名
指
し
を
避
け
な
が
ら
も
、
万
一
不
法
な
行
な
い
が
あ
っ

て
も
先
発
隊
の
竹
沢
を
頼
め
ば
恐
れ
る
に
及
ば
な
い
こ
と
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
は

61
の
記
述
と
関
連
し
て
い
る
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

63
と

64

は
い
ず
れ
も
短
か
い
記
述
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
補
足
的
な
記
述
と
し
て
む
だ
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

63
は
竹
沢
の
一
刻
も
早
い
到
着
を
待
つ
人
々
が
描
か
れ
、

64
は
対
郡
上
藩
の
方
策
を
議
論

す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
た
。

65
は
会
話
の
記
述
な
の
で
割
愛
す
る
。

　

次
は【
27
】の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
も
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
の
変
更
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
冬
芽
書

房
版
で
は〈
26
〉の
前
半
と〈
28
〉の
前
半
の
離
れ
た
二
つ
の
部
分
に
あ
た
り
、
し
か
も〈
26
〉の
前

半
は
さ
ら
に
二
つ
に
分
断
さ
れ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
郡
中
会
所
総
代
が
、
国
境
に
ま
で
迫
っ

た
竹
沢
を
迎
え
口
上
書
を
差
し
出
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
に

66
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
鎮
撫
使
先
発
隊
が
鈴
木
兵
左
衛
門
率
い
る
郡
上
藩
と
合

流
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
郡
上
藩
の
一
部
は
す
で
に
一
足
早
く
飛
驒
に
入
っ
て
い
た
が
、

本
隊
と
い
う
べ
き
家
老
鈴
木
の
率
い
る
一
隊
と
こ
こ
で
合
流
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
べ
き
追
加

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
郡
中
会
所
総
代
ら
が
差
し
出
し
た
口
上
書
は
三
項
目
に
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ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
口
上
書
が
引
用
さ
れ
た
あ
と
に
、
そ
の
第
一
項
に
関
す
る
説
明
を

含
む

12
の
部
分
が
省
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
竹
沢
が
郡
中
会
所
と
い
う
も
の
の
存
在
を

は
じ
め
て
知
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、

67
と
の
入
れ
か
え
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

67
は
、
竹
沢
が
郡
中
会
所
及
び
安
石
代
に
つ
い
て
総
代
ら
に
問
う
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
た
。
竹
沢
の
問
い
に
対
し
て
む
ろ
ん
総
代
ら
は
説
明
を
す
る
の
だ
が
、
そ
の
内
容
は
記
さ

れ
ず
、
郡
中
会
所
に
つ
い
て
は「
初
め
老
久
蔵
が
こ
た
え
て
い
た
が
、
や
が
て
久
左
衛
門
や
市

次
郎
も
口
を
そ
え
た
。」と
記
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
安
石
代
に
つ
い
て
も
、「
総
代
た

ち
は
、
天
領
飛
州
に
独
得マ

マ

な
こ
の
救
恤
に
ち
か
い
年
貢
の
取
立
て
方
に
つ
い
て
熱
心
に
く
わ
し

く
説
明
し
た
。」と
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
、
そ
れ
に
続
け
て
括
弧
づ
け
で
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
た
。

　

 （
安
石
代
そ
の
他
の
特
別
な
年
貢
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
作
の
第
二
部
お
よ
び
第
三
部
に

お
い
て
詳
細
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
こ
の
章
で
は
わ
ざ
と
省
い
て
お
く
）

　

説
明
の
内
容
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
こ
こ
で
い
わ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
郡
中

会
所
に
つ
い
て
は
以
前
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
た
。

12
を
省
き
、
そ
の
入
れ
か
え
と
し
て

67
を
加
え
た
の
は
、
以
前
に
説
明
し
た
こ
と
及
び
の
ち
に
説
明
す
る
予
定
の
も
の
と
重
複
を

避
け
る
た
め
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
に
し
て
も
、
括
弧
づ
け
で
記
さ
れ
た
部
分
は
少
々

奇
妙
な
書
き
方
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
作
品
に
お
い
て
、
い
わ
ば
そ
の
作
品
に
関
す

る
解
説
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
括
弧
づ
け
を
し
て
い
た
の
も
そ
の
た
め

で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
書
き
方
が
稀
有
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
初
稿

か
ら
冬
芽
書
房
版
に
至
る
ま
で
こ
の
よ
う
な
書
き
方
は
な
か
っ
た
。
次
に
、
口
上
書
第
二
項
に

関
す
る
説
明
で
あ
る

13
の
部
分
も
省
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
先
の
よ
う
な
入
れ
か

え
に
あ
た
る
追
加
の
記
述
は
な
い
。
だ
が
、
第
二
項
に
関
す
る
説
明
が
消
え
た
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
前
稿
で
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
の
変
更
を
検
討
し
た
際
に
述
べ
た
の
で
く

り
か
す
こ
と
は
し
な
い
が
、
要
は
冬
芽
書
房
版
で
は
第
二
項
に
関
し
て
は
だ
ぶ
っ
て
い
る
部
分

が
あ
り
、
そ
の
部
分
を
こ
こ
で
省
い
た
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
省
か
れ
た
部
分

は
も
う
ひ
と
つ
あ
る
。
総
代
ら
が
再
度
の
嘆
願
を
う
か
が
う
こ
と
を
記
し
た

14
で
あ
る
。
そ

の
後
何
の
変
化
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
省
い
た
の
は
少
々
拙
速
と
判
断
し
た
か

ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

【
28
】も
変
更
は
少
な
く
な
い
が
、
構
成
の
変
更
の
ほ
か
す
べ
て
会
話
と
様
子
の
記
述
な
の
で

割
愛
す
る
。

　

【
30
】、
冬
芽
書
房
版〈
28
〉の
後
半
部
分
は
、
手
代
の
近
藤
英
一
郎
が
竹
沢
及
び
郡
上
藩
の
鈴

木
に
願
い
出
、
郡
上
藩
の
一
部
退
去
に
成
功
す
る
ま
で
が
描
か
れ
て
い
る
。

72
と

73
は
竹

沢
に
願
い
出
た
部
分
に
あ
る
が
、
前
者
は
近
藤
が
飛
驒
の
人
々
が
郡
上
藩
を
嫌
う
理
由
を
説
明

し
た
部
分
、
後
者
は
同
じ
く
近
藤
が
郡
上
藩
に
飛
驒
横
領
の
野
心
が
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
部

分
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
の
よ
う
な
説
明
が
な
く
、
郡
上
藩
退
去
を
願
う
理
由
と
し
て

は
や
は
り
説
明
不
足
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
然
る
べ
き
追
加
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
あ
と
は
す
べ
て
会
話
と
様
子
の
記
述
な
の
で
割
愛
す
る
。

　

次
は【
37
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
33
〉の
部
分
で
あ
る
。
た
だ
し
、〈
33
〉は
三
つ
に
分
断
さ
れ
、

そ
の
前
と
あ
と
の
部
分
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
郡
上
藩
の
鈴
木
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
た
郡
中

会
所
総
代
ら
が
、
鈴
木
の
も
と
へ
向
か
う
そ
の
途
中
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
代
官
橋

に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、
総
代
ら
は
欄
干
に
張
り
紙
が
し
て
あ
る
の
を
発
見
す
る
の
だ
が
、
そ

の
直
前
に

87
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
張
り
紙
の
前
に
目
に
入
っ
た
の
は
欄
干
に
結
び
つ
け
ら

れ
た
荷
物
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
そ
の
荷
物
は
、
百
姓
た
ち

が
よ
そ
で
用
を
は
た
す
あ
い
だ
、
人
手
に
あ
ず
け
る
よ
う
に
し
て
欄
干
に
結
び
つ
け
て
お
く
も

の
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
な
く
て
も
か
ま
わ
な
い
が
、
あ
っ
て
も
ま
た
差
し
つ
か
え

な
い
と
い
っ
た
程
度
の
も
の
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。
な
お
、
先
に
も
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
冬

芽
書
房
版
で
は
、
代
官
橋
は
鍛
冶
橋
に
、
欄
干
は
擬
宝
珠
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、

張
り
紙
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
総
代
に
対
す
る
訴
え
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
甲
村
の
孫
助

は
腹
を
立
て
る
の
だ
が
、
そ
の
あ
と
に

89
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
孫
助
と
牛
方
源
兵
衛
と
の

確
執
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
源
兵
衛
は
同
じ
甲
村
に
住
ん
で
お
り
、
張
り
紙
の
訴
え

を
見
て
孫
助
が
日
頃
か
ら
の
確
執
を
思
い
起
こ
す
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ

は
お
そ
ら
く
、
源
兵
衛
と
い
う
人
物
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
す
る
記
述
の
一
環
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
理
論
社
版
で
は
こ
の
源
兵
衛
を
大
き

く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
名
前
の
な
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か
っ
た
牛
方
親
子
に
源
兵
衛
と
幸
作
と
い
う
名
前
が
与
え
ら
れ
た
の
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

そ
の
他
に
も
様
々
な
形
で
源
兵
衛
は
登
場
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
あ
と
は
会
話
と
様
子
の
記
述

な
の
で
割
愛
す
る
。

　

【
39
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
35
〉は
す
べ
て
会
話
と
様
子
の
記
述
で
あ
る
が
、

95
と

98
に
つ

い
て
は
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
記
述
量
の
や
や
多
め
な
追
加
で
あ
る
。
郡
上
藩

の
鈴
木
の
も
と
に
行
っ
た
郡
中
会
所
総
代
ら
が
、
米
三
百
俵
提
供
の
旨
を
伝
え
ら
れ
る
が
辞
退

す
る
こ
と
が
記
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

95
は
、
元
禄
年
間
に
領
主
の
金
森
が
出
羽
へ
移
封
に

な
り
、
幕
府
の
命
を
受
け
た
金
沢
藩
が
城
を
と
り
こ
わ
し
た
で
き
ご
と
を
話
題
に
し
た
部
分
で

あ
る
。
む
ろ
ん
、
飛
驒
の
人
々
は
金
沢
藩
を
大
変
恨
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
郡
上

藩
が
か
ら
ん
だ
安
永
年
間
の
大
原
騒
動
を
連
想
さ
せ
、
ま
た
今
回
の
郡
上
藩
飛
驒
入
国
と
重
ね

合
わ
さ
れ
る
よ
う
な
話
題
で
あ
り
、
有
効
な
追
加
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
う

ひ
と
つ
の

98
は
、
主
と
し
て
鈴
木
が
発
言
し
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
鈴
木
は
、
郡
上
藩
は
竹

沢
と
同
じ
勅
命
に
よ
っ
て
出
向
し
た
の
で
あ
り
、
単
な
る
警
護
の
兵
隊
と
考
え
る
の
は
ま
ち
が

い
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
武
力
の
面
で
は
郡
上
藩
の
方
が
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
ま
さ
っ
て

お
り
、
も
し
も
そ
れ
が
な
か
っ
た
な
ら
鎮
撫
の
功
も
奏
さ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
鈴
木
は
、
竹
沢
は
鎮
撫
使
先
発
隊
と
し
て
や
っ
て
来
て
い
る
の
で
あ
り
、
鎮
撫
が

一
応
片
づ
け
ば
よ
そ
へ
の
鎮
撫
に
回
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
。
そ
う
な
れ
ば
、
も
の
の

順
序
と
し
て
飛
驒
は
郡
上
藩
お
預
け
に
な
る
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
総
代
ら
は
む
ろ
ん
そ
れ
を

聞
い
て
度
を
失
う
の
だ
が
、
し
か
し
そ
の
こ
と
は
誰
も
予
想
を
し
な
か
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ

た
。
郡
上
藩
に
対
し
て
は
十
分
な
警
戒
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。

た
だ
、
そ
の
張
本
人
と
い
う
べ
き
鈴
木
の
口
か
ら
直
接
聞
か
さ
れ
た
こ
と
に
驚
き
を
隠
せ
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
当
の
郡
上
藩
側
か
ら
こ
の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
い
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

飛
驒
の
人
々
が
抱
い
て
い
た
恐
れ
は
い
わ
ば
確
証
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
確
証
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
い
わ
ば
確

証
が
な
い
ゆ
え
に
不
安
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た
恐
怖
が
増
す
と
い
う
状
態
で
あ
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
状
態
が
、
こ
の
部
分
の
記
述
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
部
分
は
か
な
り
決
定
的
な
記
述
と
い

え
る
の
だ
が
、
の
ち
の
記
述
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
際
に
再
度
検
討
す
る
こ
と
に

し
た
い
。

　

【
40
】、
冬
芽
書
房
版〈
36
〉の
前
半
部
分
は
、
総
代
ら
が
一
旦
郡
中
会
所
に
戻
り
人
々
と
相
談

す
る
場
面
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
に
、
町
年
寄
の
屋
貝
権
四
郎
も
連
れ
て
郡
中
会
所
に
向
か
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た

99
の
部
分
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
先
に
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、【
38
】

の
冒
頭
に
は
、
途
中
町
会
所
に
寄
り
屋
貝
を
誘
い
同
道
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
た

91
が
加
え
ら

れ
て
い
た
。
冬
芽
書
房
版
で
は
屋
貝
は
は
じ
め
か
ら
同
道
し
て
お
り
、
郡
中
会
所
に
戻
る
際
に

は
途
中
で
別
れ
て
い
る
。
屋
貝
が
は
じ
め
か
ら
同
道
し
て
い
る
か
否
か
は
大
き
な
ち
が
い
で
は

な
い
が
、
途
中
で
別
れ
る
か
否
か
で
は
明
ら
か
な
ち
が
い
が
生
じ
る
。
す
な
わ
ち
、
郡
中
会
所

で
の
相
談
の
場
面
に
屋
貝
が
い
る
か
い
な
い
の
か
の
ち
が
い
で
あ
る
。
だ
が
、【
40
】の
場
面
で

は
屋
貝
は
一
言
の
発
言
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
記
述
量
も
少
な
く
な
い
会
話
の
記
述
、

101
が

加
え
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
あ
る
。
屋
貝
が
発
言
す
る
の
は
次
の【
41
】の
冒
頭
部
分

に
お
い
て
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

103
の
追
加
部
分
で
あ
る
。
や
や
先
走
る
形
に
な
る
が
、
そ

の
部
分
を
見
て
お
き
た
い
。
屋
貝
は
、
急
に
立
ち
あ
が
っ
て
帰
り
そ
う
に
す
る
の
を
呼
び
と
め

ら
れ
る
姿
か
ら
描
か
れ
る
。
ま
だ
話
し
合
い
の
決
着
が
つ
い
て
い
な
い
の
だ
か
ら
当
然
の
こ

と
で
あ
る
。
屋
貝
は
、「
お
う
け
せ
ぬ
こ
と
に
き
ま
っ
た
の
じ
ゃ
ろ
。
そ
れ
で
え
え
と
思
う
が
」

と
に
べ
も
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
総
代
の
一
人
は
、「
で
も
、
鈴
木
へ
こ
れ
を
お
返
し
に
行
か

に
ゃ
な
り
ま
せ
ぬ
で
、
御
足
労
で
も
、
ぜ
ひ
ま
た
わ
し
ら
と
同
道
し
て
貰
い
た
い
の
じ
ゃ
が
」

と
い
う
。「
こ
れ
」
と
は
鈴
木
か
ら
の
御
達
書
で
あ
る
が
、
総
代
ら
は
そ
れ
を
返
却
し
、
鈴
木

の
申
し
出
を
断
わ
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
わ
れ
て
屋
貝
は
、「
そ
い
つ
ァ
弱
っ

た
。
こ
ん
ど
は
わ
し
は
か
ん
べ
ん
し
て
も
ら
い
た
い
の
う
。
ど
う
も
、
あ
の
家
老
と
は
も
う
会

い
と
う
無
い
の
じ
ゃ
」と
本
音
を
も
ら
す
の
で
あ
る
。
だ
が
、
屋
貝
は
結
局
同
道
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
れ
で
も
屋
貝
は
往
生
際
悪
く
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。「
お
ね
が
い
じ
ゃ
。

お
達
し
が
き
は
わ
し
が
あ
ず
か
っ
て
き
た
が
、
返
す
と
き
は
郡
中
の
誰
か
に
や
っ
て
も
ら
い
た

い
」と
。
そ
こ
で
、
仕
方
な
く
総
代
の
市
次
郎
が
預
か
り
出
か
け
て
行
く
の
で
あ
る
。【
40
】
冒

頭
の

99
の
追
加
部
分
に
戻
れ
ば
、
こ
こ
で
屋
貝
も
連
れ
郡
中
会
所
へ
向
か
う
設
定
に
し
た
の

は
、
相
談
の
場
面
に
お
い
て
町
年
寄
屋
貝
の
醜
態
を
描
く
た
め
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。【
38
】の

91
で
、
総
代
ら
が
途
中
町
会
所
に
寄
り
同
道
し
た
こ
と
を
加
え
た
の
も
、
い

わ
ば
屋
貝
の
所
在
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
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し
、
こ
こ
で
こ
と
さ
ら
に
屋
貝
の
醜
態
を
描
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
問
が
残
る
。

100
は
、
総
代
ら
が
鈴
木
の
お
達
書
を
集
ま
っ
た
人
々
に
披
露
す
る
と
い
う
記
述
で
あ
り
、
そ
の

お
達
書
が
引
用
さ
れ
て
も
い
る
。
ま
た
、

102
に
は
村
役
人
ら
の
立
場
と
決
意
が
記
さ
れ
て
い

る
。
郡
上
藩
排
除
の
た
め
に
、
自
分
達
の
お
か
れ
て
い
る
立
場
と
し
て
身
命
を
な
げ
う
っ
て
も

闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
決
意
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
然
る
べ
き
追
加
で
あ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

【
41
】、
冬
芽
書
房
版〈
36
〉の
後
半
部
分
は
、
相
談
の
結
果
や
は
り
辞
退
に
決
定
し
、
再
び
鈴

木
の
も
と
へ
行
き
そ
の
旨
を
告
げ
る
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
。

103
に
つ
い
て
は
先
に
見
た
。

残
り
は
す
べ
て
会
話
の
記
述
で
あ
る
が
、

103
と
の
関
係
上
、
ま
た
の
ち
の
記
述
と
の
関
係
上

触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

19
は
村
役
人
ら
の
会
話
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

103
と
の
入
れ
か

え
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
屋
貝
を
中
心
と
す
る

103
の
追
加
に
よ
っ
て
、
も
と
の
会
話
が
省

か
れ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
一
部
は

103
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

20
の
鈴
木
と
総
代
ら
の
会
話
も
同
様
、

104
と
の
入
れ
か
え
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
こ

で
の
ち
が
い
は
次
の
点
に
あ
る
。

104
で
は
申
し
出
を
断
わ
ら
れ
た
鈴
木
が
激
怒
す
る
言
葉
が

記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、

20
で
は
小
前
百
姓
も
集
め
て
も
う
一
度
相
談
し
て
は
ど
う
か
と
い

う
鈴
木
に
対
し
て
、
総
代
ら
は
そ
れ
で
は
そ
う
す
る
こ
と
に
し
、
の
ち
に
ま
た
返
事
を
す
る
と

約
束
す
る
の
で
あ
る
。
理
論
社
版
で
そ
の
部
分
を
省
略
し

104
に
入
れ
か
え
た
の
は
、
そ
れ
で

は
少
々
く
ど
い
と
考
え
た
と
同
時
に
、
決
意
を
持
っ
て
臨
ん
だ
総
代
ら
が
そ
の
よ
う
な
提
案
を

あ
っ
さ
り
受
け
入
れ
る
の
は
不
自
然
だ
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

【
42
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
37
〉は
、
人
々
が
総
代
ら
の
辞
退
を
評
価
し
、
郡
上
藩
へ
の
反
発
を

強
め
る
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
ま
ず
は
省
か
れ
た
部
分
の

21
で
あ
る
が
、
こ

こ
に
は
再
度
返
答
す
る
と
い
う
鈴
木
と
の
約
束
が
反
故
に
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
今

先
に
指
摘
し
た

20
が
省
略
さ
れ
た
以
上
、

21
の
省
略
は
当
然
で
あ
る
。

105
は
人
々
が
総

代
ら
の
対
処
を
評
価
す
る
記
述
、

106
は
鈴
木
が
新
し
く
城
を
築
こ
う
と
し
て
い
る
と
の
評
判

を
聞
き
反
発
す
る
人
々
の
記
述
で
あ
る
。
要
は
、【
42
】の
内
容
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
と
一
致

す
る
の
だ
が
、
実
は
冬
芽
書
房
版
の
こ
の
部
分
は
、

21
と
し
た
部
分
の
ほ
か
に
は
謎
か
け
が

二
つ
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
ご
く
短
い
記
述
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
部
分
は

単
位
レ
ヴ
ェ
ル
の
追
加
に
近
い
と
い
っ
て
も
よ
い
。

105
は
然
る
べ
き
追
加
で
あ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
が
、

106
は
や
や
唐
突
の
感
が
な
い
で
も
な
い
。
改
稿
時
に
お
け
る
新
た
な

資
料
の
入
手
か
、
資
料
の
読
み
な
お
し
に
よ
る
新
た
な
発
見
に
よ
る
も
の
と
い
う
可
能
性
も
あ

る
。

　

【
43
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
38
〉は
、
竹
沢
が
町
年
寄
の
矢
島
善
左
衛
門
に
郡
上
藩
の
こ
と
を
語

る
場
面
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
、

107
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
、
同
じ
町
年
寄
の
屋
貝
が

町
会
所
で
矢
島
と
出
く
わ
し
、
郡
上
藩
鈴
木
と
の
こ
と
の
あ
ら
ま
し
を
伝
え
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
は
じ
め
に
、「
三
百
俵
返
上
の
任
務
を
お
え
て
か
ら
、
屋
貝
は
途
中
で
郡
中
の

総
代
ら
と
わ
か
れ
て
、
ど
う
や
ら
無
事
で
も
ど
れ
た
こ
と
を
喜
び
な
が
ら
、
町
会
所
へ
い
そ
い

だ
。」と
あ
り
、
そ
の
後
の
屋
貝
の
行
動
が
記
さ
れ
る
形
に
な
っ
て
い
る
。
先
に
見
た
屋
貝
の
所

在
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
記
述
の
一
環
と
い
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
こ
の
場
面
で
も
郡
上
藩
か
ら
の
米
三
百
俵
提
供
の
こ
と
が
話
題
に
な
る
の
だ
が
、
冬

芽
書
房
版
で
は
、
そ
れ
は
竹
沢
か
ら
い
い
出
さ
れ
て
い
た
。
理
論
社
版
で
は
、
そ
れ
が
矢
島
か

ら
い
い
出
さ
れ
る
こ
と
に
変
わ
り
、
竹
沢
は
そ
れ
を
聞
い
て
は
じ
め
て
知
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
矢
島
は
、
つ
い
先
に
耳
に
入
れ
た
ば
か
り
の
情
報
を
竹
沢
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の

点
で

107
の
追
加
は
有
効
な
記
述
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
冬
芽
書
房
版

に
お
い
て
も
竹
沢
の
発
言
の
あ
と
に
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
矢
島
も
屋
貝
か
ら
聞
い
て
い
た
と
記

さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
理
論
社
版
の
よ
う
に
そ
の
場
面
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

加
え
て
、
竹
沢
か
ら
い
い
出
す
よ
り
は
当
事
者
で
あ
る
矢
島
の
方
か
ら
い
い
出
す
と
い
う
理
論

社
版
の
方
が
自
然
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
う
ひ
と
つ
、

112
の
竹
沢
の
考
え
が
記
さ

れ
た
部
分
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ほ
ぼ

22
の
省
略
部
分
と
の
入
れ
か
え
と
い
っ
て

差
し
つ
か
え
な
い
。
む
ろ
ん
、
完
全
に
重
な
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
郡
上
藩
に
対
す
る
考
え
や

こ
れ
か
ら
の
飛
驒
統
治
に
関
す
る
考
え
方
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
他
は
す
べ

て
会
話
の
記
述
な
の
で
割
愛
す
る
。

　

【
44
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
39
〉は
、
矢
島
が
竹
沢
の
も
と
か
ら
の
帰
り
道
に
川
上
屋
善
右
衛
門

に
出
会
い
、
そ
こ
に
合
羽
屋
の
お
ら
く
が
行
き
か
か
る
場
面
で
あ
る
。

113
は
、
タ
コ
あ
げ
を

す
る
子
供
た
ち
が
描
か
れ
て
い
た
。
点
景
描
写
と
し
て
適
当
な
追
加
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

24
は
、
お
ら
く
の
美
し
さ
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
お
ら
く
の
美
し
さ
に
つ

い
て
は
こ
の
す
ぐ
前
の
部
分
か
ら
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
少
々
く
ど
い
と
考
え
た
の
で
は
な
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か
ろ
う
か
。
そ
の
代
わ
り
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
が
、

115
の
、
お
ら
く
一
家
の
暮
ら
し

向
き
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
然
る
べ
き
省
略
と
追
加
で
あ
っ

た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
他
は
す
べ
て
会
話
と
様
子
の
記
述
な
の
で
割
愛
す
る
。

　

【
45
】、
冬
芽
書
房
版〈
40
〉の
前
半
部
分
は
、
竹
沢
が
中
呂
村
の
久
蔵
に
郡
上
藩
の
こ
と
を
語

る
場
面
で
あ
る
。

117
は
中
呂
村
久
蔵
に
つ
い
て
、

118
は
竹
沢
と
久
蔵
の
会
談
場
面
が
記
さ

れ
て
い
る
。
冬
芽
書
房
版
の
こ
の
部
分
は
、
久
蔵
が
竹
沢
の
も
と
へ
行
き
郡
上
藩
の
こ
と
を
語

り
聞
か
せ
た
と
い
う
三
行
ほ
ど
の
記
述
に
す
ぎ
ず
、
然
る
べ
き
追
加
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

　

【
46
】、
冬
芽
書
房
版〈
40
〉の
半
ば
部
分
は
、
町
会
所
と
郡
中
会
所
が
相
談
し
郡
上
藩
の
件
で

嘆
願
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

119
は
矢
島
の
報
告
、

120
は
久
蔵
の
態
度
と

見
解
が
記
さ
れ
て
い
る
。
竹
沢
に
直
接
会
い
話
し
を
聞
い
て
き
た
二
人
の
人
物
に
よ
る
報
告
と

見
解
が
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
然
る
べ
き
追
加
と
い
え
る
。

123
は
願
書
の
内
容
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ご
く
簡
単
な
記
述
で
あ
る
が
、
少
し
あ
と
に
は
願
書
そ
の
も
の
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、

特
に
加
え
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

124
は
、
竹
沢
へ
の
不
満
を
語
る
一

部
の
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
主
な
不
満
は
仏
教
を
ひ
ど
く
嫌
っ
て
い
る
こ
と
と
、
地
役
人

を
そ
の
ま
ま
役
人
と
し
て
採
用
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
人
々
は
代
々
仏
教
を
信
仰
し
、
地
役
人

の
横
暴
と
圧
制
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら
の
不
満
は
の
ち
に
し

だ
い
に
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
有
効
な
追
加
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

125
は
総
代
の
感
慨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
願
書
と
い
う
形
に
せ
よ
身
分
の
低
い
者
が

政
治
に
つ
い
て
の
要
請
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
感
慨
で
あ
り
、
然
る
べ
き
追
加
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
最
後
に
も
う
ひ
と
つ
、
省
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。

26
の
、
郡
上
藩

の
飛
驒
横
領
の
野
心
に
反
発
す
る
記
述
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
こ
と
さ
ら
に
こ
の
部
分
が
省
か
れ

た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
っ
た
。

　

 　

そ
こ
へ
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
、
こ
の
さ
い
青
山
藩
に
飛
州
横
領
の
野
心
が
あ
る
と
い
う
噂

が
ひ
ろ
ま
つ
て
い
た
。
誰
も
そ
れ
に
つ
い
て
確
か
な
証
拠
を
も
つ
て
い
た
わ
け
で
は
無
か
つ

た
が
、
民
衆
は
そ
れ
を
信
じ
た
。

　

先
に
は
、【
39
】に
お
け
る

98
の
追
加
部
分
に
触
れ
、
そ
れ
が
か
な
り
決
定
的
な
記
述
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
す
な
わ
ち
、
郡
中
総
代
ら
の
前
で
、
郡
上
藩
の
鈴
木
が
飛
驒
の
郡
上
藩

お
預
け
の
件
を
口
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
が
抱
い
て
い
た
恐
れ
は

確
証
あ
る
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
が
省
か
れ
た
の
は
、
そ
の
記
述
が
追
加
さ
れ

た
た
め
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
の
記
述
が
な
い
た
め
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
も「
噂
」で
あ
り
、「
確
か
な
証
拠
を
も
つ
て
い
た
わ
け
で
は
無
か
つ
た
」の
で
あ
る
。

だ
が
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
そ
こ
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
今
、
は
し
な
く
も
、
ほ
か
な
ら
ぬ
天
使
竹
沢
に
よ
つ
て
確
証
を
与
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　

「
天
使
」と
は
、
人
々
の
勘
ち
が
い
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
で「
竹
沢

に
よ
つ
て
確
証
を
与
え
ら
れ
た
」と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
矢
島
を
呼
び
郡
上
藩
の
こ
と
を
語
っ

た
際
の
竹
沢
の
言
葉
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
竹
沢
は
、「
こ
の
鈴
木
が
な
か
〳
〵
の
く

せ
物
で
、
こ
れ
を
し
お
に
し
て
、
飛
州
を
郡
上
藩
へ
横
領
し
よ
う
と
た
く
ら
ん
で
お
る
」と
述

べ
て
い
た
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
冬
芽
書
房
版
で
は
久
蔵
と
の
会
談
場
面
は
記
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
が
、
竹
沢
は
同
様
の
こ
と
を
述
べ
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
も
竹
沢
の
言
葉
で
あ
っ
て
、
先
に
見
た

98
の
部
分
の
よ
う
に
当
の
郡
上
藩
側
か
ら
直
接

聞
か
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、「
確
証
」と
は
い
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
少
な
く
と
も
、
そ
れ
と
同
様
な
意
味
で
の「
確
証
」と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、

地
の
文
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
っ
た
。

　

 　

殊
に
鈴
木
は
高
慢
で
、
野
心
家
で
、
道
中
で
も
一
ど
な
ら
ず
竹
沢
に
む
か
つ
て
、「
こ
の

さ
い
飛
州
は
郡
上
藩
に
お
あ
ず
け
と
な
る
」は
ず
だ
と
臆
面
も
な
く
も
ら
し
て
い
た
。

　

い
わ
ば
竹
沢
に
と
っ
て
は「
確
証
」あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
が
、
し
か
し
竹
沢
は
矢
島

に
対
し
て
そ
の
こ
と
を
述
べ
て
は
い
な
か
っ
た
。
冬
芽
書
房
版
で
は
あ
く
ま
で
も
竹
沢
の
言
葉

で
あ
っ
て
、
郡
上
藩
側
か
ら
直
接
聞
か
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

98
の
追
加
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が
決
定
的
な
記
述
で
あ
る
と
述
べ
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
理
論
社
版
で
は

98
の
追
加
が

あ
っ
た
た
め
に
、
矢
島
や
久
蔵
と
の
会
話
に
も
そ
の
こ
と
が
は
っ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
い
う
ま
で
も
な
い
。
矢
島
に
対
し
て
竹
沢
は
、「
じ
つ
は
、
こ
ん
ど
高
山
へ
ま
い
る
途
中
で

も
、
予
に
む
か
っ
て
一
度
な
ら
ず
、
鎮
撫
の
上
は
ぜ
ひ
と
も
飛
州
を
青
山
藩
あ
ず
け
と
い
う
こ

と
に
お
骨
折
ね
が
い
た
い
と
頼
み
こ
ん
で
お
る
。」と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
、
冬
芽
書
房
版
に
は

な
い
久
蔵
と
の
会
談
場
面
に
お
い
て
も
、「
竹
沢
は
青
山
藩
の
好
ま
し
か
ら
ぬ
動
き
に
つ
い
て
、

だ
い
た
い
矢
島
に
話
し
た
と
同
じ
内
容
を
つ
た
え
た
」と
記
さ
れ
、
ま
た
久
蔵
は「
た
だ
い
ま
殿

さ
ま
の
仰
せ
き
け
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
、
家
老
鈴
木
の
申
し
き
け
た
こ
と
と
は
、
ぴ
っ
た
り
話

が
合
う
わ
け
で
ご
ざ
り
ま
す
。」と
述
べ
て
い
た
。
冬
芽
書
房
版
と
理
論
社
版
の
い
ず
れ
が
よ
い

か
は
一
概
に
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
冬
芽
書
房
版
で
は
真
の
意
味
で
の
確
証
が
な
く
、

そ
れ
ゆ
え
に
不
安
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た
恐
れ
が
増
す
と
い
う
状
態
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
に
比
べ
れ
ば
、
理
論
社
版
は
少
々
ス
ト
レ
ー
ト
に
す

ぎ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

【
52
】か
ら【
57
】ま
で
は
、
広
瀬
村
の
五
郎
作
を
中
心
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
会
話
と
様
子
の
記
述
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
以
外
の
い
く
つ
か
の
箇
所
も
特
に

取
り
あ
げ
る
べ
き
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
省
略
す
る
。

　

次
は【
58
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
51
〉の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
郡
上
藩
の
鈴
木
が
竹
沢
に

不
満
を
述
べ
対
立
す
る
場
面
で
あ
る
。
そ
の
冒
頭
、
竹
沢
の
考
え
が
記
さ
れ
た

143
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。
幸
い
飛
驒
の
鎮
撫
に
成
功
し
た
現
在
、
自
分
が
こ
の
地
方
の
支
配
者
と
し
て
ふ
る

ま
う
こ
と
が
当
然
の
任
務
で
も
あ
り
ま
た
権
利
で
あ
る
と
い
う
考
え
で
あ
り
、
天
朝
御
領
の
宣

言
も
年
貢
半
減
の
約
束
も
郡
上
藩
に
相
談
な
く
行
な
っ
た
の
は
そ
の
よ
う
な
考
え
か
ら
で
あ
る

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
が
ま
さ
に
鈴
木
の
不
満
と
す
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
わ
け
で
、

然
る
べ
き
追
加
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

145
は
面
会
場
所
へ
と
進
む
鈴
木
が
描
か
れ
、

146
は

鈴
木
を
待
ち
受
け
る
竹
沢
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
ま
た
、
然
る
べ
き
追
加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
そ
の
ほ
か
は
す
べ
て
会
話
と
様
子
の
記
述
な
の
で
割
愛
す
る
。

　

【
60
】、【
62
】、【
63
】の
会
話
と
様
子
以
外
の
記
述
に
つ
い
て
は
特
に
取
り
あ
げ
る
べ
き
も
の

と
は
判
断
さ
れ
な
い
の
で
省
略
す
る
。

　

そ
こ
で
、
次
は【
65
】、
冬
芽
書
房
版
で
は〈
58
〉の
部
分
で
あ
る
。
お
光
姉
妹
の
家
に
郡
上
藩

が
い
る
と
の
情
報
を
聞
き
、
火
方
た
ち
が
踏
み
込
む
場
面
で
あ
る
。

161
は
、
火
方
の
増
造
が

若
い
火
方
の
吉
太
郎
に
郡
上
兵
の
動
静
を
見
張
る
よ
う
に
指
示
す
る
記
述
で
あ
る
。
冬
芽
書
房

版
で
は
、
吉
太
郎
は
た
だ
名
前
が
出
て
く
る
と
い
う
程
度
の
人
物
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ

で
少
し
出
番
の
場
を
作
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
吉
太
郎
と
増
造
の
会
話
の
記
述
で
あ
る

163
の
追

加
も
、
同
じ
趣
旨
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
冬
芽
書
房
版
で
は
、
吉
太
郎
は
吉

助
と
な
っ
て
い
た
。

28
は
う
ど
ん
屋
の
主
婦
、
つ
ま
り
お
光
姉
妹
の
母
親
と
火
方
た
ち
と
の

会
話
で
あ
る
が
、
な
ぜ
こ
と
さ
ら
に
省
か
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
他
に
つ
い
て
は
割
愛
す

る
。

　

【
67
】、
冬
芽
書
房
版〈
59
〉の
前
半
部
分
は
、
嘆
願
の
た
め
に
大
垣
へ
向
か
う
百
姓
た
ち
の
道

中
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
前
の【
66
】は
、
理
論
社
版
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
単
位
で
あ
っ
た
。

そ
こ
に
は
、
同
じ
く
大
垣
へ
向
か
う
百
姓
た
ち
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
中
心

と
し
て
描
か
れ
て
い
た
の
が
甲
村
の
源
兵
衛
で
あ
っ
た
。
理
論
社
版
に
お
い
て
、
こ
の
源
兵
衛

を
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
記
述
へ
と
変
化
す
る
の
だ
が
、
源
兵
衛
の
行
動
を
記
し
た

166
の
追
加
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
他
は
会
話
と
様
子
の
記
述
な

の
で
割
愛
す
る
。

　

【
68
】、
冬
芽
書
房
版〈
59
〉の
後
半
部
分
は
、
百
姓
た
ち
が
国
境
を
越
え
て
大
垣
に
迫
る
ま
で

の
行
動
が
記
さ
れ
て
い
る
。

167
は
一
行
が
途
中
の
関
宿
に
到
着
し
た
こ
と
、

170
は
早
駕
籠

で
駆
け
つ
け
た
宮
ノ
前
村
の
久
兵
衛
に
励
ま
さ
れ
て
再
び
歩
き
出
す
百
姓
た
ち
が
記
さ
れ
て
い

た
。
い
ず
れ
も
無
駄
な
記
述
と
は
い
え
な
い
と
い
う
程
度
の
追
加
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他

は
会
話
と
様
子
の
記
述
な
の
で
割
愛
す
る
が
、

30
は

170
と
の
入
れ
か
え
と
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
一
部
は

170
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。

　

【
71
】、
冬
芽
書
房
版〈
60
〉後
半
部
分
は
、
宇
田
栗
園
に
会
っ
た
郡
中
会
所
総
代
ら
が
竹
沢
に

そ
の
報
告
を
す
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
が
、
冬
芽
書
房
版
に
は
実
は
そ
の
報
告
の
場
面
は
記
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。
然
る
べ
き
追
加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

【
72
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
61
〉
は
、
郡
中
会
所
で
の
百
姓
た
ち
の
お
し
ゃ
べ
り
と
謎
か
け
が

記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

177
は
村
役
人
が
不
在
な
の
で
百
姓
た
ち
が
気
兼
ね
な
く
ふ
る

ま
っ
て
い
た
こ
と
、

178
は
追
い
す
が
り
願
い
の
人
々
が
多
く
戻
っ
て
き
た
こ
と
が
話
題
に

な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
た
、
い
ず
れ
も
無
駄
な
記
述
と
は
い
え
な
い
と
い
う
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程
度
の
追
加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

179
は
新
宮
村
の
勝
次
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
部

分
で
あ
る
が
、
こ
の
人
物
の
名
前
は
冬
芽
書
房
版
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
人
物
の
説
明
と
し

て
然
る
べ
き
追
加
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
他
は
す
べ
て
会
話
の
記
述
な
の
で
割
愛
す
る
。

　

【
73
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
62
〉は
、
郡
中
会
所
総
代
ら
が
再
度
の
嘆
願
に
総
督
府
へ
行
く
が
、

そ
こ
で
郡
上
藩
お
預
け
を
言
い
渡
さ
れ
る
場
面
で
あ
る
。
前
日
の
嘆
願
の
際
に
は
参
謀
の
宇
田

栗
園
に
も
面
会
で
き
、
比
較
的
よ
い
感
触
を
持
っ
て
い
た
総
代
ら
に
と
っ
て
そ
れ
は
ま
さ
に
青

天
の
霹
靂
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
よ
い
感
触
と
い
う
の
は
勝
手
な
思
い
込
み
に
す
ぎ
な
い
と

も
い
え
る
の
だ
が
、
そ
の
際
に
宇
田
は
、
太
政
官
へ
の
問
い
合
わ
せ
も
必
要
で
あ
る
か
ら
数
日

の
猶
予
を
要
求
し
て
い
た
。
そ
れ
が
一
夜
明
け
、
急
転
直
下
郡
上
藩
お
預
け
と
な
っ
た
の
で
あ

る
か
ら
総
代
ら
の
動
揺
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
る
。

183
と

185
は
、
言
い
渡
さ
れ
る
以
前

の
記
述
部
分
に
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
総
代
ら
の
迷
い
や
不
安
が
記
さ
れ
て
い
る
。
比
較
的
よ
い

感
触
を
持
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
そ
れ
で
不
安
が
解
消
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
う
で
あ
る

か
ら
こ
そ
再
度
嘆
願
に
も
赴
い
た
の
で
あ
る
。
然
る
べ
き
追
加
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。

182
は
総
督
府
本
陣
の
動
静
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
む
ろ
ん
他
に
も
記
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
補
足
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
他
は
会
話
と
様
子
の
記
述
な
の
で
割
愛
す
る
。

　

【
74
】、
冬
芽
書
房
版〈
63
〉の
前
半
部
分
は
、
総
代
ら
が
郡
上
藩
お
預
け
の
件
を
竹
沢
に
報
告

す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

186
は
宿
に
い
た
他
の
人
々
と
相
談
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
冬
芽
書
房
版
に
も「
小
前
百
姓
の
総
代
ら
と
よ
く
相
談
し
て
」と
だ
け
は
記
さ
れ
て
い
た
が
、

そ
の
補
足
的
な
記
述
と
い
っ
て
よ
い
。

187
は
情
勢
を
高
山
に
伝
え
る
た
め
に
人
を
送
る
こ
と

に
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
然
る
べ
き
追
加
と
い
え
る
が
、
そ
の
使
い
の
一
人
が
例
の
牛

方
源
兵
衛
で
あ
り
、
源
兵
衛
を
登
場
さ
せ
る
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

33
は
総
代
ら
の
情
勢
判
断
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
な
ぜ
こ
と
さ
ら
に
こ
の
部
分
が
省
か
れ
た

の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
次
の【
75
】に
お
け
る

188
と
少
々
関
わ
っ
て
い
な
く
も
な

い
と
思
わ
れ
る
の
で
の
ち
に
再
度
触
れ
る
。

　

【
75
】、
冬
芽
書
房
版〈
63
〉の
後
半
部
分
は
、
竹
沢
が
急
遽
飛
驒
取
締
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
旨

を
総
代
ら
に
報
告
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

188
は
そ
の
後
の
総
代
ら
の
行
動
が
記
さ
れ

て
い
る
。
具
体
的
に
は
再
度
総
督
府
へ
嘆
願
に
行
っ
た
こ
と
、
そ
の
帰
り
に
竹
沢
の
宿
に
寄
っ

た
が
不
在
だ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
宿
に
戻
り
評
定
を
開
い
て
今
後
の
対
策
を
話
し
合
っ
た
こ
と

な
ど
で
あ
る
。

188
の
記
述
は
そ
こ
ま
で
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
相
談
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
竹

沢
か
ら
呼
ば
れ
、
飛
驒
取
締
役
を
仰
せ
つ
か
っ
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
郡
上
藩
お

預
け
の
言
い
渡
し
も
急
な
ら
、
竹
沢
の
飛
驒
取
締
役
就
任
の
知
ら
せ
も
急
で
あ
る
。
急
な
だ
け

で
は
な
い
。
ど
ち
ら
も
ど
ん
で
ん
返
し
と
も
い
え
る
急
転
回
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
り

わ
け
後
者
は
そ
う
い
え
る
。
初
稿
か
ら
冬
芽
書
房
版
に
至
る
ま
で
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
大

き
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
た
く
ま
れ
た
展
開
だ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
拙
速
の
感
は
や
は
り
ぬ
ぐ
い
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
竹
沢
の
飛
驒
取
締
役
就
任
を
知
ら
さ
れ
た
の
は
、
郡
上
藩
お
預
け
を
言
い
渡
さ
れ

た
そ
の
日
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
竹
沢
に
報
告
し
た
あ
と
に
総
代
ら
は
宿
に
戻
り
、

そ
の
対
策
を
話
し
合
っ
て
い
る
途
中
に
突
然
呼
び
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
一
日
の

う
ち
に
郡
上
藩
お
預
け
を
言
い
渡
さ
れ
、
一
転
竹
沢
の
飛
驒
取
締
役
就
任
を
知
ら
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
さ
す
が
に
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
拙
速
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
理
論
社
版

で
は
じ
め
て
そ
こ
に
一
日
の
時
間
を
お
い
た
。
そ
れ
が
、
先
の
総
代
ら
の
行
動
が
記
さ
れ
た

188
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
総
代
ら
の
行
動
は
翌
日
の
で
き
ご
と

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
、【
74
】に
お
け
る

33
の
省
略
は

188
の
追
加
と
少
々
関
わ
っ
て
い

な
く
も
な
い
と
述
べ
た
。
そ
れ
は
、
そ
の
部
分
に
時
間
の
経
過
を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
な
記
述

が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

 　

総
督
府
か
ら
不
首
尾
を
言
い
わ
た
さ
れ
た
日
、
総
代
た
ち
は
一
日
忙
が
し
く
飛
び
ま
わ
つ

て
、
日
ぐ
れ
時
分
や
つ
と
宿
へ
も
ど
つ
て
き
た
。

　

竹
沢
へ
の
報
告
か
ら
呼
び
出
し
を
受
け
る
ま
で
に
は
や
は
り
相
応
の
時
間
経
過
が
必
要
と
考

え
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
こ
と
さ
ら
に
そ
の
経
過
を
示
そ
う
と
し
た
記
述

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
だ
が
、
理
論
社
版
に
お
い
て
一
日
の
経
過
を
加
え
た
こ
と
に
よ
っ

て
特
に
必
要
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
な
ら
こ
の
部
分
だ
け
を
省

け
ば
済
む
こ
と
で
あ
ろ
う
。
や
は
り

33
の
省
略
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
理
論
社
版
に
お
い
て
は
確
か
に
一
日
の
時
間
を
お
い
た
が
、
そ

れ
で
も
や
は
り
拙
速
の
感
は
消
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

190
は
、
総
代
ら
が
ひ
そ
か
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に
京
都
へ
向
け
出
発
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
竹
沢
の
飛
驒
取
締
役
就
任
が
決
ま
っ
た
今
、

総
代
ら
の
目
的
は
達
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
竹
沢
の
任
命
が
総
督
府
の
も
の
で
太
政

官
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
総
代
ら
は
不
安
を
感
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
太
政
官
に
願
い
出
、

確
か
な
御
沙
汰
書
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
京
都
へ
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
用
意
周
到
と
い
う
べ

き
か
疑
い
深
い
と
い
う
べ
き
か
。
だ
が
、
二
転
三
転
す
る
方
針
に
翻
弄
さ
れ
た
彼
ら
に
と
っ
て

は
疑
い
深
く
な
る
の
も
無
理
は
な
く
、
用
意
周
到
に
も
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き

で
あ
ろ
う
。
冬
芽
書
房
版
は
、「
宿
へ
か
え
る
と
す
ぐ
帰
国
の
し
た
く
に
取
り
か
ゝ
つ
た
。」と

い
う
記
述
で
終
わ
っ
て
お
り
、
京
都
へ
向
か
っ
た
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
で

は
少
々
問
題
が
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
総
代
ら
は
事
実
京
都
に
向
か
い
、
そ
の
ま
ま「
帰
国
」し

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
第
二
部
は
、
京
都
の
旅
宿
で
総
代
ら
が
祝
宴
を
あ
げ
て

い
る
場
面
か
ら
は
じ
ま
り
、
目
的
ど
お
り
太
政
官
か
ら
の
御
沙
汰
書
を
も
ら
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

190
は
是
非
と
も
必
要
な
追
加
だ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

【
77
】、
冬
芽
書
房
版
の〈
65
〉は
、
竹
沢
の
行
な
っ
た
政
策
と
山
に
臨
ん
で
の
竹
沢
の
感
慨
が

記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

192
は
、
年
貢
半
減
が
人
々
の
最
大
の
関
心
で
あ
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
さ
ら
述
べ
る
ま
で
も
な
い
記
述
と
い
え
る
が
、
そ
の
前
の
部
分
に
年
貢

半
減
そ
の
他
運
上
等
の
軽
減
を
宣
言
し
た
の
ち
に
何
の
沙
汰
も
な
い
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

然
る
べ
き
追
加
だ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

34
は
、
年
貢
半
減
は
政
府
の
方
針
で
は

な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
部
分
が
省
か
れ
た
理
由
は
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な

い
。
先
に
詳
し
く
述
べ
た
よ
う
に
、【
25
】に
お
け
る

59
の
追
加
部
分
で
岩
倉
は
年
貢
半
減
を

口
に
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

194
は
、
竹
沢
が
そ
う
ざ
の
森
へ
行
く
途
中
に
国
分
寺
に
立
ち

寄
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
、
同
行
の
富
田
稲
太
に
誘
わ
れ
た
か
ら
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
竹
沢
は
仏
像
を
拝
観
し
よ
う
と
は
せ
ず
、
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
の
木

に
興
味
を
示
す
の
で
あ
る
。
竹
沢
の
仏
教
嫌
い
を
示
す
ひ
と
つ
の
記
述
と
し
て
有
効
と
い
え
る

で
あ
ろ
う
。

35
は
、
竹
沢
が
そ
う
ざ
の
森
へ
参
拝
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は

195
の
入
れ
か
え
と
見
て
よ
い
。

195
は
、
そ
う
ざ
の
森
に
着
い
た
竹
沢
が
参
拝
し
よ
う
と
し

た
が
、
本
尊
が
仏
像
で
あ
る
こ
と
に
驚
く
様
子
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
ま
た
竹
沢
の
仏

教
嫌
い
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
少
々
く
ど
い
と
い
う
気
が
し
な
い
で
も
な
い
。

36
は
、

竹
沢
の
空
想
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
か
つ
て
詳
し
く
検
討
を
し
た
。
と
い

う
の
は
、
こ
こ
は
冬
芽
書
房
版
に
お
い
て
新
た
に
加
え
ら
れ
た
記
述
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
こ
で
省
か
れ
た
の
は
後
半
の
部
分
で
あ
る
。

　

 　

そ
し
て
彼
は
さ
ら
に
、
日
本
の
現
実
と
世
界
の
情
勢
に
対
し
て
ま
つ
た
く
無
智
な
る
が

ま
ゝ
に
、
来
る
べ
き
将
来
に
お
い
て
、
神
格
化
さ
れ
た
天
皇
の
も
と
に
成
さ
れ
る
侵
略
的
な

世
界
制
覇
を
さ
え
、
何
か
神
話
的
な
美
し
い
奇
蹟
の
よ
う
に
胸
を
躍
ら
せ
て
空
想
し
て
い
る

の
で
あ
つ
た
。

　

大
岡
昇
平
は
こ
の
部
分
に
つ
い
て
、「
平
田
門
人
の
鎮
撫
使
に
、
将
来
の
太
平
洋
戦
争
を
予

想
さ
せ
る
の
は
、
歴
史
小
説
と
し
て
ま
っ
た
く
た
だ
し
く
な
い
。」（「
歴
史
小
説
に
現
わ
れ
た

農
民
」（『
文
学
界
』、
64
・
9
））と
述
べ
て
い
た
が
、
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

こ
の
部
分
を
省
い
た
の
は
た
ぶ
ん
そ
の
こ
と
に
気
が
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
冬
芽
書
房
版
で
わ

ざ
わ
ざ
加
え
た
部
分
を
、
理
論
社
版
で
は
省
い
た
の
で
あ
る
。
省
か
れ
な
か
っ
た
前
半
部
分
に

も「
軍
国
主
義
」と
い
っ
た
言
葉
が
出
て
く
る
の
だ
が
、
そ
の
言
葉
は
削
り
、
や
や
手
を
加
え
て

も
と
の
記
述
を
生
か
す
形
で
残
さ
れ
て
い
た
。

196
は
、
そ
の
よ
う
な
空
想
を
し
て
い
る
竹
沢

を
見
守
る
供
の
人
々
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
こ
は
第
一
部
の
末
尾
で
あ
る
。
竹
沢
の
空
想
で
終

わ
る
方
が
よ
い
か
、
そ
れ
を
見
守
る
供
の
人
々
が
描
か
れ
て
終
わ
る
方
が
よ
い
か
は
に
わ
か
に

判
断
は
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
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Self-access centers at universities provide convenient means for students to make use of educational 

materials. The English Resource Center at Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine 

offers materials and services to benefit students as well as staff and faculty. Leveled English books 

constitute the main material resource, and proofreading of scientific papers is the primary service. There 

exists an atmosphere of low motivation or awareness among students towards learning English that should 

be improved before they can make full use of this type of self-access center.
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English Resource Center as a service group
and self-access English learning facility

Many universities in Japan have self-access centers for 

students to use in learning English in their spare time. These 

places usually have books (like graded readers) and audio and 

video materials, and some have pre-made lesson plans and 

worksheets, counselors or teachers, computers with Internet 

access and e-learning materials, and more. Such facilities are 

important because students can receive far more language 

input than from their classes that typically meet only once 

a week, and input is vital to improving language learning 

(Krashen 1985).

The English Resource Center (ERC) at Obihiro 

University of Agriculture and Veterinary Medicine is one 

type of self-access center. It began as a combination of a 

small book collection and a concept among the English 

language teachers to provide language support for the 

campus (Smith et al. 2008, 2010).  Officially established 

in April 2009, the ERC comprises five full-time language 

teachers (4 for English, 1 for Japanese) and a director, all of 

whom are involved in seeing to it that students and staff have 

opportunities to study and improve their English ability. It 

may be confusing to think of the ERC as a university entity 

on one hand, composed of teachers and their services, and as 

a room which serves as a mini-library, computer center, and 

meeting place. ERC is both of these things, but for the sake of 

this article, we shall look at the ERC first from the standpoint 

of the physical room and materials it contains, and then from 
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reading levels based on standard testing performed early 

in the semester, and they are allowed to choose whatever 

genres and stories that they prefer, as long as the selections 

are within their individual reading levels. The course sets a 

target volume of these stories to be read for 25%-40% of their 

grade. 

Other courses that employ GR include English 

Communication I and II (mostly first-year students), 

Current English I and II (mostly second-year students), and 

International Cooperation Studies Debate (all third-year 

students). Prior to the 2012 academic school year, students 

in the bekka 2-year agricultural studies course were given 

the option to read GR for course bonus points. It will be 

mandatory in 2012, and some form of using GR may even 

be implemented in the graduate school course series English 

Communication for Science.

What is the reasoning behind GR use in the classroom, 

and making use of books in the ERC? Having the freedom 

to choose books that students want to read, at levels within 

their language fluency, is part of a widespread and growing 

program throughout the world known as extensive reading 

(ER). Reading within a student’s fluency level means that 

they have books with >95% of words on each page that 

they already know, so they do not need to pause and check 

dictionaries. Stopping breaks concentration and enjoyment, 

as does needing to check more than 2 words per page, so the 

principle of ER is to give students easy books of their own 

choosing. They can feel satisfied that they have the power 

to control which stories they read, plus it is well within their 

grasp to read many stories in just one semester. This reduces 

the fear of reading a foreign language and increases the 

enjoyment and sense of accomplishment, thus producing a 

cycle of positive reinforcement that should stimulate further 

reading. 

ER has been shown to improve reading speed (Tanaka 

et al. 2007; Beglar et al. 2011; Imamura 2011; Nishigaki et 

al. 2011), writing, vocabulary (although mostly incidentally, 

the services that it provides separately from these.

Reading materials.

Located on the third floor of the north wing in Research 

Pavilion 1, the ERC can be found as room N3316. It contains 

over 2,200 copies of books (mostly all in English) in fiction 

and non-fiction categories. The fiction books represent about 

75% of all materials in the ERC, and nearly all of these are 

in the form of graded readers (GR). GR can be considered 

as short softcover books which may be original stories or 

condensed, simplified versions of well-known stories from 

popular literature and movie screenplays. These are organized 

into various difficulty levels based on grammar content, as 

well as the number of headwords used to write the stories. 

Some GR are also found in the non-fiction category. These 

are mostly biographies and stories of real-life events (e.g., the 

sinking of the Titanic, the Apollo 13 saga, and the great fire of 

London) or cultural significance (e.g., country descriptions, 

the American Wild West, and the rise of Microsoft). There 

are also many other non-fiction books which are not graded, 

but which cover a wide range of reading fluency and topics, 

such as sports, animals, food, the environment, farming, 

countries, and several scientific fields. Other non-fiction 

books include TOEIC and TOEFL preparation textbooks 

and related study guides, all with Japanese instructions, 

plus specialized reference works including veterinary and 

agricultural dictionaries, handbooks on scientific writing, 

picture dictionaries, and grammar guides.

English teachers in the Department of Human Sciences 

have incorporated the graded readers into several courses 

from first grade to third grade, and there are even plans to add 

them to the graduate school courses. In undergraduate school, 

the widest use of graded readers is in the English Reading 

Skills course, where students are given the opportunity to 

read for 30 minutes in the classroom once a week and then 

outside class with the same books. Students are assigned 



82

English Resource Center as a service group and self-access English learning facility

and not in large quantities), and general English ability. With 

a limited number of prescribed words (called “headwords”) 

in each GR, vocabulary and grammar get recycled often, so 

words and structure of the language are constantly input into 

students’ minds, and as long as the reading continues without 

a major time gap, students have the chance to retain or learn 

unconsciously as they take in stories which they have chosen 

to read for pleasure, not conscious educational benefit.

With a typical reading speed for Japanese university 

students (~100 words per minute; wpm), a half-hour of in-

class silent reading yields 3,000 words which can be read. 

This is roughly the size of one graded reader. For one 

semester, therefore, if one excludes the first 2 days to assess 

and assign reading level and the last day for final testing, 

students have at least 12 weeks of in-class reading time (6 

hours total), plus 14-15 additional weeks of outside reading 

(when holidays are taken into account). Even if students read 

only another half-hour per week outside class, that amounts 

to a total of 36,000 + 45,000 = 81,000 words per semester 

(Fig.1). With an average GR containing 2,000 – 2,500 words, 

this calculates to a potential reading accomplishment of 

~40 books! Lower level books are shorter, so the number 

of stories available to students who follow this ER strategy 

is even greater. The same holds for students who can read 

faster than 100 wpm. In fact, the author has recorded an 

average reading speed of about 134 wpm and a high-end 

speed of over 200 wpm for students at Obihiro University of 

Agriculture and Veterinary Medicine (data unpublished).

In-class:

100 wpm x 30 min x 12 class periods/semester

  = 36,000 words per semester

Outside class:

100 wpm x 30 min/wk x 15 wks/semester

  = 45,000 words per semester

Fig. 1. Calculations of possible words students can read with ERC 

books

Other researchers have found that with more individual 

attention to students, learners in junior high school (Furukawa 

2011), senior high school (Takase 2003, 2004; Nishizawa et 

al. 2009; Furukawa 2011), and university (Takase 2003) are 

capable of reading 100,000 – 300,000 words per semester. 

Nishizawa et al. (2007) conducted a longitudinal study over 

4 years and determined that a minimum of 300,000 words 

is needed before students can feel comfortable reading GR 

without using dictionaries, but rather using context of the 

stories to help them understand word meanings. Furthermore, 

they showed a direct correlation between the amount of words 

read to improved TOEIC scores, but this was only valid after 

students had read 300,000 words. The more they read, the 

better their TOEIC scores improved.The study continued for 

a fifth year, and data were presented at the First International 

Extensive Reading Congress in 2011 (Nishizawa et al. 2011). 

Similar results on English improvement were obtained by 

Hsu (2007) in a 3-year study with Taiwanese students.

Electronic materials.

In addition to books, the ERC has 4 dedicated computers 

with Internet access, plus a printer. Students are welcome to 

use these for their own academic work in any course. The 

computers are equipped with headphones, so students who 

choose to watch instructional DVDs or listen to narrative CDs 

(see below) have this capability without needing to provide 

their own equipment.

In 2011-2012, they also had access to a self-study 

e-learning course for English. Students could check out a 

USB flash drive that linked them to a Web-based course 

hosted by DynEd Corporation. The course provided a multi-

tiered tutorial for listening, reading, and writing lessons 

(Brown et al. 2008).

Some of the books (mostly in the fiction category) have 

audio CDs. So, students can listen to a native English speaker 

read the stories aloud as students follow the written words. 
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Such accompaniment aids in reading by forcing students 

to keep up with the narrator, by allowing the opportunity 

to shadow the audio voice as they read, and by providing 

authentic pronunciation without the use of a dictionary.

One set of non-fiction books called the Footprint 

National Geographic readers (Cengage publisher) comes 

with a series of audio CDs, and additionally there are DVDs 

that supplement the material in the books. These DVDs can 

be played with a British or American narrator and with or 

without English subtitles. The choice of accents and subtitles 

offers flexibility for the motivated students to practice 

listening and reading simultaneously for about 80 topics 

spanning a range of difficulty levels. Other books for TOEIC 

and TOEFL preparation also come with CDs to help with 

listening practice.

Formal Meetings and Socialization.

Once a week, the ERC opens its doors at lunch time for 

casual conversation practice called “Lunch Chat”. No topics 

are organized. Staff and students are encouraged to bring a 

lunch and meet informally to practice speaking and listening 

in English. Typically, 10-15 students attend on a regular basis, 

and their English fluency level varies considerably. Nothing 

during this period is structured, and conversation drifts from 

topic to topic as freely as possible. During American holidays 

like Halloween and Christmas, everyone is encouraged to 

take part in related cultural events, such as carving pumpkins 

and decorating a Christmas tree.

Beginning in 2011, a monthly presentation series 

in English was held in the ERC. Students and university 

staff alike would share photos and stories in a PowerPoint 

presentation about overseas travel experiences. The main 

point was to give presenters practice in making such a casual 

presentation, to show the audience cultural aspects of various 

countries, and to give audience members a chance to practice 

asking questions in English (but any language was accepted). 

To date, talks have included vacations to Hawaii and Europe, 

homestays in the U.S., a business trip to Austria, and working 

abroad in Sri Lanka, Sweden, and New Zealand.

Both of these social gatherings are meant to expose 

students to more English conversation, but they have an 

ulterior motive of simply attracting people to the ERC in the 

form of free advertising. Once people see what amenities are 

available there, it is hoped that they will return voluntarily to 

take advantage of them.

People are welcome to visit the ERC just to take a break 

during the day. They are not required to use the room only for 

English studies, and the large conference table and wireless 

Internet access provide a comfortable and convenient 

workplace for almost any need. It is often used as a meeting 

room for teachers and university vendors, but it also serves as 

a gathering place for special courses for JICA trainees and the 

International Cooperation Studies Unit study-abroad trip.

The ERC also has part-time student staff on hand to 

assist with the checking in and out of books and e-learning 

USB drives, and to explain various aspects of the room. They 

also help with various other duties such as downloading and 

cataloguing audio materials, labeling books with barcodes, 

making posters to advertise events, writing and translating 

Japanese materials for the teachers, and updating security 

software on the computers. These workers are paid with 

money from a dedicated budget, plus whatever funds are 

accumulated from proofreading that is done by the English 

teachers. Working in the ERC also gives them a good 

opportunity to practice spoken English with the teachers who 

manage the facility, and to gain a viewpoint about learning 

English that they would otherwise be unable to receive. 

Visitors to the ERC become familiar with the student staff, 

and so this work experience builds a relationship between 

students on campus.
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Weak Points

Ideally, students will recognize their need to improve 

English language ability and freely seek out materials like 

those in the ERC. Unfortunately, this has not been the case 

much of the time (Gillis-Furutaka 2004). Once students have 

completed courses that require them to read books found 

in the ERC, they rarely return to continue on their own. 

Observations by teachers have estimated a 1% or less return 

rate.

This phenomenon is not uncommon to self-access 

centers (Courchene 2008). Unless students feel a strong 

desire to study independently and improve their English, they 

remain content to finish a course credit and leave language 

learning behind them. This problem may be exacerbated with 

veterinary students if Obihiro University follows the trend set 

by its new partner Hokkaido University, which encourages 

veterinary students to complete their language credits in the 

first year. As they and agriculture students enter the upper 

grades, they also become very busy with their science studies 

and laboratory experiments, so they believe they have no time 

to check out books and read more to improve their English. 

Moreover, science teachers at Obihiro University admit to 

not encouraging students to read or improve their reading 

in English, and that students are unaware of the need in the 

first place (Hill 2010), despite efforts by English teachers 

(including the author) to stress the importance of English, 

especially in terms of improving TOEIC scores.

The distance between the ERC and classrooms can be 

a problem in attracting students or staff. It was originally 

set up when a laboratory became vacant, and even though it 

was remodeled with carpeting and attractive furniture, it still 

remains somewhat inaccessible on the third floor. English 

teachers promote its use by announcing it in their classes, and 

campus-wide announcements are posted on bulletin boards 

and TV monitors.

Services from the ERC Educators

Teachers, students, and staff at Obihiro University 

can rely upon the English teachers in the ERC to perform 

proofreading and editing at a nominal fee. Papers usually in 

English are examined and returned within a short time. This 

system has the advantage of providing on-campus checking 

of journal articles, posters, pamphlets, announcements, 

speeches, and more. Prices are better than translation 

services, and ERC staff are easily available for consultation 

before and after the work has been completed. Fees paid for 

this service go directly to the ERC budget, which is then used 

to purchase more educational materials.

The ERC entity itself also provides the university with 

staff that makes business trips with administrators. These 

trips have been made to seek alliances with other universities 

around the world, and to present information about the 

university at educational conferences. English-speaking ERC 

teachers are considered indispensible whenever the university 

Japanese colleagues need language support on such trips.

There are also some miscellaneous tasks that ERC 

people have performed. The ERC has recently strengthened 

ties with the university’s information center so that the CALL 

Room facilities can be made more accessible to students 

during the work day. Such collaboration has also aided in 

the selection of better software in the CALL Room, and 

constant communication between the ERC and information 

center continue to monitor and improve computer use there. 

In addition, it has been the ERC group that initiated, installed 

and to date maintained the Moodle course management 

software (Tunks 2010). With Moodle being used almost 

exclusively for English courses, students have immediate 

access to course assignments, homework, and information 

links from their instructors as long as the students have 

Internet access. It is hoped that with Faculty Development 

meetings and collaboration with the science teachers, more 

courses can operate with Moodle and serve the students 
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better. Besides teaching their usual courses, English teachers 

contribute further by providing training to JICA participants 

and other types of students. Lastly, ERC staff have been 

instrumental in searching for and testing an e-learning 

system (DynEd) that is more practical and user-friendly than 

previous software, which did not allow tracking of student 

progress.

Conclusions

The English Resource Center at Obihiro University of 

Agriculture and Veterinary Medicine serves many roles to 

assist students, teachers, and staff in English education. The 

major benefit to students is the availability of various graded 

readers which they can borrow and use to improve their 

reading ability. However, they must somehow be awakened 

to the realities of the usefulness of the ERC and English in 

general. English and science teachers alike should participate 

jointly to accomplish that. The paid and unpaid services of 

the ERC are as important as they are varied, and fees for 

proofreading provide a reciprocal benefit to complete the 

circle.
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摘　要

一般的に、大学内に設置されている自主学習センターは、

学生が教材や資料を活用できるように便利な手段を提供

するものであるが、帯広畜産大学のイングリッシュ・リ

ソース・センターは、学生と教職員の両者にとって有益

な教材やサービスを提供している。所蔵する教材の中核

をなすものは多読用のレベル別読本であり、主たるサー

ビスは科学論文の校正である。学生たちの中には英語学

習に対する意欲や意識の低さが見受けられるが、これら

が改善され、彼らがこのようなタイプの自主学習セン

ターを十分に活用できるようにすることが必要である。

キーワード :

イングリッシュ・リソース・センター、多読、グレード

別読本、自主学習、トーイック
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　本稿は、異常気象や社会変化に対する牧畜民・半農半牧民の対応戦略を検討するための予備的調査として、1）牧

畜民の定住化前・後の放牧形態を把握し、2）定住化の度合いが牧畜民や半農半牧民の旱魃への対処戦略にどのよう

に影響しているかについて分析し、3）旱魃はどのような人々に最も影響を及ぼすかを特定することを目的とした。

調査は、エチオピア北東部の Afar 州第 2 地区 Abala 郡と、南部の Oromia 州 Borena 地区 Yabelo 郡・Dire 郡の 2 カ

所の中高地域において、2012 年 2 月 14 日〜 3 月 1 日にかけて合計 9 つの村で観察とインタビューとをおこなった。

Afar 牧畜民も Borena 牧畜民も、定住する前は、家族全員が全家畜を伴って季節移動していた。乾期には小川など

表層水を利用できる場所で、雨期には降水で水溜りができた水資源を狙って移動し、その周辺の草資源を放牧利用

していた。牧畜民の定住化は、農耕の開始、小学校・給水施設（井戸など）・家畜病院などの公共施設建設の影響によっ

て進行していった。定住化しても、ウシのみは季節移動を青年が継続しておこない、青年以外の世帯成員は定住村

にラクダ・ヤギ・ヒツジと一緒に通年留まるようになった。旱魃が発生した場合は、家畜への被害を最小限に留め

るために、その旱魃の場所からウシを避難させる戦略がとられていた。甚大な旱魃が発生した場合は、ウシだけで

なく、ラクダ・ヤギ・ヒツジをも連れ、家族全員でより草資源の良い放牧地へと避難するという。ここに、定住し

ても農業をおこなわない牧畜民、定住して農耕を開始しても移動性を高く保持した半農半牧民の強みがある。異常

が発生した時こそ、この「高い移動性」の利点がある。一方、定住性の強い半農半牧世帯の人々は、大旱魃が発生

しても、ウシを避難させるのみであるという。ラクダ・ヤギ・ヒツジ、および、人々も、大旱魃で定住村周辺に草

資源も水資源もなくなっても動かないという。このような定住性が進展した世帯こそが、旱魃に対して脆弱であり、

被害を最も受ける人々と考えられた。牧畜民の中で最初に農耕を始めたのは、貧しい牧畜民たちであった。旱魃に

より、移動することもできず、旱魃の影響をそのまま受けてしまい、貧しい牧畜民はより貧しくなっていった。旱

魃の犠牲者は、半農半牧化し定住性の高まった貧しい牧畜民層であると推測された。

キーワード：旱魃、牧畜、定住化、農耕開始、公共施設建設
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1. はじめに

　1973/1974 年や 1984/1985 年の大旱魃の発生以降、エ

チオピアでは旱魃が近年頻発するようになり、旱魃は

家畜飼養や農作物栽培、そして、人々の生活に甚大な

影響を及ぼしている（Tsegaye et al. 2010；Tache and 

Sjaastad 2010；Haile et al. 2004）。エチオピアの中高

地・低地の半湿潤から乾燥した地帯では、主に牧畜民や

半農半牧民の人たちが生業をおこなっている。このよう

な年間降水量の少ない地域では、わずかな降水量の減少

でも、家畜飼養や農作物栽培に大きな影響を与えてしま

う。エチオピアでは、旱魃は降水量の多少に敏感な地域

で特に発生しているのである。

　近年発生している旱魃が、牧畜民や半農半牧民の生業

にどのように影響を及ぼしているかを把握するために、

エチオピア北東部の Afar 州第 2地区 Abala 郡と、エチ

オピア南部中高地の Oromia 州 Borena 地区 Yabelo 郡・

Dire 郡の 2カ所の中高地で、2012 年 2月 14 日〜 3月 1

日にかけて観察とインタビューとをおこなった（図 1）。

Afar州やOromia州の行政区分では、上位から州（region）、

地 区（zone）、 郡（woreda、district）、 村（kebele, 

PA）、字・集落（kushet）などに分類されている。本稿

での高地とは、標高約 2,000m 以上、中高地とは標高約

1,000m 〜 1,500m の地域を指している。本稿の目的は、

エチオピア中高地・低地の牧畜民・半農半牧民の現在の

生業構造を分析し、ならびに、異常気象や社会変化への

牧畜民・半農半牧民の対応戦略を検討するための予備的

調査として、1）牧畜民の定住化前と定住化後の放牧形

態を把握し、2）定住化の度合いが牧畜民や半農半牧民

の旱魃への対処戦略にどのように影響しているかについ

て分析し、3）旱魃はどのような人々に最も影響を及ぼ

すかを特定することにある。

2. 調査地の概要と訪問世帯

　エチオピア北東部中高地の Abala 郡では 5村、エチオ

ピア南部中高地の Yabelo 郡・Dire 郡では 4村で調査を

おこなった。Abala 郡の 5村は、Gelaiso 村の牧畜世帯

（①）、Adiharemeya 村の半農半牧世帯（②）、Wuhdet 村

の牧畜世帯（③）、Asangola 村の半農半牧世帯（④）、及

び、Hudmo 村の半農半牧世帯（⑤）で調査した。Gelaiso 

村では、農作物栽培を試みてはいたが、近年の旱魃によ

り不作が続き、現在は家畜飼養だけをおこなっている。

Yabelo 郡・Dire 郡の 4村では、Diido 村の半農半牧世帯

（⑥）、Harowayu 村の牧畜世帯（⑦）、Dharito 村の半農

半牧村（⑧）、Megado 村の半農半牧世帯と牧畜世帯（⑨）

で調査をおこなった。いずれの村にも、牧畜民世帯、半

農半牧世帯が共存している。村によっては、家畜を飼養

しなくなった農耕民世帯も存在する。村のリーダーにイ

ンタビューを主におこなったが、近隣世帯の人々も同席

することも多かった。本稿では、家畜飼養のみに生業の

多くを依存している人々を牧畜民、家畜飼養に加えて農

作物栽培をもおこなう人々を半農半牧民、農作物栽培に

みに依存する人々を農耕民とした。家畜飼養のみに依存

して生活する人々を、遊牧民ではなく牧畜民としたの

は、現在ではそのほとんどが定住していることによる。

Borena 牧畜民は、かつてはウシの飼養を中心とした遊牧

民であった（写真 1）。

写真 1．泉に水資を飲ませに集まったウシ群と Borena 牧畜民．

Borena 牧畜民は、かつてはウシ牧畜民であった。現在では、多くの

牧畜民が農耕にも携わり、定住化し、家畜もラクダ・ヤギ・ヒツジ

をも飼養するようになった。中央奥手に泉がある。

　Abala 郡では、1951 年に農耕が導入し始める。最初、

Tigray 州の高地から農耕民が Abala 郡を訪れ、高地農耕

民が Abala で農耕を始めたという。それまでは、Abala

郡では遊牧民のみが家畜の飼養のために土地利用してい

た。農耕が開始される以前は、Abala 郡は木本で覆われ

た森林地帯を形成していたという。ゾウやライオンなど
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図 1．エチオピアの調査地（❶〜❾）と月平均気温・月別降水量．
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野生動物も多く生息し、森林の下層には草本植物が繁茂

していたという。1973/74 年と 1984/85 年の大旱魃、近

年の継続した旱魃、牧畜民の郡外からの移入と定住化な

どによって、森林面積が過去 35年間で急激に減少した

（Tsegaye et al. 2010）。1980 年代の社会主義時代末期

にも樹木が大量に切り倒されたという。現在は、アカシ

ア属などの低木や潅木が主に点在し、植生の粗な地帯と

なっている（Haile et al. 2004; Tsegaye et al. 2010）

（写真 2）。

写真 2．エチオピア北東部 Afar 州第 2 地区 Abala 郡（A) とエチオ

ピア南部 Borena 地区 Yabelo 郡（B) の景観．

いずれも、標高約 1,500m の中高地に位置し、半乾燥・半湿潤で、

アカシア属などの低木、家畜には採食されない棘性潅木が主に点

在している。Yabelo 郡は降水量が多い分、潅木の密度が高い。

（B)

（A)

　Oromia 州 Borena地区の中高地では、1974年から始ま

る社会主義時代以前から、Oromia 州の高地から農耕民が

Borena地区に移入し、農耕を始め出した。Borena地区の

牧畜地帯でも、最初は高地の農耕民が農耕を始めたので

あった。旱魃年の 1984/1985 年以降、Borena 地区の多く

の貧しい牧畜民の人々も農耕を始めるようになっていっ

たという。Borena地区の牧畜民の中で最初に農耕を始め

たのは、貧しいBorena牧畜民たちであったのである。

　エチオピアの気温は、赤道に近いこともあり、月平均

気温は通年約20℃と一定している（図1）。月最高気温は

約 30℃、月最低適温は 10℃前後と、年格差より日格差

の方がはるかに大きい。降水は、雨期が年 2期間ある。

エチオピア北部では小雨期が 3月〜 4月（short rainy 

season）に、大雨期（long rainy season）が 6 月中旬

〜 9月中旬にかけて（Haile et al. 2004）、エチオピア

南部では小雨期が 3月中旬〜 5月下旬に、大雨期が 9月

中旬〜11月中旬に（Angassa and Oba2007）、それぞれあ

る。年間降水量は北部の中高地 Abala 郡では 1972 年〜

2007年の平均が379mであり、Abala郡は半乾燥地帯に位

置している（Tsegaye et al. 2010）。2006 年では 453mm

と平年並みであるが、2008年には 8月・9月の大雨期に

降水がほとんどなく、年間降水量が 104mmと旱魃で、年

による降水量の変動が激しい。南部の Borena 地区では、

1983 年〜 2003 年の平均値が約 500mm であり（Angassa 

and Oba 2007）、Borena地区は半乾燥から半湿潤に位置し

ている。標高が高くなるほど降水量は増え、Yabelo郡で

は 2011年に 850mmの降水があった。この南部でも降水量

の年格差が大きいことが先行研究やインタビュー調査に

よって把握されている。エチオピア中高地から低地にか

けては、降水量の年格差が激しく、この降水量が極端に

少ない年に旱魃が発生し、家畜飼養や農作物栽培、そして、

人々の生活に甚大な影響を及ぼしている。このようにエ

チオピア中高地の調査地の自然環境は、平均気温は年中

一定して温暖であり、雨期・乾期がある半湿潤〜半乾燥

にあり、降水量の年格差が激しい地帯であるといえる。

3. 季節放牧の変遷と定住化

3-1．伝統的な遊牧パターン

　Afar 州の Gelaiso 村のかつての牧畜民世帯は、乾期

には小川が流れる山麓で放牧し、雨期には降水により

Kara と呼ばれる沙漠地帯に水溜りができて、その水資源

と周辺の草資源とを放牧利用するために、沙漠地帯へと

移動していた（図 2-1,2,3-A）。飼養する家畜は、ラクダ

とヤギを中心とし、世帯によってはウシとヒツジをも飼

養していた（Tsegayeet al. 2010）。季節移動は、全家

畜を連れ、家族全員で一緒に季節移動していたという。
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図 2．近年のエチオピア中高地における定住化過程．
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　Oromia 州で家畜飼養をおこなう Borena 牧畜民は、

かつてはウシの飼養を中心とした牧畜民であった。

Harowayu 村や Megado 村の牧畜民の人々のように、多く

の牧畜民世帯は、乾期には井戸のある場所で放牧し、雨

期には全家畜・家族全員で移動し、水溜りができた水資

源と降水による草本植物伸長の草資源とを狙って、季節

移動していた（図 2-1,2,3-A）。

写真 3．Borena 地区 Yabelo 郡での泉の補修作業．

泉などの水資源は、牧畜民の生命線である。凹地地形を 30mほど掘

ると、水が湧き出てくる場所がある。井戸の補修作業は、共有する

人々が定期的に協同して作業に当る。

　Afar 牧畜民も Borena 牧畜民も、全家畜を家族全員が

伴って季節移動していたが、雨期と乾期にも水資源が存

在する場を選び、草資源を年間最大限利用できるように

移動していた。つまり、乾期には井戸や小川、泉など表

層水を利用できる場所で宿営し、その近辺の草資源を放

牧利用した（写真 3）。雨期には、乾期の放牧場所の草資

源を減らさないように乾期宿営地を避け、降水で水溜り

ができた水資源を狙って移動し、その周辺の草資源を放

牧利用していた。乾期の水溜り周辺の草資源は、雨期に

は放牧利用しないものであり、一年を通じて、より多く

の草資源を放牧利用できるように宿営地を選んで季節移

動していたといえる。この季節移動は、エチオピア中高

地では、定住して、一カ所で家畜を通年放牧させるだけ

の飼料基盤が牧野からは供給できないことを指し示して

いる。

3-2．定住化の要因

　Afar 州の Wuhdet 村は、高地に展開する農耕地帯の

Tigray 州 Mekele 市から急斜面を下った山麓にある。

Wuhdet 村には、河川も流れており、Tigray 州の農耕地

帯とも近かったため、Abala 郡での農耕はこの Wuhdet 村

から始まったという。Wuhdet 村での最初の農耕は 1951

年のことで、社会主義以前の帝国時代の時である。最

初は、高地の農耕民が Wuhdet 村で農作物栽培を始め、

Afar 牧畜民も徐々に農耕技術を習得し、Afar 牧畜民も

自ら農耕をおこなうようになっていった。農耕を自ら開

始すると同時に、水資源の利用性から、乾期の宿営地に

定住化したという（図 2-2）。現在、Wuhdet 村では、高

地の農耕民との共同農耕が 25%、自らのみで農作物栽培

をおこなっている割合が75%であるという。Adiharemeya

村での農作物栽培の始まりは、2002 年と近年開始され

た。農耕の歴史がまだ浅いせいか、高地の農耕民に土地

を貸し、現在も自らは農耕には一切携わらず、高地の農

耕民に作付けしてもらっている。最初、高地農耕民が

Adiharemeya 村を訪ねてきて、Adiharemeya 村の牧畜民

の人々に相談してきたという。Adiharemeya 村では、旱

魃が発生し、家畜頭数の減少と家畜生産物からの収入が

減少していたこともあり、農作物栽培への誘いを受け入

れたのだという。この農作物栽培を機に、Adiharemeya

村の牧畜民の人々は定住していったという。このように、

エチオピア北東部の中高地では、牧畜民の定住化は農耕

の開始がきっかけで進展していったといえる。

　 一 方、Oromia 州 の Diido Yabello 村、Harowayu 村、

Megado 村では、2006 年頃に定住していったという。

2006 年頃に、小学校、給水施設（井戸など）、家畜病院、

人間用の病院、製粉所などが地方自治体によって乾期の

宿営地の中心地に建設されたのを機に、乾期の宿営地近

辺に定住するようになったという（図 2-2）。Dhaliitoo 

州では、農業を 1980 年くらいから開始した以降も、雨

期の放牧場所（東部方面）で農作物を作付けし、乾期

には泉のある場所（西部方面）へと移動を続けていた。

2000 年頃に雨期の放牧場所に家畜病院、人間用の病院、

小学校、舗装道路が建設されたのを機に、定住したとい

う（図 2-1）。このように、Oromia 州での牧畜民の定住

化は、農耕の開始というよりも、学校や病院、給水施設

の建設により進展していった。定住化の場所、つまり、

地方自治体による公共施設の建設場所は、泉などの水資
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源がある乾期の場所、もしくは、雨期に水溜まりができ

るような場所の双方が選ばれていた。

　以上、Afar 州と Oromia 州の事例から、牧畜民が定住

化した要因は、農耕の開始、地方自治体による小学校、

給水施設（井戸など）、家畜病院、人間用の病院、製粉

所などの公共施設の建設にあるといえる。定住した場所

は、小川・泉・井戸などがある乾期中の宿営地、もしくは、

降水により水溜りができる雨期中の宿営地の両方の場合

があると、まとめることができる。

3-3．定住化後の放牧パターン

　Abala 郡の Gelaiso 村の牧畜民の人々は、農耕を始め

ると同時に、乾期中の放牧地に定住した（図 2-2-B）。こ

こには小川が流れており、水が確保できる。定住化した

場所に農耕を数年続けて試みてきたが、近年の旱魃によ

り収穫物の不作が続いたため、2012 年時点では農耕活動

はおこなっていない。定住後は、雨期に十分な降水があ

り、沙漠地帯 Kara に水溜りができれば、山麓の定住村

から日帰り放牧で Kara へと放牧しにいく。Kara へ日帰

り放牧は、ウシのみ、青年だけが放牧に誘導する。青年

以外の世帯の成員は、ラクダ・ヤギ・ヒツジと一緒に、

母村に通年留まるように変化した。キツネなどの害獣が

家畜を襲うので、ヤギ・ヒツジの群の放牧には牧夫が伴

う。ヤギ・ヒツジの牧夫は、たいていは子供である。

　一方、Borena 地区では、Megado 村の事例では、牧畜

民の人々は泉がある山麓の場所を乾期中の放牧場所に、

雨期には降水により水溜りができるため南方のより乾燥

した地域へと季節移動していた。公共施設の建設に伴い、

泉のある乾期の放牧場所に定住化した。農耕はおこなっ

ていない。定住しても、雨期に十分な降水があり、水溜

りが発生すれば、雨期に南部へと青年がウシのみを連れ

て放牧に出る（図 2-2-B）。青年以外の世帯の成員は、ラ

クダ・ヤギ・ヒツジと一緒に、母村に通年留まるように

なった。

　同じ Borena 地区の Harowayu 村では、定住前の 2006

年までは全家畜を世帯全員で一緒に季節移動していた。

乾期には井戸のある今の定住村付近で放牧し、雨期には

天水により水たまりができ、その水たまりの水資源と草

資源とを利用するために、より西方に移動して放牧して

いた。定住後、乾期に放牧していた定住村地域を雨期に

利用するようになった。代わって乾期には、青年がウシ

のみを連れて、水資源と草資源の利用できる場に移動さ

せるように変化した（図 2-3-B）。青年以外の世帯成員、

および、ラクダ・ヤギ・ヒツジは定住村に周年留まるよ

うになった。Harowayu 村では、井戸が有るために乾期に

利用してきた場所を定住村に定めたが、定住後は雨期に

定住村を利用し、乾期は他の場所を放牧用に探し求める

といった、雨期・乾期の放牧場所の逆転が生じている。

　以上をまとめると、Abala 郡も Borena 地区の事例でも、

定住化してもウシのみは定住化以前のように、季節移動

を継続させている。ウシの季節移動は、雨期に青年のみ

でとりおこない、青年以外の世帯成員は定住村にラクダ・

ヤギ・ヒツジと一緒に通年留まるように変遷した。

4. 旱魃への対策

4-1．移動による避難

　Afar 州 Abala 郡の Wuhdet 村の場合、旱魃が発生した

場合、ウシを所有している世帯は、Afar 州第 4地区の

Teru 郡や Erebti 郡に避難させるという（図 3- １-A）。

Teru 郡へは、Abala 郡中心地から南東へ歩いて 5日〜 6

日であるという。数世帯が協力し、連携し合う世帯の全

てのウシを 1人〜 2人の若者が連れていき、放牧させる。

若者を出せない世帯は、金銭を支払うという。ラクダ・

ヤギ・ヒツジは、他の場所へと避難しには行かず、青年

以外の世帯成員と共に、ずっと定住村付近に通年留まら

せ、村からの日帰り放牧をさせる。

　Teru 郡は、Abala 郡より低地に位置し、より乾燥し、

より熱いという。このような自然環境がより厳しい Teru

郡を旱魃の際の避難地として選んだ理由は、1）そこを

放牧に利用している人が少なかった、2）Teru 郡に草資

源がたくさん残っていた、3）他に近くで草地が空いて

いるのが Teru 郡しかなかった、4）避難する場所に選ん

だ場所は共有地であり、他の牧畜民による専有権がな
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A) 通常の降水・軽い旱魃の場合

1）高い移動性を保持している定住化半農半牧民

A) 通常の降水・軽い旱魃の場合 B) 厳しい旱魃の場合

2）農耕に大きく依存し、高い移動性を保持できなくなった定住化半農半牧民・農耕民

図 3．エチオピア中高地における定住化半農半牧民の旱魃への対応性．

B) 厳しい旱魃の場合
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かったからだという。他の場所は 1週間以上もかかり、

移動していくのも難しかったという。Wuhdet 村の牧畜民

の人々にとって、ウシの避難場所として放牧できるのが、

Teru 郡くらいしかなかったのである。2011 年の旱魃で、

現在も Teru 郡にウシを避難させたままであり、2012 年

の雨期に雨が良く降れば戻ってくるという。Wuhdet 村の

牧畜民の中には高地の Tigray 州 Endrta に、Adiharemeya

村の牧畜民の中には Tigray 州 Hintalowagrat 郡へと、

州を越えて高地へとウシを避難させた人々もいる。郡お

よび州をまたいだ移動であるため、初めは地域のリー

ダーに相談し、許可を得たという。それらの地域を選ん

だ理由は、親戚が居住していたからであるということで

あった。Hintalowagrat 郡では、ウシが草地で放牧する

のには、放牧料として 10 Bill*1/ 日も課せられるという。

旱魃時には、それほどウシのための飼料確保に迫られて

いることが理解される。農耕地の収穫跡地での刈り株放

牧は、料金はかからず、自由に放牧できるという。

　Borena 地区の Harowayu 村での聞き取りでも、旱魃が

発生したら、ウシをとにかく移動さて避難させるとい

う。近年の旱魃では、Dire 郡の Dubuluk 村・Elwaya 村、
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Dillo 郡などにウシを避難させたという。旱魃で避難さ

せるのは、ウシのみである。

　Abala 郡と Borena 地区の事例から把握されることは、

旱魃が発生した場合、家畜への被害を最小限にくい留め

るために、その旱魃の場所からウシを避難させるという

戦略がとられていることである。旱魃などの緊急事態が

生じたら、そこから逃げてしまったらよいのである。エ

チオピアでは、この旱魃地域からの避難については、多

くの事例が報告されている（Findlay 2011; Gray and 

Mueller 2011; Watkins and Fleisher 2002）。この移動

性こそ、牧畜民の特質であり、牧畜民の家畜管理のうえ

での核心がある。

4-2． 移動して避難できない場合：農耕民化・定住性が

進展による移動性の減少

　Borena 地区の Harowayu 村の証言では、甚大な旱魃が

発生した場合、ウシだけでなく、ラクダ・ヤギ・ヒツジ

をも連れ、家族全員でより草資源の良い放牧地へと移動

するという（図 3-1-B）。甚大な旱魃が発生し、多くの家

畜と人間の生命をも脅かされる状況下に留まるよりも、

降水量のより多い場へと移動して、より安全な場に避難

することを牧畜民・半農半牧民は採用していると考えら

れる。ここに定住しても農業をおこなわない牧畜民、定

住して農耕を開始しても移動性を高く保持した半農半牧

民の強みがある。異常気象が発生した時こそ、この「高

い移動性」の利点がある。

　一方、同じ Borena 地区の Dharito 村での証言では、

大旱魃が発生しても、ウシのみを避難させるという（図

3-2-B）。ラクダ・ヤギ・ヒツジ、および、人々も、大旱

魃で定住村周辺に草資源も水資源もなくなっても動かな

いという。農耕化・定住化が進んでしまった半農半牧民

は、移動性が低下してしまい、避難したくとももう移動

できないのである（写真 4）。大旱魃で、農作物の収穫も

なく、家畜も死んでいったらどうするかと問うと、政府

のサポートを待つばかりであると回答する。このような

定住性が進展した世帯こそが、旱魃に対して脆弱であり、

被害を最も受ける人々と考えられる。定住性を強めるこ

とは、アフリカ東部の中高地・低地の旱魃多発地帯では、

危険性が極めて高まるということが言えよう。

写真 4． Borena 地区 Yabelo 郡 Dharito 村の半農半牧民へのインタ

ビュー風景．

定住性傾向が強く、大旱魃が発生しても移動して避難しない。旱魃

の犠牲者は、このような半農半牧化し定住性の高まった貧しい牧畜

民層なのである。

5. 考察

5-1．旱魃の犠牲者：貧しい牧畜民

　本稿で推測されたことは、定住しても高い移動性を保

持した牧畜民・半農半牧民の人々は旱魃に対して避難と

いう戦略で対処できるが、定住性傾向が進展した半農半

牧民の人々は、旱魃が発生したら対処することができず、

旱魃の影響をそのまま受けてしまうということであっ

た。旱魃の被害を最も受けるのは、移動性を減じて定住

性が強くなった人々と考えられた。

　Borena 地区の牧畜民の人々は、「健全で豊かな人は家

畜を飼う。貧しい人は土地を耕す。」という価値観を持

つ。Borena 地区の牧畜民の中で最初に農耕を始めたの

は、貧しい Borena 牧畜民たちであった。牧畜民を農耕

への向かわせるのは、労働力不足、運搬家畜の欠如な

ど他の要因も考慮すべきであるが、‘貧しさ’が重要な

要因であることには間違いない（Tache and Oba 2010）。

1994/1985 年以降、旱魃が頻発するようになり、農作物

の収穫性は低下していった。貧しい牧畜民は、農作物に

よる食料調達も農作物売却による現金収入も減少して

いった。旱魃により、移動することもできず、旱魃の影

響をそのまま受けてしまい、貧しい牧畜民はより貧しく

なっていった。Gray（2011）は、土地資源に貧しい定住

世帯こそが、旱魃への対処法をより減じているため、最
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も旱魃に対して脆弱であると指摘している。また、エチ

オピアにおける牧畜民の移動性の低下や定住化政策につ

いては、土地利用システムが機能しなくなり、草地荒廃

を招き、旱魃に対して牧畜民の脆弱性が高まるとして、

既に多くの先行研究により、その危険性が指摘されてい

る（Tache and Sjaastad 2010）。このように、旱魃の犠

牲者は半農半牧化した貧しい牧畜民層だったと推測され

る。

5-2．旱魃による家畜種構成の変化

　Abala 郡と Borena 地区の事例から把握されることは、

旱魃が発生した場合、家畜への被害を最小限に留めるた

めに、その旱魃の場所からウシを避難させるということ

である。避難させるのは、ウシのみが対象であり、ラク

ダ・ヤギ・ヒツジは、定住村の周辺に留め、周辺放牧さ

せていた。ここに、エチオピア中高地・低地の牧畜民の

価値観が反映されている。ここに旱魃により脆弱なウシ

への配慮があり、特にもともとはウシの飼養を中心とし

た Borena 牧畜民の価値観がある。

　近年の旱魃により、多くのウシが死亡したという。図

4に、Borena 地区 Dire 村における 2011 年の 1年間での

ウシ、ヤギ、および、ヒツジの死亡率を示した。ウシの

死亡率が18.5±9.1（最低9.1%〜最高38.2%）、ヤギが5.5

± 2.4（最低 1.5% 〜最高 9.0%）、ヒツジが 10.3 ± 4.7（最

低 4.3% 〜最高 17.6%）である。ウシの死亡率が、ヤギと

ヒツジに比べて有意に高いことが理解される。死亡の原

因を特定はできないが、Dore 村の人々の証言では、旱魃

の影響により多くの家畜が死亡したと述べている。これ

らの統計資料や地元民の証言から、ウシは、ヤギやヒツ

ジに比べて旱魃に弱いのに対して、ヤギとヒツジ、特に

ヤギは旱魃により強いことが理解される。ラクダの旱魃

の影響による死亡率に関してはデータがないが、地元民

の証言や文献などからも乾燥と旱魃とには極めて耐性を

持つとしている（Hülsebusch and Kaufmann 2002）。大型

家畜のウシは、中型家畜のヤギ・ヒツジよりも旱魃に脆

弱であることは、Afar 牧畜民・Borena 牧畜民ともに経

験的に理解していたことであろう。従って、旱魃が生じ

た場合、優先的にウシを移動させて、避難させているも

のと考えられる。

図 4．Oromia 州 Borena 地区 Dire 郡の 2011 年における家畜の死亡

率（%）．
a,b,c 異なる符号間は、LSD 法検定による 5%水準で有意な差がある。

Dire 群には 16の村があり、村毎の死亡率から平均値を算出した。

算出には、欠損、異常値を除いたデータを使用した。使用したデー

タ数は、ウシでは12村、ヤギでは13村、ヒツジでは13村分であった。
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図 4．Oromia 州 Borena 地区 Dire 郡の 2011 年における家畜の死亡率（%）．

Dire 群には 16 の村があり、村毎の死亡率から平均値を算出した。

算出には、欠損、異常値を除いたデータを使用した。使用したデータ数

は、ウシでは 12 村、ヤギでは 13 村、ヒツジでは 13 村分であった。
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　Borena 牧畜民は、かつてはウシを中心に飼養していた

牧畜民であった。現在でも、市場に流通している生乳は

ウシのみであり、ラクダ・ヤギ・ヒツジの生乳は市場で

は売買されていない。Borena 牧畜民は、ウシへの愛着を

深く持ち、ラクダ・ヤギ・ヒツジは所有していないより

は所有していた方がまだ良い程度にしか思っていない。

このようなウシへの偏重した価値観も、旱魃という異常

気象が生じた際、大切にするウシをまず避難させること

に繋がっているものと考えられる。しかし、近年頻発す

る旱魃の影響から、ウシの飼養頭数が減少し、代わって

ラクダ・ヤギ・ヒツジの飼養頭数が増加する傾向にある。

つまり、牧畜・半農半牧世帯が所有する家畜種の構成に

変化が生じ始めているのである。Borena 地区 Dharito 村

では、世帯当りの平均的な家畜頭数が、2002 年にウシ

50頭　ラクダ 2頭〜 3頭、ヤギ 20頭、ヒツジ 20頭であっ

たのが、2012 年にはウシ 20 頭、ラクダ 20 頭、ヤギ 25

頭〜 30頭、ヒツジギ 25頭〜 30頭となったという（図 5）。

ウシのみ減少していることが理解される。ウシの飼養頭

数減少は、旱魃による死亡率の高さだけでなく、旱魃に

よる繁殖率の低下も一因であることが指摘されている

（Angassa and Oba 2007）。その一方で、ヤギ・ヒツジの
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頭数は微増している。ヤギ・ヒツジは 1年経てば仔畜を

産むようになる。この繁殖効率の高さと旱魃への耐性の

高さのため、ヤギ・ヒツジの頭数が増加し続けているも

のと考えられる。更に、ラクダの飼養頭数が急激に増加

している。ラクダは旱魃に極めて耐性をもつことから、

旱魃が継続する地域の牧畜民は、ラクダをより多く飼養

するようになってきているものと考えられる。Borena 牧

畜民の人々は、ウシ牧畜民であり、ウシに対して偏重し

た価値観を所有はしているが、近年の継続した旱魃によ

り、ウシの飼養頭数は減少し、乾燥により強いラクダ・

ヤギ・ヒツジをより多く飼養するように変化してきてい

る。今後も、旱魃が続く限り、この傾向はいっそう強まっ

ていくであろう。ラクダ・ヤギ・ヒツジの飼養頭数がよ

り多くなれば、ラクダ・ヤギ・ヒツジの食肉・乳製品の

生産と消費も必然的に高まり、ラクダ・ヤギ・ヒツジの

畜産物の市場もやがては形成してくることであろう。継

続した異常気象が、エチオピア中高地・低地の牧畜民の

飼養家畜構成や生産・消費構造をも変化させようとして

いる。

図 5． Oromia 州 Borena 地区 Yabelo 群 Dharito 村における近年の家

畜頭数の変化．

50

40

30

20

10

0

世帯当りの

家畜頭数

（頭 /世帯）

ウシ ヤギ ラクダ

図 5．Oromia 州 Borena 地区 Yabelo 群 Dharito 村における近年の家畜頭数の変化．
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5-3．旱魃により生活が成り立たなくなった現状

　Abala 郡の Asangola 村では、近くに小川や井戸など

の水資源がない。人間用の飲み水を汲みに、女性がロバ

を連れて、歩いて片道 6時間、往復 12時間もかけて水

を確保しているという。夜に村を出て、水を得た後、朝

方に村に戻ってくる。男性も、家畜を連れて、同様に往

復 12時間かけて水を飲ませに行くという。男性が家畜

と共に村を出て行くのは、朝方であり、家畜に水を飲ま

せ、夜に村に帰ってくる。水を獲得するのに、ほぼ一日

を要しているということになる。定住し、農耕も始めた

が、旱魃で農作物の収穫はほぼ見込めない。多くのウシ

も死んでいった。つまりは、この村では、もう生活が成

り立っていないということなのである。それでも、その

場に居住し続けているのは、移住して他に生業をおくれ

る場所がないからである。生活が成り立たない環境の中

で生活を続けてしまっているということは、資産的にも

労力的にも消耗していくことになる。このような村や世

帯が、Abala 郡などのエチオピア中高地・低地には確か

に点在している。このような村や世帯には、その人々が

望む形で、移住できる場を提供することが至急求められ

ているといえよう。

6. おわりに

　本研究は、異常気象や社会変化への牧畜民・半農半牧

民の対応戦略を検討するための予備的調査であった。今

回の調査で把握しきれなかった課題も多い。雨期・乾期

の放牧場所を十分には踏査はできておらず、今後の調査

ではできるだけ多くの放牧場所を訪問し、それぞれの宿

営地の地形、水資源・草資源の季節的特徴、耕作地管理、

家畜生産などを具体的に把握していく必要がある。雨期

の放牧場所へは、降水によって水溜まりができ、その水

資源を利用すると Afar 牧畜民・Borena 牧畜民の人々は

しているが、水溜り程度の水資源で家畜の飲み水に耐え

得るのであろうか、また、人間の飲み水はどのように調

達しているのかについても明確ではない。旱魃がエチオ

ピア中高地・低地の牧畜民の飼養家畜構成や生産・消費

構造をも変化させようとしていると考察したが、ラクダ・

ヤギ・ヒツジの畜産物市場が本当に形成していくのか、

また、牧畜民の生存と所得向上のためにラクダ・ヤギ・

ヒツジの畜産物市場を形成していくためには何が必要か

について、継続して長く調査・研究していく必要もある。



98

平田昌弘・鬼木俊次

本稿の結論として、旱魃の犠牲を最も受けた人々は、定

住性が強くなった半農半牧化した貧しい牧畜民層である

と推測した。本稿での結果を、現場で具体的に検証し、

そんな半農半牧の人々を救済するための対策法をも検討

していかなくてはならない。対策法を検討する際、現地

に長く伝わってきた在来知を把握し、この在来知の上に

戦略を構築していく必要がある（Dalle et al. 2006）。

これらを、今後の課題としていきたい。
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注

*1　Billは、エチオピアの通貨の単位。2012年2月時点で、

1 Bill は 4.49 円であった。ウシの生乳 1 kg が 7 Bill

である。
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エチオピア中高地における定住化牧畜民の移動性と旱魃への対処戦略　—北東部 Afar 州と南部 Oromia 州の事例—

Summary

As the preliminary study about the coping strategies of 

pastoralists and agro-pastoralists against extreme weather 

events and/or social changes in the middle-highland area of 

Ethiopia, the survey was conducted in the total 9 villages 

within Abala district, Zone 2, Afar region, north-east 

Ethiopia, and Yabelo and Dire districts, Borena zone, Oromia 

region, south Ethiopia from 1 March to 14February, 2012, 

to 1)understand the changes of migration pattern in pre- and 

post-settlement, 2) analyze how the degree of sedentarization 

affects coping strategies of pastoralists and agro-pastoralists 

against the drought, 3) identify the group who receive the 

drought influences more.The Afar pastoralist and Borena 

pastoralist tookthe rotational movement with all household 

members and their all livestock.  They moved seasonally 

betweenthe rangeland where surface water was available 

such as water stream and/or spring during the dry season, 

and the rangeland where swims emerged by precipitation 

were available during the rainy season, and used plant 

resources around water places for livestock grazing.  The 

sedentarization of pastoralists were extended by the start 

of cultivation and construction of public facilities such as 

elementary schools, water facilities, animal clinics for animal 

and human being.  Even if they settled down, only cattle 

continued to be moved seasonally led by young man.  The 

other household members became to stay at the settlement 

through the year and take care of other livestock, camel, sheep 

and goat, around the settlement.  When the drought occurs, 

they are takingsuch the coping strategy as to evacuate cattle 

from their place to another safety place in order to minimize 

the damage to livestock.  If the serious drought occurs, 

they will take all livestock with all household members to 

evacuate to better rangeland.  This is the merit of pastoralist 

who don’t take any crop cultivation and/or agro-pastoralist 

who keep high mobility even if they startedthe cultivation 

and settled down.  It is the advantages that they keep this 

‘high mobility’ when the extreme weather event happen.  On 

the other hand, the agro-pastoralist who strongly depends 

on the settlement evacuates only cattle by the young men 

even in the event of severe drought.  Even if the resources 

of plants and water finish around the settlement by the 

severe drought, other household members don’t escape and 

don’t take their livestock, camel, sheep and goat, to another 

safety area.  It wasconsidered that the agro-pastoralist who 

depend largely on the settlement is vulnerable to the drought 

and receivesits damage most.  The poor pastoralist firstly 

started the cultivation.  The poor agro-pastoralist became 

the poorer because of no evacuation against the drought and 

then receiving its damage directly.  It was estimated that the 

victim of the drought is the highly sedentary-dependent agro-

pastoralist.

Key words：drought, pastoralism, settlement, start of 

cultivation, construction of public facility
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　近年、出産日が経済的インセンティブに基づいて変更されているという報告が、海外でなされ

ている。そこで本稿は、平成 11〜 22年の 1時間ごとの日本全体の出生数のデータを用いて、出

産時刻や出産日が人為的に変更されているかを実証的に分析した。その結果、日常的に大幅な出

産時刻の調整がなされ、それは帝王切開および陣痛促進剤の使用でほぼ説明ができることを示し

た。現状を勘案すると、これらは、妊婦側の要望による調整ではなく、必要に応じた調整であり、

その多くは医師の側が主体となって決定されたものと推察される。また、日本では出産育児一時

金の増額が繰り返されているが、増額の前後では出産数の変化は統計的に有意な形では確認でき

なかった。以上から、日本においては、経済インセンティブによって出産時刻や出産日が調整さ

れているという十分な証拠はないと考えられる。

キーワード :出産時刻のシフト、出産育児一時金、経済合理性

河田幸視 1・齋藤陽子 2

出産時期の選択は経済合理的か？

：ペアレントノミクスを用いた日本の事例の検証

1. はじめに

　一般には、「子供は生まれる時に生まれる」と信じら

れている節がある。しかし、医療技術の高度化の下で、

人為的に出産日や出産時刻を変更することは、さほど難

しいことではなくなっている。実際、医学的な必要に応

じて、日常的に帝王切開が適用されたり陣痛促進剤が使

用されており、出産日や出産時刻はしばしば人為的に変

更されている。帝王切開や陣痛促進剤の使用には、急を

要するものと要しないものがあり 1、要しない場合には、

医者や妊婦側にとって都合のよい時間帯に意図的に調整

する余地が存在しうる 2。

　近年、経済的な理由から出産日が人為的に調整される

という指摘がなされている。このことに初めて大きく焦
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偏っていると考えられる。

　本稿では、帝王切開や陣痛促進剤の使用に起因する「日

常的な出産時刻の人為的変更」と、出産一時金の増額に

起因する「特定の時期における出産日の人為的調整」が

日本においても生じているのかを実証的に確認する 4。

結果を先取りすれば、前者の人為的変更は、統計的検定

をするまでもなく、明らかに発生している。他方で後者

は、統計的検定によってその発生を確認する必要がある。

さらに、出産日や出産時刻の人為的変更がなされている

場合、それは諸外国の事例に見るような経済インセン

ティブに基づいているかを論じる。

2. 出産時刻のシフト要因と諸仮定

1) 日常的な出産時刻の人為的変更

　自然分娩のみであれば、「子供は生まれる時に生まれ

る」ことになる。しかし、医療機関が関与する場合には、

人為的に出産時刻がシフトしうる。本稿では、後に説明

するように、出産場所が病院、診療所、助産所、自宅、

その他に分けられたデータを用いる。後に分析の簡単化

のために仮定する通り、これらの出産場所のうち、人為

的に出産時刻がシフトするのは、病院と診療所で出産す

る場合であり、残りの助産所、自宅、その他で出産する場

合は、人為的な出産時刻のシフトは生じないと考えられ

る。

点をあてた成書は、ガンズ(2010)である。同書によると、

アメリカでは、税制上の優遇措置という誘因が存在する

ために、会計年度が変る前に子供を産むインセンティブ

があり、12月最終週の出産率は 26.9% 増加するという。

また、オーストラリアでは、2008（平成 20）年 7月 1日

から出産給付金（baby bonus）が 5000 ドルに増額され

たために、給付金を目当てに出産日が 7月 1日以降に延

ばされた結果、オーストラリア史上最高の出産数を記録

したという。日本でも、出産一時金の増額が繰り返され

ている。海外の事例に鑑みると、こうした政策の変更は、

日本においても経済的誘因として働く可能性を有してい

る。

　以上から、日本でも出産時刻の人為的変更がなされて

いる可能性がある。それには、医学的な必要に基づくも

の（予定帝王切開など）と、経済的インセンティブに基

づくもの（出産一時金の増額など）とがある。前者は、

本来的には医学的必要に基づくものであるが、経済的な

文脈で捉え直すことが可能であり、具体的には、病院の

開業時間と関係すると考えられる。妊婦側は、平日の追

加料金を必要としない時間帯に出産して割高な支払をす

ることを避けたいと考えるであろうし、病院側は、こう

した時間帯以外の時間（深夜、早朝、休日など）3 の出

産を極力減らしたいであろう。その結果、自然分娩のみ

の場合と比較をすると、人為的変更がなされている場合

の出産時刻は、平日の追加料金を必要としない時間帯に

  1  以下では、急を要さない帝王切開は予定帝王切開、急を要する帝王切開は緊急帝王切開とする。帝王切開と書い

た場合は、これら両方を含んでいる。

  2  妊婦側という表記を用いるのは、例えば、計画分娩で付き添う人の都合が出産日や出産時刻に反映されうるため

である。

  3  実際には、例えば 18 時までの営業であっても、人手不足などで 18 時までの出産として受け入れることが困難な

状況は日常的に発生し、意図的に 18 時以降に出産時刻を調整するケースがあると考えられる。このため、以下で

営業時間内という場合は、意図的に出産時刻を調整する場合に、出産を受け入れる時間帯（午後 23 時台頃まで）

を指す。営業時間外という場合は、午前 0時頃から営業開始時間を指すものとする。このため、営業時間内であっ

ても、追加料金が発生しうる。

  4  これ以外にも特定の時期における出産日の人為的調整をもたらす要因が複数あると考えられる。本稿では、もっ

とも影響があると考えられる出産育児一時金のみを検討の対象とした。
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　人為的に出産時刻がシフトする要因は、2つに分類で

きる。一つは、ランダムに発生する要因である。例えば、

緊急帝王切開は、その 1例といえる。ランダムに発生す

るものは、本稿の趣旨に照らすと無視しうる。なぜなら、

特定の日時（例えば 1月 2日の午前 3時台）に出産数が

1件減少する確率と、1件増加する確率は同じとみなす

ことができ、本稿の結果に影響しないからである。

　いま一つは、意図的に出産時刻を調整する余地がある

要因である。例えば、予定帝王切開や、家庭の事情など

に応じた計画分娩（誘発分娩）のための陣痛促進剤の使

用は、その１例といえる。意図的に出産時刻が調整され

る場合、既に述べたように、それは、病院や診療所の営

業時間外から営業時間内への調整が大半を占めると考え

られる。さらに細かくみれば、これらは出産時刻の調整

と出産日（平日か、土日祝日か）の調整に分けられる 5。

この要因による出産時刻の調整こそが、本稿で分析の対

象とするものである。

　ここで、以上を踏まえて分析の簡単化のために、次の

2つの仮定を置く。

[仮定１]

　人為的に出産時刻がシフトするのは、病院と診療所で

出産する場合であり、残りの助産所、自宅、その他で出

産する場合はシフトしない。

　助産所、自宅、その他での出産を予定していたものの

一部は、医学的な必要性の下で、出産場所を病院や診療

所に変更されたと考えられる。こうしたケースは、仮に、

助産所、自宅、その他でそのまま出産した場合の出産時

刻がいつであるかはランダムに分布するとみなせる（他

方で、受入先の病院や診療所での出産時刻は、多くの場

合、意図的に調整されると考えられる）。このため、自

然分娩のみの場合の時間ごとの出産比率は、助産所、自

宅、その他での実際の出産数をそのまま用いる。

[仮定２]

　意図的に出産時刻が調整されるのは、帝王切開および

陣痛促進剤と仮定する。これ以外の医療行為は、出産時

刻に関しては、全てランダムに発生する要因と仮定する。

　このように仮定する理由は、帝王切開や陣痛促進剤の

使用のうち、ランダムに発生しているものの割合がわか

らず、かつ、ランダムに発生しているもの（緊急帝王切

開等）が全体に占める割合は低いと予想されるためであ

る。

2) 特定の時期における出産日の人為的調整

　上では、人為的に出産時刻がシフトする要因をランダ

ムに発生する要因と意図的に出産時刻を調整する余地が

ある要因に区別し、後者について、日常的な出産時刻の

人為的調整がなされる可能性を指摘した。ここでは、こ

れに加え、特定の時期における出産日の人為的調整がな

される可能性があることを指摘し、要点を整理する。

　まず、出産育児一時金についてみる（表 1）。都村（2002）

によると、1980（昭和 55）年の分娩費の改正によって１

子あたり標準報酬月額の半額（最低 20万円）が支給さ

れることとなった。その後、1992（平成 4）年 4月に 20

万円が 24万円に引き上げとなった。1994（平成 6）年に

は出産育児一時金が創設され、これ以降は収入によらず

30万円の一律支給となった 6。その後、出産育児一時金

は 12年間に亘って 30万円のまま据え置かれた後、2006

（平成 18）年 10月に 35万円に引き上げられ、2009（平

成 21）年 1月には、産科医療補償制度の掛金 3万円の追

給が 2009（平成 21）年 1月 1日に生まれた子供から適

  5  本稿では、出産時刻の調整という用語は、ここでいう出産時刻の調整と出産日の調整の両方を含んだ意味で用い

る場合がある。

  6  1998（平成 6）年 10 月までは、分娩費は標準報酬月額の半額もしくは最低保障額のうち高い方で、これ以外に育

児手当金が支払われてきた。最低保障額の詳しい変遷は、厚生労働省（2005）を参照のこと。
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用となった。さらに、2009（平成 21）年 10月には、出

産育児一時金等の医療機関等への直接支払制度に基づい

て、2009（平成 21）年 10月１日から 2011（平成 23）年

3月 31日までの出産を対象に暫定的に 4万円が追給され

た。

　本稿は、平成 11～ 22 年のデータを用いているため、

2006（平成 18）年 10月の 35万円への引き上げ、2009（平

成 21）年 1月の 38万円への引き上げおよび 2009（平成

21）年 10月の 42万円への引き上げが、政策の変更が関

係する主要な時期であり、この前後で出産数が有意に変

化している可能性がある。

　以上に関しては、いくつかの留意事項がある。まず、

出産育児一時金の支給額は、実際は加入している社会保

険（医療保険）の種類によって違いがある。2007（平成

19）年度の厚生労働白書によると、政府管掌健康保険お

よび組合管掌健康保険の場合は、出産育児一時金は 2007

（平成 19）年 4月の段階で 35万円であるが、市町村国保

の場合には給付内容は条例で定めている場合が多く、ほ

とんどの保険者が 30万円となっている。

　政府管掌健康保険（2008（平成 20）年 10月 1日から

は全国健康保険協会が運営する健康保険である「協会け

んぽ」に移行）については、全国健康保険協会（2010）

は上記とは異なる説明をしており、平成 18 ～ 20 年度

は、それぞれ 318,357 円、342,130 円および 352,105 円

と増額した。2007（平成 19）年度の厚生労働白書による

と、2006（平成 18）年 3月末現在で、政府管掌健康保険

（協会けんぽ）および市町村国保の加入者は、3,565 万人

（1億 2,868 万人の 27.7%）および 4,769 万人（同 37.1%）

であり、約 65%は 2006（平成 18）年 10月から 2009（平

成 21）年 1月の間、必ずしも 35万円を受け取っていた

わけではないと考えられる。後の分析では、出産数が増

額の前後で有意に異なるかを検定するが、このような金

額の不統一や増額の繰り返しのために、検定が有意には

出にくくなる可能性があることを、あらかじめ指摘して

おく。

3. データと分析方法

1) 出産時刻ごとの出産人数

　出産時刻ごとの出産人数は、厚生労働省人口動態・保

健統計課『人口動態調査』（平成 11～ 22年）に記載の「出

生数、出生年月日時・出生の場所別」を用いた。『人口

動態調査』では、毎日の出産時刻ごと（1時間単位）の

出産数が、病院、診療所、助産所、自宅、その他に分け

て掲載されている。これらのうち、助産所、自宅、その

他は、仮定 1で述べたように自然分娩のみと考えられ、

場所の違いを区別する必要がない。そこで、以下の分析

では、病院、診療所、その他（助産所、自宅、その他）

に分類しなおす。

　病院、助産所では帝王切開などによって人為的に出産

時刻がシフトするケースが存在する。このため、営業時

間内か時間外かによって出産数が大きく変化すると予想

される。特に、土曜日、日曜日および祝日は、時間ごと

の出産数などが平日とは異なる傾向になると考えられ

る。以下では、日曜日と祝日は、ほとんどの病院・診療

所が休日となると仮定し、これらを休日としてひとまと

めにする。土曜日は営業をおこなっているケースが存在

すると考えられるため、休日（日曜日・祝日）とは別に

1

6 10  30  30
18 10  35  35
21 1  38  35 3
21 10  42  35 3 4



104

出産時期の選択は経済合理的か？：ペアレントノミクスを用いた日本の事例の検証

扱う 7。よって、分析では、平日、土曜日、休日の 3つ

を区別する。

2) 帝王切開の適用率

　帝王切開の適用率は、厚生労働省人口動態・保健統計

課『平成 20年度医療施設（静態・動態）調査』に記載の「閲

覧第２９表 一般診療所数（重複計上）；実施件数，手

術等・二次医療圏別」を用いた。これは 2008（平成 20）

年 9月のみのデータである。出産数の合計は 1,441 施設

で 42,792 件、そのうち帝王切開の適用は 1,187 施設で

5,553 件であった 8。このため、帝王切開は 82.4% の施設

において分娩全体の 13.0% に適用されたといえる 9。

3) 陣痛促進剤使用率

　陣痛促進剤の使用率は、柳原ほか (1997) に記載の香

川医大における妊娠 22週以後の分娩 2,916 件では 24.3%

であった 10。なお、柳原ほか (1997) における妊娠 22週

以後の帝王切開の適用率は、（陣痛促進剤使用者の帝王

切開＋陣痛促進剤不使用者の帝王切開）/分娩総数＝（[76 

+ 301] / 2,916）＝ 12.9% となり、上記の 13%を支持す

る値になっていることを付記する。ところで、陣痛促進

剤の使用と帝王切開の適用の両方がなされたケースが

存在する。柳原ほか (1997) から、重複は陣痛促進剤使

用者の帝王切開 /（陣痛促進剤使用者の帝王切開＋陣痛

促進剤不使用者の帝王切開）＝（76 / [76 + 301]）＝

20.2%である。このため、陣痛促進剤のみを使用した率は、

24.3% × [100％－ 20.2%] から分娩全体の 19.4% である。

4) 分析方法

　仮定１の下で、その他（助産所、自宅、その他）での

出産は自然分娩での出産とみなし、病院および診療所に

おいて、どの程度意図的に出産時刻が調整されるかを実

証的に分析する。仮定２の下で、帝王切開および陣痛促

進剤の使用によって日常的な出産時刻の人為的変更が

なされるとみなして分析をおこなう。分析の一部は、MS 

Excel のソルバーを用いておこない、その方法は説明の

便のため後述する。

　出産育児一時金の引き上げによる出産数への影響は、

「前月と出産数が同じ」を帰無仮説、「前月よりも出産数

が多い」を対立仮説としてノンパラメトリック検定によ

る片側検定をおこなう。前月と比較する理由は、年およ

び月の両方にトレンドがあると考えられ、他年度同月と

  7  以上の土曜日と休日の区別は、医療機関の一般的な休日と整合的である。医療機関の休日は、公的機関の休日か

ら土曜日を除いた日であり、日曜日、国民の祝日（元旦、成人の日、建国記念の日、春分の日、みどりの日（昭和

の日）、憲法記念日、子供の日、海の日、敬老の日、秋分の日、体育の日、文化の日、勤労感謝の日、天皇誕生日）、

国民の休日、振替休日、12 月 29 日〜 31 日および 1 月 2、3 日である。これらの日は、診察料に休日加算が可能で

ある。

  8  なお、厚生労働省人口動態・保健統計課『人口動態調査』での 2008（平成 20）年 9 月の病院での出産数は 48,433

件である。双方の合計値に違いが見られるが、これは、これら 2 つの統計は異なる対象を集計しているためと考え

られる。

  9  次の科研製薬株式会社のサイト（平成 24 年 1 月 16 日閲覧）では、『母子保健の主なる統計（H15 年度版）』で検

討された 1987（昭和 62）〜 2002（平成 14）年の帝王切開の適用率を示しつつ、2002（平成 14）年の適用率を 15%

としている。これと比較しても、本稿で用いる 13% は概ね妥当な数値といえる。

  http://www.kaken.co.jp/mamechishiki/yuchaku/fujin03.html

10  厚生労働省人口動態・保健統計課『平成 22 年人口動態調査』「４Ｂ　保管統計表　出生」に基づくと、出産総数

1,071,304 件のうち、妊娠 21 週までの出産は 4 件であり、妊娠 22 週以後のデータはほぼ全てのデータを網羅して

いるとみなせる。
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の比較や、同年度の複数の別月と比較すると、トレンド

を有意差と誤認する可能性が高まるためである。2006（平

成 18）年 10 月（35 万円に増額）、2009（平成 21）年 1

月（38万円に増額）および 2009（平成 21）年 10月（42

万円に増額）の 3つの時期を分析の対象とし、それぞれ

前月の平均出産数との差の検定をおこなう。

4. 分析と結果

1) 施設および出産時刻ごとの平均出産数

　医療機関の休日を平日から区別したため、標本数に

は曜日によってバラツキが発生した（表 2）。1日あたり

平均出産数は、総数では、平日が 3,332 人（月～金曜日

の平均）、土曜日が 2,681 人、休日が 2,373 人となった。

病院では、平日が 1,775 人（月～金曜日の平均）、土曜

日が 1,278 人、休日が 1,182 人、診療所では、平日が 1,521

人（月～金曜日の平均）、土曜日が 1,368 人、休日が 1,156

人となった。その他では、平日、土曜日、休日で明確な

差はみられず、平均 36人となった。

　施設別（病院、診療所、その他）および曜日別（平日、

土曜日、休日）での出産時刻ごとの出産数を、図 1～ 3

に示した。まず、平日についてみてみる。病院での出産（図

1）では、多くの施設で営業時間になると考えられる 10

時台に出産数の増加が見られるとともに、15時に出産数

がピークとなり、その後、減少している。診療所での出

産（図２）も、病院と類似の動きであるが、午前中の出

産数の増加が緩やかな点が病院と異なる点である。その

他での出産（図３）では、全体に時間による出産数の大

きな違いはみられないものの、早朝の出産が多いことが

わかる。

　土曜日および休日についてみると、病院での出産（図1）

では、昼間の時間帯の出産数は、平日ほど顕著ではない

ものの、若干増えていると考えられ（図３の形状との比

較に基づく）、また、土曜日の方が、増加の仕方が大き

いといえる。診療所での出産（図２）も、病院と類似の

動きであるが、土曜日の形状が平日とさほど異ならない

点が病院と異なる点である。その他での出産（図３）では、

平日、土曜日、休日の間で、顕著な違いは認められなかっ

た。

　以上の結果は、仮定１と整合的といえる。さらに、こ

の結果から、次のような出産時刻の調整がなされている

と推察される。第１は、その他から病院・診療所へのシ

フトである。第２は、病院・診療所内での、営業時間外

から営業時間内へのシフトである。なお、土曜日に営業

はするものの、帝王切開や陣痛促進剤での出産は平日に

シフトさせるというケースが考えられる。そのような

ケースが全体に占める割合が不明であることと、分析の

簡単化のために、以下では、土曜日・休日のデータはひ

とまとめにしたうえで、土曜日・休日の出産のうちで意

図的に出産時刻が調整される場合は、可能な限り同一日

内でシフトされ、それを上回る分は、平日の営業時間内

にシフトされると仮定して分析する。

2) 人為的影響による出産時刻の変更

　本節では、仮定 1に基づいて、その他での時間ごとの

出産比率を自然分娩のみの場合の時間ごとの出産比率と

みなして用いることによって、病院および診療所におい

て、どの程度意図的に出産時刻が調整されているかを分

析する。助産所、自宅、その他での出産を予定していた

もののうち、医学的な必要性の下で、出産場所を病院や

診療所に変更したものは、病院や診療所での出産数とし

て扱う。

　以下では、観察出産数（病院および診療所での 1時間

ごとの平均出産数）および予想出産数（その他での 1時

間ごとの平均出産比率を維持したまま、１日の出産合計

数が観察出産数での出産合計数と同じになるようにした

もの）という用語を用いる。換言すれば、例えば平日で

の病院であれば、観察出産数は 1日あたりの出産数は

1,775 人であり、予想出産数も 1,775 人になるように調

整されている一方で、観察出産数では、意図的な出産時

刻の調整がなされた場合を含んだ１時間ごとの平均出産

数になっており、予想出産数では、自然分娩の下での１

時間ごとの平均出産数になっている。
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表 2 施設別・曜日別の１日あたり平均出産数 

 標本数 １日あたり平均出産数（人） 

 （日） 総数 病院 診療所 その他 

月曜日 548 3,224 1,690 1,497 36 
火曜日 597 3,468 1,856 1,575 37 
水曜日 600 3,367 1,795 1,536 36 
木曜日 594 3,290 1,780 1,474 36 
金曜日 599 3,304 1,745 1,522 36 
土曜日 600 2,681 1,278 1,368 36 
休日 845 2,373 1,182 1,156 35 
平日 － 3,332 1,775 1,521 36 
土曜日・休日 － 2,501 1,222 1,244 35 
注１：平均値を四捨五入して標記しているため、曜日ごとの病院と診療所とその他の合計
が、総数と一致しないことがある。 

注２：厚生労働省人口動態・保健統計課『人口動態調査』（平成 11～22 年）を基に作成。 
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図 1 出産時刻ごとの平均出産数（病院） 

注：厚生労働省人口動態・保健統計課『人口動態調査』（平成 11～22 年）を基に作成。 
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図 2 出産時刻ごとの平均出産数（診療所） 

注：厚生労働省人口動態・保健統計課『人口動態調査』（平成 11～22 年）を基に作成。 
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　図 4には、病院での平日の「観察出産数（平日）」（紺

色ライン）と「予想出産数（平日）」（緑色ライン）が示

されている。同様に、図 5には、病院での土曜日・休日

の「観察出産数（土曜日・休日）」（紺色ライン）と「予

想出産数（土曜日・休日）」（緑色ライン）が示されている。

図 6には、診療所での平日の「観察出産数（平日）」（紺

色ライン）と「予想出産数（平日）」（緑色ライン）が示

されている。同様に、図 7には、診療所での土曜日・休

日の「観察出産数（土曜日・休日）」（紺色ライン）と「予

想出産数（土曜日・休日）」（緑色ライン）が示されている。

これらはいずれも、平日もしくは土曜日・休日 1日あた

りの出産数である。

　説明の便のために、次に図 4～図 7の水色ラインを説

明する。水色ラインは、次のようにして求めた。図4～図

7の観察出産数と予想出産数は、午前0～ 6時はほぼ同じ

形状を有している。これは、この時間帯については、人為

的に出産時刻がシフトした時、そのほとんどがランダム

に発生する要因によるものであって、意図的に出産時刻

が調整された場合がほとんどなかったことを示唆する。

　そこで、緑色ラインを下方にシフトさせ、午前 0～ 6

時の時間帯のプロットが、紺色ラインのプロットに最も

近くなるように、次の式を最小化させた 11。
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図 3 出産時刻ごとの平均出産数（その他） 

注：厚生労働省人口動態・保健統計課『人口動態調査』（平成 11～22 年）を基に作成。 

 

 

11  推定には、MS Excel のソルバーを用い、探索方法は準ニュートン法とした。
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図 4 平均出産数のシフト（病院、平日） 

注：厚生労働省人口動態・保健統計課『人口動態調査』（平成 11～22 年）を基に作成。 
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出産数（平日）」（緑色ライン）が示されている。同様に、図 7 には、診療所での土曜日・
休日の「観察出産数（土曜日・休日）」（紺色ライン）と「予想出産数（土曜日・休日）」（緑
色ライン）が示されている。これらはいずれも、平日もしくは土曜日・休日 1 日あたりの
出産数である。 

 

説明の便のために、次に図 4～図 7 の水色ラインを説明する。水色ラインは、次のようにし
て求めた。図 4～図 7 の観察出産数と予想出産数は、午前 0～6 時はほぼ同じ形状を有して
いる。これは、この時間帯については、人為的に出産時刻がシフトした時、そのほとんど
がランダムに発生する要因によるものであって、意図的に出産時刻が調整された場合がほ
とんどなかったことを示唆する。 

 

そこで、緑色ラインを下方にシフトさせ、午前 0～6 時の時間帯のプロットが、紺色ライン
のプロットに最も近くなるように、次の式を最小化させた11。 

 

( )( ) ( )[ ]∑
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6

0

%1

t

n

２数青色ラインｔ時の出生数緑色ラインｔ時の出生  

 

この式が最小になるのは、病院の平日および土曜日・休日では、それぞれ 25.4%（n =25.4）
および 15.6%（n =15.6）の時であり、診療所の平日および土曜日・休日では、それぞれ 20.5%

（n =20.5）および 21.7%（n =21.7）の時であった。 

 

ここで、図 4 において、病院での営業時間外から平日の営業時間内へのシフトをみる。ま
ず、平日同一日の中でのシフトである。図 4 の「予想出産数（平日）－帝王切開（平日）
―陣痛促進剤（平日）」（桃色ライン）は、帝王切開および陣痛促進剤の使用が意図的に出
産時刻を調整されることなくランダムに発生したと仮定した上で、平日の帝王切開および
陣痛促進剤の使用に基づく出産数を緑色ラインから差し引いたラインである。実際には、
意図的に出産時刻が調整されている。それは、緑色ライン、桃色ラインおよび紺色ライン
で囲まれた部分（図 4 の A の領域 2 か所）から紺色ラインおよび緑色ラインで囲まれた部
分（図 4 の D の領域）へのシフトであるといえる。なお、桃色ラインは、帝王切開の適用
率である 13%と陣痛促進剤の使用率である 19.4%の合計値に、平日の 1 時間ごとの予想出
産数を掛け合わせて人数を計算し、この人数を緑色ラインから差し引くことで作成した。 

 

図 5 の「予想出産数（平日）－帝王切開（土曜日・休日）―陣痛促進剤（土曜日・休日）」
（赤色ライン）は、病院の土曜日・休日について、図 4 の桃色ラインと同様にして作成し
たものである。図 4 では桃色ラインが水色ラインよりも上方に位置しているが、図 5 では
                                                  

11 推定には、MS Excel のソルバーを用い、探索方法は準ニュートン法とした。 

　この式が最小になるのは、病院の平日および土曜日・

休日では、それぞれ 25.4%（ =25.4）および 15.6%（ 

=15.6）の時であり、診療所の平日および土曜日・休日

では、それぞれ 20.5%（ =20.5）および 21.7%（ =21.7）

の時であった。

　ここで、図 4において、病院での営業時間外から平日

の営業時間内へのシフトをみる。まず、平日同一日の中

でのシフトである。図 4の「予想出産数（平日）－帝王

切開（平日）―陣痛促進剤（平日）」（桃色ライン）は、

帝王切開および陣痛促進剤の使用が意図的に出産時刻を

調整されることなくランダムに発生したと仮定した上

で、平日の帝王切開および陣痛促進剤の使用に基づく出

産数を緑色ラインから差し引いたラインである。実際に

は、意図的に出産時刻が調整されている。それは、緑色

ライン、桃色ラインおよび紺色ラインで囲まれた部分（図

4の Aの領域 2か所）から紺色ラインおよび緑色ライン

で囲まれた部分（図 4の Dの領域）へのシフトであると

いえる。なお、桃色ラインは、帝王切開の適用率である

13% と陣痛促進剤の使用率である 19.4% の合計値に、平

日の 1時間ごとの予想出産数を掛け合わせて人数を計算

し、この人数を緑色ラインから差し引くことで作成した。

　図 5の「予想出産数（平日）－帝王切開（土曜日・休

日）―陣痛促進剤（土曜日・休日）」（赤色ライン）は、

病院の土曜日・休日について、図 4の桃色ラインと同様

にして作成したものである。図 4では桃色ラインが水色

ラインよりも上方に位置しているが、図 5では赤色ライ

ンは水色ラインの下方に位置している。このことの含意

は、平日においては営業時間外から営業時間内へのシフ

トが吸収しきれているが、土曜日・休日は吸収しきれて

いないということである。つまり、土曜日・休日の帝王

切開および陣痛促進剤の使用による出産の割合は、13%

と 19.4% の合計よりも低い割合であり、その差の部分（図

5の Eの領域）は平日に移されていると考えられる。土

曜日・休日 1日あたりの平日へのシフト人数は 206人と

推定され、表 2から平日が全体に占める割合は 67%、土

曜日・休日は 33%なので、平日 1日あたり土曜日・休日

からの受入人数は 102 人（＝ 206 人× 33% ÷ 67%）であ

る（表 3）。

　図 4の「予想出産数（平日）－帝王切開（平日）－陣

痛促進剤（平日）―土曜日・休日からの受入」（紫色ライン）

は、土曜日・休日から平日への受入人数を桃色ラインか

ら差し引いて作成したものである。実際には、土曜日・

休日からの受入は、意図的に営業時間内に受け入れてい

ると考えられる。すなわち、図 4の赤色ライン、紫色ラ

インおよび青色ラインで囲まれた部分（図 4の Bの領域

2か所）の人数は、実際は Dの領域に加算されるべきも

のである。

　最後に、桃色ラインと水色ラインの差は、帝王切開や

陣痛促進剤の使用以外の要因でシフトした部分であり、

これには本稿で用いたデータの出所が統一していないこ

とによる誤差も含まれていると考えられる。この部分（図

4の Cの領域 2か所）の人数も、実際は Dの領域に加算

されるべきものである。

　以上から既に明らかではあるが、（午後 23時頃から翌

午前 7時頃までの）水色ラインと紺色ラインの不一致部

分だけの誤差はあるものの、概念的には面積 A + B + C 

= D が成立する。具体的に、１日あたり何人が営業時間

外（ここでは、領域 A + B + C）から営業時間内（領域 D）

に移動しているのかを表 3に示した。病院における平日

および土曜日・休日のシフトは、それぞれ 368人と 93人、

診療所における平日および土曜日・休日のシフトは、そ

れぞれ 256人と 135人である。

　図 6および図 7の作成方法は、それぞれ図 4および図

5の作成方法と同様である。図 7の領域 Eは、土曜日・

休日 1日あたりの平日へのシフト人数は 135 人であり、

表 2から平日が全体に占める割合は 67%、土曜日・休日

は 33% なので、平日 1日あたり土曜日・休日からの受

入人数は 67人（＝ 135 人× 33% ÷ 67%）である（表 3）。

図 6では紫色ラインと水色ラインの差がほとんどない。

このことは、診療所については、営業時間外から平日の

営業時間内へのシフトが帝王切開および陣痛促進剤の使
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図 5 平均出産数のシフト（病院、土曜日・休日） 

注：厚生労働省人口動態・保健統計課『人口動態調査』（平成 11～22 年）を基に作成。 
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図 6 平均出産数のシフト（診療所、平日） 

注：厚生労働省人口動態・保健統計課『人口動態調査』（平成 11～22 年）を基に作成。 
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図 7 平均出産数のシフト（診療所、土曜日・休日） 

注：厚生労働省人口動態・保健統計課『人口動態調査』（平成 11～22 年）を基に作成。 

 

 

A + B + C 

D 

A + B + C 

E 



110

出産時期の選択は経済合理的か？：ペアレントノミクスを用いた日本の事例の検証

用のみでほぼ説明でき、仮定 2がおおむね妥当であるこ

とを示唆する。

3) 出産時刻調整の経済効果

　出産に要する費用を 35万 5千円と仮定する 12。時間

外加算の算定時間は医療機関によって異なるので、単

純化のため、時間外は 18時～ 21時 59分とした。また、

深夜は 22時～翌 5時 59分、休日は医療機関の休日およ

び土曜日とした。割り増しを設定していないケースがあ

ることを考慮して、時間外加算は、1割り増し、深夜お

よび休日加算は 2割り増し、また、これらの追加料金の

重複適用は不可とした 13。

　この金額設定を基に、シフトによる経済効果を算出す

る。対象とするのは、帝王切開および陣痛促進剤の使用

とする。休日については、休日のシフトでは吸収しきれ

なかった分（図 5および図 7の Eの領域）は、全て平日

の追加料金を必要としない時間帯（6時～ 17 時 59 分）

にシフトしたと仮定する。平日については、18時以降で

紺色のラインが緑色のラインの下にきている部分が、平

日の追加料金を必要としない時間帯にシフトしたとし

た 14。

　以上から、人数を計算すると、病院においては、深夜

から平日の追加料金を必要としない時間帯へのシフト人

数は 292 人 / 日、時間外から平日の追加料金を必要と

しない時間帯へのシフト人数は 18人 / 日となる。土曜

日・休日から平日の追加料金を必要としない時間帯への

シフト人数は 102 人 / 日である。同様に、診療所にお

いては、深夜から平日の追加料金を必要としない時間帯

 

表 3 出産時刻のシフトの人数 

 病院  診療所  

 平日 土曜日・休日 平日 土曜日・休日 

平均出産数 1,775 人 1,222 人 1,521 人 1,244 人
(領域 A＋B＋C)→（領域 D） 368 人

(20.7%)

93 人
(7.6%)

256 人 

(16.8%) 

135 人
(10.7%)

内訳 

平日深夜 →平日昼間 

平日時間外→平日昼間 

平日早朝 →平日昼間 

292 人
18 人
58 人

 

210 人 

6 人 

40 人 

領域 E 

平日昼間受入人数 102 人
206 人  

67 人 

135 人

注１：厚生労働省人口動態・保健統計課『人口動態調査』（平成 11～22 年）を基に作成。 

注２：平日深夜は 21 時から翌 6 時、平日昼間は 10 時から 17 時、平日時間外は 18 時から
20 時（但し、紺色ラインが緑色ラインを上回っている部分を除く）、平日早朝は 7 時から 9

時（但し、紺色ラインが緑色ラインを上回っている部分を除く）を意味する。 

注３：領域 E の人数は、土曜日・休日一日あたりであり、平日受入人数は、これを平日一
日あたりに換算したものである。 

 

 

12  次の妊娠 ･出産のお金大辞典のサイトを参照した（平成 24 年 3 月 1 日閲覧）。

  http://syussan.moo.jp/nyuuinhi.html

13  以上は、次の診療報酬の時間外加算のサイトを参照した（平成 24 年 3 月 1 日閲覧）。

  http://www.universalcare.jp/addition.html

14  病院での18時台の7人および診療所での18時と19時台の12人は、18時台以降で紺色ラインが緑色ラインを上回っ

ている部分の人数であり、実質的に出産費用は変化していないとみなして計算から除外した。なお、深夜は時間外

へ移動したと仮定することも考えられるが、計算が複雑になるため、そのようには仮定しなかった。
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へのシフト人数は 210 人 / 日、時間外から平日の追加

料金を必要としない時間帯へのシフト人数は 6人 / 日

となる。土曜日・休日から平日の追加料金を必要としな

い時間帯へのシフト人数は 67人 / 日である。

　そこで、病院および診療所での１日あたりの経済効果

を計算すると、35万 5千円の 1割および 2割はそれぞれ

35,500 円および 71,000 円なので、

病院  [292 人 + 102 人 ] × 71,000 円 ＋ 18人 × 

35,500 円 = 28,613,000 円

診療所  [210 人 + 67 人 ] × 71,000 円 ＋ 6 人 × 

35,500 円 = 19,880,000 円

となる。これを、妊婦側一人あたりの金額（期待値）に

換算すると、

病院  {[292 人 + 102 人 ] / 412 人 × 71,000 円 + 

18 人 / 412 人× 35,500 円 } × 13%

 = 22,501 円

診療所  {[210 人 + 67 人 ] / 283 人 × 71,000 円 + 

6 人 / 283 人× 35,500 円 } × 13%

 = 22,760 円

となる。

4) 出産育児一時金の増額効果

　増額月とその前月の出産数の差を、マン・ホイットニー

の U検定を用いて検定した 15。2006（平成 18）年 10月、

2009（平成 21）年 1月および 2009（平成 21）年 10月の

3つの時期について、前月とその月の出産数の平均値を

まとめたのが表 4である。まず、2006（平成 18）年 10

月と 2009（平成 21）年 10月は、全てのケースにおいて

10月の出産数が 9月の出産数を下回るため、検定をおこ

なわなかった（表 4－ 1、4－ 3）。同様に、2009（平成

21）年 1月の休日も、1月の出産数が 12 月の出産数を

下回るため、検定をおこなわなかった。平日および土曜

日は、病院、診療所とも 10月の方が 9月よりも出産数

は多くなっていたが、いずれのケースも 10%水準で有意

ではなく、「前月よりも出産数が多い」という対立仮説

を採択できなかった。なお、表 4では参考までに、いず

れのケースもその他のケースの出産数の平均値を併記し

た。

5. 考察と結論

1)日常的な出産時刻の人為的変更の効果

　本稿の結果は、病院や診療所では日常的に出産時刻の

人為的調整がなされていることを示した。出産時刻のシ

フト要因は、主に帝王切開（13%）と陣痛促進剤（19.4%）

の使用が考えられる。診療所については、これら 2要因

で、人為的調整のほぼすべてを説明できた。病院につい

ては、これ以外の要因による人為的調整の可能性がある

が、異なる資料を用いて計算したことによる誤差とも考

えられた。

　分析結果のうち、特徴的であったことの 1つは、出産

時刻が午前 9時以降の営業時間内に調整されていること

である。午前 0時頃から 6時頃までの病院および診療所

での実際の出産動態は、その他での出産動態と酷似して

いる。このことは、この時間帯については、人為的に出

産時刻がシフトしたとしても、そのほとんどがランダム

に発生する要因によるものであって、意図的に出産時刻

が調整された場合がほとんどなかったことを示唆する。

他方で、19時頃までは、観察出産数（紺色ライン）の方

が予想出産数（緑色ライン）よりも多くなっている。ま

た、予想出産数（水色ライン）と比較しても、これが観

察出産数（紺色ライン）のプロットにほぼ一致するのは

23時頃である。以上から、意図的に出産時刻を調整する

場合は、9時以降の営業時間内（とりわけ 13時以降から

夕方にかけて）に調整されているといえる。

　いま、出産費用が 35万 5千円であり、時間外および

15  検定には、SPSS Statistics 17.0 を用いた。
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表 4－1 平成 18 年 10 月の出産育児一時金増額効果の検証 

  病院（人） 診療所（人） その他（人） サンプル数 

平日 9 月 1,743 1,617 37 20 
 10 月 1,721 1,542 38 21 
 検定統計量 検定対象外 検定対象外  

   

土曜日 9 月 1,218 1,397 36 4 
 10 月 1,192 1,359 37 4 
 検定統計量 検定対象外 検定対象外  

   

休日 9 月 1,161 1,238 36 6 
 10 月 1,111 1,162 35 6 
 検定統計量 検定対象外 検定対象外  

 

 

表 4－3 平成 21 年 10 月の出産育児一時金増額効果の検証 

  病院（人） 診療所（人） その他（人） サンプル数 

平日 9 月 1,784 1,567 27 19 
 10 月 1,734 1,507 28 21 
 検定統計量 検定対象外 検定対象外  

   

土曜日 9 月 1,290 1,405 28 4 
 10 月 1,206 1,365 26 5 
 検定統計量 検定対象外 検定対象外  

   

休日 9 月 1,147 1,219 30 7 
 10 月 1,085 1,123 25 5 
 検定統計量 検定対象外 検定対象外  

 

 

 

 

表 4－2 平成 21 年 1 月の出産育児一時金増額効果の検証 

  病院（人） 診療所（人） その他（人） サンプル数 

平日 12 月 1,750 1,529 32 20 
 1 月 1,771 1,535 37 19 
 検定統計量 144.5 179.5  

 有意確率 0.102 0.386  

   

土曜日 12 月 1,188 1,337 29 4 
 1 月 1,228 1,342 42 4 
 検定統計量 4.0 7.0  

 有意確率 0.172 0.443  

   

休日 12 月 1,089 1,147 33 7 
 1 月 1,043 1,096 32 8 
 検定統計量 検定対象外 検定対象外  

注：有意確率は正確有意確率で、両側検定での値を半分にして片側検定の値としたもので
ある。 
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深夜・休日の追加料金が、出産費用のｎ割（例えば、ｎ

＝１ならば 35,500 円、ｎ＝ 2ならば 71,000 円）である

というやや抽象的な設定をおこなう。時間外や深夜・休

日からのシフトの選択は、妊婦側から見ると、出産費用

のｎ割の費用の節減の選択を意味する。日本の場合、計

画分娩は存在するものの、出産時刻の選択は、多くの場

合は病院側の都合で決まると考えられ、妊婦側は、病院

側が選択枠を提示した場合に、積極的に出産時刻を選択

する余地があるというのが一般的であろう。本稿の結果

から、シフトは帝王切開および陣痛促進剤の使用でほぼ

説明しうるため、出産時刻の選択は病院側の都合で決ま

るケースが多くの割合を占めると考えられる。このため

やや正確さは欠くものの、出産費用のｎ割は、自分の子

供の出産時刻を変更するための受入補償額として、参考

となる金額といえよう。

　出産時刻の人為的な調整は、医師の側からは追加料金

を得る機会を逃すこと（以下、逸失収入と呼ぶ。ここでは、

妊婦側からの支払額のみを指すものとする）を意味する。

この額は、本稿で仮定した時間外加算および休日加算に

基づくと、病院では一人あたり 22,501 円、診療所では

22,760 円である。病院側は、シフトを全くおこなわない

場合には、人件費等の費用の増加が見込まれる 16。しか

し、この程度の逸失収入であれば、妊婦側および病院側

の厚生を加味した場合に、シフトさせる方がよいという

判断がなされていると考えられる。

　以上の結果は試算的なものである。まず、妊婦側にとっ

ての受入補償額という解釈は、次の理由で過小評価され

ているかもしれない。出産費用のｎ割という費用の減少

で日時の変更をしたくない場合、他の病院を選択するこ

とが考えられる。しかし、現状では病院の変更は困難で

あり、また、一般に病院の変更には様々な機会費用があ

る。このため、出産費用のｎ割という受入補償額は、妊

婦側とって十分な金額であると積極的にいうことはでき

ない。

　病院側については、自然分娩を扱う以上、出産時刻を

完全に管理することは難しいものの、図 4～ 7に示され

るように、時間調整は比較的大きなインパクトを持って

おり、図 3に示された自然分娩とは大きく異なる時間ご

との出産比率となっている。こうした調整がどこまで可

能であるかは、病院の規模や医師数など、複数の要因に

よって決まると考えられる。22,501 円ないしは 22,760

円という金額が各病院において持つ意味は異なると考

えられ、その考察には、本稿とは別の研究が必要であ

る 17。

2) 特定の時期における出産日の人為的調整の効果

　分析では、出産育児一時金が 35 万円に増額された

2006（平成 18）年 10月、38万円に増額された 2009（平

成 21）年 1 月および 42 万円に増額された 2009（平成

21）年 10月の 3つの時期について、前月との出産数の

平均値の差をノンパラメトリック検定で分析した。しか

しながら、多くのケースでは、増額後の方が出産数は減

少しており、出産数が増加している場合でも、統計的に

有意な差は認められなかった。

　こうした結果となった理由は、オーストラリアやアメ

リカでは経済的インセンティブに導かれて出産日の変更

が生じたが、日本ではそのような経済的インセンティブ

が十分に働いていないためと考えられる。さらにブレー

クダウンすると、第 1に、出産費用のｎ割という増額で

は、出産時刻の変更には不十分であったこと 18、第 2に、

既に述べたように、こうした増額は一律になされたもの

ではなく、医療保険の種類によって増額に違いがあり、

その結果、増額の効果が統計的に有意な形で把握できな

かった可能性があることを指摘できる。これらの経済的

16  その追加費用の計算は容易ではない。例えば、医師の数、出産数など病院の規模によって大きく変化すると予測

される。

17  医師数の増加やその労働環境の改善が必要であり、また、それが進展した場合には、本稿で見られたシフトの中

身は大きく変化する可能性がある。こうした分析も、本稿とは別の研究としておこなう必要がある。
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インセンティブと関わる理由に加えて、病院側が、妊婦

側の希望による出産日の変更に対応する余力がないとい

う背景もあると考えられる。

3) 結論

　本稿は、日常的な出産時刻の人為的変更の効果と特定

の時期における出産日の人為的調整を検討し、日本で

は、前者は日常的に発生していることを確認し、後者は

統計的検定の結果、有意な形では確認できなかった。さ

らに、出産時刻のシフトに伴なう便益、費用を試算した。

日本の場合、出産時刻のシフトは妊婦側にとっても利す

る面（昼間の時間帯の出産による疲労の軽減など）があ

り、時間外費用や深夜料金の存在から、出産時刻のシフ

トは実質的に受入補償額をもたらす。他方、病院では、

出産時刻のシフトにより 1件あたり 22,501 円ないしは

22,760 円の逸失収入が発生する。

　本稿の分析と結果から、出産時刻のシフトは確かに生

じているものの、これが経済合理性に基づくという十分

な証拠は見出せなかった。その背景には、第１に、出産

育児一時金の額は、たかだか現状の出産費用をカバーす

る程度であり、妊婦側に積極的に出産時刻を変更させる

だけの額にはなっていないと考えられること、第２に、

よく知られているように多くの病院は余力がない状態で

あり、出産時刻のシフトや医師数を経済合理的に決定し

ているというよりも、現状にどうにか対処するという状

態にとどまっていると推察されること、があると考えら

れる。
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Abstract

Some existing studies overseas have pointed out that 

delivery dates are intentionally changed on the basis of 

economic incentives. This paper, therefore, empirically 

examines whether delivery times and dates are intentionally 

changed using hourly data of the number of deliveries 

between 1999 and 2010 in Japan. The results suggest that 

delivery time is largely biased in the daytime; furthermore, 

most of these changes can be explained by the application of 

the Caesarean operation and use of ecbolic. Considering the 

current severe conditions in maternity hospitals, most of these 

changes in delivery time seem to have occurred not because 

pregnant women preferred it but because gynecologists 

selected times more convenient. Lump-sum allowances for 

childbirth and nursing have increased several times recently, 

but we cannot detect statistically significant differences in the 

number of deliveries before and after the increases. Thus, we 

conclude that there is insufficient evidence that delivery times 

and dates are changed intentionally on the basis of economic 

incentives in Japan.

Key words:

change of delivery times and dates, lump-sum allowances for 

childbirth and nursing, economic rationality
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With the increasing globalization of food trade and the harmonization of food standards and food 

safety measures, significant changes in the international and national regulatory frameworks for food 

have come about as well. And, although there is increasing recognition of the need to integrate and 

improve coordination of regulatory activities among national and international bodies, food regulation 

remains complex.  Case-based teaching has been demonstrated as an effective educational tool for better 

understanding food regulation complexities.  In this paper, the characteristics of a good case study are 

delineated, and a hypothesized case of attempting to import a soy milk product into Canada is looked at 

in detail. The considerations and points highlighted in this case study help portray the complicated nature 

of food regulation and the necessity for a multifaceted, yet systematic, approach to effectively resolving 

food regulation issues and cases.  In addition, the advantages of employing the case study method as an 

effective didactic tool can be clearly seen.

Key words: food regulation, case study method, FAO, FDA, Health Canada/CFIA
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Case-based teaching as a didactic tool for understanding food regulation

Introduction

In the legislative study entitled “Perspectives and 

guidelines on food legislation, with a new model food law” 

published by the Food and Agriculture Organization of the 

United Nations (FAO), it was discussed how the increasing 

globalization of food trade and the harmonization of food 

standards and food safety measures have led to significant 

changes in the international and national regulatory 

frameworks for food.  There is an increasing recognition of 

the need to integrate and improve coordination of regulatory 

activities among national and international bodies to better 

protect life and health, as well as the environment, without 

creating unnecessary barriers to trade.  On the other hand, 
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student groups as in “problem-based learning” (PBL) that 

is popular in medical and veterinary schools.  It is beyond 

the scope of this paper, so might be sufficed to say that there 

is a host of other ways to employ the merits of case-based 

teaching in the classroom.

However, there are several key characteristics found 

in the best case studies that should be briefly highlighted 

(Herreid, 2005).  The effective cases usually (but not always)

・Are short, in most cases fitted to a single class period.

・�Are controversial, but not too controversial to distract 

from careful analysis.

・�Have dialogue, which makes the cases appear more 

realistic.

・Have interesting characters.

・Are relevant to the student.

・Have a dilemma to be solved

・Are contemporary.  Students prefer recent news topics.

・Have learning objectives that are replicable.

Description of case study

With these characteristics in mind, the following food 

regulation case study was selected and analyzed.  The case 

involves a client who is a multinational food manufacturer 

that wishes to sell a new soy milk in Canada.  According 

to the case, the soy milk has never been previously offered 

for sale in Canada. The milk is made from soybeans that 

contain high levels of the amino acid methionine due to the 

introduction of a transgene derived from Brazil nuts.

The client plans to package the soy milk in 16 ounce 

containers, which will be clearly labeled as containing 

16 ounces of soy milk. The labels on the containers will 

be in English. The energy and nutrient declarations will 

be expressed in the format dictated by the U.S. Nutrition 

Labeling and Education Act. Since soy contains isoflavones, 

which are thought to contribute to the prevention of heart 

disease, the client wishes to place the statement “Soy milk – 

food policies are expanding to take account not only of food 

safety and food security but also nutrition and the human 

right to food.

Recent dramatic episodes of food-borne disease 

accidents and outbreaks have raised concerns about the 

effectiveness of current food control systems in protecting 

consumers and have sparked increased attention to the 

regulatory frameworks that govern food safety and food trade.  

Unease over microbiological and chemical contaminants of 

the food chain and the use of food additives, pesticides and 

veterinary drugs, as well as heightened consumer interest 

in diet-related health issues, have also raised the profile of 

food safety control systems.  At the same time, population 

growth, urbanization and new technologies are influencing 

food production in unprecedented ways, thus requiring more 

vigilance by all those involved in the food chain – from 

primary producers to the consumer – to ensure food safety 

(Vapnek and Spreij, 2005).

An understanding of these needs, episodes and trends 

- and the growing complexities - regarding food regulation 

is important, especially for those involved in the food chain.  

People need to be better educated. And, according to research, 

one of the most successful approaches to training is the case 

study method.  It is a well-known and documented fact that 

case-based teaching is effective and is, in fact, the preferred 

instructional modality for many leading universities (Herreid, 

1994). 

This paper briefly discusses the advantages of the case 

study method as a didactic tool and then takes a closer look 

at a hypothesized case regarding the complexities of food 

regulation in Canada.

Characteristics of a good case study

It might be mentioned here that the realm of case-based 

teaching is no longer limited to the traditional discussion 

formula advocated in law and business schools or to using 
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your proven defense against heart disease” on the label.

Based on Canadian food law, what concerns might one 

have with the above proposals?  What are some of the legal 

actions and approvals that may be required for the sale of 

soy milk in Canada?  And, what recommendations should be 

made to labeling prior to the sale of the milk in Canada?

Analysis of case study

Based on food regulation in Canada, which generally 

falls under the jurisdiction of Health Canada/Canadian Food 

Inspection Agency (HC/CFIA), the following points have 

been extracted and must be duly considered. 

First of all, the Guide to Importing Food Products 

Commercially, published by the Canadian Food Inspection 

Agency (CFIA, 2010), should be studied and understood.  It 

outlines proper food handling procedures and facilitates the 

identification and control of any potential problems during 

the importation process.  Using it as a guide would assist in 

compliance with Canadian health and safety requirements.  

All foods sold in Canada must comply with the health and 

safety requirements of the Food and Drugs Act (FDA) (Food 

and Drugs Act, 1985).  Furthermore, depending on the type 

of product being imported, the importer may be required 

to obtain special licenses, permits or certificates for their 

shipment.  For certain foods, like dairy products (Is soy milk 

considered a ‘dairy product’ since it uses the term ‘milk’, or 

should it not be allowed to use the word ‘milk’, but rather 

‘beverage’ or ‘drink’, for example?) the importer is required 

to provide an Import Declaration to the effect that the product 

is sound and fit for human consumption (FDAImports. com, 

2012).

The second point needing consideration is the Food 

and Drug Administration (FDA) prohibition, in most 

circumstances, of any health claim that might suggest that a 

food is a treatment, preventative or cure for specified diseases 

or health conditions (FDA, 1998).  Accordingly, the wished 

for health claim would need to be revised to, e.g. “Soy 

beverage – for maintaining good health”.

Also, in Canada, all information required by law to 

be on a label must be displayed in both official languages, 

French and English.  In addition, if the food is to be marketed 

in the province of Quebec, the food must conform to the 

additional language requirements imposed by the Quebec 

Charter of the French Language (DoingBusinessinCanada.

com, 2012). 

When deciding the name of the product, it must be 

remembered that if the product is marketed by a common 

name, the food must conform to the Canadian compositional 

standard established for that food (CFIA, 2012a).

With some exceptions, all pre-packaged goods must 

contain a net quantity declaration on the principal display 

panel of the product in metric units (e.g. milliliters or 

grams.)  There are very specific requirements on how the net 

quantity must appear on the package.  However, if desired, 

the net quantity may also – in addition to metric units - be 

declared in US units of measure.  Be careful to notice that the 

Agricultural Products Act establishes standard sizes for dairy 

and other products.  The CFIA provides a non-binding but 

valuable service that offers food producers label reviews and 

written advice on labeling issues that should be utilized.  And 

for comprehensive information on a specific aspect of food 

labeling one should refer to The Guide to Food Labelling and 

Advertising (CFIA, 2011a).

Concerning nutrition labeling, while the format in 

Canada is very similar to the United States (US) format, 

significant differences remain that will continue to preclude 

a US company from simply using its US label to satisfy 

the Canadian labeling requirements.  For example, the 

US requires additional labeling such as disclaimers and 

disclosure statements that are not required by Canada and 

inclusion of such disclaimers may be considered misleading 

under the FDA and not permitted; a nutrient content claim 

is now prohibited on a food label or in advertising unless it 
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is expressly permitted by the regulation.  For more detailed 

information on Canadian requirements for nutrient claims, 

The Guide to Food Labelling and Advertising Section VII 

should be consulted (CFIA, 2011b).     

The use of health claims on food labels in Canada is 

much more restricted than in other countries.  A health claim 

attached to a food – such as “proven defense against heart 

disease” would bring the food within the definition of a 

drug under the FDA.  This restriction effectively prohibits 

a food from being marketed with a health claim unless the 

food is licensed and sold as a drug.  The FDA also prohibits 

any claim that a food is a treatment, preventative or a cure 

for any scheduled disease or disorder (i.e. heart disease).  

However, there are certain exceptions to the legislation 

known as “nutrient function claims” (formerly known as 

“biological role claims”).  The Food and Drug Regulations 

(FDR) currently permits positioning a food as part of healthy 

eating and claiming that a nutritive substance is generally 

recognized as an aid or factor in maintaining functions of 

the body or maintaining good health and normal growth and 

development (CFIA, 2011c).  It might be mentioned that the 

amended FDR provides for an exemption for food products 

displaying a permitted health claim.  To qualify for the 

exemption, the health claim must meet all applicable nutrient 

content and labeling requirements, and the food must not be 

intended for children less than 2 years of age or for use in a 

very low energy diet.

In Canada, the addition of amino acids (and vitamins 

and minerals) to foods is strictly controlled.  The FDR lists 

the foods to which certain amino acids may be added.  Added 

amino acids must be declared in the list of ingredients on the 

food label and, in most cases, the quantity of the added amino 

acids must be stated.  The types of claims that are permitted 

for amino acids (and vitamins and minerals) on food labels 

are regulated, and restricted to descriptive content claims and 

claims of biological role function (CFIA, 2011d).  There are 

proposed changes to expand food fortification programs to 

allow for a wider range of fortified products.  Any changes 

ultimately adopted by Health Canada concerning food 

fortification will reflect the principles contained in the Codex 

Alimentarius General Principles for the Addition of Essential 

Nutrients to Foods (CAC/GL, 1987).

In the case where food contains a food additive (e.g. 

an amino acid) that is not provided for in the FDR, the food 

might be eligible for an Interim Marketing Authorization 

(IMA) that would allow the food to be marketed while an 

amendment to the FDR is being processed to permit the 

food’s legal sale in Canada (CFIA, 2012b).  The General 

Principles for the Addition of Essential Nutrients to Foods 

of the Codex Alimentarius Commission are incorporated 

by reference into the FDR with respect to the application 

for an IMA.  Accordingly, where a request relates to the 

addition of an amino acid (or vitamin or mineral) to a food, 

the request must be accompanied by a statement, complete 

with supporting documentation, outlining the consistency of 

the request with the General Principles for the Addition of 

Essential Nutrients to Foods.  An IMA remains in effect until 

the regulatory amendment is promulgated.

In 1999, the FDR was amended to incorporate new 

provisions concerning novel foods (Canada Gazette, 1999) . 

The Novel Foods Regulations regulate genetically modified 

organisms (GMO), including products made from the 

manipulation and deliberate introduction of a specific gene 

into a new host.  Written notification to Health Canada is 

required at least 45 days prior to the sale or advertising 

for sale of any novel food in Canada.  Further information 

concerning this process can be obtained at the link shown in 

the reference (Health Canada, 2006a).  A safety assessment 

of a novel food includes nutritional quality, potential for the 

presence of any toxicants and allergenicity from proteins 

introduced into the food (e.g. from Brazil nuts).  Currently, 

mandatory labeling identifying foods as containing novel 

foods including GMOs, or products derived from these 

foods, may be required if there is a significant difference in 
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the compositional, health or nutritional characteristics of the 

food product (Health Canada, 2006b).  Also, in 2004, the 

Government of Canada announced that a labeling standard 

for voluntary labeling of genetically engineered foods was 

adopted (Public Works and Government Services Canada, 

2004).

A final consideration is the amendment to the FDR on 

Allergen Labelling which requires that certain food allergens 

(including soybeans and Brazil nuts) be declared either in the 

list of ingredients, or in the following statement: “Allergy and 

Intolerance Information – Contains soybeans and Brazil nuts” 

(Canada Gazette 2011).

Conclusion

The various considerations, essential points and 

requirements highlighted in the preceding case study, 

concerning Canadian food regulation, could be further 

delineated, but the message is already clear that food 

regulation is a very complex discipline and requires a 

multifaceted, yet systematic, approach to effectively resolve 

each and every food regulation issue and case.  Thus, the 

advantages of utilizing case-based instruction as a teaching 

protocol can be clearly seen.
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摘　要

食品取引が世界規模で増加し、食品に関する基準と安全

性確保のための措置が一体化する状況において、世界お
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よび各国の食品規制の枠組みにも大きな変化が生じてき

ている。国家および国際的な組織における規制活動を統

合し改良することが必要であるという認識は高まってい

るが、食品規制はあいかわらず複雑な状況にある。事例

に基づく指導は、食品規制の複雑さをよく理解させるた

めの効果的な教育手段であることが論証されてきてい

る。本稿においては、良い事例研究がもつ特徴を詳述す

るとともに、豆乳製品をカナダに輸入しようとする場面

を想定して、これを詳しく検討する。この事例研究にお

いては、食品規制が持つ複雑さ、および、その問題点を

効果的に解決するための、多面的かつ組織的な取り組み

の必要性について考察する。さらに、事例研究という方

法を効果的な説明手段として用いることの利点も明らか

にする。

キーワード：食品規制，事例研究法，国連食糧農業機関，

米国食品医薬品局，カナダ保健省 /カナダ食品検査庁
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ト・カメン県ディラン・サークルにおける冷涼湿潤地域の事例－．Milk Science 61(1): 11-24

平田昌弘．2011．モンゴル高原中央部における家畜群のコントロール  －家畜群を近くに留める技

法－．文化人類学76(2):182-195

平田昌弘，ヨトヴァ・マリア，内田健治．2011．ブルガリア中央部・バルカン山脈地域における乳

加工体系－カビを利用した熟成チーズの発達史論考－．Milk Science 60(2):85-98

平田昌弘，浦島匤．2011．インドネシアの乳加工体系と乳利用．Milk Science, 60(1):7-15

平田昌弘．2011．搾乳の開始時期推定とユーラシア大陸乳文化一元二極化説．酪農乳業史研究 5:1-

12

福富江利子，松林公蔵，坂本龍太，和田泰三，石本恭子，木村友美，野瀬光弘，竹田晋也，山口哲

由，池田菜穂，平田昌弘，月原敏博，大塚邦明，石川元直，諏訪邦明，Tering Norboo，奥宮清

人．2011．歩数計からみたインド北西部ラダーク・ドムカル高所住民の生活習慣　－運動量と食

生活－．ヒマラヤ学誌 12:23-31

平田昌弘．2011．ペルー南部アンデス高地の乳加工体系－乳加工がなかった地域での乳加工－．ヒ

マラヤ学誌 12:123-131

平田昌弘．2011．ヒマラヤ・ラダークの移牧の特質－農耕・牧畜・交易複合システム－．ヒマラヤ

学誌 12:40-59

☆総説

畜産学

Kawashima C, Matsui M, Shimizu T, Kida K, Miyamoto A. 2012. Nutritional factors that regulate 

ovulation of the dominant follicle during the first follicular wave postpartum in high-producing dairy 

cows. The Journal of Reproduction and Development 58(1):10-16

J. Takahashi. 2011. Some prophylactic options to mitigate methane emission from animal agriculture in 

Japan. Asian - Australasian Journal of Animal Sciences 24(2):285-294

農芸化学

小田有二，山内宏昭，田村雅彦 2012, 産学官連携による製パン用「とかち野酵母」の開発（平成23
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年度日本食品科学工学会技術賞），日本食品科学工学会誌 59(1):1-5

T. Urashima, S. Asakuma, M. Kitaoka, M. Messer. 2011. Indigenous oligosaccharides in milk, 

Encyclopedia of Dairy Science, Second Edition, vol. 3 (J.W. Fuquay, P.F. Fox, P.L.H. McSweeney 

eds.), pp.241-273, Amsterdam, Elsevia

T.  Urash ima,  M.  Ki taoka ,  T.  Terabayashi ,  K.  Fukuda ,  M.  Ohnish i ,  A.  Kobata .  2011 .  Mi lk 

oligosaccharides, Oligosaccharides: Sources, Properties and Applications (N.S. Gordon ed.). pp.1-58, 

New York, Nova Science

T. Urashima, K. Fukuda, M. Messer. 2012. Evolution of milk oligosaccharides and lactose: a hypothesis, 

Animal, 6:3, 369-374

食品学

福島道広，中村有美，李スルギ，土平洋彰，小林由佳，川上秋桜，岡田朋子，島田謙一郎，韓圭

鎬. 2011. 機能性糖質の研究の動向について－とくに機能性糖質のプレバイオティクス効果につ

いて. 消化と吸収 33: 202-215

野生動物学

押田龍夫．2012．日本産リス科動物の進化的歴史－各々の属そして種が示す動物地理学的特徴の形

成過程を考える．タクサ 32:26-30

統計学

茅野光範，馬見塚拓．2012. ROS-DETによる遺伝子「スイッチ発現」検出. 実験医学 30 (6) 4月号, 

969-974

☆著書

獣医学

Terkawi M. A., I. Igarashi. 2011. Drug discovery against Babesia and Toxoplasma. In: Apicomplexan 

Parasites: Molecular Approaches toward Targeted Drug Development (K.  Becker Ed.), p453-468. 

Wiley-Blackwell, Weinheim, Germany.

門平睦代，因果関係，10章，獣医疫学－基礎から応用まで－(第2版)【世話人代表：山本茂樹】，

2011年11月，近代出版，東京　65-67

Xuan, X., Inoue, N., Suzuki, H., Yokoyama, N., Fukumoto, S., Igarashi, M., and Nishikawa, Y.（分担執

筆）. 2011. Veterinary Protozoology. P141-165, In Textbook of Food Safety and Animal Health, Kono, 

H., Nishida, T., Nishikawa, Y., Fukuda, K., Kanayama, T., and Umetsu, K. (eds.), Textbook Editorial 

Committee of Obihiro University of Agriculture and Veterinary Medicine, Japan
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横山直明（分担執筆）. 2011. 微胞子虫類と感染症，ミクソゾア類と感染症，繊毛虫類と感染症，獣医

微生物学（第３版），見上彪監修，文永堂出版

横山直明（分担執筆）. 2011. 獣医学教育モデル・コア・カリキュラム（平成23年度版），獣医学教育モ

デル・コア・カリキュラムに関する調査委員会，インターズー

横山直明（分担執筆）. 2011. 獣医学教育モデル・コア・カリキュラム（平成24年度版），獣医学教育モ

デル・コア・カリキュラムに関する調査委員会，インターズー

畜産学

高橋潤一. 2012. バイオマス分解酵素研究の最前線－セルラーゼ・ヘミセルラーゼを中心として－. 

監修：近藤昭彦・天野義彦・田丸　浩．シーエムシー出版, 東京，pp79-83

農芸化学

得字圭彦，大西正男．2011. 植物のセラミドと生理機能. セラミド研究会編, ここまできたセラミド

研究最前線:セラミド－基礎と応用－, pp. 56-62, 食品化学新聞社, 東京

Ohnishi M. 2011. Nutri t ion and Diet  Research Progress :  Milk Oligosaccharides :  ChapterⅨ 

Glycolipids. pp. 57-59, Nova Science Publishers, New York

Ahmad Iskandar Bin Haji Mohd Taha, Hidetoshi Okuyama, Takuji Ohwada, Isao Yumoto, and 

Yoshitake Orikasa. 2012. Exogenous catalase gene expression as a tool for enhancing metabolic 

activity and production of biomaterials in host microorganisms. Eddy C. Agbo (ed), Innovations in 

BIOTECHNOLOGY, pp. 251-274, INTECH. Rijeka, Croatia.

環境学

紺野康夫. 2011. ササ植物の特徴. 北方森林学会編, 北海道の森林, pp.95-98, 北海道新聞社, 札幌

統計学

姜興起．2011．マルコフ連鎖モンテカルロ法．松原望他編，統計応用の百科事典，pp.120-123，丸

善出版，東京

文化人類学

平田昌弘．2011．栄養摂取からみた移牧民の高地適応戦略．奥宮清人編著，生老病死のエコロジー 

― チベット・ヒマラヤに生きる，pp.146-151，昭和堂，京都
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☆その他

獣医学

門平睦代，獣医師らと良好な関係を築くための考え方，酪農ジャーナル，2011年8月号，15-17

門平睦代，2012. アフリカで出会った農民たちから学んだこと－農場どないすんねん研究会の始ま

り－，畜産コンサルタント，2012年4月号，38-39

門平睦代，2012. ザンビア国80年代のある獣医師協力隊員の活動－ペット診療から獣医教育へ－, 

畜産の研究，66(1):203－207

畜産学

Kawata Y. 2011. Lactation curves of dairy animals: An interim literature review. Research Bulletin of 

Obihiro University, 32:71-91

農芸化学

谷昌幸．2011．土壌の力を引き出す「堆肥利用法」．ニューカントリー9月号，pp. 18-20，北海道協

同組合通信社，札幌

野生動物学

押田龍夫．2011．ハイガシラリスとベトナムリスの系統関係：メコン川による地理的隔離はタイワ

ンリス属の種分化にどのように影響したか？ 哺乳類科学, 51: 186-187

野生動物管理学

河田幸視．2011．どうしてジビエ（獣肉）利用は進みにくいのか？畜産の研究65(7): 747-753

グナラトゥネ・アノーマ，河田幸視．2012．スリランカにおけるアジアゾウの現状について．森林

野生動物研究会誌, 37:37–40

文化人類学

平田昌弘．2012．ユーラシア大陸の乳加工技術と乳製品　第13回　仮説「乳文化の一元二極化

説」．New Food Industry, 54(1):80-86

平田昌弘．2011．ユーラシア大陸の乳加工技術と乳製品　第12回　古代東アジア－『斉民要術』 

を基にした乳製品の復元．New Food Industry, 53(12):84-97

平田昌弘．2011．ユーラシア大陸の乳加工技術と乳製品　第11回　バルカン半島－ブルガリア南部

の定住化移牧民の事例．New Food Industry. 53(11):50-60

平田昌弘．2011．ユーラシア大陸の乳加工技術と乳製品　第10回　アジア大陸中央部高地地帯－イ

ンド北部でのチベット系移牧民ラダークの事例．New Food Industry. 53(10):65-73

平田昌弘．2011．ユーラシア大陸の乳加工技術と乳製品　第9回　中央アジア－カザフスタンの事
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例．New Food Industry, 53(9):71-82

平田昌弘．2011．ユーラシア大陸の乳加工技術と乳製品　第8回　北アジア－モンゴルの遊牧民の

事例．New Food Industry, 53(8):75-86

平田昌弘．2011．ユーラシア大陸の乳加工技術と乳製品　第7回　南アジア－インドの都市部・農

村部の事例2：乳菓．New Food Industry, 53(7):65-73

平田昌弘．2011．ユーラシア大陸の乳加工技術と乳製品　第6回　南アジア－インドの都市部・農

村部の事例1：乳のみの乳製品．New Food Industry, 53(6):73-81

平田昌弘．2011．ユーラシア大陸の乳加工技術と乳製品　第5回　南アジア－インドの牧畜民の事

例．New Food Industry, 53(5):75-91

平田昌弘．2011．ユーラシア大陸の乳加工技術と乳製品　第4回　西アジア－イランの事例，およ

び，西アジアの乳加工体系の整理．New Food Industry. 53(4):45-52
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平成２３年度

帯広畜産大学大学院畜産学研究科

修士学位論文題目

The 2011 Academic Year

Index of Master's Theses for

the Graduate School of Obihiro

University of Agriculture and

Veterinary Medicine

畜産環境科学専攻
Master's Program in

 Agro-Environmental Science

１．十勝地方における太陽光発電の酪農業への利用に関

する基礎的研究

　　（吉澤　敦，生物生産システム工学）

１．Basic studies on utilization of solar photovoltaic power 

generation to dairy farming in Tokachi

　　(Tsutomu YOSHIZAWA)

２．十勝産ミヤマクワガタのオス大顎における３型の形

質解析

　　（鈴木　弘徳，生態系保護学）

２．Analysis of 3 types of characters in male mandibles 

of Lucanus macurifemoratus macurifemoratus from 

Tokachi District,Hokkaido

　　(Hironori SUZUKI)

生物資源科学専攻
Master’s Program in 

Bioresource Science

１．単菌スターターが発酵ソーセージの有機酸生成とタ

ンパク質分解に及ぼす影響

　　（伊藤　綾，生物資源利用学）

１．Effect of single strain starter cultures on organic acid 

generation and proteolysis in fermented sausage

　　(Aya ITO)

畜産生命科学専攻
Master’s Program in

 Life Science and Agriculture 

１．十勝地方の河畔環境および周辺農耕地における地上

歩行性甲虫群集

　　（池田　翔子，環境生態学）

１．Ground beetles in riparian environment neighboring 

agricultural land of Tokachi district, Hokkaido

　　(Shoko IKEDA)

２．エゾシカの生息密度と間伐がオサムシ科甲虫に及ぼ

す影響

　　（井上　絢子，環境生態学）

２．Effects of density of sika deer (Cervus nippon yesoensis) 

and thinning of trees on ground beetles (Coleoptera : 

Carabidae) in Hokkaido

　　(Ayako INOUE)

３．周辺環境および圃場内特性が牧草地の害虫個体数に

およぼす影響

　　（五月女　央起，環境生態学）

３．Effects of landscape and intra-field characteristics on 

insect pest population in grasslands

　　(Hiroki SOTOME)

４．乳酸菌の生成する抗菌物質のルーメンメタン抑制効

果

　　（橋本　哲平，家畜生産学）

４．Effect of antimicrobial substances produced by lactic 

acid bacteria on rumen methanogenesis

　　(Teppei HASHIMOTO)



143

５．ベナン国ボルグ県における伝統的な牛飼育管理方法

　　（アジョウ　ムムニ　ポール　フランク　アディシ

ミ，環境生態学）

５．Characteristics of traditional cattle farms in Borgou 

District, Republic of Benin

　　(Paul Franck Adeyissimi ADJOU MOUMOUNI)

６．分娩前後におけるDFAⅢの給与が乳牛の飼料摂取量

に与える影響

　　（ソー　ウィン，家畜生産学）

６．Investigation of intake of dairy cows and its associative 

effects by difructose anhydride Ⅲ supplement during 

transition period

　　(SYAW Wynn)

食品科学専攻
Master’s Program in

 Food Science

１．マラウイ国ブンブエ地域におけるメイズの品質特性

に関わる研究

　　（関崎　友香，食品加工・利用学）

１．Studies on Quality Property of Maize in Bvumbwe, 

Malawi

　　(Yuka SEKIZAKI)

２．植物と動物由来スフィンゴ脂質素材の食品機能性に

関する比較研究

　　（高橋　光輔，食品機能科学）

２．Comparative studies on functionality of plant- and 

animal-origin sphingolipid foodstuffs

　　(Kosuke TAKAHASHI)

３．機能性食品素材としての植物スフィンゴ脂質の分布

およびアトピー性皮膚炎モデルマウスを用いたアト

ピー様症状に対する効果

　　（竹内　萌，食品機能科学）

３．Distribution of plant sphingolipids as functional 

foodstuffs and their effects for atopic dermatitis - like 

symptom on animal model of atopic dermatitis

　　(Megumi TAKEUCHI)

４．セルラーゼを生産する Neurospora intermedia 菌

株の分離およびその性質

　　（武田　真里子，食品機能科学）

４．Isolation and Properties of Neurospora intermedia Strain 

Producing Cellulase

　　(Mariko TAKEDA)

５．甘味受容体解析を指向したハロゲン化スクロース誘

導体の合成とその性質

　　（武藤　美帆，食品機能科学）

５．Synthesis and properties of halo-sucrose derivatives for 

gustatory receptors analysis

　　(Miho MUTO)

６．脂質代替品としてイヌリンが加熱食肉製品の品質に

及ぼす影響

　　（山川　恵美，食品加工・利用学）

６．Effect of inuln as a fat substance on quality in heated 

meat products

　　(Emi YAMAKAWA)

７．イネにおける Klebsiella oxytoca M5a1 高カタラー

ゼ変異株による生育促進と感染過程の解明

　　（渡辺　智行，食品機能科学）

７．Effect of catalase-overproduction of Klebsiella oxytoca 

M5a1 on the growth and infection of rice plant

　　(Tomoyuki WATANABE)

８．自然冷熱エネルギーを利用して貯蔵した小豆及び金

時豆の加工適性評価

　　（呉　珊，食品加工・利用学）

８．Evaluation of processing suitability of Red beans and 

Kidney beans after storage using natural cold energy 

system

　　(WU Shan)
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９．凍土および雪山利用貯蔵した小豆，大豆，金時豆お

よび蕎麦の品質に関する研究

　　（豊　碩，食品加工・利用学）

９．Effects of storage using frozen soil and snow mountain 

on the quality of buckwheat and beans

　　(FENG Shuo)

10．十勝産チコリから精製したイヌリンの健康機能性に

ついて

　　（李　スルギ，食品加工・利用学）

10．A Health Functional Effect in Rats of Inulin that Purified 

from Tokachi Chicory Roots

　　(LEE Seulki)

資源環境農学専攻
Master’s Program in

 Agro-environmental Science

１．モンゴル最北部・ダルハド盆地の森林/草地遷移帯

に沿ったカラマツの侵入

　　（有馬　遼子，農業環境工学）

１．Encroachment of Larch along Forest/Grassland Ecotone 

in Darhad Valley, Northernmost Mongolia

　　(Ryoko ARIMA)

２．好気発酵処理された牛ふん尿堆肥に含まれる水溶性

腐植物質の形態と機能

　　（伊藤　瞬，環境植物学）

２．Forms and functions of water-extractable humic 

substances in aerobically composted cattle manure

　　(Shun ITO)

３．ダイズシストセンチュウに影響を及ぼす昆虫寄生性

/線虫寄生性糸状菌がサツマイモネコブセンチュウ

に与える効果

　　（荻野　瑠衣，環境植物学）

３．Evaluation of pathogenicity of Lecanicillium spp. hybrid 

strain effective to control of Soybean Cyst nematode and 

other Insect/Nematode parasitic Fungi on Southern Root 

knot nematode.

　　(Rui OGINO)

４．コムギにおける分子マーカーを利用した量的形質の

QTL解析

　　（小野　真矢，環境植物学）

４．QTL analysis of quantitative traits using molecular 

markers in wheat

　　(Shinya ONO)

５．ビートタッパ高速化のための３次元CAD・CAEのモデ

ル構築と運動解析性能

　　（加藤　弘樹，農業環境工学）

５．Modeling and motion analysis of three dimensional 

CAD and CAE for high-speed sugar beet topper 

development

　　(Hiroki KATO)

６．オオマグソコガネが形成する糞球に由来する機能性

物質の検索

　　（金子　遼太郎，環境植物学）

６．In vitro search of the functional substance of the extracts 

from dung balls made by Aphodius haroldianus. 

　　(Ryotaro KANEKO)

７．黒ボク土畑圃場におけるイアコーンサイレージ用ト

ウモロコシの雌穂収穫残渣の鋤き込み効果

　　（酒井　麻子，環境植物学）

７．Effect of Ear-corn Harvest Residue Incorporation in the 

Andosoil Field

　　(Asako SAKAI)

８．生物防除資材がコナガおよびその天敵昆虫に与える

影響

　　（中川　奈穗子，環境植物学）

８．Effect of biological control agents to Diamondback 

moth and their predators in cabbage field

　　(Nahoko NAKAGAWA)
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９．マラウイ・ブンブエ地域の傾斜畑における土壌特性

と施肥反応

　　（深谷　かおり，環境植物学）

９．Soil properties and fertility of sloping upland soils, and 

their response to fertilizer application in Bvumbwe, the 

Republic of Malawi

　　(Kaori FUKAYA)

10．黒ボク土畑土壌における難溶性リン溶解糸状菌によ

る土壌蓄積リン酸の有効利用

　　（山﨑　瑞穂，環境植物学）

10．Effective utilization of soil accumulated phosphate by 

using insoluble phosphorus resolvable fungi in arable 

Andosols

　　(Mizuho YAMASAKI)

11．強力粉・薄力粉適性の優れた強種子休眠性白粒コム

ギ系統の選抜

　　（山本　淳生，環境植物学）

11．Selection of highly dormant white-grained wheat lines 

with high strong or soft flour quality

　　(Junki YAMAMOTO)

12．コムギ種子の発芽温度反応と種子休眠性QTLの解析

　　（横石　智彦，環境植物学）

12．Analysis of response to germination temperatures and 

grain dormancy QTLs in seed of wheat

　　(Tomohiko YOKOISHI)

13．農用タイヤのラグフェースに作用する接地反力の解析

　　（邵　明亮，農業環境工学）

13．Analysis of Soil Reaction Force on Lug Face of Farm 

Tire

　　(SHAO Mingliang)

14．堆肥化の通気条件が温室効果ガスの排出特性に及ぼ

す影響

　　（張　元明，農業環境工学）

14．Effect of ventilation on characteristic of greenhouse 

gases emission during composting

　　(ZHANG Yuanming)

15．日本の消費者による台湾産食品の受容可能性に関す

る実証分析－バナナと冷凍枝豆を事例として－

　　（葉　雅雯，農業経済学）

15．Consumer acceptance of Taiwanese food products in 

Japan: Case studies of banana and frozen edamame

　　(YEH Yawen)

畜産衛生学専攻（博士前期課程）
Master’s Program in

 Animal and Food hygiene

１．乳牛における自給粗飼料主体TMR給与による周産期

管理の簡素化が分娩後の健康と繁殖に与える影響

　　（織井　恒，動物医科学）

１．The effect of simplified perinatal managing system 

based on TMR composed of self-sufficient roughage on 

health and reproduction postpartum in dairy cattle

　　(Kou ORII)

２．柏陵池（ビオトープ）に飛来する渡り鳥における鳥

インフルエンザウイルスと鳥パラミクソウイルスの

サーベイランスと分離ウイルスの特徴

　　（アバオ　ラリィ　ネル　ビルバオ，食品衛生学）

２．Surveillance and Characterization of Avian Influenza 

Viruses and Avian Paramyxoviruses from Migratory 

Wild Birds in the Hakuryo Pond (Biotope)

　　(Lary Nel B. ABAO)

３．客観的手法によるモンゴルのヤクならびに在来牛の

肉質評価

　　（コルツア　ツレンバンド，動物医科学）

３．Meat quality evaluation for Yak and domestic beef in 

Mongolia by objective measurement

　　(KHURTSAA Tserenkhand)
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４．サモアにおける食肉衛生の現状

　　（アイオルーポ　トニー，食品衛生学）

４．Meat Hygiene Status in Samoa

　　(AIOLUPO Tony)

５．Babesia gibsoni のTRAPフラグメントの大腸菌によ

る発現とELISA抗原としての有効性の評価

　　（サンダクドルジ　ナランシャシャラル，環境衛生

学）

５．E x p r e s s i o n  o f  t r u n c a t e d  B a b e s i a  g i b s o n i 

thrombospondin-related adhesive proteins in Escherichia 

coli and evaluation of their potential by enzyme-linked 

immunosorbent assay

　　(SANDAGDORJ Narantsatsral)

６．複数の農産物認証表示が存在する場合の消費者評価

－ミニトマトを事例として－

　　（内野　江香，食品衛生学）

６．Consumer evaluation on the presence of multiple 

certification labels of agricultural products

　　 -A case study of minitomato-

　　(kouka UCHINO)

７．モンゴルにおけるウマのピロプラズマ症及びトリパ

ノソーマ症の疫学調査

　　（島田　亜希子，動物医科学）

７．Epidemiological study of Equine piroplasmosis and 

Trypanosomosis in Mongolia

　　(Akiko SHIMADA)

８．アカカンガルーの乳中における酸性オリゴ糖の構造

解析

　　（安樂　辰郎，食品衛生学）

８．Chemical characterization of acidic oligosaccharides in 

milk of Red Kangaroo (Macropus rufus)

　　(Tatsuro ANRAKU)

９．盲導犬適性と性格関連遺伝子多型との関連性の検討

－イヌの行動気質と性格関連遺伝子多型との関連性－

　　（大嶋　なつみ，動物医科学）

９．Association of Personality-Related Gene Polymorphisms 

with Qualification in Guide Dog

　　- Association of personality-related gene polymorphisms 

with barking behavior in dog -

　　(Natsumi OSHIMA)

10．北海道産池田町産褐毛和種における肉質の特徴とそ

の改善方法に関する研究

　　（緒方　三華，動物医科学）

10．Study on the meat quality and the improvement methods 

of Japanese Brown cattle produced in Ikeda-town, 

Hokkaido

　　(Mika OGATA)

11．ウサギエンセファリトゾーン症診断法の開発

　　（織田　将貴，動物医科学）

1 1．T h e  d e v e l o p m e n t  o f  d i a g n o s t i c  t o o l s  f o r 

encephalitozoonosis in rabbits

　　(Masaki ODA)

12．熱帯地域におけるココナッツ由来飼料の利用と小規

模酪農経営－スリランカ・クルネーガラ県の事例－

　　（加藤　弓子，食品衛生学）

12．Utilization of Feeds Derived from Coconuts and 

Management of Small Scale Dairy Farmers in Tropical 

Country

　　-A Case Study in Kurunegala District, Sri Lanka

　　(Yumiko KATOH)

13．トキソプラズマの寄生胞構成タンパク質GRA7による

宿主制御メカニズムの解明

　　（亀山　響子，環境衛生学）

13．Elucidation of the regulation mechanism on host 

immune system by Toxoplasma-derived secretory 

protein GRA7

　　(Kyohko KAMEYAMA)
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14．ウシ黄体における免疫機能制御機構に関する研究-

免疫細胞による黄体機能調節の可能性-

　　（小林　明由未，動物医科学）

14．The study about regulation of immune cell function 

in the bovine corpus luteum -possible regulatory 

mechanism of luteal function by immune cells-

　　(Ayumi KOBAYASHI)

15．電解水を用いた鳥インフルエンザウイルスに対する

殺ウイルス効果の検証

　　（玉城　志緒，食品衛生学）

15．Evaluation of the virucidal effect of the electrolyzed 

water on avian influenza virus

　　(Shio TAMAKI)

16．Toxoplasma gondii 及び Neospora caninum に対す

るマウスモデルを用いたプロテインマイクロアレイ

による血清学的診断法の開発

　　（中野　佑香，動物医科学）

16．Application of protein microarray in serological 

diagnosis for Toxoplasma gondii and Neospora caninum 

infections in the mice models

　　(Yuka NAKANO)

17．ウシ妊娠認識時に起きる黄体内でのリンパ管再構築

に対するＩＦＮＴ関与の可能性

　　（新田　あかね，動物医科学）

17．Possible Involvement of IFNT in Remodeling of 

Lymphatic Vessels in the Corpus Luteum During the 

Maternal Recognition Period in the Cow

　　(Akane NITTA)

18．オーストラリア産黒毛和種における画像解析手法を

用いたロース芯内の脂肪交雑に関する客観的評価

　　（前田　さくら，動物医科学）

18．Objective assessments of beef marbling in rib eye area 

for Japanese Black cattle with the use of image analysis 

in Australia

　　(Sakura MAEDA)

19．マラリア原虫感染が妊娠時特異的に症状の重篤化を

もたらす免疫学的メカニズムの解明

　　（松本　茜，動物医科学）

19．Analysis of the immunological mechanisms that malaria 

leads to a pregnancy-specific severity

　　(Akane MATSUMOTO)

20．都市ゴミ及び乳牛糞尿の嫌気性共メタン発酵

　　（森谷　勇介，環境衛生学）

20．Anaerobic co-digestion of organic fraction of municipal 

solid waste and dairy cattle manure

　　(Yusuke MORIYA)

21．リセドロネートによるバベシア原虫増殖抑制効果の

検討

　　（横山　未来，動物医科学）

21．Inhibitory effect of risedronate on the growth of Babesia 

parasites

　　(Miki YOKOYAMA)

22．動物のトリパノソーマ症診断のためのイムノクロマ

トグラフィー開発

　　（グェン　トゥー　トゥイ，動物医科学）

22．Establishment of immunochromatographic test(ICT) for 

diagnosis of animal trypanosomosis

　　(NGUYEN Thu Thuy)

23．スリランカ酪農における資源利用の効率性と飼料管

理に関する分析

　　（アノーマ　グナラトナ，食品衛生学）

23．Analysis of Resource-Use Efficiency and Feed 

Management in Dairy Farms, Sri Lanka

　　(Anoma Gunarathne)
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平成２３年度　帯広畜産大学大学院畜産学研究科

博士学位論文題目

平成２３年度　岐阜大学大学院連合獣医学研究科

博士学位論文題目

１．Physiological Characterization Campylobacter jejuni Under 
Cold Stresses Conditions: Its Potential for Public Health Threat

２．The impact of neutrophils as local regulators of the corpus 
luteum development and regression in the cow

３．バイオマス等地域資源利用によるエネルギー地産地消型農業

モデルの提案

４．黒毛和種における持続的な改良を目的とした新たな改良目標

の妥当性と交雑種の活用

５．ウシ卵胞膜細胞のステロイドホルモン合成機構に関する研究

〜ウシ卵胞嚢腫の発症機序解明を目指して〜

６．Development of Serological Diagnostic Methods and Vaccines 
against Human Babesia Infection

７．Molecular Epidemiological studies on African Trypanosomosis

８．Evaluation of the Cross-protective immunity Induced by 
Babesia microti Infection against Babesia rodhaini Infection

１．Functional Histology of Endocrine Cells in Bovine Intestine at 
Different Developmental Stages

２．超音波による背部脂肪厚測定に基づく周産期疾病発症リスク

評価法に関する研究

３．Studies on the Glucose Metabolism during Peripartum Period 
Affecting subsequent Reproduction in Dairy Cows

４．母体低栄養に由来するマウス胎子の脆弱性に関する研究

… CHAISOWWONG Warangkhana

… JIEMTAWEEBOON Sineenard

… 加藤　史郎

… 中橋　良信

… 村山　千明

… LUO Yuzi

… LAOHASINNARONG Dusit

… LI Yan

… Asadullah Hamid PYAROKHIL

… 山川　和宏

… LEE Hsu-Hsun

… 伊藤　拓也
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平成２３年度　岩手大学大学院連合農学研究科

博士学位論文題目

１．Regulatory mechanisms of endothelin, gastrin and gastrin-
releasing peptide on the secret ion of ghrel in and growth 
hormone in cattle

２．わが国の乳用種の経済形質に関する遺伝評価値の精度向上に

対する研究

３．Studies on the effect of cholecystokinin on ghrelin, oxyntomodulin, 
growth hormone and metabolites in cattle

４．植物スフィンゴ脂質の機能性素材化と食品機能性に関する研

究

５．北海道十勝産ジャガイモとナガイモの栄養成分と機能性に関

する研究

６．雇用労働力利用による家族農業経営の発展に関する研究

… Hongqiong Zhao

… 馬場　俊見

… Yan Naing Swe

… 宮下留美子

… 宮﨑　民子

… 金岡　正樹
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